
第３節 古墳時代の遺構・遺物

（１） 概要

本調査で確認された古墳時代以降と推定される遺構は、竪穴住居６棟、掘立柱建物１棟、土坑３

基、溝５条、鍛冶炉１基、ピットである。前回調査分を合わせると、主要なもので竪穴住居５７棟、掘

立柱建物５棟、土坑８基、段状遺構２基となる。前回の調査で明らかとなったように、弥生時代の集

落が古墳時代前期前葉で一度途切れるが、空白期をはさんで再び中期前半から小規模な集落が造営さ

れ始め、後期中葉まで続くという様相が今回の調査でも追確認された。

特筆すべきは尾根北側平坦面で検出された鍛冶遺構で、周辺遺構から出土した土器や鍛冶炉隣接土

坑内に廃棄された鍛冶関連遺物の諸特徴などを総合すると古墳時代中期末葉と推定され、東側尾根に

展開する同時期の住居群とは距離をとって構築されている。 （高尾）

（２） 竪穴住居跡

SI１（第１０４～１０８図、PL.３６・３７・６９・７４・７６）

調査区南東端のI２１グリッド、標高７２．４～７２．８mの谷頭に近い平坦面に立地する。

平成１５年に行われた調査で本遺構の東側、３分の１程度が調査済みであり、竪穴住居跡の存在が確

認されていた（Ａ区SI１２７）。�層を除去後、不整長方形を呈す炭化物を含む褐色土の広がりが確認さ

れ、さらに北側には不整長方形を呈す暗褐色土の広がりが隣接して検出された。そのため２棟の竪穴

住居跡が存在する可能性を考慮に入れ、南北にサブトレンチ（Ａ―Ａ′）を設定した。これにより、本

遺構のものとは異なる遺構の壁の立ち上がりと壁溝を確認し、北側にもう１棟竪穴住居跡が存在する

ことが明らかになった。北側の竪穴住居跡はSI２である。

本遺構は、３回の建て替えがおこなわれている。したがって、新しいものからSI１d、SI１c、SI１b、

SI１aと記述する。

SI１d・SI１c 平面で五角形を呈する。前回の調査では住居の一部しか調査できなかったため、隅丸方

形の竪穴住居跡と推測されたが、今回の調査で、五角形であることが確認された。北端部分は、SI２

の南端部を掘り込んでいるためSI２の埋土が壁面となっている。SI２の埋没後、南東側にSI１d、SI１cが

構築される。

床面において、壁溝、ピット１３基、中央ピットから東に向かって伸びる床溝１条を検出した。また

床面には広範囲にわたって貼床が施されている。

SI１dの規模は長軸７．３m、短軸６．８mで、検出面から床面までの深さは最大９６�を測る。遺存状態は

良好である。壁溝は南東部でとぎれＣ字状となる。壁溝の断面形はＵ字形で、床面からの深さは１～

１０�である。床面積は３３．２４�である。主柱穴はP１～５であり、SI１cからSI１dへの建て替え時にP１３か

らP１へ主柱を移設したものと考えられる。主柱間距離はP１―P２からP５―P１の順に３．２m、３．５m、２．７

m、３．１m、３．７mである。P６は中央ピットで、貼床と同じ土を用いた周堤がＣ字状に構築されてい

る。P８はP２とP３の中間に位置し、補助柱穴であると考えられる。P１２もP５に近接していることから

補助柱穴の可能性がある。P７、９～１１の性格は不明である。床溝の埋土は８層であり深さは約１～５

�である。P４は他の主柱穴に比べて南北に長く、楕円形をしている。埋土の南側は貼床と同じ土で

埋め戻されており、柱痕跡は不明であるが、P４は柱の位置を南から北へ移設した可能性がある。
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１　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、１㎝以下ホーキブロック・0.5㎝以下炭化物粒少含 
２　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり良、２㎝以下ホーキブロック・0.5㎝以下炭化物粒多含 

３　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり良、２㎝以下ホーキブロック多含、1.5㎝以下AT
ブロック・0.5㎝以下炭化物少含 

４　にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性強、しまり弱 
５　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、しまり良、１㎝以下ホーキブロック・炭化物少含 
６　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり良、３㎝以下ホーキブロック多含、炭化物少含 
７　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、しまり良、１㎝以下ホーキブロック・炭化物少含 

８　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、0.5㎝以下ホーキブロック多含、炭
化物少含 

９　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり弱 
10　褐色土（10YR4/6）粘性強　しまり弱 
11　にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性強、しまり弱 
12　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり良、４㎝以下ホーキブロック多含、炭
化物少含 

第１０４図 SI１（１）
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13　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり良、２㎝以下ホーキ・ATブロック・炭
化物粒少含 

14　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱、1.5㎝以下ホーキブロック・炭化物
粒少含 

15　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、しまり良、3.5㎝以下ホーキブロック少含、
炭化物粒多含 

16　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、1.5㎝以下ホーキブロック・0.2㎝以
下白色砂礫少含 

17　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり弱 
18　黄褐色土（10YR5/6）2.5㎝以下同色ブロック多含 

19　にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性強、しまり良、４
㎝以下ホーキブロック多含 

19　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱（貼床） 
20　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱、５㎝以下
ホーキ・ハードロームブロック多含 

21　黄褐色土（10YR5/6）と褐色土（10YR4/4）混合土
　粘性強、しまり弱 

22　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱、1.5㎝以下ホーキブロック
多含、炭化物粒少含 

23　にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性強、しまり良、３㎝以下ホーキブ
ロック・炭化物粒少含 

24　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱、炭化物粒、２㎝以下黄褐色土ブロック少含 
25　にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性強、しまり良 
26　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱、10㎝以下ホーキブロック多含 
27　ATブロック 

SI1 a、b

：SI1b柱穴 ：SI1d柱穴 

SI1 c、d

建て替え模式図（S＝1/100） 

第１０５図 SI１（２）
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SI１cの主柱穴はP１３、P２～５であり、P２～５及び中央ピットP６はSI１dと共用し、それぞれの主柱間距

離は２．７m～３．５mを測る。また、北東部において壁溝が幅広くなっていることを考えると、遺構の規

模はSI１dよりわずかに縮小していると考える。

埋土は褐色土を主とし、�層ブロックが混入する。高所から流れ込むようにレンズ状に堆積してい

ることから、自然堆積と考えられる。また土層図には反映できなかったが、遺構の南東部において地

山である	層、�層を含んだ土が２ヶ所ブロック状に認められた。本遺構の埋没中に周辺を掘り返し

た土が投棄されたものと考えられる。

遺物は、埋土中より土器、石器、鉄器が出土している。遺物密度は埋土上層から下層にかけて次第

第１０６図 SI１出土遺物（１）
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に低くなる。

SI１b・SI１a ピット１１基とSI１d、cの貼床を除去

後に壁溝を検出した。

SI１bは残存している壁溝が北東部分で途切れ

ており、西側の壁溝は確認できなかった。壁溝の

断面形はＵ字形であり、床面からの深さは５�で

ある。壁溝北側が幅広くなっているのは、建て替

えに伴って南北どちらかに壁溝を移したためと考

えられる。住居平面形は隅丸方形を呈すと推測さ

れる。主柱穴はP１４、P１７、P２２と、柱穴の位置関

係からP１３を含めた４本柱と推測される。主柱間

の距離はP１３―１４、P１４―１７の順に２．８m、３．６m、３．２m、３．２mである。P６が中央ピットと考えられる

が、周堤は無かった可能性が高い。P１８、２０、２１、２３は補助柱穴と考えられる。

SI１aは主柱穴がP１５、P１６であり、P１３、P２２とともに４本柱で構築されていたものと考えられる。

主柱間の距離はP１３―P１５、P１５―P１６の順に３．０m、３．０m、２．９m、３．２mである。P１５はP１４に柱を移し

た後、	層のブロックを用いて埋め戻されており、ブロックの下は空洞であった。P１６は柱のみを抜

き取り、裏込めが残されていた。P１９、P２４は支柱穴の可能性がある。

出土遺物には、甕２１７、２１８、２２０、壺２１９、器台２２１の他、敲石S５９～S６７、穿孔具F１６、棒状鉄器

F１８、�F１５、F１７がある。S６１、S６２、S６６、S６７、F１５は床面から出土した。５層から出土した２１８が

天神川�期に比定されることから、SI１dは古墳時代初頭の竪穴住居跡と考えられる。SI１c、SI１b、

SI１aもほぼ同時期のものであろう。 （小田）

SI９（第１０９～１１１図、表１１、PL.３７・３８・６８・６９・７６）

調査区の南東端、I２２グリッド、標高７２．４～７２．７mの平坦面に位置しSI１と隣接する。

表土除去後、遺物包含層である�層、�層を掘り下げて、遺構検出中に、部分的に残存していた�

層上面において南北約１０m、東西約９mの楕円形を呈する暗褐色土の広がりを確認した。土層堆積と

遺構の状況を確認するためトレンチを設け、Ａ―Ａ′の北端、Ｂ―Ｂ′の両端から壁溝を検出し、竪穴住

居跡（SI９）として調査を行った。Ｂ―Ｂ′の南端では住居の外側にもう１つの掘り込みが存在するこ

とが明らかとなり、その壁際で壁溝を検出したため別住居（SI７）と判断した。また南東部の壁面を

確認するために設定した別のトレンチでSI９の掘り方と異なる壁面及び壁溝を確認し、SI８として調査

を行った。Ａ―Ａ′の中央からやや西寄りに焼土粒を含んだ暗褐色土がみられ、焼失住居の可能性があ

るものとして新たにＣ―Ｃ′のトレンチを掘り下げた結果、トレンチ内から板状の炭化材が検出され

た。

床面精査中に南側で３条、北側で２条の壁溝、２６基のピットが検出された。P２、３、５は柱痕跡が

明瞭であり、P３、５はそれぞれP９、P１１の埋土を切っている。Ｐ６が中央ピットとなる。そのほかP２、

５の外側にP１３、P１０を確認したことから住居は縮小して建て替えられていると予想された。また貼床

の除去作業中にP１～５のさらに内側の位置からP２２～２５の４本が確認されたため、１度は拡張を伴う

建て替えを行っており、壁溝と柱穴の検出状況からすれば建て替えは２回と判断された。SI９は建て

第１０８図 SI１出土遺物（３）
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SI9a SI9b

建て替え模式図（S＝1/200） 

SI9c

１　暗褐色土（10YR3/3）粘性弱、しまり良、２㎝以下白色礫、ホーキブロック少含 
２　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり良、１㎝以下白色礫多含、0.5㎝以下炭化物少含 
３　褐色土（10YR4/4）２㎝以下ホーキ・ATブロック少含、0.5㎝以下炭化物少含 
４　褐色土（10YR4/4）３㎝以下AT・ホーキブロック少含 
５　暗褐色土（10YR3/4）５㎝以下炭化物少含 
６　暗褐色土（10YR3/3）３㎝以下ホーキブロック・炭化物微含、0.5㎝以下焼土粒多含 
７　褐色土（10YR4/4）10㎝以下焼土ブロック含（焼土混) 
８　暗褐色土（10YR3/4）しまり強、0.5㎝以下炭化物多含、５㎝以下ソフトロームブロッ
ク少含 

９　黄褐色土（10YR6/5）粘性強、３㎝以下ATブロック含 
10　にぶい黄褐色土（10YR5/4）しまり強、５㎝以下炭化物含 
11　にぶい黄褐色土（10YR5/4）３㎝以下炭化物少含 
12　褐色土（10YR4/4）　 
13　褐色土（10YR4/4）粘性強、0.5㎝以下炭化物少含 

14　褐色土（10YR4/4）粘性強、２㎝以下ATブロック・0.5㎝以下炭化物微含 
15　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱、0.5㎝以下炭化物微含 
16　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり強、３㎝以下ATブロック少含 
17　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり強 
18　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり強、５㎝以下ホーキ・黄褐色ブロック多含 
19　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱 
20　黄褐色土（10YR5/4）しまり弱、0.5㎝以下ホーキブロック・炭化物粒少含 
21　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱、２㎝以下ATブロック・１㎝以下炭化物粒少含 
22　褐色土（10YR4/6）0.5㎝以下AT粒・炭化物微含 
23　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱、0.5㎝以下AT粒含 
24　褐色土（10YR4/6）しまり弱、黄褐色土斑状に含 
25　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり強、２㎝以下ATブロック多含（貼床層） 
26　黄褐色土（10YR5/6）粘性弱、しまり強、３㎝以下ホーキブロック少含 
27　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり弱、0.5㎝以下炭化物多含 

28　黄褐色土（10YR5/6）粘性弱、しまり弱、５㎝以下ATブロック少含 
29　褐色土（10YR4/4）粘性強、0.5㎝以下炭化物少含 
30　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり強、0.5㎝以下炭化物粒少含 
31　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり強、５㎝以下ホーキブロック・黄褐色土多含 
32　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり強、３㎝以下黄褐色土多含 
33　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、２㎝以下ATブロック含 
34　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱 
35　黄褐色土（10YR5/6）粘性弱、しまり強、２㎝以下ATブロック少含 
36　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり強、２㎝以下ATブロック多含（貼床層） 
37　黄褐色土（10YR5/6）粘性弱、しまり強、３㎝以下ホーキブロック少含 
38　褐色土（10YR4/4）0.5㎝以下炭化物粒微含 
39　黄褐色土（10YR5/6）粘性弱、しまり弱、５㎝以下ATブロック多含 
40　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、0.5㎝以下炭化物粒微含 
41　暗褐色土（10YR3/3）粘性弱（SI7埋土） 

0 2mS＝1：60

第１０９図 SI９（１）
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替え前の住居SI９aから一度住居全体を拡張してSI９b、さらに南側の壁を縮小したSI９cと変遷する。

なお中央ピット（P６）は埋土の土層断面の観察から付け替えの状況が認められなかったため、SI９

a～SI９cにかけて位置を変えていないものと思われる。P６の掘り方にはテラス状の段、底面中央に浅

い凹みが認められることから、同位置で数回掘削されたことが推定される。以下、SI９c→SI９b→SI９a

の順に報告する。

SI９c

長軸９．２m、短軸８．６mの不整五角形を呈する。検出面から床面までの深さは最大で６０�である。壁

溝はほぼ全周し、北東隅で途切れてＣ字状となる。北側の壁溝は拡張前のSI９bの壁溝を共用する。

壁溝は幅１０�、深さ３～５�を測り断面形はＵ字である。柱穴を除いた埋土は１～１１層であり、７層

は焼土粒を、８層は炭化物を多量に含んでいた。柱穴埋没後８層が住居中央に堆積し、１０、１１層が壁

際に堆積した後、炭化材、焼土を含んだ７層、炭化物を含んだ６層が住居西側を中心に堆積する。１

～５層は自然堆積と考えられる。住居の床面は	層まで掘り込まれ、中央ピット（P６）の南西側を

中心に貼床が施される。被熱面は中央ピットの北西にみられ規模は８０�×３０�を測る。主柱穴はP１

～５の５本柱である。主柱穴の規模はP１（３４×３２―５３）�、P２（４４×４０―４７）�、P３（５５×３０―５８）�、

P４（３６×３３―４０）�、P５（７１×７０―６１）�を測る。主柱間距離はP１―P２間３．４m、P２―P３間３．１m、P２―P３

間３．１m、P３―P４間３．１m、P４―P５間３．１mを測る。P２、３、５に残る柱痕跡から推定される柱径は１０～２０

�を測る。P１、２はSI９bと共用している。主柱穴以外にP１―P２間のP７、P２―P３間のP８があり、補助柱

穴と考えられる。

炭化材は竪穴の南西側を中心に７層から床面にかけて分布している。大半の炭化材は住居中央から

見て放射状に展開している。検出状況から、垂木材と考えられる。これらの垂木材と直交する繊維方

向のもの（取上№２６）は母屋桁と推定されよう。炭化材の検出レベルは南西から住居中央にむけて低

くなる。垂木材と考えられるもの（取上№１９～２２、３１、３６、３８、４０、４１、４３、４７）は板状を呈する。

炭化材１、２は樹種同定の結果、クリとされる（表１１）。SI９cは住居の南西側のみが焼失しており、

住居はその後廃絶したものと考えられる。また明瞭な焼土層が形成されないこと、屋根の下地に用い

られるような茅等の炭化材が認められなかったことを勘案すると住居内の一部の部材が火災を受けて

いることが推測される。

遺物は１～３層を中心として出土した。出土した土器には甕２２２～２２５、鼓形器台２２６、高坏の坏部

２２７、ミニチュア土器２２８がある。石器として敲石S７１～７４のほか、石鏃S７０を図化した。S７０は埋土に

流入したものであろう。そのほか棒状鉄器F２０、刀子片F２２、鉄器片F１９、F２１、F２３、鉄片F２４、F２５

が出土している。２２８、F１９、F２３、F２４は床面直上から出土した。

床面で出土した土器が天神川�期に比定されることから、SI９cの時期は古墳時代前期初頭と考えら

れる。

SI９b

SI９aの壁全体を外側に約１m拡張している。平面形はSI９cと同様に不整五角形を呈し、床面積は

４９．６６�と本遺跡における住居としては最大規模のものである。壁溝は壁際を全周し、北東隅で一部

途切れ、Ｃ字状となる。壁溝の規模は幅５～１５�、深さ５�を測り、断面形はＵ字形を呈す。主柱穴

はP１、P２、P９、P１０、P１１の五本柱と考えられる。P１０はSI９cの貼床下において確認した。柱穴の規

模は前述したP１、２のほかP９（３７×３０―３９）�、P１０（３７×３３―２８）�、P１１は推定で（６４×５２―４４）�
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7

7

1m

炭化材２ 

0 S＝1：40

表１１　ＳＩ９樹種同定結果 

炭化材番号 和　名 種　別 取上№ 

1 クリ 板？ 26

2 クリ 板？ 47

73.1m
c

7
8

c′ 

炭化材２ 
（№47） №38№43№21

№21

№22

№20

№25

№43

№41

№40

№38

№36
№31

№19

炭化材１ 
（№26） 

炭化材２ 
（№47） 

炭
化
材
２
 

b′
 

b

7

73
.1
m

№20

№40

№41№22

№19

№36

№31

73.1m

※図中の№は取上番号を表す。 

a a′ 

① b

b′
 

a′ 

c′ 

a

c

を測る。主柱間距離はP１―P２間３．４m、P２―P９間３．３m、P９―P１０間３．３m、P１０―P１１間３．５m、P１１―P１間

３．１mを測る。これらの柱穴の他P１２～２１は主柱穴間または主柱穴と壁溝の間に位置し、主柱穴と比較

すると掘り込みが浅く小規模なピットである。よって、補助柱穴と考えられる。

遺物はP１０から土器片が出土したが、細片のため図化していない。SI９bの時期であるが、SI９cと北

側の壁、主柱穴（P１、２）が共用されることから、SI９b→SI９cへの建て替えの時間差はあまりないも

のと考えられる。SI９bの時期はSI９cとほぼ同じ頃、古墳時代前期初頭であろう。

SI９a

SI９aは床面から検出されたピットのうち最も内側のP２２、２３、２４、２５を主柱穴とする４本柱の竪穴

住居跡である。壁溝は床面で確認できた最も内側のものが該当しよう。壁溝は西側を中心に途切れな

第１１０図 SI９（２）
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S69

224

223
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225

227

228

226

S71

F25

F22

F21

F23

F24

F20

F19

S＝1：2 5㎝ 

0 S＝1：4 10㎝ 

0 S＝2：3 3㎝ 

第１１１図 SI９出土遺物
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① 

6 48
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5
8
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1010

8
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1111
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P5埋土 

P5
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8

5
3

4
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12
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2

5
8

16
 

P6

P3 P1

P7P2P4

13 88
8 814

15

232 231S75
S74

8

10

11

3

0 2mS＝1：60

１　暗褐色土（10YR3/4）
粘性弱、しまり弱 

２　黒褐色土（10YR2/2）
粘性弱、しまり強、1
㎝以下黄褐色土粒少含 

３　暗褐色土（10YR3/3）
粘性弱、しまり弱、
0.5㎝以下黄褐色土粒・
焼土粒多含（赤味を帯
びる） 

４　黒褐色土（10YR2/2）
粘性弱、しまり強、1
㎝以下黄褐色土粒少含 

５　黒褐色土（10YR2/3）
粘性弱、しまり強、黄
褐色土粒少含 

６　黒褐色土（10YR2/3）
粘性弱、しまり強、黄
褐色土粒微含 

７　暗褐色土（10YR3/4）
粘性弱、しまり強 

８　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、３
㎝以下ホーキ・ATブロック多含（４層が
沈着して黒味を帯びる） 

９　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり強、３
㎝以下ホーキ・ATブロック含 

10　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり弱、４
㎝以下ホーキ・ATブロック含 

11　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱 
12　にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性弱、しま
り弱 

13　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱 
14　黄褐色土（10YR5/6）粘性弱、しまり強、
白色粘質土多含 

15　黄褐色土（10YR5/6）粘性弱、しまり強、
５㎝以下ATブロック多含 

16　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、３
㎝以下ホーキ・ATブロック多含（４層が
沈着して黒味を帯びる） 

第１１２図 SI１６（１）
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0 S＝1：4 10㎝ 

0 S＝1：2 5㎝ 

0 S＝1：4 10㎝ 

S74

S75

232

231

230

229

0 50㎝ S＝1：20

229

a′ a

a′
 

a

70.7m

229

① 

がら東側に伸びるが、東辺における壁溝の痕跡は認められなかった。形態は隅丸方形を呈していたと

思われる。溝の規模は幅約１０�、深さ２�、断面形はＵ字形を呈し、壁溝の埋土はSI９bまたはcの貼

床である。主柱の規模はP２２（３６×３６―６９）�、P２３（３４×２６―４２）�、P２４（５６×５０―３５）�、P２５（４６

×４３―６３）�を測る。主柱間距離はP２２―２３間３．２m、P２３―２４間３．０m、P２４―２５間３．０m、P２５―２２間２．９m

を測る。柱痕跡はP２２に認められた。柱痕跡から推定される柱径は約１５�である。SI９bへの拡張に

よって壁面は遺存していない。

遺物はP１６から土器片が出土したが、細片のため図化していない。SI９aの時期であるが、南に位置

する弥生時代終末期の竪穴住居跡SI８の推定される床面範囲と、SI９aの床面範囲

が近接また重複していることが予想され、出土遺物はないが、切り合い関係を考

慮すると弥生時代終末期以降のものと推定される。 （大川）

SI１６（第１１２～１１４図、PL.３９、６８、７０・７５）

Ｄ・E２２～２３グリッド、標高７０．５m～７１．１mの尾根平坦面に位置する。

平面形は東西・南北ともに長さ５．７mを測る隅丸方形を呈し、床面積は２５．６�

である。検出面から床面までの深さは南東側で最大６０�を測る。床面で検出され

たピットは７基で、P１～P４が主柱穴と考えられる。主柱間距離はすべて２．６mで

ある。P５は特殊ピットと考えられる。床面の南東部で地山を多く含む固い土が

広がっていたため、貼床の有無を確かめるためにサブトレンチを設定したとこ

ろ、P７を検出した。他の６基のピットとは埋土の状況が明らかに違っており、

１５層で埋め、１４層で蓋をして固めたような痕跡が認められる。埋土の状況からSI

１６に伴うピットかSI１６構築以前に掘削・埋没していた他遺構のどちらかであろ

う。位置的にSB６を構成する柱穴の一つではないかと想定したが、精査の結果、

それに対応すべき南側の柱穴が存在しないため、その可能性も低い。断面Ｕ字形

第１１４図 SI１６出土遺物

第１１３図 SI１６（２）
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の壁溝が全周しており、幅は７～１５�、深さは最大で７�を測る。またP１～P４の各ピットから壁溝

に向かって幅１０～２５�、深さ４～５�の床溝が直交している。さらにP６の南側にも長さ１．４m、幅１５

�、深さ５�の床溝を検出した。溝の東側延長線上にはP５があり、P５から伸びる床溝の痕跡がみられ

るが、図示した部分以外は検出できなかった。これらは住居内の間仕切りの溝と推測する。P６の掘

り方西側及び東側の床面には被熱面が形成されており、前者は６７�×３７�に広がる不整形、後者は２３

�×１２�の不整楕円形を呈す。どちらも掘り方をもたず、壁面及び床面が被熱し赤変していた。

本住居は廃絶時にP６を除く各柱穴に１０・１１層が堆積し、次に、壁際から８層がほぼ床面全体に堆

積する。南側の壁際には９層の堆積が見られる。５～７層、４層、３層、２層、１層の順に上層にか

けてレンズ状の堆積となることから自然堆積により埋没していったと推測される。

遺物は８層から最も多く出土したが、小片のため図化できなかった。図化したものには須恵器坏蓋

２２９、�２３０、土師器甕２３１・２３２の他、敲石S７４、台石S７５がある。２２９・S７５は床面直上から出土した。

２３１・２３２は８層及び床面付近から、２３０は３層から、S７４は４層から出土している。

床面直上から出土した２２９は陶邑編年TK１０型式に比定されることから、SI１６の廃絶時期は古墳時代

後期中葉と考えられる。 （恩田）

SI２２（第１１５～１２２図、PL.４０～４２・６８・７０・７４・７５・７６）

Ｂ・C２１グリッド、標高６８．９～６９．５mの緩斜面に位置する。南西側約５mに同時期とみられるSB７

が近接する。住居廃絶後に自然堆積したとみられる黒色土・黒褐色土（土層断面１～３層）の掘り下

げに着手したところ、鉄滓や鉄床石といった鍛冶関連遺物が窪地状を呈した竪穴中央部付近で出土し

た。これらの遺物は本住居の埋没過程で投棄されたことが明らかで、近傍に鍛冶遺構が存在すること

が予見された。

本遺構は建て替えを行っており、建て替え前をSI２２a、建て替え後をSI２２bとして新しいものから順

に詳述する。なお、上層の鍛冶関連遺物の出土状況等は後述することとし、各遺物の解説は本節（６）

でまとめて行う。

SI２２b

平面形は長軸５．７m、短軸４．９mの隅丸方形を呈す。等高線に沿うように住居主軸をとり、斜面高位

側となる竪穴後背部に幅３０～７０�のテラスをコの字状に造成している。テラスは緩やかな傾斜をもっ

て竪穴肩部につく。竪穴部分の平面形は長軸４．１m、短軸３．９mの隅丸方形で、壁高は南東壁で最大４６

�を測る。掘り方西側の肩から床面までの最大高低差は８２�である。床面のおよそ２／３に貼床が施

されており、それ以外の部分は
・�層を床としている。床面積は１１．８４�を測る。床面でピットを

６基検出しており、このうちP１～P４が主柱穴である。主柱穴は円形もしくは不整円形の平面形をも

ち、規模はP１（４４×４２―７０）�、P２（４７×４５―８７）�、P３（５０×４０―６５）�、P４（４５×４０―８４）�でP１

とP３、P２とP４が底面レベルをほぼ同じくする。主柱間距離はP１―P２間からP４―P１間という順に、２．７

m、２．８５m、２．８５m、２．８mを測る。P５が中央ピットで、西側に半円形の小テラスをもつ。P６は隅丸

方形の浅いピットで、東壁と近接位置にある。

埋土はSI２２b構築時の造成土（２９・３０層）、SI２２bの廃絶に関連する堆積（５～２８層）、そしてSI２２b

廃絶後の自然堆積（１～４層）の大きく３つに分けられる。２９・３０層は竪穴を縮小しテラスを造り出

すための盛土で、地山の�～	層ブロックを多量に含み、よくつき固められていた。５～２８層は地山
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表１２　ＳＩ２２樹種同定結果 

サクラ属 
サクラ属 
サクラ属 
クリ 
クリ 

種　別 
丸太 
丸太 
丸太 
丸太 
丸太？ 

取上№ 
2
3
9
11
17

0 2mS＝1：40

１　黒褐色土（10YR2/2）粘性弱、0.3㎝以下砂礫少含 
２　黒色土（10YR2/1）粘性弱、0.5㎝以下ホーキブロッ
ク・焼土粒・砂礫少含 

３　黒褐色土（2.5YR3/1）粘性強、しまり弱、１㎝以
下ホーキブロック・炭化物・焼土粒少含 

４　黒褐色土（2.5YR3/2）しまり強、１㎝以下ホーキ
ブロック・炭化物・焼土粒少含 

５　暗リーブ褐色土（2.5YR3/3）粘性強、1.5㎝以下
焼土塊・ホーキ・ATブロック・炭化物を斑状に含 

６　暗リーブ褐色土（2.5YR3/3）0.5㎝以下砂礫・ホー
キブロック少含 

７　にぶい黄褐色土（10YR4/3）やわらかい、0.5㎝以
下明褐色土・ホーキブロック少含 

８　にぶい黄褐色土（10YR4/3）0.3㎝以下砂礫・ホー
キブロック少含 

９　褐色土（10YR4/4）３㎝以下ホーキブロック・明
褐色土ブロック少含 

10　褐色土（10YR4/4）しまり弱 
11　褐色土（10YR4/4）しまり強、２㎝以下ホーキブ
ロックを斑状に含 

12　暗褐色土（10YR3/4）やわらかい、２㎝以下明褐
色土～ATブロック多含 

13　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、１㎝以下焼土塊・
ホーキ・ATブロック多含 

14　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.5㎝以下ホーキ・
ATブロック多含 

15　暗褐色土（10YR3/4）0.5㎝以下炭化物・ホーキブ
ロック少含 

16　褐色土（10YR4/4）粘性弱、やわらかい、0.5㎝以
下暗褐色土～ホーキブロック少含 

17　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.5㎝以下明褐色土・
ホーキブロック少含 

18　褐色土（10YR4/4）粘性強、やわらかい、0.5㎝以
下炭化物・焼土粒・ホーキブロック少含 

19　褐色土（10YR4/4）粘性強、0.2㎝以下炭化物・焼
土粒少含 

20　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱、１㎝以下
ホーキブロック少含 

21　褐色土（10YR4/6）粘性強、２㎝以下明褐色土～
ATブロック多含 

22　暗褐色土（10YR3/4）やわらかい、0.2㎝以下焼土
粒・ホーキブロック少含 

23　褐色土（10YR4/4）粘性強、ホーキ・ATブロッ
クが混じる 

24　褐色土（10YR4/4）粘性強、やわらかい 
25　黒色土（N21）炭層、やわらかい、0.3㎝以下ホー
キ～ATブロック・焼土粒多含 

26　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、１㎝以下ホーキ～
ATブロック少含 

27　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、やわらかい、２㎝
以下焼土塊・炭化物・ATブロック多含（焼土集
中層） 

28　にぶい黄褐色土（10YR4/3）粘性強、しまり強、
明褐色土～AT層混合土 

29　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり強、２㎝以下
明褐色土～ホーキブロック多含 

30　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり強、３㎝以下
明褐色土～ATブロック多含 

31　褐色土（10YR4/4）しまり弱、２㎝以下ATブロッ
ク・２㎝以下ハードロームブロック・炭化物含 

32　褐色土（10YR4/4）しまり弱、３㎝以下炭化物含 
33　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり弱 
34　褐色土（10YR4/4）しまり弱 
35　褐色土（10YR4/6）しまり弱 
36　暗褐色土（10YR3/4）0.5㎝以下ホーキブロック・
炭化物多含 

37　褐色土（10YR4/4）0.5㎝以下ホーキ・ATブロッ
ク少含 

38　褐色土（10YR4/4）　 
39　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり強、貼床層、
明褐色土～ハードローム混合土 

40　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、しまり強、ハード・
ホワイトローム混合土 

41　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、しまり弱、ハード・
ホワイトローム混合土 

 

第１１５図 SI２２b（１）
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ブロックのほか炭化物や焼土粒を多分に含み、やわらかくしまりの悪い堆積である。１３・２７層は小塊

状の焼土や炭化材砕片を多量に含む焼土集中層、２５層は焼土粒を多量に含む炭層で、１３層の上に上半

が腐植により中空となった炭化材がのっている。住居西側及び南側の床面付近から炭化材が出土して

おり、土層の状況も総合すると本住居は焼失住居と考えられる。各柱穴には明瞭に柱痕が残り、柱の

腐植によって中空となった部分に裏込め土が崩落した粘土粒状の堆積であるためしまりが悪い。柱穴

上面は柱部分を除き貼床土でパックされていた。

住居西側及び南側から炭化材がまとまって出土しているが北～東側にはほとんどみられない。遺存

状況も悪く、砕片化している。P３―P４間、P４―P１間で出土した炭化材は遺存状況が良好で、大型の部

材である。炭化材１は数ヶ所で折損しているが長さは推定１．３m、最大幅１３�、最大厚７�を測り、

残存資料からすると部材の本来の形状は半截丸太もしくは隅丸角柱状であったと想定される。炭化材

２は炭化材１と筋を違えて一部重複するような出土状況であったため別個の部材と捉えたが、両者は

同一部材であるかもしれない。南側の遺存状況が悪いが残存長は約１．２mを測る。残存部の最大幅は

１４�で、炭化材１と同程度の厚さをも

つ。炭化材３は炭化材２の下方で斜交

するような状態で出土した。残存長５８

�、最大幅１７�、腐植により中空とな

るが最大厚１１�を測り、丸太もしくは

隅丸角柱状の部材であったと推定され

る。炭化材９は残存長約１m、最大幅

１６�、腐植により遺存状況は良くない

が最大厚１０�を測り、遺存状況から丸

太状の部材であったと考えられる。炭

化材９の下方で斜交するように重なる

炭化材１０・１１は同一部材が中心付近で

破損したものと推測され、残存長約５０

�、出土状態の測定値で幅２０�を測

り、検出範囲から下はほとんど遺存し

ていない。丸太もしくは半截丸太状の

第１１７図 SI２２b出土遺物

第１１６図 SI２２b（２）
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部材であろう。他は長さ１０～３０

�、幅５～１０�の小片と化してお

り、本来の規模は不明である。形

状は半截丸太あるいは径の大きく

ない丸太状と推察される。

主柱穴を結ぶライン上で出土し

た炭化材は、残存規模等からみて

梁桁材の可能性があろう。部材と

床の間には焼土塊集中層を挟んで

おり、同層は被熱した屋根土に由

来すると考えられ、上屋の焼失か

ら炭化部材の崩落までに一定の時

間が空いたと推測する。梁桁ライ

ンに平行する径１０�弱の丸太材

７・８そして１４などは母屋桁であ

ろうか。南東側で出土した求心方

向の炭化材は垂木かもしれない。

炭化材の出土状況及び土層の状況

から判断して、本住居の上屋は局

所的に炭化するまで燃焼した部材

を除き生焼け状態で倒壊し、大半

の部材が腐食して残らなかったと

推測する。住居北東側は南西側に

比べ燃焼の程度がかなり弱かった

と推察され、堆積層にも焼土や炭

化物がほとんど含まれない。な

お、炭化材１５～１９は樹種同定を行

い、丸太状の１５～１７はサクラ属と

いう結果を得た（表１２）。

出土遺物は少量で、床面直上で

出土した袋状鉄斧F２７、P１上層から出土した鉄滓F２６、埋土中から出土した甕２３３、石錘S７６を図示し

た。F２７は小型の袋状鉄斧でノミに近い。袋部横断面形は扁平な楕円形で、閉じ合わせもあまい。F

２６は鍛冶滓であろうか。S７６は軟質の礫を薄い円盤状に加工し、一端に刻みを入れている。

SI２２a

縮小建て替え前の住居で、平面形は長軸５．７m、短軸５．１mの隅丸方形を呈し、壁高は西壁で最大８２

�を測る。住居南西部を除き�～�層の混合土から成る貼床が施されていた。竪穴南西及び南東コー

ナーで一部途切れるが、幅６～１０�、深さ１～６�を測る断面Ｕ字形の壁溝がめぐる。

SI２２aはSI２２bへの建て替え時に盛土して壁体を新たに構築していたが、その際に壁体盛土内に計１４

第１１８図 SI２２a（１）
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点の石器及び礫が埋め込まれていた（第１１９図）。砥石S７８・台石S８３・扁平な棒状礫S７９は南東コー

ナーに、礫S８０・S８７・砥石S８９は東壁中央に隣接して集め置かれていた。礫S８１は北壁下部の窪みに

押し込まれた状態で出土している。石器及び礫群は造成の過程で住居各辺に配され、意図的に埋め込

まれたことは明らかであろう。

砥石S７７は軟質で緻密な石材を用いており、角柱状に整形されている。台石S８３は表面に擦痕が認

められ裏面にも一部平滑な面が認められることから両面使用していた可能性がある。S８４～８８は敲石

で、S８５の先端部は著しく潰れ、器体中央部にまでクラックが及ぶ。砥石S８９はやや粗粒の石材を用

いており、側縁部に細い棒状のものを研磨した痕跡が連続している。扁平あるいは不整形の礫が共伴

第１１９図 SI２２a（２）
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１　黒褐色土（10YR2/2）粘性弱、しまり強、0.5㎝以下砂礫含 
２　暗褐色土（10YR3/3）粘性強、しまり強、３㎝以下ATブロック含 
３　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり強、５㎝以下ATブロック多含 
４　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、しまり強、１㎝以下ホーキ・ATブロック含 
５　黒褐色土（10YR2/2）粘性強、しまり強、１㎝以下ATブロック含 
６　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、炭化物・１㎝以下ATブロック少含 
７　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、しまり強 
８　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり弱、３㎝以下ホーキ・ATブロック含 

９　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、しまり弱、炭化物含 
10　褐色土（10YR4/4）しまり弱、１㎝以下ATブロック・炭化物含 
11　暗褐色土（10YR3/3）粘性強、しまり強、AT・地山粒含 
12　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり弱、0.5㎝以下AT粒多含、炭化物
含 

13　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱、0.5㎝以下炭化物含 
14　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり弱、１㎝以下ホーキ・ATブロッ
ク含 

しているものの、明確な使用痕は認められない。

出土遺物からSI２２bは古墳時代初頭頃の竪穴住居と推定され、SI２２aも同時期のものであると考え

る。

第１２３図 SI２６
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SI２２上層遺物出土状況

先述のとおり、SI２２bが埋没する過程で窪地となった部分

に鍛冶関連遺物が投棄されていた（第１２２図）。当該遺物は主

に３層上面付近で出土している。出土したのは椀形鍛冶滓F

４７～５１、鍛冶滓F５２～５５、鉄製品F５６、粘土質溶解物３２０、羽

口片である。それらとともに土師器甕２３４～２３６・高坏脚２３７

が鍛冶関連遺物からやや離れた東側で出土しており、これら

も３層に伴う。共伴する土師器から、鍛冶関連遺物の廃棄は

古墳時代中期末葉頃と考える。 （高尾）

SI２６（第１２３～１２５図、PL.４３・６８・７０）

AB２１・２２グリッド、標高６９．１～６９．５mの尾根平坦面に位

置する。

平面形は北東―南西に５．８m、北西―南東に５．３mのやや歪な

方形を呈し、四隅が東西南北方向に向いている。床面積は

２５．２�である。検出面から床面までの深さは南側で最大５５�

を測る。床面で検出されたピットは８基で、P１～P４が主柱

穴と考えられる。主柱間距離はP１―

P２間から順に１．８m、２．１m、２．１m、

２．２mを測る。床面中央部は木の根

撹乱によって遺存状態はよくない。

P８が東壁にほぼ接するような位置

にあり、特殊ピットと考えられる。

P５～P７の性格については不明であ

る。断面Ｕ字形の壁溝がほぼ全周し

ており、幅は５～１５�、深さは最大

で１１�を測る。また、西側と南側の

壁から約１m内側にはP１、P４、P３

に沿うように溝が走っており、幅は

８～２０�、深さは最大で１２�を測

る。建て替え等の可能性も考えられ

たが、他に柱穴は検出できず、サブトレンチの土層断面からも判断できるものはなかった。床面の中

央部と東側には被熱面が形成されており、前者は幅２０�のＵ字形、後者は２８�×２０�の不整形を呈

す。どちらも掘り方をもたず、床面が被熱し赤変していた。

埋土は大きく３層に分かれ、各層ともレンズ状の堆積を示すことから自然堆積によって埋没したこ

とが理解できる。柱穴は５・８・１１層が主に堆積し、柱痕が認められないことから、本住居廃絶時に

柱は抜き取られたものと推測する。

出土した遺物のうち、土師器甕２４０、小型丸底壺２４１、高坏の脚部２４２、須恵器の坏身２３８、坏蓋２３９

第１２４図 SI２６遺物出土状況

第１２５図 SI２６出土遺物
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を図化した。床面東隅３層から２４０・２４１、１～２層から２３８・２４２が出土した。２４０・２４１は３層に被覆

された状態で出土し、その出土状況から本住居廃絶後間もなく本住居内に投棄されたものと考えられ

る。また、１・２層から多数の鉄関連遺物が出土していることは特筆され、その総量は５４４．７gを計

る。出土したもののうち、椀形鍛冶滓F５７～６３・鍛冶滓F６４・粘土質溶解物３２１・羽口（鍛冶）２５５・

２５６を第１４６図に図示した。これらは隣接する鍛冶遺構で排出された可能性が高く、出土状況からみて

埋没途中の本住居内に流入したものと想定されよう。

P８から出土した２３９はTK２３型式、３層から出土した２４０は天神川�期に比定されることから、本遺

構は古墳時代中期末葉の竪穴住居跡と考えられる。 （恩田）

SI２８（第１２６・１２７図、PL.４４・７０・７８）

AB２０～２１グリッド、標高６８．４～６９．２mの傾斜変換点に近い平坦面に位置し、西側約４mに同時期

のSI２６が、北西側約６mに鍛冶遺構が近接する。本遺構は弥生時代の竪穴住居SI１９・２０を切る。

傾斜変換点にかかり東壁は流失している可能性があるが、推定される平面形は長軸６．２m、短軸５．８

mの方形を呈すと考える。存否の不明な東壁と北壁の一部を除きコの字形に壁体を検出しており、壁

高は西壁で最大３１�を測る。住居西～南西部では�層を、それ以外はSI２０埋土を床面としており、床

面積は推定で３１．７�を測る。床面でピットを４基検出しており、このうち主柱穴と想定できるものは

住居中心軸に位置するP４のみである。P１・P３は平面円形を呈す擂鉢状のピットで柱穴とは考え難い。

P２・P４に柱痕が認められるがP２の機能は不明である。SI２０埋土中に対応する柱穴が掘削されていた

可能性は否定できないが、SI２０下層～底面でそれを示唆するような堆積や掘り込みは確認されなかっ

たため、柱穴があったとしても浅いものだったと推測する。住居には検出できた範囲で壁に沿って幅

１３～２３�、深さ１０�前後の壁溝がめぐっている。

住居北西及び南西コーナー付近に小塊状の焼土と炭化物を含む暗褐色土が堆積しており、付近の埋

土下層で炭化材の小片が出土したが、埋土全体では焼土・炭化物は目立たず、本住居が焼失したもの

かどうかは明確にできない。埋土は黒褐色土を主体とし、ほぼ２層によって埋没している。

住居東側の床面で焼土・炭化物そして�層の小ブロックを多量に含む炭化物層を検出し、上面精査

中に鍛造剥片と粒状滓を採取したため、本遺構が鍛冶遺構の可能性をもつと判断し、同層を全量持ち

帰り水洗選別を行った。その結果、総重量６９．２gという微量の鍛造剥片・粒状滓が回収された。炭化

物層除去後に２ヶ所で被熱粘土塊を検出した（第１２７図）。北側のものは７０�×５５�の範囲に不整形に

広がっており、粘土が被熱して明褐色～赤褐色を呈す。面的に形成されているわけではなく、ブロッ

クが集積したような状態であった。これに対し、南側は径約２０�の範囲で粘土が被熱・硬化して黒褐

色を呈し、中央部が窪む形状をもつ。遺存状況が悪いが、鍛冶炉の可能性があろう（註）。ただ、規模及

び被熱の程度からすれば、使用は長期間にわたるものではないと考えられる。

本遺構では床面で須恵器坏身２４３・椀形鍛冶滓F６５、埋土中で須恵器坏身２４４・土師器甕２４５が出土

した。遺物の特徴から、本遺構は古墳時代中期末葉の建物跡で、短期間ではあろうが鍛冶工房として

の性格をもっていた可能性も考えられる。 （高尾）

（註） 穴澤義功氏の御教示による。ただ、現地調査終了後に資料をもとに解説・御教示いただいたものであり、その

評価についての責は担当者にある。
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② 

１　黒褐色土（10YR2/3）粘性弱、しまり強、ホー
キブロック・焼土粒少含 

２　黒褐色土（10YR2/2）粘性弱、しまり強、ホー
キブロック・焼土粒少含 

３　暗褐色土（10YR3/3）粘性弱、１㎝以下焼土・
ホーキブロック少含 

４　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり強、ホーキ
ブロック・炭化物少含 

５　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、しまり弱 
６　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり強、ホーキ
ブロック少含 

７　暗褐色土（10YR3/3）粘性強、しまり弱、ホー
キブロック少含 

８　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、しまり弱、ホー
キ粒少含 

９　褐色土（10YR4/6）粘性強、 
10　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、炭化物少含 
11　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり強 
12　暗褐色土（10YR3/4）１㎝以下炭化物・ホーキ
ブロック・焼土粒・砂礫少含 

13　暗褐色土（10YR3/3）しまり強、ホーキブロッ
ク・炭化物・焼土粒多含 

14　暗褐色土（10YR3/3）粘性強、やわらかい、焼
土塊・炭化物・ホーキブロック多含 

15　褐色土（10YR4/4）しまり強、明黄褐色土～ホー
キブロック・炭化物・焼土粒多含 

16　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり強、ホーキ
ブロック・炭化物・焼土粒少含 

17　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、やわらかい、焼
土粒・炭化物少含 

18　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、焼土粒・炭化物・
ホーキブロック少含 

19　褐色土（10YR4/4）砂礫・焼土粒・炭化物少含 
20　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、炭化物多含 
21　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり強、炭化物・
砂礫少含 

第１２６図 SI２８（１）
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（３） 掘立柱建物跡

SB７（第１２８図、PL.４７）

C２２グリッド、標高７０．１m、尾根部平坦面に位置する。

当初、P６のみが検出され単独のピットまたは土坑と想定して調査を開始したが、大型の柱穴であ

る可能性が出てきたことにより、周辺を再精査したところ他のピットも検出されたため掘立柱建物跡

となることが明らかになった。

桁行２間（３．０４m）、梁行１間（２．０６m）の掘立柱建物跡で、主軸はN―２°―Eにとる。柱穴間距離

は、P１―P２からP６―P１の順に１．４６m、１．３９m、２．０６m、１．４９m、１．４４m、２．０mである。柱穴掘り方は

不整円形を呈し、検出面からの深さは６３～９０�で多少の差はあるが、全ての柱穴底面の標高は６９．２０

～６９．４０mに収まる。

柱穴埋土の多くが�層ブロック、	層ブロック、炭化物と微細砂礫、微量の焼土ブロックを含む褐

色土と暗褐色土からなる。P１・P２については明瞭な柱痕跡が認められた。P３については不明瞭なが

ら１２層は柱痕跡の可能性がある。 P４～P６については柱痕跡を示すような堆積は見受けられなかった。

さらに埋土の状況から、廃絶時P１～P３については地中部分の柱材は残されたままだったと思われる

が、P４～P６については柱材が抜き取られたあとで人為的に埋め戻された可能性が考えられる。P５の

１層上部から甕口縁部が１点出土している。２４６は口縁上半が欠損しているが、形態的特徴から天神

川�期に比定される。

本遺構は古墳時代前期初頭以降のものと考えられる。 （原田）

（４） 土坑

SK１７（第１２９図、PL.４５・６４・６８）

F２４グリッド、標高７０．８mの西側へ下る緩斜面地に位置する。SI１１の北西４m、SD２の西２．５mにあ

る。

�層除去後、土器片を包含する黒褐色土の広がりを検出した。トレンチを設定し、掘り下げたとこ

第１２７図 SI２８（２）および出土遺物

第３節 古墳時代の遺構・遺物

１３５



10㎝ 0 S＝1：42m0 S＝1：60

P4

P4

P
4

P
51

1

3
38

10 8
7

5

2467

4
2

5

9

P
6

70.4m

P3

P3

P5 P2

P6

246

P1

P
1

P1 
70.4m

P6 
3

9
5

3
4
6
11
13
15

16
12
10
7
8

14

17

2

1

70.4m

P
2

P
3

1
3

3
3

5 6
65

5
5

3

7
74

4
4

1
1

2
2

2
2

2

6 7

5

3
4

70
.4
m

70.4m

246

P1 
１　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり不良、砂礫・ホーキ・

ATブロック・炭化物含 
２　褐色土（10YR4/6）砂礫・ホーキ・ATブロック・炭化

物含 
３　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり良、砂礫・ホーキ・

ATブロック含 
４　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、砂礫・ホーキ・ATブロッ

ク含 
５　褐色土（7.5YR4/6）しまり弱、砂礫・ホーキ・ATブロッ

ク・炭化物含 
P2 
１　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、砂礫・ホーキ・

ATブロック・炭化物含 
２　褐色土（10YR4/4）砂礫・ホーキ・ATブロック・焼土・

炭化物含 
３　褐色土（10YR4/6）砂礫・ホーキ・ATブロック・焼土・

炭化物含 
４　褐色土（10YR4/6）しまり弱、砂礫・ホーキ・ATブロッ

ク含 
５　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱、砂礫・ホーキ・

ATブロック・炭化物含 
６　褐色土（10YR4/4）しまり弱、砂礫・ホーキブロック含 
７　褐色土（10YR4/6）砂礫・ホーキ・ATブロック含 
P3 
１　褐色土（10YR4/4）２㎝以下砂礫、１㎝以下ホーキ・

ATブロック・炭化物含 
２　褐色土（10YR4/6）粘性弱、砂礫・ホーキブロック・焼

土・炭化物含 
３　褐色土（10YR4/6）砂礫・ホーキ・ATブロック・炭化

物含 
４　褐色土（10YR4/6）砂礫・ホーキ・ATブロック・炭化

物含 
５　褐色土（7.5YR4/4）粘性・しまり弱、ホーキ・ATブロッ

ク・焼土・炭化物含 
６　褐色土（7.5YR3/4）砂礫・ホーキ・AT・Ⅸ層ブロック・

炭化物含 
７　黄褐色土（10YR5/6）粘性・しまり強、ホーキ・AT・

Ⅷ層ブロック含 

P4 
１　暗褐色土（10YR3/4）砂礫・ホーキ・ATブロック・
焼土・炭化物含 

２　褐色土（10YR4/6）しまり弱、砂礫・ホーキ・AT
ブロック含 

３　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱、砂礫・ホーキ・
ATブロック・焼土・炭化物含 

４　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱、砂礫・炭化物含 
５　褐色土（10YR4/6）しまり強、砂礫・ホーキ・AT

ブロック・炭化物含 
６　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、砂礫・炭化物含 
７　褐色土（10YR4/6）しまり強、砂礫含 
８　褐色土（10YR3/4）粘性強、砂礫・炭化物含 

P5 
１　暗褐色土（10YR3/4）砂礫・焼土粒・炭化物含 
２　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱、砂礫・炭化物含 
３　褐色土（10YR4/6）粘性強、砂礫・ATブロック含 
４　褐色土（10YR4/6）粘性強、砂礫・ホーキ・ATブ

ロック・焼土・炭化物含 
５　褐色土（10YR4/6）砂礫・焼土粒・炭化物含 
６　褐色土（10YR4/6）砂礫・ホーキ・ATブロック含 
７　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱、砂礫・焼土・

炭化物含 
８　褐色土（10YR4/6）粘性強、砂礫・炭化物含 
９　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、しまり弱、砂礫・ホー

キブロック・焼土粒・炭化物含 
10　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、

ホーキ・ATブロック含 

P6 
１　褐色土（10YR4/6）砂礫・ホーキ・ATブロッ

ク・焼土・炭化物含 
２　褐色土（10YR4/6）砂礫・ホーキ・ATブロッ

ク・焼土・炭化物含 
３　褐色土（10YR4/6）しまり強、砂礫・ホー

キ・Ⅷ層ブロック含 
４　褐色土（10YR4/6）砂礫・ホーキ・AT・

Ⅷ層ブロック含 
５　褐色土（7.5YR4/4）砂礫・ホーキ・ATブ

ロック・焼土・炭化物含 
６　褐色土（10YR4/6）砂礫・ホーキ・ATブロッ

ク・焼土・炭化物含 

７　暗褐色土（10YR3/4）粘性弱、砂礫・焼土・
炭化物含 

８　褐色土（10YR4/6）しまり弱、礫・ホーキ
ブロック含 

９　褐色土（10YR4/6）しまり強、砂礫・ホー
キ・AT・Ⅷ層ブロック・炭化物含 

10　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱、砂礫・炭
化物含 

11　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱、砂礫・焼
土・炭化物含 

12　黄褐色土（10YR5/6）しまり強、砂礫・ホー
キ・ATブロック・炭化物含 

13　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、しまり弱、
砂礫・ホーキブロック・炭化物含 

14　暗褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり弱、
砂礫・炭化物含 

15　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、しまり弱、
砂礫含 

16　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、砂礫含 
17　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、しまり弱、砂

礫含 

ろ埋土の下層に土器片が多数みられ、壁の立ち上がりを確認した。擂鉢状の掘り方を持つことから、

土坑として調査した。

規模は長軸１．６m、短軸１．２mで、検出面からの深さは最大４８�である。平面形は不整楕円形を呈

し、掘り方断面は二段掘りになっている。遺物は１層から底面直上まで及ぶ。土坑北側の肩口から底

面に流れ込むような状態で出土している。出土状況から、本遺構が廃絶した後に土坑内へ投棄もしく

は流入したものと考えられる。２４７、２４９は甕である。２４８は高坏の坏部である。

出土した土器は天神川�期の範疇に収まることから、遺構の時期は古墳時代中期末葉である。

（淺田）

SK２８（第１２９図、PL.４５・６４）

G２３グリッドの南西端、標高７２．０mに位置し、南側にSB８、南東側にSK２０が隣接する。上面はほぼ

南北を軸として長軸１．５m、短軸１．２５m、検出面から底面までの深さは最大で０．２mを測る。�層を掘

り込んで構築された底面は長軸１．２m、短軸１．０mを測り、ほぼ平坦となる。埋土は２層に分層でき

た。埋土中から土器、礫が出土しており、甕２５０を図化した。２５０は検出面から出土しており、天神川

�期に比定され、本遺構は古墳時代前期初頭に埋没したと考えられる。 （大川）

第１２８図 SB７
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10㎝ 0 S＝1：4
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50㎝ 0 S＝1：20

1m0 S＝1：40

249

248

250

247

1

3
2

2

248

247
249

248

249

247

71.0m

70.5m

SK17
SK28

72.2m

2 1

１　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり良、0.5㎝以下
炭化物・白色砂礫微含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり良、0.5㎝以下
炭化物・白色砂礫微含 

１　黒褐色土（10YR2/2）粘性弱、しまり良 
２　黒褐色土（10YR2/3）粘性弱、しまり良 
３　暗褐色土（10YR3/3）粘性強、しまり良、炭化物
少含 

（５） 溝状遺構・ピット

SD４（第１３０図、PL.４６）

調査区東側Ａ～Ｅ１８・１９グリッド、標高６０．８～６６．７mの谷部底面に位置する。

谷部の黒褐色土掘り下げ後に暗褐色土上面を精査したところ、並行して走る溝状のプランを４条確

認した。

本遺構はほぼ南北方向に走るが、北端で北東方向に走向を変える。南端部東側は調査区外に続く。

検出範囲で最大４条の溝が並行して断続的に連なり、総延長は３６．５m、幅は最大で１．９mを測る。検

出できた溝の深さは最大２５�を測るが、谷部ベルトＣ―Ｃ′ラインの土層（第１３０図）でも看取される

ように本来の掘り込み面は上方の黒褐色土（�層）中にあると想定され、本来的にはもう少し深かっ

たと推測される。

埋土は北～西側の溝が暗褐色土、中央部から南部の溝が黒褐色土の単層である。いずれも砂礫が混

じることから、谷の形状に沿った自然堆積によるものと考えられる。遺物は溝の全域にわたって多数

出土したが、そのほとんどは東西の尾根部から流れ込んだものと推測される。

埋土中から敲石、被熱礫、赤色顔料付着礫、スクレイパー、鉄器片等が出土した。また椀形鍛冶滓

F６７も出土している。SD４から出土した遺物の多くは尾根部から流れ込んだものと推定される。

第１２９図 SK１７、SK２８および出土遺物
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2m

5
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2 B′ 

0 S＝1：60

10m0 S＝1：200

１　暗褐色土（10YR3/3）粘性弱、しまり
悪、0.5㎝以下ATブロック少含 

２　暗褐色土（10YR3/3）粘性弱、しまり
強、２㎝以下ホーキブロック多含、
0.5㎝以下炭化物少含 

３　黒褐色土（10YR2/2）粘性強、しまり
強、0.3㎝以下砂礫多含 

４　黒褐色土（10YR2/2）粘性強、しまり
強、0.5㎝砂礫多含、0.5㎝以下ホーキ・
AT粒少含 

５　黒褐色土（10YR2/2）粘性強、しまり
強、0.5㎝以下砂礫多含、１㎝以下AT
ブロック・炭化物少含 

６　黒褐色土（10YR2/2）粘性強、しまり
強、0.3㎝以下砂礫多含、0.5㎝以下AT
粒少含 

７　黒褐色土（10YR2/2）粘性強、しまり
強、0.2㎝以下白色砂礫をやや多含、
0.5㎝以下ホーキ・AT粒少含 

65.3m

B

1

63.0m

A A′ 

C

C′ 

B

B′ 

A

A′ 

6 7
66.1m

C C′ 

第１３０図 SD４
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1m0 S＝1：50

3m0 S＝1：100 １　黒褐色土（10YR2/3）粘性弱、しまり悪　 
２　黒褐色土（10YR2/3）粘性弱、しまり良、１より色調明るい、１㎝以下明褐色粘土少含 
３　暗褐色土（10YR3/4）粘性弱、しまり良、1.5㎝大明褐色粘土多含 
４　暗褐色土（10YR3/4）粘性弱、しまり良 
５　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、しまり良、３より色調暗い、１㎝大明褐色粘土少含 
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第１３１図 SD５～８
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0 10㎝ S＝1：4

0 50㎝ S＝1：20

2

1

251

70.2m

251

１　暗褐色土（10YR3/4）
しまり良　0.5㎝以下
炭化物多含、0.5㎝以
下砂礫小含 

２　褐色土（10YR4/4）
しまり良　粘性強　
0.5㎝以下炭化物多含 

この溝自体の用途や時期は不明である。しかし、SD４の掘削が及ぶ暗褐

色土層は古墳時代中～後期の遺物を包含していることから、SD４は古墳時

代以降のものと推定される。 （恩田）

SD５（第１３１図、PL.４６・７８）

A１９・２０、AA１９、AB１８グリッド、標高約６２～６５mの谷部西斜面に位置

する。調査区内で確認された規模は、長さ約２８m、幅５０�、深さ約５０�を

測り、等高線に沿うように斜面を走る。横断面形はＶ字状を呈し、埋土は

３層に分けられ、遺物は２～３層にかけて出土した。F６８は鉄滓で２層か

ら出土している。今回の調査で、古墳時代中期末葉と推定される鍛冶遺構

が確認されており、埋土中に鉄滓が転落・混入していたことからすれば、

古墳時代以降に掘削・埋没したものと想定する。本遺構の規模は不明なが

らも、谷筋に沿って北側の調査区外にも伸びている可能性がある。（岩垣）

SD６（第１３１図、PL.４６）

AA１９・２０、A２０グリッド、標高６４．４m～６５．６mの谷部西斜面に位置す

る。本遺構の北端はSD５に切られる。長さ９．５m、幅６０�、深さ１０�を測

る。北端と南端の高低差は約８０�を測り、自然地形に沿って北端が低く

なっている。出土遺物はなく、時期を比定できるものはない。 （岩垣）

SD７・８（第１３１図）

AB１８・１９グリッド、西から東へ下る標高６４．２m～６５．８mの谷部西斜面上方に位置する。

SD７は、長さ３．７m、幅３０�を測る。検出面からの深さは４�で、断面形は浅いＵ字形を呈す。高

低差は約４０�を測り、南側が高く、北側は低い。本遺構の時期を示す遺物は出土しておらず、時期は

不明である。

SD８は、長さ７．４m、幅約４０�、最深部の深さは８�を測る。断面形は浅いＵ字形を呈す。北側と

南側との高低差は約９０�を測り、南側が高く、北側は低い。本遺構の時期を示す遺物は出土しておら

ず、時期は不明である。

SD７、SD８は距離で約１．５m、比高差は約３０�と近接した位置にあり、埋土はいずれも同じであ

る。そのため、本来は同一のもので、同時期に掘削された可能性が高い。 （岩垣）

P１８４（第１３２図、PL.６８）

D２４グリッド、標高７０．１mの尾根平坦面に位置する。平面形は径３４�の円形を呈す。開口部北側が

ややスロープ状となる掘り方で、検出面から底面までの深さは最大５０�を測る。

ピット上層で高坏の脚が上下反転した状態で出土した。脚部が完形であるのに対し坏部は欠失して

おり、意図的に破砕した後に投棄されたと考える。出土遺物の特徴から、古墳時代中期と考えられる。

（高尾）

第１３２図 P１８４
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〈鍛冶遺構〉 
鉄滓・鉄製品　299.9g 
粘土質溶解物・炉壁・羽口　172.3g 
粒状滓・鉄滓　7,254.5g

〈SI28〉 
鉄滓　215.6g 
粒状滓・鉄滓　70.2g

SI22

20m

〈SI22〉 
鉄滓・鉄製品　345.0g 
粘土質溶解物・羽口　160.5g 
砥石または磨石・鉄床石等　35,378g

SI26

SI28

〈SI26〉 
鉄滓　440.8g 
粘土質溶解物・羽口　103.9g

〈鍛冶遺構〉 
鉄滓・鉄製品　299.9g 
粘土質溶解物・炉壁・羽口　172.3g 
粒状滓・鉄滓　7,254.5g

〈SI28〉 
鉄滓　215.6g 
粒状滓・鉄滓　70.2g

鍛冶炉 

鍛冶遺構 

炉 

P251

P185 SK27―2

260

SK27

0 S＝1：400

 

F71

F70

（６） 鍛冶遺構

遺構の概要（第１３３・１３４図）

鍛冶遺構は調査区北側、標高６９．２mの尾根平坦面中央に位置する。東側約６mに鍛冶工房の可能性

をもつSI２８があり、南西側約３mに鍛冶関連遺物が出土したSI２６が近接する。また、南側へ約４０m離

れた傾斜変換点付近には、鉄床石をはじめとする鍛冶関連遺物が廃棄されたSI２２がある。鍛冶関連遺

物が出土した遺構は以上で、本遺構周辺に集中することが看取できる。調査区内に古墳時代中期末葉

の遺構は他になく、調査区外である尾根北側の様相が不明ながら、検出範囲において鉄器の生産が行

われていたと想定する。埋没途中で窪地化した住居跡は廃滓場として利用されただけでなく、東側に

広がる谷部も古墳時代以降の堆積層である�層（本章第５節参照）から鉄滓や鉄製品、羽口片等が出

土しており、廃滓場としての性格をもっている。SD５で出土した鉄滓はそうした廃滓行為の結果、転

落・混入したものと理解されよう。以下、鍛冶遺構を構成する各遺構について詳述し、出土した鍛冶

関連遺物はまとめて触れることとする。 （高尾）

第１３３図 鍛冶関連遺構・遺物分布図
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鍛冶炉 

SK27
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C
C
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SK27―2

１　暗褐色土（10YR3/3）粘性強、
砂礫・炭化物・地山粒多量含 

２　黒褐色土（10YR3/2）粘性強、
Ⅵ層ブロック・砂礫少含、鍛冶
滓多量に包含（再結合滓） 

３　にぶい黄褐色土（10YR4/3）粘
性強、Ⅳ層ブロック少量含、鍛
冶滓少量包含 

４　にぶい黄褐色土（10YR4/3）粘
性強、Ⅳ層ブロック・砂礫少含 

５　褐色土（10YR4/4）粘性強、Ⅵ
層ブロック・砂礫少量含 

６　黒褐色土（10YR3/2）粘性強 
７　暗褐色土（10YR3/3）粘性強、
砂礫・炭化物少量含 

P185 
１　褐色土（10YR4/4）粘
性強、砂礫・炭化物
少量含 

２　褐色土（10YR4/6）粘
性強、砂礫多量含 

３　褐色土（10YR4/4）砂
礫多量含 

４　黄褐色土（10YR5/6）
しまり弱、砂礫多量
含 

P251 
１　褐色土（10YR4/4）炭
化物多量含 

２　黄褐色土（10YR5/6）
粘性弱、しまり強炭
化物少量含 

３　褐色土（10YR4/6）砂
礫少量含 

① 

① 

調査の経過と方法

尾根北側のAC２１グリッド精査中に、径約３０�程度に広がる焼土と鍛冶滓を含む（２．５×２）mの範

囲に不整形に広がる暗褐色土を検出した。暗褐色土上面で指先大の鍛冶滓が既に数点出土しており、

鍛造剥片と思われるものが目視できたため、焼土及び暗褐色土上面で微量のサンプルを採取して水洗

選別を試みた。その結果、微量のサンプルながら両方から鍛造剥片と粒状滓が回収されたため、焼土

及び暗褐色土の広がりを含む範囲に鍛冶遺構が存在し、焼土は鍛冶炉、暗褐色土の広がりは廃滓土坑

の可能性が高いと認識した。またその時点で既にSI２２埋土上層から鉄滓・鉄床石などの鍛冶関連遺物

がまとまって出土しており、尾根北側が鍛冶に伴う空間として広く利用されていたと想定した。

調査にあたって、鍛冶炉及び廃滓土坑と推定される部分を網羅するように南北４．０m、東西３．５mの

範囲に２５�区画のメッシュを設定し、南北ラインにアラビア数字、東西ラインに大文字のアルファ

ベットを付した。東西・南北ラインが直交する南西側交点を区画名とし、例えばD９グリッドなどと

呼ぶ。以上のメッシュによって土壌サンプルの採取・水洗による微細遺物の回収を行いながら、調査

を進めた。

鍛冶遺構（第１３４図、PL.１１～１３）

AC２１グリッド、標高６９．２mの尾根平坦面に位置し、南北４．８m、東西２．８mの範囲に鍛冶炉とその

北側に掘り込まれた２基の土坑SK２７・SK２７―２、ピットが配される。鍛冶炉とSK２７・SK２７―２の距離

第１３４図 鍛冶遺構
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0 S＝1：40 1m

1
3

69.4m

赤褐色土 
（2.5YR4/6） 

明赤褐色土 
（5YR5/8） 

黄橙色土 
（10YR8/8） 

2

１　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、砂礫・炭化物・地山粒少含 
２　赤褐色土（2.5YR4/6）しまり強、粘性弱、３層が被熱・

赤化 
３　黄褐色土（10YR5/6）しまり強、粘性強、Ⅴ層をベースと

しⅣ層が微量混、外周部に1㎝前後の木炭をかむ 
 

は約６０�である。鍛冶炉とSK２７・SK２７―２を結ぶラインの延長線上

にピットが２基存在し、一連のものと捉えた。当初はそれらが上屋

を支える柱穴と想定し、対応するピットを検出するためにサブトレ

ンチを設定するなどして精査を重ねたが、確認できなかった。よっ

て、本遺構は上屋としての掘立柱建物を伴わないと考える。

鍛冶炉（第１３５図、PL.１１・１２）

鍛冶炉掘り方の平面形は長軸６０�、短軸５０�の楕円形を呈す。�

層を浅く皿状に掘り窪めた部分に、�層をベースとし�層が少量混

じるような黄褐色の粘土（３層）を１０�程度の厚さで貼り、炉を構

築している。３層には砂礫が混じるが、これは鍛冶炉の基盤となる

�層が鍛冶遺構周辺～調査区北端において砂礫を多く含むことに起

因する。炉の中央部に径２５�の範囲でしまりの良い焼土が認めら

れ、下部７�まで被熱が及び赤褐色に変色していた（２層）。１層

は地山粒子・炭化物を含むしまりの悪い暗褐色土で、２・３層を切るような堆積で北側の一部のみに

みられることから、炉は撹乱を受けている可能性が高い。

炉中央部の焼土上面は微小な凹凸をもち、黄橙色～赤褐色を呈す。焼け方は概して弱いが、その中

で中央部北寄りが黄橙色あるいは明赤褐色となっており、相対的に強く被熱したと推測できる。羽口

の設置痕跡は認められなかった。

P１８５・２５１（第１３３・１３４図）

P１８５は径４０�の円形を呈し、検出面から底面までの深さは最大で４４�を測る。SK２７及びSK２７―２と

の距離は１．２～１．４mである。埋土は砂礫を多く含む褐色土を主体とする。P２５１は長軸３８�、短軸３２�

の楕円形を呈し、検出面から底面までの深さは最大で２４�を測る。鍛冶炉との距離は１．１m、SK２７及

びSK２７―２との距離はそれぞれ２．２m、１．７mである。埋土は３層に分かれ、１層には多量の炭化物を

含む。どちらにも明瞭な柱痕は認められなかった。

SK２７―２（第１３４・１４０・１４２図、PL.１１・７７）

検出時点ではSK２７を不整形を呈する土坑と想定して調査を進めたが、土層断面確認時点で別個の

土坑が並列していると判断し、北東側の皿状を呈すものをSK２７―２として調査を行った。

平面形は長軸２．２m、短軸１．１mを測り、鍛冶炉側が幅広となる歪な楕円形を呈す。検出面から底面

までの深さは最大でも１０�と浅い。底面は平坦でなく凹凸があり、ピット状の窪みをもつ。鍛冶炉と

の距離は約６０�で、SK２７とはほぼ接するような位置関係にある。長軸両端部には径２５�前後、深さ

３６～３８�の小ピットが設けられている。底面径は８�と小さく、土層断面で柱痕も認められないこと

から通有の柱が立てられるような性格のものではなかろう。底面のピット状の窪みは大きく３ヶ所存

在し、特に東側のものから鉄製品F３８、椀形鍛冶滓F４１・４３・４４、粘土質溶解物３１９を含む鍛冶関連遺

物が多数出土した。

埋土は暗褐色土の単層で、埋土中から鍛造剥片・粒状滓といった微細遺物も一定量出土した。

SK２７―２は鍛冶炉との位置関係及び出土遺物から鍛冶作業に関連する遺構と考えられ、工人が座し

た「足入れ穴」の可能性がある。鍛冶関連微細遺物の分布もそれを示唆していよう。

第１３５図 鍛冶炉
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3㎝ 0 S＝1：1
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① 

① 

SK２７（第１３６～１３８・１４０・１４２図、PL.１１・１２・６４）

平面形は長軸１．２m、短軸０．９４mの楕円形を呈し、検出面から底面までの深さは最大４６�を測る。

断面形は桶形を呈し、掘り方西側で三日月形のテラスをもつ。底面は長軸６４�、短軸５８�の円形で、

西側へわずかに傾斜するものの平坦となる。

埋土は５層に分かれる。１層は地山の黄褐色粒を多量に含む。２層は黒褐色土で、指先大の鍛冶関

連遺物を多量に含む。３・４層は色調が酷似するが、４層は鍛冶関連遺物をほとんど含まない。５層

は土坑下半全体を埋めており、径の大きい地山ブロックを包含する。

土坑上層から多量の鍛冶関連遺物が出土しており、それらは鍛冶滓、細片となった鉄製品、粘土質

溶解物、羽口片などで、大半が指先大のものであった。鍛冶関連遺物は主に２層の堆積に伴ってお

り、４層以下で出土したものはわずかである。１～３層が堆積する範囲に窪みがあり、そこへ鍛冶作

業の残滓が廃棄されたのであろう。

径約５０�の範囲に密集する鍛冶関連遺物を取り上げながら２層を掘り下げる過程で、土砂とともに

錆着した再結合滓を検出した（第１３７図�、PL. １１）。再結合滓は５０�×２５�の範囲に歪な形状をもっ

て広がっており、吸炭したためか黒灰色を呈していた。５～１０�の厚さで固着した再結合滓を水洗選

別した結果、大量の鍛造剥片と粒状滓が回収され、中核部分のD９グリッドだけでその総重量は２，０００

g以上に及ぶ。鍛造剥片が付着した椀形鍛冶滓F２８はこの再結合滓中から回収されたものである。

埋土中から遺構の時期を明確に推定できる遺物は出土していない。土器はわずかに出土したものの

小片ばかりで、土師器甕の口縁部と思われる２５２のみ図示した。他はすべて胴部片であった。２５２は土

師器甕の頸部上半から複合口

縁にいたる変換点までの小片

で、退化した複合口縁となる

ことを示している。また、再

結合滓中の微細遺物分類作業

の過程で滑石製とみられる臼

玉J２が回収された。J２は表面

に鉄滓が付着している。

本土坑は鍛冶炉との距離が

６０�と近接する位置に構築さ

れており、鍛冶作業の際の

「鉄床石の設置穴」であった

可能性があろう。４・５層は

貼床とするにはしまりが良く

ないが、１～３層除去後の窪

みが幅４０～５０�、深さ約２０�

程度に復元できることから規

模的には合致すると考える。

操業を終えた後は、残滓の廃

棄土坑として埋没している。

第１３７図 SK２７出土遺物

第１３６図 SK２７
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鉄滓（滓） 

鍛造剥片 粒状滓 

2m0 S＝1：60

10.1g以上 

5.1g～10.0g

1.1g～5.0g

0.2g～1.0g

0.1g以下 

粒状滓 

1

16

A B C D E F G H I J K L M N

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

16

A B C D E F G H I J K L M N

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

16

A B C D E F G H I J K L M N

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

101g以上 

51g～100g

１g～50g

１g未満 

鉄滓（滓） 

鍛造剥片 71g以上 

50g～70g

31g～50g

10g～30g

10g未満 

※鉄滓（滓）：2.0㎜以上目のふるいによって分類された鉄滓片や微少鉄片等 

以上、鍛冶遺構を構成する個別の遺構について詳述した。

鍛冶遺構では第４章第１節の分析結果でも詳しく解説されているように、鍛打作業を中心とする鍛

錬鍛冶が行われており、工程的には高温による鍛接から低温による素延べまでの各作業が推定されて

いる。大量に出土した鍛造剥片・粒状滓もそれを裏付けよう。

鍛冶遺構では時期を比定できる遺物が出土していないため、直接その操業時期を明確にすることは

難しい。ただ、SI２２やSI２６などで廃棄された鍛冶関連遺物に共伴して出土した土器がいずれも古墳時

代中期末葉に帰属するものであることを積極的に評価すれば、当該期の遺構である可能性が高いと考

える。

なお、本遺構埋土中から出土した炭化物で１４C年代測定を行っている。検出面付近で出土した資料

１が１６３０±４０年BP、再結合滓と同じくD９グリッドの２層中から回収された資料２が１５７０±４０年BP、

という年代値を示し、それぞれ４世紀前半から６世紀前半、５世紀前半から６世紀前半という測定結

果が得られた。

第１３８図 鍛冶遺構周辺鍛冶関連遺物分布図

第３節 古墳時代の遺構・遺物

１４５



鍛冶遺構における微細遺物の分布（第１３８図、表１４～１６）

鍛冶作業と操業空間の復元を行うため、鍛冶炉とSK２７・SK２７―２を網羅するように２５�メッシュを

南北４m、東西３．５mにわたって設定し、メッシュごとに土壌を回収した。回収した土壌は水洗した

後に、磁石による選別、肉眼分類をとおして粒状滓・鍛造剥片、鉄滓（滓）、炭化物等を抽出した。

第１３８図及び表１４～１６に集計・解析結果を示す。今回の調査で得られた粒状滓・鍛造剥片の総重量は

７，２５４．５gである。各々の分布密度にわずかな差が認められるものの、総体として同じ傾向を示す。

炉壁・羽口片や再結合滓が回収されるなど鍛冶関連遺物が廃棄されたSK２７に粒状滓・鍛造剥片が濃

密に分布する。SK２７―２の西～南側も高い密度を示し、SK２７・SK２７―２付近で鍛打作業が行われたと考

える。それ以外では鍛冶炉上面西側で密度が高く、SK２７が鉄床石設置穴だとすれば、鍛冶炉西側で微

細遺物が高密度で分布する理由も加熱・鍛打作業における同遺構との密接な関係から理解されよう。

鍛冶関連遺物の分布（第１３３図、表１３・１７）

鍛冶関連遺物は鍛冶遺構のほか廃棄土坑として利用されたSI２２、そして鍛冶遺構に隣接するSI２６を

中心に分布している（第１３３図）。鍛冶遺構に近接した地点では羽口２６０が出土している。

このうち鉄滓・鉄製品の出土量を遺構別にみると、粒状滓・鍛造剥片といった微細遺物を大量に出

土した鍛冶遺構内からの出土量は少なく、SI２２・SI２６で相対的に多い。当該遺構が廃滓場に利用され

たことを反映した結果といえる。一方、遺構外での鍛冶関連遺物の分布をみると、谷底付近である程

度まとまって出土している。グリッド別ではA１８グリッドとC１９グリッドに集中し、前者は鍛冶遺構

及び鍛冶炉と推測される炉をもつSI２８の眼前にあたる地点であり、後者も鍛冶関連遺物の廃棄土坑SI

２２に対して同様の位置関係にあるため、廃棄・転落の結果を表すものと考えられる。微細遺物を除く

鉄滓・鉄製品の総重量は２，８４７．９gである。その内訳は、遺構内１，３９４．９g、遺構外１，４５３．０gで同等の

割合を示す。眼前に広がる谷を廃滓場としつつも、より近接位置にある窪地化した埋没住居を廃棄土

坑として有効に活用していたと評価できよう。

表１３ 鍛冶関連遺物組成一覧表
遺物名 メタル度 数 量 重量（g）

椀形鍛冶滓

特Ｌ（☆） ０ ０．０
Ｌ（●） ０ ０．０
Ｍ（◎） １ ３５．８
Ｈ（○） ０ ０．０
銹化（△） ７ ５４６．２
なし ５５ ２，０１３．３

合 計 ６３ ２，５９５．３

鍛冶滓

特Ｌ（☆） ０ ０．０
Ｌ（●） ０ ０．０
Ｍ（◎） ０ ０．０
Ｈ（○） ０ ０．０
銹化（△） １４ ８９．５
なし ２３ ８６．０

合 計 ３７ １７５．５

鉄製品

（鍛造品）

特Ｌ（☆） １ ４４．６
Ｌ（●） ０ ０．０
Ｍ（◎） ０ ０．０
Ｈ（○） ０ ０．０
銹化（△） ９ ２５．９
なし ０ ０．０

合 計 １０ ７０．５

鉄製品

（鋳造品）

特Ｌ（☆） ０ ０．０
Ｌ（●） ０ ０．０
Ｍ（◎） ０ ０．０
Ｈ（○） ０ ０．０
銹化（△） １ １．９
なし ０ ０．０

合 計 １ １．９
鉄塊系遺物 銹化（△） １ ４．７
合 計 １ ４．７

粘土質溶解物 なし ６１ ４６０．９
合 計 ６１ ４６０．９

羽口（鍛冶） なし １０ ２３９．６
合 計 １０ ２３９．６
炉 壁 なし ２ ８．５
合 計 ２ ８．５
合 計 １８５ ３，５５６．９
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表１４ 鍛冶関連微細遺物出土地点別重量一覧表（１）
出土
位置

粒 状 滓（g） 鍛 造 剥 片（g） 粒状滓・鍛造
剥片合計（g）

鉄滓（滓）
（g）

炉壁
（g）

炭化材
（g）

土 器
（g）

羽 口
（g）

その他の微細
遺物合計（g）

微細遺物
合計（g） 備 考

～２．０� 合 計 ～０．８� ０．８～２．０� ２．０�～ 合 計
A１ ０．１ ０．１ ２ ３．５ ０．５ ０．１ ４．１ ４．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．２
A２ ０．１ ０．１ １ ４．８ １．５ ０．０ ６．３ ６．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．４
A３ ０．１ ０．１ ２ ８．３ １．５ ０．１ ９．９ １０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １０．０
A４ ０．１ ０．１ １ ４．１ ０．７ ０．０ ４．８ ４．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．９
A５ ０．１ ０．１ ６ ９．１ １．６ ０．１ １０．８ １０．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １０．９
A６ ０．１ ０．１ ８ ７．５ １．４ ０．０ ８．９ ９．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ９．０
A７ ０．１ ０．１ ３ ３．３ ０．９ ０．０ ４．２ ４．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．３
A８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
A９ ０．１ ０．１ ３ ２．６ ０．６ ０．０ ３．２ ３．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．３
A１０ ０．１ ０．１ ９ ５．０ １．３ ０．１ ６．４ ６．５ ０．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．３
A１１ ０．１ ０．１ １ ５．５ １．６ ０．０ ７．１ ７．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．２ 砥石？２．０g（１）
A１２ ０．１ ０．１ ５ ６．２ １．２ ０．０ ７．４ ７．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．５
A１３ ０．１ ０．１ ２ ５．３ ０．９ ０．１ ６．３ ６．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．４
A１４ ０．１ ０．１ １ ０．６ ０．２ ０．０ ０．８ ０．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．９
A１５ ０．１ ０．１ ３ ０．５ １．２ ０．１ １．８ １．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．９
A１６ ０．１ ０．１ ５ ４．３ １．３ ０．１ ５．７ ５．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．８
B１ ０．０ ０．０ １．４ ０．２ ０．０ １．６ １．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．６
B２ ０．１ ０．１ １ １．３ ０．２ ０．０ １．５ １．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．６
B３ ０．０ ０．０ ３．６ １．２ ０．０ ４．８ ４．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．８
B４ ０．０ ０．０ ６．２ １．５ ０．１ ７．８ ７．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．８
B５ ０．１ ０．１ １０ ８．３ １．４ ０．２ ９．９ １０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １０．０
B６ ０．１ ０．１ １ １．０ ０．２ ０．０ １．２ １．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．３
B７ ０．１ ０．１ １２９ １９．９ ８．９ ２．２ ３１．０ ３１．１ ３．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３４．５
B８ ０．４ ０．４ ２２４ ２３．９ １１．９ ０．１ ３５．９ ３６．３ ２．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３８．９
B９ ０．２ ０．２ １４７ ２９．１ １１．３ １．８ ４２．２ ４２．４ ２．２ ０．０ ０．１ ０．０ ０．０ ０．１ ４４．７
B１０ ０．１ ０．１ ３ ０．９ ０．２ ０．０ １．１ １．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．２
B１１ ０．２ ０．２ ６ １．３ ０．２ ０．１ １．６ １．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．８
B１２ ０．１ ０．１ １ ２．２ ０．４ ０．１ ２．７ ２．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．８
B１３ ０．１ ０．１ ６ ３．２ ０．９ ０．２ ４．３ ４．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．３ ２ ０．０ ０．３ ４．７
B１４ ０．１ ０．１ ３ ３．２ ０．６ ０．１ ３．９ ４．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．０
B１５ ０．１ ０．１ １ ４．４ １．３ ０．１ ５．８ ５．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．９
B１６ ０．０ ０．０ ４．０ １．０ ０．１ ５．１ ５．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．１
C１ ０．１ ０．１ １ ３．７ ０．５ ０．０ ４．２ ４．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．３
C２ ０．０ ０．０ ０．１ ０．１ ０．０ ０．２ ０．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．２
C３ ０．１ ０．１ ４ ７．１ １．７ ０．１ ８．９ ９．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ９．０
C４ ０．１ ０．１ ４ ８．６ １．５ ０．１ １０．２ １０．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １０．３
C５ ０．１ ０．１ ６ ８．１ ２．２ ０．３ １０．６ １０．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １０．７
C６ ０．１ ０．１ ６ ３．３ ０．８ ０．０ ４．１ ４．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．２
C７ ０．２ ０．２ １６２ ２６．７ １２．３ ２．１ ４１．１ ４１．３ ２．９ ０．０ ０．２ ０．０ ０．０ ０．２ ４４．４
C８ ３．９ ３．９ １，９６５ １４４．９ １５０．７ ５３．１ ３４８．７ ３５２．６ ８０．９ ０．０ ０．２ ９．１ ３ ０．０ ９．３ ４４２．８
C９ ５．１ ５．１ ３，８４２ １９４．８ １９０．０ １０５．７ ４９０．５ ４９５．６ １６８．０ ０．０ １．０ ５．９ ８ ０．０ ６．９ ６７０．５ 鉄製品１．７g（２）
C１０ ０．８ ０．８ ４９９ ２１．３ ８．７ ０．１ ３０．１ ３０．９ １６．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４７．７
C１１ ０．１ ０．１ １７ ９．７ ２．９ ０．２ １２．８ １２．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １２．９
C１２ ０．１ ０．１ ２１ １３．３ ２．８ ０．３ １６．４ １６．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １６．５
C１３ ０．１ ０．１ ３０ ２４．７ ７．９ ０．９ ３３．５ ３３．６ １．３ ０．０ ０．１ ６．４ １ ０．０ ６．５ ４１．４
C１４ ０．２ ０．２ ９８ １１．７ ６．３ ２．１ ２０．１ ２０．３ ０．０ ０．０ ０．０ １．４ １ ０．０ １．４ ２１．７
C１５ ０．１ ０．１ １０ ４．６ １．３ ０．０ ５．９ ６．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．０
C１６ ０．１ ０．１ ２ ３．３ ０．９ ０．２ ４．４ ４．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．５
D１ ０．１ ０．１ １ １．９ ０．３ ０．０ ２．２ ２．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．３
D２ ０．１ ０．１ ３ ０．９ ０．１ ０．５ １．５ １．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．６
D３ ０．１ ０．１ ６ ５．９ １．６ ０．３ ７．８ ７．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．９
D４ ０．０ ０．０ ５．３ １．３ ０．０ ６．６ ６．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．６
D５ ０．１ ０．１ １２ ５．３ ２．０ ０．６ ７．９ ８．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．０
D６ ０．１ ０．１ ５ ４．７ １．１ ０．０ ５．８ ５．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．９
D７ ０．２ ０．２ １１７ ６．８ ２．６ １．０ １０．４ １０．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １０．６
D８ ３．７ ３．７ ２，３４０ １８３．９ １７６．６ ４５．７ ４０６．２ ４０９．９ ２６．８ ０．０ ０．１ １．５ １ ０．０ １．６ ４３８．３ 鉄製品？１１．３g（８）

D９ ２７．２ ２７．２ １１，９３５ ７９０．５ ９０５．０ ４４０．８ ２，１３６．３ ２，１６３．５ ５３２．７ ０．０ ２．２ １９．７２２ ０．０ ２１．９ ２，７１８．１ 鉄製品８．７g（９）
鉄床石５．４g

D１０ ５．２ ５．２ ４，１７２ ２０１．０ ２２４．４ ７２．７ ４９８．１ ５０３．３ １９９．９ ０．０ ０．５ ２．４ ４ ０．０ ２．９ ７０６．１ 鉄製品０．８g（１）
滑石臼玉０．１g（１）

D１１ ０．４ ０．４ ３２６ ２４．５ ７．４ ０．１ ３２．０ ３２．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３２．４
D１２ ０．１ ０．１ ８２ ８．３ ２．０ ０．１ １０．４ １０．５ ０．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １１．２
D１３ ０．１ ０．１ １９ １５．７ ３．４ ０．３ １９．４ １９．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １９．５
D１４ ０．１ ０．１ １３ １７．１ ３．８ ０．３ ２１．２ ２１．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２１．３
D１５ ０．１ ０．１ ４ ３．４ ０．９ ０．０ ４．３ ４．４ ４．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．６
D１６ ０．１ ０．１ ７ ４．２ １．３ ０．０ ５．５ ５．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．６
E１ ０．１ ０．１ ７ ５．８ １．４ ０．０ ７．２ ７．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．３
E２ ０．１ ０．１ ２ ４．９ １．３ ０．１ ６．３ ６．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．４
E３ ０．１ ０．１ ８ ５．２ １．９ ０．２ ７．３ ７．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．４
E４ ０．１ ０．１ １３ ５．６ １．４ ０．５ ７．５ ７．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．６
E５ ０．１ ０．１ １５ ３．８ １．６ ０．３ ５．７ ５．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．８
E６ ０．１ ０．１ ２０ ２．５ ０．４ ０．０ ２．９ ３．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．０
E７ ０．１ ０．１ １２ ２．４ １．４ ０．４ ４．２ ４．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．３
E８ ２．２ ２．２ １，３７２ ７５．５ ６１．４ １３．３ １５０．２ １５２．４ ２９．３ ０．０ ０．１ ０．０ ０．０ ０．１ １８１．８
E９ １１．４ １１．４ ８，２０５ ２０４．８ ２５１．９ １３５．７ ５９２．４ ６０３．８ ８６．２ ０．０ ０．０ ４．６ １ ０．０ ４．６ ６９４．６
E１０ ０．６ ０．６ ４５６ ５５．７ ４７．３ １２．３ １１５．３ １１５．９ ７．４ ０．０ ０．１ ０．０ ２．５ １ ２．６ １２５．９
E１１ ０．２ ０．２ １１１ ３２．１ １０．５ ２．４ ４５．０ ４５．２ ４．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４９．８
E１２ ０．２ ０．２ ５４ １６．７ ６．８ ８．０ ３１．５ ３１．７ １．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３３．３ 被熱石１．８g（１）

水洗作業時の不備により微細遺物を回収できなかった部分
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表１５ 鍛冶関連微細遺物出土地点別重量一覧表（２）
出土
位置

粒 状 滓（g） 鍛 造 剥 片（g） 粒状滓・鍛造
剥片合計（g）

鉄滓（滓）
（g）

炉壁
（g）

炭化材
（g）

土 器
（g）

羽 口
（g）

その他の微細
遺物合計（g）

微細遺物
合計（g） 備 考

～２．０� 合 計 ～０．８� ０．８～２．０� ２．０�～ 合 計
E１３ ０．１ ０．１ ３８ ２０．３ ７．３ １．４ ２９．０ ２９．１ ２．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３１．３
E１４ ０．１ ０．１ ４６ １４．９ ４．７ １．８ ２１．４ ２１．５ ３．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２４．８
E１５ ０．１ ０．１ ４ ０．６ ０．１ ０．７ １．４ １．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．５
E１６ ０．１ ０．１ ５ １．９ ０．２ ０．１ ２．２ ２．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．３
F１ ０．１ ０．１ ３ ２．１ ０．２ ０．０ ２．３ ２．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．４
F２ ０．１ ０．１ １７ ０．２ ０．１ ０．１ ０．４ ０．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．５
F３ ０．１ ０．１ ４ ２．９ １．１ ０．０ ４．０ ４．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．１
F４ ０．１ ０．１ １０ ６．０ １．５ ０．１ ７．６ ７．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．７ １ ０．０ ０．７ ８．４
F５ ０．１ ０．１ １０ ６．８ １．７ ０．１ ８．６ ８．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．７
F６ ０．１ ０．１ ９ ４．３ １．３ ０．０ ５．６ ５．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．７
F７ ０．１ ０．１ １５ ４．７ ２．０ ０．０ ６．７ ６．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．８
F８ ０．１ ０．１ ３４ ６．６ ２．５ ０．０ ９．１ ９．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ９．２
F９ ０．２ ０．２ １２５ ６．４ ７．６ ２．０ １６．０ １６．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １６．２
F１０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
F１１ ０．１ ０．１ ６５ ２２．３ ９．３ ０．７ ３２．３ ３２．４ ０．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３３．３
F１２ ０．２ ０．２ ７７ ２０．１ ９．１ ３．０ ３２．２ ３２．４ １．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３４．３
F１３ ０．１ ０．１ ３３ １５．３ ４．６ １．３ ２１．２ ２１．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２１．３
F１４ ０．１ ０．１ ７ ６．８ ２．４ ０．２ ９．４ ９．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ９．５
F１５ ０．１ ０．１ １３ ０．６ ０．１ ０．０ ０．７ ０．８ ０．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．５
F１６ ０．１ ０．１ ４ ２．０ ０．４ ０．０ ２．４ ２．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．５
G１ ０．１ ０．１ ２ ２．０ ０．３ ０．１ ２．４ ２．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．５
G２ ０．１ ０．１ ９ １．５ ０．２ ０．０ １．７ １．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．８
G３ ０．０ ０．０ ４．４ ０．９ ０．０ ５．３ ５．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．３
G４ ０．１ ０．１ ３ ６．４ １．２ ０．０ ７．６ ７．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．７
G５ ０．１ ０．１ １５ ４．９ １．３ ０．２ ６．４ ６．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．５
G６ ０．３ ０．３ １４５ ８．７ １１．９ ３．８ ２４．４ ２４．７ ０．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２５．３
G７ ０．３ ０．３ １２８ １０．３ １０．３ ３．７ ２４．３ ２４．６ ４．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２９．５
G８ ０．１ ０．１ ９ ３．１ １．３ ０．３ ４．７ ４．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．８
G９ ０．１ ０．１ ８ ７．７ １．９ ０．２ ９．８ ９．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ９．９
G１０ ０．１ ０．１ １２ ６．８ ２．２ ０．３ ９．３ ９．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ９．４
G１１ ０．２ ０．２ １２２ ３５．９ １３．７ ３．４ ５３．０ ５３．２ ０．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５３．７
G１２ ０．１ ０．１ ３４ ２５．１ ７．１ ０．０ ３２．２ ３２．３ ０．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３２．５
G１３ ０．１ ０．１ １３ ８．３ ２．９ ０．０ １１．２ １１．３ ３．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １４．４
G１４ ０．１ ０．１ ４ ６．５ １．５ ０．０ ８．０ ８．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．１
G１５ ０．２ ０．２ ５ ０．６ ０．１ ０．０ ０．７ ０．９ １．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．２
G１６ ０．１ ０．１ １０ ３．９ ０．６ ０．２ ４．７ ４．８ ０．０ ０．０ ０．０ ５．８ １ ０．０ ５．８ １０．６
H１ ０．１ ０．１ １ ２．６ ０．４ ０．０ ３．０ ３．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．１
H２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
H３ ０．１ ０．１ ４ ６．４ １．１ ０．２ ７．７ ７．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．８
H４ ０．１ ０．１ １１ ５．２ １．２ ０．０ ６．４ ６．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．５
H５ ０．１ ０．１ １３ ２．９ ０．８ ０．１ ３．８ ３．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．９
H６ ０．２ ０．２ ９７ ２１．１ ９．７ ２．４ ３３．２ ３３．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３３．４
H７ ０．４ ０．４ １９５ ２０．９ １６．９ ５．２ ４３．０ ４３．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４３．４
H８ ０．１ ０．１ ８ ２．１ ０．５ ０．１ ２．７ ２．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．８
H９ ０．１ ０．１ １１ ９．９ ２．４ ０．１ １２．４ １２．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １２．５
H１０ ０．１ ０．１ １３ ３．５ １．１ ０．２ ４．８ ４．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．９
H１１ ０．１ ０．１ ４３ ２１．１ ５．３ ０．５ ２６．９ ２７．０ ４．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３１．１
H１２ ０．１ ０．１ ４１ ２２．３ ６．１ ２．１ ３０．５ ３０．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３０．６
H１３ ０．１ ０．１ １２ ４．６ １．７ ０．３ ６．６ ６．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．７
H１４ ０．０ ０．０ ３．２ ０．７ ０．０ ３．９ ３．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．９
H１５ ０．２ ０．２ ９ ４．３ １．１ ０．０ ５．４ ５．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．６
H１６ ０．１ ０．１ ２ １．６ ０．３ ０．０ １．９ ２．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．０
I１ ０．１ ０．１ １ ０．９ ０．１ ０．０ １．０ １．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．１
I２ ０．１ ０．１ ２ １．９ ０．４ ０．０ ２．３ ２．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．４
I３ ０．１ ０．１ ４ ６．３ １．０ ０．１ ７．４ ７．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．５
I４ ０．１ ０．１ ３ ６．５ １．３ ０．２ ８．０ ８．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．１
I５ ０．１ ０．１ ９ ３．６ １．０ ０．２ ４．８ ４．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．９
I６ ０．１ ０．１ ２０ ３．９ １．３ ０．２ ５．４ ５．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．５
I７ ０．１ ０．１ ２２ ７．８ ２．２ ０．２ １０．２ １０．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １０．３
I８ ０．１ ０．１ ２ ２．３ ０．５ ０．１ ２．９ ３．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．０
I９ ０．１ ０．１ ７ ６．６ １．５ ０．１ ８．２ ８．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．３
I１０ ０．１ ０．１ ３ ３．６ １．０ ０．１ ４．７ ４．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．８
I１１ ０．１ ０．１ ５ ６．６ １．９ ０．０ ８．５ ８．６ １．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １０．５
I１２ ０．２ ０．２ ３２ ９．７ ２．４ ０．３ １２．４ １２．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １２．６
I１３ ０．３ ０．３ ２９５ ２３．９ １１．１ ６．８ ４１．８ ４２．１ ２１．５ ０．０ ０．９ ０．０ ０．０ ０．９ ６４．５
I１４ ０．１ ０．１ ２ ４．２ １．１ ０．０ ５．３ ５．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．４
I１５ ０．１ ０．１ ２ ４．１ ０．６ ０．０ ４．７ ４．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．８
I１６ ０．０ ０．０ ０．１ ０．１ ０．０ ０．２ ０．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．２
J１ ０．１ ０．１ ２ ３．６ ０．５ ０．０ ４．１ ４．２ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．２
J２ ０．０ ０．０ ２．３ ０．４ ０．０ ２．７ ２．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．７
J３ ０．１ ０．１ ３ ５．４ １．２ ０．１ ６．７ ６．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．８
J４ ０．１ ０．１ ３ ５．６ １．０ ０．０ ６．６ ６．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．７
J５ ０．１ ０．１ ４ ５．５ １．０ ０．１ ６．６ ６．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．７
J６ ０．１ ０．１ ４ ９．７ １．２ ０．１ １１．０ １１．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １１．１
J７ ０．１ ０．１ ６ ３．０ ０．９ ０．０ ３．９ ４．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．０
J８ ０．１ ０．１ ３ ５．３ １．２ ０．０ ６．５ ６．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．６
J９ ０．０ ０．０ ４．４ １．１ ０．０ ５．５ ５．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．５
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表１６ 鍛冶関連微細遺物出土地点別重量一覧表（３）
出土
位置

粒 状 滓（g） 鍛 造 剥 片（g） 粒状滓・鍛造
剥片合計（g）

鉄滓（滓）
（g）

炉壁
（g）

炭化材
（g）

土 器
（g）

羽 口
（g）

その他の微細
遺物合計（g）

微細遺物
合計（g） 備 考

～２．０� 合 計 ～０．８� ０．８～２．０� ２．０�～ 合 計
J１０ ０．１ ０．１ １ ２．９ ０．８ ０．０ ３．７ ３．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．８
J１１ ０．１ ０．１ ２８ ２２．９ ５．８ １．２ ２９．９ ３０．０ ０．５ ０．０ ０．１ ０．０ ０．０ ０．１ ３０．６ 鉄製品？０．４（１）
J１２ ０．１ ０．１ １ ２．１ ０．８ ０．０ ２．９ ３．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．６ １ ０．６ ３．６
J１３ ０．１ ０．１ ４ ３．０ ０．８ ０．０ ３．８ ３．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．９
J１４ ０．１ ０．１ ４ ７．１ １．５ ０．０ ８．６ ８．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．７
J１５ ０．１ ０．１ １ ２．９ ０．４ ０．０ ３．３ ３．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．４
J１６ ０．１ ０．１ ２ １．１ ０．１ ０．１ １．３ １．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．４
K１ ０．０ ０．０ １．３ ０．２ ０．０ １．５ １．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．５
K２ ０．１ ０．１ ２ １．８ ０．２ ０．０ ２．０ ２．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．７ １ ０．０ ０．７ ２．８
K３ ０．１ ０．１ ３ ４．３ １．１ ０．０ ５．４ ５．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．５
K４ ０．１ ０．１ ３ ７．１ ０．９ ０．０ ８．０ ８．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．１
K５ ０．１ ０．１ １ ６．９ １．１ ０．０ ８．０ ８．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．１
K６ ０．１ ０．１ ４ ７．３ １．２ ０．０ ８．５ ８．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．６
K７ ０．０ ０．０ ５．２ １．１ ０．０ ６．３ ６．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．３
K８ ０．１ ０．１ １ ４．６ １．１ ０．０ ５．７ ５．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．８
K９ ０．１ ０．１ １ ６．５ １．３ ０．０ ７．８ ７．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．９
K１０ ０．１ ０．１ １ ７．５ １．１ ０．０ ８．６ ８．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．７
K１１ ０．１ ０．１ １ ５．４ ０．８ ０．０ ６．２ ６．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．３
K１２ ０．１ ０．１ ５ ５．７ １．１ ０．１ ６．９ ７．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．０
K１３ ０．１ ０．１ ３ ６．１ １．３ ０．１ ７．５ ７．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ７．６
K１４ ０．１ ０．１ １ ５．１ １．５ ０．０ ６．６ ６．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．７
K１５ ０．１ ０．１ １ ０．６ ０．１ ０．０ ０．７ ０．８ １．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．３
K１６ ０．１ ０．１ １ ３．０ ０．５ ０．０ ３．５ ３．６ ０．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．４
L１ ０．０ ０．０ ８．９ ２．１ ０．０ １１．０ １１．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １１．０
L２ ０．１ ０．１ １ １．１ ０．２ ０．０ １．３ １．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．４
L３ ０．１ ０．１ ５ １．７ ０．５ ０．０ ２．２ ２．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．３
L４ ０．１ ０．１ ４ ２．１ ０．２ ０．０ ２．３ ２．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．４
L５ ０．１ ０．１ ４ ２．６ ０．４ ０．２ ３．２ ３．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．３
L６ ０．１ ０．１ ４ ３．７ ０．５ ０．０ ４．２ ４．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．３
L７ ０．１ ０．１ ３ ２．０ ０．４ ０．１ ２．５ ２．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．６
L８ ０．１ ０．１ ３ ２．３ ０．５ ０．０ ２．８ ２．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．９
L９ ０．１ ０．１ ５ ２．６ ０．３ ０．１ ３．０ ３．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．１
L１０ ０．１ ０．１ ５ １．３ ０．２ ０．０ １．５ １．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．６
L１１ ０．１ ０．１ ４ １．７ ０．２ ０．１ ２．０ ２．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．１
L１２ ０．１ ０．１ ５ ３．０ ０．４ ０．１ ３．５ ３．６ ０．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．０
L１３ ０．１ ０．１ ２ ２．５ ０．３ ０．０ ２．８ ２．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．９
L１４ ０．１ ０．１ ２ １．１ ０．２ ０．０ １．３ １．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．４
L１５ ０．１ ０．１ ２ ３．２ １．０ ０．１ ４．３ ４．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．４
L１６ ０．１ ０．１ １ ２．４ ０．９ ０．０ ３．３ ３．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．４
M１ ０．１ ０．１ １ ４．１ ０．８ ０．０ ４．９ ５．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．０
M２ ０．１ ０．１ ３ ２．４ ０．４ ０．０ ２．８ ２．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．９
M３ ０．１ ０．１ ２ １．３ ０．２ ０．０ １．５ １．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．６
M４ ０．１ ０．１ １ ０．６ ０．１ ０．１ ０．８ ０．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．９
M５ ０．１ ０．１ ４ ０．７ ０．１ ０．０ ０．８ ０．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．９
M６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
M７ ０．０ ０．０ ０．２ ０．１ ０．０ ０．３ ０．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．３
M８ ０．０ ０．０ ４．８ １．１ ０．０ ５．９ ５．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ５．９
M９ ０．１ ０．１ ３ １．１ ０．１ ０．０ １．２ １．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．３
M１０ ０．１ ０．１ １ ２．９ ０．４ ０．０ ３．３ ３．４ ０．０ ０．０ ０．０ ２．３ １ ０．０ ２．３ ５．７
M１１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
M１２ ０．１ ０．１ ２ ７．２ １．４ ０．０ ８．６ ８．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．７
M１３ ０．１ ０．１ ２ ２．６ ０．３ ０．０ ２．９ ３．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．０
M１４ ０．１ ０．１ ３ １．４ ０．３ ０．０ １．７ １．８ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．８
M１５ ０．１ ０．１ １ ５．７ １．１ ０．０ ６．８ ６．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．９
M１６ ０．０ ０．０ １．９ ０．４ ０．０ ２．３ ２．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．３
N１ ０．１ ０．１ １ ２．７ ０．３ ０．０ ３．０ ３．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．１
N２ ０．０ ０．０ ０．８ ０．１ ０．０ ０．９ ０．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．９
N３ ０．１ ０．１ １ １．９ ０．３ ０．０ ２．２ ２．３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．３
N４ ０．１ ０．１ ９ １．６ ０．２ ０．０ １．８ １．９ １．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．９
N５ ０．１ ０．１ ３１ １．３ ０．２ ０．１ １．６ １．７ １．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．８
N６ ０．１ ０．１ ２ １．２ ０．２ ０．１ １．５ １．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．６
N７ ０．１ ０．１ ２ ２．０ ０．２ ０．１ ２．３ ２．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．４
N８ ０．１ ０．１ ２ ２．３ ０．３ ０．０ ２．６ ２．７ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．７
N９ ０．０ ０．０ ４．０ ０．４ ０．０ ４．４ ４．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．４
N１０ ０．１ ０．１ １ ２．１ ０．３ ０．１ ２．５ ２．６ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．６
N１１ ０．１ ０．１ １ １．０ ０．２ ０．１ １．３ １．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．４
N１２ ０．１ ０．１ １ ３．８ ０．５ ０．０ ４．３ ４．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４．４
N１３ ０．０ ０．０ ０．９ ０．２ ０．０ １．１ １．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．１
N１４ ０．０ ０．０ ０．９ ０．１ ０．０ １．０ １．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．０
N１５ ０．０ ０．０ ２．６ ０．３ ０．０ ２．９ ２．９ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．９
N１６ ０．０ ０．０ １．３ ０．２ ０．０ １．５ １．５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．５
小計 ８１．７ ８１．７ ３８，６９３３，１４４．１ ２，４１２．３ ９５２．９ ６，５０９．３ ６，５９１．０ １，２２４．７ ０．０ ５．６ ６０．８４７ ３．１ ２ ６９．５ ７，８８５．２
一括 ５．５ ５．５ １，９０７ ２４８．３ ２７９．６ １３０．１ ６５８．０ ６６３．５ １１７．４ ０．０ ０．０ ７．９１１ ０．０ ０ ７．９ ７８８．８
総合計 ８７．２ ８７．２ ４０，６００．０３，３９２．４ ２，６９１．９ １，０８３．０ ７，１６７．３ ７，２５４．５ １，３４２．１ ０．０ ５．６ ６８．７５８．０３．１ ２．０ ７７．４ ８，６７４．０

出土
位置

粒 状 滓（g） 鍛 造 剥 片（g） 粒状滓・鍛造
剥片合計（g）

鉄滓（滓）
（g）

炉壁
（g）

炭化材
（g）

土 器
（g）

羽 口
（g）

その他の微細
遺物合計（g）

微細遺物
合計（g） 備 考

～２．０� 合 計 ～０．８� ０．８～２．０� ２．０�～ 合 計
SI２８ １ １ ８０ ５８．９ ９．１ １．２ ６９．２ ７０．２ ２ ０ １．１ １４．４１１ ０ ０ １５．５ ８７．７

水洗作業時の不備により微細遺物を回収できなかった部分

第３節 古墳時代の遺構・遺物
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表１７ 鍛冶関連遺物出土遺構・地区別重量表
遺 構 名 遺 物 名 数 量 重量（g） 構成№ グリッド名 遺 物 名 数 量 重量（g） 構成№

SI２２

鍛 冶 滓 １ ７．９ ３３
AB１８

椀 形 鍛 冶 滓 １ ２８．６
鍛 冶 滓 ３ ４０．２ ３４～３５―２ 鉄製品（鍛造品） １ ４４．６ ７６
椀 形 鍛 冶 滓 ４ １５３．２ ２８～３１ 計 ２ ７３．２
椀 形 鍛 冶 滓 １ ３４．２ ３２

AB１９
鉄製品（鍛造品） １ ２．５ ７３

椀 形 鍛 冶 滓 ４ １０７．６ 計 １ ２．５
鉄製品（鋳造品） １ １．９ ３７

AA１８
椀 形 鍛 冶 滓 ２ １１９．５

計 １４ ３４５．０ 計 ２ １１９．５

SI２６

鍛 冶 滓 １ ６．５ ５５

A１８

椀 形 鍛 冶 滓 ２ １３５．０
鍛 冶 滓 ２ ９．２ 椀 形 鍛 冶 滓 １ ８２．０ ６４
椀 形 鍛 冶 滓 １ ７４．５ ４９ 椀 形 鍛 冶 滓 １ ９４．０ ６５
椀 形 鍛 冶 滓 ４ ２０５．６ ５０～５３ 椀 形 鍛 冶 滓 １ １２７．０ ６６
椀 形 鍛 冶 滓 １ ３５．８ ５４ 椀 形 鍛 冶 滓 １ ５９．０ ６８
椀 形 鍛 冶 滓 ６ １０９．２ 計 ６ ４９７．０

計 １５ ４４０．８
A１９

鍛 冶 滓 １ ２．０

SI２８
椀 形 鍛 冶 滓 ２ ２１５．６ ５９～６０ 椀 形 鍛 冶 滓 １ ６６．０

計 ２ ２１５．６ 計 ２ ６８．０

SK２７

鍛 冶 滓 ２ １３．７ ３～４
B１８

椀 形 鍛 冶 滓 １ １３．６
鍛 冶 滓 ４ ２７．２ ５～８ 計 １ １３．６
鍛 冶 滓 １６ ３６．３

B１９
鍛 冶 滓 １ ６．７ ７１

鉄 塊 系 遺 物 １ ４．７ ９ 椀 形 鍛 冶 滓 １ １０３．０ ６３
椀 形 鍛 冶 滓 １ ５４．５ ２ 計 ２ １０９．７
椀 形 鍛 冶 滓 ６ ５３．９

C１９

鍛 冶 滓 １ ７．５ ７２
鉄製品（鍛造品） ５ ７．３ １２～１６ 鍛 冶 滓 １ ３．１

計 ３５ １９７．６ 椀 形 鍛 冶 滓 １ ３５．２ ６７

SK２７―２

鍛 冶 滓 １ ６．８ ２３ 椀 形 鍛 冶 滓 １ ６３．５ ６９
鍛 冶 滓 ２ ７．８ 椀 形 鍛 冶 滓 １ ９４．０ ７０
椀 形 鍛 冶 滓 ４ ６５．９ １９～２２ 椀 形 鍛 冶 滓 ５ １３４．４
椀 形 鍛 冶 滓 ３ １７．９ 鉄製品（鍛造品） １ ２．６ ７４
鉄製品（鍛造品） １ ３．９ ２４ 計 １１ ３４０．３

計 １１ １０２．３
C２１

椀 形 鍛 冶 滓 １ １３．０

SD４
椀 形 鍛 冶 滓 １ ４７．４ ６１ 計 １ １３．０

計 １ ４７．４
D１９

鍛 冶 滓 １ ０．６

SD５
椀 形 鍛 冶 滓 １ ４６．２ ６２ 計 １ ０．６

計 １ ４６．２
F２０

椀 形 鍛 冶 滓 １ ２７．０
鉄製品（鍛造品） １ ９．６ ７５

遺構内鉄滓・鉄製品総重量 １，３９４．９ 計 ２ ３６．６

G２０
椀 形 鍛 冶 滓 １ ９８．０

遺構名 遺 物 名 数 量 重量（g） 構成№ 計 １ ９８．０

SI２２

粘 土 質 溶 解 物 １ ２８．８ ３６
H２５

椀 形 鍛 冶 滓 １ ８１．０
粘 土 質 溶 解 物 ６ １２５．１ 計 １ ８１．０
炉 壁 １ ３．６
羽 口（鍛冶） １ ３．０ 遺構外鉄滓・鉄製品総重量 １，４５３．０

計 ９ １６０．５

SI２６

粘 土 質 溶 解 物 １ １３．０ ５６ グリッド名 遺 物 名 数 量 重量（g） 構成№
粘 土 質 溶 解 物 ７ ３９．７

AC２１
粘 土 質 溶 解 物 １ １６．６

羽 口（鍛冶） ２ ５１．２ ５７～５８ 羽 口（鍛冶） １ １０８．０ ８０
計 １０ １０３．９ 計 ２ １２４．６

SK２７

粘 土 質 溶 解 物 １ ９．５ １７
AA１８

羽 口（鍛冶） １ ７．９
粘 土 質 溶 解 物 ２７ ７６．９ 羽 口（鍛冶） １ ８．１ ７７
炉 壁 １ ４．９ １ 計 ２ １６．０
羽 口（鍛冶） １ ２９．４ １８

AB１９
粘 土 質 溶 解 物 １ ２２．８

計 ３０ １２０．７ 計 １ ２２．８

SK２７―２

粘 土 質 溶 解 物 １ ９．３ ２５
AB２０

粘 土 質 溶 解 物 １ １４．０
粘 土 質 溶 解 物 ７ ３８．５ 計 １ １４．０
羽 口（鍛冶） １ ３．８

A１８
粘 土 質 溶 解 物 １ ９．２

計 ９ ５１．６ 羽 口（鍛冶） １ １３．０ ７８

Pit１９３
粘 土 質 溶 解 物 １ １０．６ 計 ２ ２２．２

計 １ １０．６
B１９

粘 土 質 溶 解 物 １ １３．４
羽 口（鍛冶） １ １５．２ ７９

遺構内その他の鍛冶関連遺物総重量 ４４７．３ 計 ２ ２８．６

C１９
粘 土 質 溶 解 物 ２ ２１．７

計 ２ ２１．７

D１９
粘 土 質 溶 解 物 ２ １１．８

計 ２ １１．８

遺構外その他の鍛冶関連遺物総重量 ２６１．７
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分析資料の抽出・考古学的検討 
磁着度測定 

特殊金属探知器 

強力磁石で分類 

強力磁石で分類 

フルイ・茶こしによる分類 肉眼分類 

肉眼分類 

特殊金属探知器 

鍛冶関連遺物（第１３９～１４８図、表１８～２２、PL.１３・７７・７８）

笠見第３遺跡では総重量約５３�の鍛冶関連遺物が出土している。鍛冶遺構では鍛冶作業と操業規模

を復元するために、２５�区画のメッシュを設定して土壌サンプルを回収し、水洗・抽出作業を行っ

た。それ以外では、鍛冶関連遺物と確認できたものは遺物の出土地点・層位を記録し取り上げてお

り、その中から情報量の多いものを報告書掲載遺物として抽出・構成した。なお、金属学的分析資料

の選定は、調査期間等を考慮して遺構内出土資料の抽出・分類がおよそ完了した時点で行っており、

すべての資料が揃った段階で選定されたものではないことを付記しておく。

回収した土壌サンプルは水洗・乾燥後に１．５�・０．８�目の篩で選別し、強力磁石（TAJIMA PUP―

M）と特殊金属探知機によって含鉄の遺物を抽出し、肉眼による考古学的分類を行うという流れで整

理作業を進めた（第１３９図）。

本遺跡で出土した鍛冶関連遺物を第１４０・１４１図の構成図に示す。粒状滓・鍛造剥片といった微細遺

物をはじめ、鍛冶滓、粘土質溶解物、鉄製品、炉壁、羽口や、鉄床石、砥石または磨石といった石製

鍛冶具、被熱礫によって構成される。詳細は鉄関連遺物観察表（表１８～２２）を参照されたい。

SK２７・SK２７―２出土遺物（第１４０・１４２図、PL.１３・７７）

２５３は炉壁片で、２�四方の小片となっている。内面は灰色に被熱している。F２８は椀形鍛冶滓で、

上下面以外は破面である。メッシュD９グリッド中の再結合滓を水洗した後に回収されたもので、上

面及び下面に鍛造剥片が固着している。F２９～３４は鍛冶滓で、径１～２�の小塊状を呈す。F３５は完

形の鉄塊系遺物であった。鍛冶遺構から粒状滓は８７．２g、鍛造剥片は７，１６７．３g出土している。鍛造剥

片をサイズ別にみると０．８�以下のものが３，３９２．４g、０．８～２．０�のものが２，６９１．９g、２�以上のもの

が１，０８３．０gという割合となり、相対的に小さいサイズが主体を占める。粒状滓・鍛造剥片はメッ

シュD９グリッド再結合滓から回収されたものについて標準磁石による磁着度の強弱で選別した後、

サイズ別に三分類し、それぞれで試料を抽出して金属学的分析を実施した（KAS３―５・６）。その結果、

熱間で鉄素材を鍛錬・成形する鍛錬鍛冶作業に伴うものであることが明らかとなった。またF２８・F

３５も金属学的分析を行っており、F２８は低温素延べ作業に伴う鍛錬鍛冶滓に分類され、F３５は鍛冶処

理中に飛散して、その後回収されずに遺棄された小鉄塊（鉄塊系遺物）と推測された。F３５の分析結

果から、鍛錬に適した状態に炭素量を調整する脱炭作業も行われた可能性が指摘されている。

第１３９図 鍛冶関連遺物分類模式図

第３節 古墳時代の遺構・遺物
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SK27 SK27―2 SI22b SI22

炉壁（鍛冶炉） 鉄製品（鍛造品） 

鉄製品（鍛造品） 

鉄製品（鍛造品） 

椀形鍛冶滓（極小） 

椀形鍛冶滓（極小・含鉄） 

椀形鍛冶滓（極小） 鍛冶滓（含鉄） 被熱石 

銹化（△） 

砥石または磨石 

砥石または磨石 

砥石（鉄床石転用） 

鉄床石または被熱石 

鍛冶滓 

鍛冶滓 

分析資料№５ 

椀形鍛冶滓 
（小・鍛冶剥片付き） 

253 
� 

F28 
� 

F29 
� 

F35 
� 

� 

F34 
� 

F38 
� 

F33 
� 

F37 
	 

F39 

 

F40 
� 

318 
� 

F32 

 

F36 
� 

F30 
� 

F31 
� 

� 

254 
� 

319 
� 

F46 
� 

F45 
� 

F44 
� 

F43 
� 

S90 
� 

F42 
� 

F41 
� 

F47 
� F53 

� 

F48 
� 

F49 
� 

F50 
� 

F55 
 ―2

320 
! 

F51 
" 

F52 
# 

S91 
$ 

F56 
% 

S96 
& 

S95 
' 

S94 
( 

S93 
) 

S92 
* 

S97 
+ 

S100 
, 

（S＝1/8） 

（S＝1/8） 

（S＝1/8） 

（S＝1/8） （S＝1/8） （S＝1/10） 

（S＝1/8） 

（S＝1/4） 

S99 
- 

S101 
. 

※実測図右下の文字は上段が報告番号、下段○数字が構成番号を示す　縮率の表示がないものはすべてS＝1/3

S98 
/ 

F54 
 ―1

鍛造剥片 

粒状滓 

H（○） 

鉄塊系遺物 

鍛冶滓 

分析資料№１ 

鍛冶滓（含鉄） 

羽口（鍛冶） 

粘土質溶解物 

粘土質溶解物 

粘土質溶解物 銹化（△） 

銹化（△） 

1（分析№１） 3（分析№２・３・４） 

分析資料№４ 

分析資料№３ 

分析資料№２ 

1（分析№５） 分析 

第１４０図 笠見第３遺跡鉄関連遺物構成図（１）
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SI26 SI28 SD4 遺　構　外 

椀形鍛冶滓（小・含鉄） 

鍛冶滓 

分析資料№６ 

粘土質溶解物 

羽口（鍛冶） 

銹化（△） M（◎） 

椀形鍛冶滓（極小・含鉄） 椀形鍛冶滓（小） 椀形鍛冶滓（極小） 椀形鍛冶滓（小） 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） 

銹化（△） 

鉄製品（鍛造品） 羽口（鍛冶） 

鍛冶滓（含鉄） 

銹化（△） 

258 
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第１４１図 笠見第３遺跡鉄関連遺物構成図（２）
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第１４２図 SK２７・SK２７―２出土鍛冶関連遺物
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SI２２・２６・２８、SD４・５出土遺物（第１４３～１４７図、PL.１３・４２・７５・７７・７８）

SI２２では椀形鍛冶滓・鍛冶滓などのほか鉄床石、砥石または磨石といった石製鍛冶具が多数出土し

ていることが特筆される。S１００は鉄床石または被熱石と考えられるもので、赤化した被熱面の周辺

に打痕とみられるハネが生じ、薄い酸化土砂が斑状に固着している。S１０１は砥石を転用した大型で

完形の鉄床石で、全面に研磨面をもち後に平坦面を鉄床として利用している。SI２２出土F５１、SI２６出

土F６３の金属学的分析を行い、F５１・F６３ともは高温沸し鍛接作業によって生じた鍛錬鍛冶滓に分類

された。その鉄素材は純度の高い塊鉱石である可能性をもつ。SI２６出土F５７は２つの椀形鍛冶滓が短

軸方向にずれて重層しており、段を生じている。SI２６では他に鍛冶羽口片も出土している。SI２８出土

椀形鍛冶滓F６５は本遺跡出土試料では最も大きいもので、左側肩部には羽口先由来の粘土質の滓がの

り、下面右寄りには被熱した鍛冶炉の炉床土が薄く張り付く。

第１４３図 SI２２出土鍛冶関連遺物（１）

第３節 古墳時代の遺構・遺物
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○数字は構成番号 

遺構外出土遺物（第１４７・１４８図、PL.１３・７８）

遺構外では谷部を中心として鍛冶関連遺物が出土している。椀形鍛冶滓・鍛冶滓のほか、少量なが

ら鉄製品もみられる。F７２はしっかりとした椀形鍛冶滓で、下面に炉床土が広く固着し粒状滓も含ま

れている。F７９～８１は刀子状の不明鉄製品で、製品の破片と考えられるものもあるが本来的に小型品

であろう。２６０は鍛冶羽口の先端部から体部にかけての破片で、基部側に向ってラッパ状に開く形態

となる。通風孔部も基部側に向って広がる。先端部は薄く黒色ガラス化しており、肩部は発泡する。

残存部位は正面から見て右側の破片である。AC２１グリッド、鍛冶遺構から約４m北側の�層上面で

出土した。構成図外の遺物であるが、谷部から出土した鉄滓付着礫S１０２、鉄床石とみられるS１０３・

１０４を図示している。S１０２は表面が被熱・赤化しており、酸化土砂状の付着物が斑状に認められる。

S１０４上面には鉄滓とみられる付着物が固着し、かなり弱いが磁着する。 （高尾、穴澤）

第１４４図 SI２２出土鍛冶関連遺物（２）

第３章 調査の成果と記録
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第１４５図 SI２２出土鍛冶関連遺物（３）

第３節 古墳時代の遺構・遺物
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第１４６図 SI２６・２８、SD４出土鍛冶関連遺物
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第１４７図 SD５・遺構外出土鍛冶関連遺物
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ガラス質滓付着範囲 

第１４８図 遺構外出土鍛冶関連遺物

第３章 調査の成果と記録
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表１８ 鉄関連遺物観察表（１）

報告書№
構 成 №

遺 物 名 地区名 遺構名
計測値（�） 重量

（g）
磁着度 メタル度 備 考 Ｘ線 取上№

長さ 幅 厚さ

２５３
�

炉壁（鍛冶炉） AC２１ SK２７ ２７ ２１ １３ ４．９ １ な し

１．２�ほどの厚みを持つ鍛冶炉の炉壁片。内面は生きており側面
４面が破面となる。外面は緩やかな弧状の剥離面。横断面形は裏
面がわずかに曲がっているため浅い皿状となる。被熱は灰色。内
外にはひび割れが目立つ。

４６６９

F２８
�

椀形鍛冶滓
（小・鍛造剥
片付き）

AC２１ SK２７ ４７ ４１ ２３ ５４．５ ２ な し 分析資料№１ 詳細観察表参照。 ４７６４

F２９
�

鍛冶滓 AC２１ SK２７ ２２ ２２ １３ ４．４ １ な し
上面から右側部にかけて粘土質の溶解物がのっている軽量の鍛冶
滓。上面のみ生きており、下面は剥離面となる。羽口由来の粘土
質溶解物に近い鍛冶滓。

○ ４６６９

F３０
�

鍛冶滓 AC２１ SK２７ ２３ ２６ １４ ９．３ ２ な し

径２．３�前後のボタン状の鍛冶滓。平面形は不整円形で、中央部
分の厚みは７�前後となる。下面には滓の突出部あり。上面中央
部は浅く窪み、木炭痕がみられる。構成№３から構成№８は滓質
が異なるが、いずれも小塊状の鍛冶滓である。

○ ４６５５

F３１
�

鍛冶滓（含鉄） AC２１ SK２７ ２０ １８ １１ ５．２ ２ 銹化（△）

径２�ほどのやや丸みをもった扁平な鍛冶滓。含鉄でほぼ完形品
である。上面は緩やかな高まりを持ち、肩部は丸みを持つ。下面
は椀形で微細な木炭痕が確認される。表面の酸化土砂中には薄手
で光沢のある鍛造剥片が点在する。

○ ４７０３

F３２
�

鍛冶滓（含鉄） AC２１ SK２７ ２３ １２ １１ ８．４ ４ 銹化（△）

やや厚い酸化土砂に覆われた含鉄の鍛冶滓。酸化土砂中には様々
な厚みや色調をもつ鍛造剥片が無数に含まれている。上面の中央
部は窪み、下面は突出する。上手側の側部に小破面がある以外
は、ほぼ完形品。含鉄部は中核部。

○ ４８７８

F３３
�

鍛冶滓（含鉄） AC２１ SK２７ ２１ ２８ １５ ８．４ ５ 銹化（△）

１�ほどの厚みを持つ扁平な鍛冶滓。左側部と下手側の側部が欠
落するが、それ以外の側部は生きており、平面形はきれいな円形
を示す。構成№４の鍛冶滓を一回り大きくしたような塊状の鍛冶
滓である。下面の上手側が突出する。表面の酸化土砂中には薄手
で光沢のある鍛造剥片が含まれている。

○ ４０１４

F３４
�

鍛冶滓（含鉄） AC２１ SK２７ ２３ １８ １４ ５．２ ２ 銹化（△）
平面、不正楕円形をした小塊状の鍛冶滓。厚さ９�ほどで右側の
破面から下面に突出部を持つ。左側部に小破面を持つ以外は完形
品。やや粘土質で含鉄部は下面の突出部となる。

○ ４６９６

F３５
	

鉄塊系遺物 AC２１ SK２７ １２ １７ １６ ４．７ ３ Ｈ（○） 分析資料№２ 詳細観察表参照。 ４６９４

―



粒状滓 AC２１ SK２７ ― ― ― ― ― な し 分析資料№３ 詳細観察表参照。

―
�

鍛造剥片 AC２１ SK２７ ― ― ― ― ― な し 分析資料№４ 詳細観察表参照。

F３６
�

鉄製品
（鍛造品）
三角形鉄片状

AC２１ SK２７ １９ １０ １ ０．５ １ 銹化（△）

１．５�前後の厚みを持つ三角形鉄片。表面には酸化土砂が厚く
なっている。上手側には滓化した表面が露出しており、それ以外
は酸化土砂に覆われている。側部は左側がやや厚みを持ち、立ち
上がりも急となる。見かけ上は三角形鉄片の形状を持つが、さら
に大ぶりの鉄製品の表面破片の可能性もあろう。こうした剥離傾
向を持つのは鍛造品の場合に時折見られる。

○ ４４２９―１

F３７



鉄製品
（鍛造品）
刀子？

AC２１ SK２７ １７ １２ １．５ １．２ ３ 銹化（△）

幅１．１�、上手側の厚みが１�強を測る、きわめて薄い刀子の刃
部様の鉄片。左側の上下面には酸化土砂が瘤状に張り付いてお
り、内部情報は不明。短軸側の両端部は生きている可能性が高い
が、右側部が直線状に途切れているのは自然面か破面かは不明。
未製品の可能性もあり。

○ ４６９５

F３８
�

鉄製品
（鍛造品）
鏃？

AC２１ SK２７ ２８ ６ ３ １．９ ３ 銹化（△）

幅４�ほどの角棒状の鉄製品。横断面形がやや長方形気味で、鏃
の茎部の可能性をもつ。上手側の下面は錆膨れで酸化土砂が発達
し、表面状態がわかりにくい。形状的には下手側の端部が生きて
おり、上手側の端部が破面の可能性があろう。錆膨れの影響のた
めか下手側に向かい弓なりになっている。

○ ４６７４

F３９
�

鉄製品
（鍛造品）
釘状不明品

AC２１ SK２７ ２７ ４ ４ １．６ ２ 銹化（△）

３�強の径をもつ釘状不明品。横断面形は丸みを持っているよう
にも見えるが、右側部の一部が平坦化しており角釘かもしれな
い。左側部と下手側端部の突出部は錆膨れ。形態的には上手側の
端部が破面となる可能性があろう。また、本資料は下手側に向か
い、やや反り返っている。

○ ４４３１―１

F４０
�

鉄製品
（鍛造品）
薄板状不明品

AC２１ SK２７ ３１ １５ ２ ２．１ ３ 銹化（△）

平面形が半月形で２�前後の厚みを持つ薄板状不明品。上下面が
平坦化され、右側部の外周部はきれいな円形に成形されている。
左側部は一部が鋸歯状で、単なる欠けとはみられない。上手側の
端部は明瞭な破面で、下手側の端部は細くなって収束する。単独
の鉄製品としての機能を持つものではなく、組み合わせを目的と
したものか。

○ ４６８３―１

３１８
�

粘土質溶解物 AC２１ SK２７ ３４ ４２ ２０ ９．５ １ な し

軽量の粘土質溶解物。全体に発泡しており右側部には黒色のガラ
ス質滓が垂れ、上面上手側には羽口片または鍛冶炉の炉壁と推定
される被熱した粘土塊が乗っている。左側部から上手側の側部に
かけては小破面が連続する。羽口の顎部で生成か。

○ ４７０４

２５４
�

羽口（鍛冶） AC２１ SK２７ ４６ ３６ ２０ ２９．４ １ な し

鍛冶羽口の先端部破片。内外面が生きており側部は全面が破面と
なる。通風孔部は遺存するが部分的で、径が１．７�以上になると
しかいえない。全体に細身で基部側の身厚は２．１�を測る。羽口
外面は先端部に向かい徐々に細くなる形態で、右半分が薄く発泡
している。胎土はわずかにモミガラをまじえる砂質土。残存部位
は正面からみて左上半部となる。

６０００

F４１
�

椀形鍛冶滓
（極小）

AC２１ SK２７―２ ２６ ２３ １５ ５．９ １ な し

極小の椀形鍛冶滓の肩部破片。肩部は薄板状になって途切れてお
り、破面には褐色から灰黒色に被熱した鍛冶炉の炉床土が付着す
る。滓質はややガラス質で、上面は微細な木炭痕と気孔に覆われ
ている。

○ ４８３６

F４２
�

椀形鍛冶滓
（極小） AC２１ SK２７―２ ３７ ４０ １３ １２．２ ２ な し

厚さ１．３�ほどの極小の椀形鍛冶滓の中核部から側部破片。上下
面は椀形鍛冶滓の特色を残すが、側部は凹凸の激しい不規則な状
態で、滓量の少なさを窺わせる。ほぼ完形品。鍛錬鍛冶相当の工
程にともなう可能性大。下面の一部に鍛冶炉の炉床土が、左側部
には鍛造剥片が固着する。

○ ５２６９

第３節 古墳時代の遺構・遺物
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表１９ 鉄関連遺物観察表（２）

報告書№
構 成 №

遺 物 名 地区名 遺構名
計測値（�） 重量

（g）
磁着度 メタル度 備 考 Ｘ線 取上№

長さ 幅 厚さ

F４３
�

椀形鍛冶滓
（極小） AC２１ SK２７―２ ３６ ４４ ２３．６ ２３．６ ２ な し

厚さ１．６�ほどの扁平な椀形鍛冶滓。中核部から側部にかけての
破片で、左寄りの側部３面が破面となっている。上面は平坦気味
でわずかに木炭痕あり。下面は全体的には椀形ながら凹凸が激し
く、一部に鍛冶炉の炉床土や鍛造剥片が付着する。破面に見られ
る滓質は緻密で結晶は発達気味。

○ ４７１２

F４４
�

椀形鍛冶滓
（極小）

AC２１ SK２７―２ ３９ ４３ １８ ２４．２ １ な し

粘土質の滓が上面を覆っている極小の椀形鍛冶滓。上面は生きて
おり、短軸側の側部２面が破面となる。下面はきれいな皿状で、
鍛冶炉の炉床に接した剥離面となり、一部に灰色に被熱した炉床
土と鍛造剥片が残されている。滓質はやや密度が低い。

○ ４７１８

F４５
�

鍛冶滓 AC２１ SK２７―２ ２４ ２３ １２ ６．８ ２ な し
厚さ１�ほどのやや扁平な小塊状の鍛冶滓。上面から右側部は生
きており、残る側部２面が破面となる。下面はゆるやかな皿状
で、様々な色調の炉壁粉やスコリアが付着する。

○ ４８８１―１

F４６
�

鉄製品
（鍛造品）
釘状不明品

AC２１ SK２７―２ ４１ ７ ３．５ ３．９ ２ 銹化（△）

横断面形が方形となる釘状の鉄製品。明瞭な破面は確認されず、
上手側の外周部には錆膨れと酸化土砂がとりまいている。透過Ｘ
線像では上手側に向かい幅が広がった後、右側に少し曲がって収
束する形態をもつ。下手側の足部または茎部は小さくＳ字状にう
ねっており、何らかの未製品を窺わせる。鏃の可能性も残る。

○ ４８３４

３１９
�

粘土質溶解物 AC２１ SK２７―２ ２５ ３７ １８ ９．３ １ な し

１．５�程の厚みをもつ、極小の椀形鍛冶滓に似た粘土質溶解物破
片。上面と右側部が生きており、側部３面が破面となる。上面は
木炭痕の残る自然面で、下面は炉壁表面から剥離面様。滓は灰色
で発泡した粘土質。右寄りの表面には二次的な酸化土砂が張り付
く。

○ ４７１９

S９０
�

砥石または
磨石

C２１ SI２２b １５４ ４９．５ ３９．５ ４０６．０ ２ な し

細長い丸棒状の転石を用いた砥石または磨石。横断面形は不整楕
円形から不整三角形となる。砥面または磨面は上面下手側の平坦
面と下面上手側の丸みをもった２面が主体となる。磨跡からみれ
ば手に持って使用する機能と判断される。

３８１２

S９１
�

砥石または
磨石

C２１ SI２２b １５２ ６７ ４１ ６２０．０ ２ な し

扁平・棒状の砥石または磨石。転石を利用したもので、下手側の
端部が欠落している。磨跡らしき面が上下面の平坦部にかすかに
確認されるが、使用頻度は甘い。なお、下手側の破面が打痕とな
る可能性も残る。

３８１３

F４７
�

椀形鍛冶滓
（極小）

C２１ SI２２ ３０ ４１ １５ １３．４ ３ な し

表面が細かい木炭痕に覆われた極小の椀形鍛冶滓。上下面が生き
ており、側部２面に小破面が確認されるものの、完形に近い。左
側部上手側が大きく窪んでいる以外は、小ぶりながらも椀形鍛冶
滓の形態を持つ。

○ ５８０―２

F４８
�

椀形鍛冶滓
（極小） C２１ SI２２ ２８ ６０ １７ ２６．０ ２ な し

下面に褐色に被熱した鍛冶炉の炉床土が面的に残る、極小の椀形
鍛冶滓の肩部破片。上面は生きており左側部が主破面となる。右
側の肩部に向かい薄手で薄く広がる形の椀形鍛冶滓を想定でき
る。下面はきれいな椀形。滓質は緻密ながら部分的に結晶が発達
している。

○ １５１２

F４９
�

椀形鍛冶滓
（極小）

C２１ SI２２ ４３ ４５ １９ ３６．８ ２ な し

上面に点々と粘土質溶解物の小片が固着する極小の椀形鍛冶滓。
肩部の３ヶ所に小破面を持つ以外はほぼ完形品。上面は全体に盛
り上がり、上手側が左右方向に幅１�ほど窪んでいる。またこれ
に呼応するかのように、皿状の下面側もほぼ同位置で窪んでい
る。破面には点々と鍛冶炉の炉床土の小片が固着する。滓質は緻
密で、典型的な鍛錬鍛冶滓である。

○ ２６１９

F５０
�

椀形鍛冶滓
（極小） C２１ SI２２ ４５ ５８ ２４ ７７．０ ２ な し

２�以上の厚みを持った極小の椀形鍛冶滓の中核部破片。上下面
と上手側の側部の一部が生きている以外は、側部を中心に小破面
が連続する。上面は半流動状で、１�大以上の木炭痕が点々と残
されている。下面は浅い皿状で、全体的には鍛冶炉の炉床土の剥
離面となる。短軸端部には灰色に被熱した炉床土が固着する。滓
質は緻密で結晶が発達し、左寄りの上皮沿いは粘土質の滓とな
る。

○ １４５１

F５１
 

椀形鍛冶滓
（極小・含鉄）

C２１ SI２２ ３６ ４６ １９ ３４．２ ３ 銹化（△）分析資料№５ 詳細観察表参照。 ○ １５１１

F５２
!

鍛冶滓 C２１ SI２２ ２０ ３５ １０ ７．９ ２ な し

平面形がＳ字状にうねった極めて扁平な鍛冶滓破片。下手側の端
部が破面となり、それ以外の面は生きている。上面には連続的に
木炭痕が残されており、下面は炉床土の圧痕となっている。鍛冶
炉の炉底に沿って木炭層中を流出した形状を示す。滓質はやや緻
密。

○ １４５５―１

F５３
"

鍛冶滓（含鉄） C２１ SI２２ ２２ ２９ １３ ４．８ ２ 銹化（△）

粘土質溶解物に似た外観を持つ鍛冶滓。左側部の下手側に小破面
を持つ以外は、不規則な自然面に覆われている。表層はほとんど
が粘土質溶解物。右寄りの表皮は紫紅色気味。芯部に含鉄部があ
るためかやや磁着する。

○ ２６１３

F５４
#―１ 鍛冶滓（含鉄） C２１ SI２２ ２１ ３３ １８ ２２．０ ５ 銹化（△）

不整勾玉状の外形を持つ含鉄の鍛冶滓。上手側半分は１．３�ほど
の厚みを持った極小の椀形鍛冶滓様で、下手側に向かいやや流動
気味の滓が延びている。下面は鍛冶炉の炉床土の剥離面となる。
含鉄部は上手側の肥厚した部分で、表面には錆色が広がってい
る。

○ １４５５―５

F５５
#―２

鍛冶滓（含鉄） C２１ SI２２ ２４ ３０ ２０ １３．４ ５ 銹化（△）

やや厚い酸化土砂に覆われた含鉄の鍛冶滓。小塊状のわりには比
重が高く、磁着も強い。酸化土砂のため表面状態がはっきりせ
ず、鍛冶鉄塊系遺物の可能性も残されている。酸化土砂の表面に
は黒錆がにじみ、放射割れも始まっている。

○ １４５５―６

３２０
$

粘土質溶解物 C２１ SI２２ ３７ ４４ １２ ２８．８ ２ な し

１�ほどの厚みを持つ扁平な粘土質溶解物。上面と側部の半分以
上が生きており、下面は皿状の炉壁表面からの剥離面となる。肩
部に点々と小破面が確認される。全体に粘土質で、左側の上半部
には羽口の顎部に由来する滓が確認されると共に、右方向に向
かって全体に広がっている。

○ ２１３６―１

F５６
%

鉄製品
（鋳造品）
鋳造鉄斧？

C２１ SI２２ ２１ １０ １０ １．９ ２ 銹化（△）

５�ほどの厚みを持った鋳造品破片。側部３面は明らかな破面
で、残る上手側のやや傾斜した面は自然面か破面か不明。見かけ
は鏨状で、切り落としたような斜めの傾斜面となる。鉄片は黒錆
が吹き、放射割れも数多く走り銹化が進む。鋳造鉄斧等の破片で
あろうか。

○ １５１４

第３章 調査の成果と記録
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表２０ 鉄関連遺物観察表（３）

報告書№
構 成 №

遺 物 名 地区名 遺構名
計測値（�） 重量

（g）
磁着度 メタル度 備 考 Ｘ線 取上№

長さ 幅 厚さ

S９２
&

被熱石 C２１ SI２２ １５４ １２３．５ ４５ ９９０．０ ２ な し

上下面がくすんだ赤褐色に被熱した被熱石破片。最大厚みが４�
ほどの厚板状で、右方向に向かって薄くなっている。左右の側部
と下手側は破面となっており、左側部の破面は新しい。上面下手
側にはハネも確認される。被熱状態は鉄床石とは異なり、上面を
中心に全体が赤化している。

１４８６

S９３
'

砥石または
磨石

C２１ SI２２ ９５ ７２．５ ４７ ４５８．０ ２ な し

転石を利用した扁平棒状の砥石または磨石。上手側が大きな破面
となっている。表面は上下面ともきれいな磨面となっており、一
見、蛤刃状の磨製石斧かと思うほどである。側部も甘いながらも
磨面となっている。磨面の方向は短軸方向が主体。

２５８７

S９４
(

砥石または
磨石

C２１ SI２２ ８６ ７４ ４４ ４００．０ ２ な し

前者と同様の砥石または磨石破片。上手側が欠落している。磨面
は大きく３面に分かれており、上面となる左右の傾斜面がそれぞ
れ用いられており、下面も大きな磨面となる。下手側の側部もわ
ずかに磨込まれている。

１４４０

S９５
)

砥石または
磨石 C２１ SI２２ １３０ ９６ ３７ ７２０．０ ２ な し

扁平な転石を利用した砥石または磨石。上下面と肩部から側部に
かけてが広く用いられており、ほぼ全面が磨面となっている。磨
方向が一定方向ではなく、回転方向にも用いられている。

２５８３

S９６
*

砥石または
磨石 C２１ SI２２ １１８ ９８ ３５ ６６０．０ ２ な し

３．３�ほどの厚みを持つ厚板状の転石を利用した砥石または磨
石。上下面や肩部から側部にかけてのほぼ全面が用いられてお
り、構成№４１と似た使用方法を示す。また上下面の平らな磨面は
構成№４７の大型の砥石の上下面と似てほぼ平坦面となっている。
右上手側が大きな新しい破面となる。

２５８４

S９７
+

砥 石 C２１ SI２２ １２９ １１５ ３７ ９１０．０ ２ な し

厚さ３．３�前後の厚板状の砥石または磨石。前者より一回り大き
いものの厚みはよく似ており、使用方法も共通する可能性が高
い。上手側の側部と左上手側の側部に破面を持ち、前者の砥面に
は部分的に磨痕が確認される。主たる磨痕は上下面の平坦面と肩
部から側部の全周にわたる。磨痕は複数方向が確認される。下面
の磨面の中央部がやや赤みがかっているのは対象物の影響かもし
れない。

１４３９

S９８
,

砥 石 C２１ SI２２ ２５３ ２０３ ８６ ５６６０．０ ２ な し

９�ほどの厚みを持つ、大ぶりで扁平な転石を利用した砥石また
は磨石。左側部が大きな破面となっている。磨面は上下面のみな
らず、肩部から側部全面に及んでいる。磨方向は部位により異な
る。側面から肩部に磨面があるということは、下石としてだけで
なく上石として使用された証拠であろう。石材の質は構成№３９か
ら４４と４７は共通しており、キメが細かく硬質の材である。

２５８６

S９９
-

砥 石 C２１ SI２２ ３６６ ２７７ ９３．５ ９４１０．０ １ な し

上面から右側面に磨面を残す大型の砥石または磨石。地山に含ま
れる火山性の礫を用いたものと推定され、上面の左側端部は自然
面となっている。下面は全面破面。側部にも小破面が全周する。
磨痕は多面的で、７�ほどの平坦面が連続する形となっている。
また筋状や波状の磨痕または傷が点在しているが、これが本来の
砥痕ないし磨痕であるのかどうかについてはやや疑問が残る。農
耕具による耕作傷の可能性もあろう。石材は軟質でやや密度が低
い。

１４８２

S１００
.

鉄床石または
被熱石 C２１ SI２２ １８１ １７３ ３９ １８００．０ ３ な し

３．５�前後の厚みをもつ板状の鉄床石または被熱石。上下面と側
部３面が生きており、右側部が破面となっている。上面右手側の
肩部が６�×２�ほどの範囲で赤褐色に被熱しており、下手側の
肩部にもごく小範囲で赤化した被熱面をもつ。また、いずれの被
熱面の周辺にもハネが生じており、打痕による可能性が高い。上
面の平坦面の左寄りの中央部には、薄い酸化土砂が斑状に固着し
ており、何らかの鉄製品が上面にのせられていた可能性をもって
いる。それ以外の側面や下面には使用痕が無く自然面のままであ
る。石材は構成№３９から４４ならびに４７とは異なり、やや軟質の地
山に含まれる火山岩を用いている可能性があろう。構成№３８の被
熱石とほぼ同様か？

１４７９

S１０１
/

砥石
（鉄床石転用）

C２１ SI２２ ３８９ １８４ １２２ １４３７０．０ １ な し

１０．５�ほどの厚みをもった大型で完形の砥石転用の鉄床石。全面
に磨面をもち、後に上下の平坦面が鉄床石として用いられてい
る。平面形は不整勾玉状で上下面が平坦化しており、側部から肩
部にも明瞭な磨面が確認される。材は回転しつつ使用されてい
る。砥石として使用された後、上下面が鉄床石として転用された
ために、不整形なハネや小範囲の鍛造剥片の付着が生じている。
また面は部分的に薄く赤化しており、加熱された素材を乗せて鍛
打していることがわかる。鍛造剥片は黒褐色。石材は構成№３９～
４４同様、硬質できめが細かい転石を用いている。下面の上手寄り
肩部にも打痕と鍛造剥片の固着が延びている。

１４８０

F５７
0

椀形鍛冶滓
（小・含鉄）

AB２１～２２ SI２６ ５２ ８９ ３２ １２９．０ ３ 銹化（△）

上面下手側に錆膨れが瘤状に盛り上がった小型の椀形鍛冶滓。２
つの椀形鍛冶滓が短軸方向にずれて重層しており、下面や側部に
明瞭に段を生じている。側部に小破面を残すものの基本的には完
形に近い。上面の滓は下手寄りで、下面の滓は上手側に傾斜を変
えて残存する。また、上手の滓の側部から下面には、灰白色に被
熱した鍛冶炉の炉床土が固着する。なお、下手側の滓の下面に
は、さらにもう一回分の滓のずれを示す可能性の高い筋状の窪み
も確認される。滓は比較的緻密で含鉄部は下手寄りの中核部。

○ ２４７０

F５８
1

椀形鍛冶滓
（小・含鉄） AB２１～２２ SI２６ ５４ ７２ ２３ ７４．５ ３ 銹化（△）

左側の側部に破面を残す、薄手で横方向に伸びた小型の椀形鍛冶
滓。右側部は弧状の平面形をもち生きている。波状の上面には木
炭痕や羽口由来の粘土質の滓が残されており、下面は粉炭痕に覆
われている。滓質は緻密。右側の下面には別単位の可能性の高い
鍛冶滓が重層する。

○ ２４５８

F５９
2

椀形鍛冶滓
（極小）

AB２１～２２ SI２６ ４４ ４４ １４ １４．８ ２ な し

右側の端部が鍵の手状に広がった極小の椀形鍛冶滓。側部に小破
面を残すもののほぼ完形品。上面左側には粘土質の滓がのり、右
方向に向かい広がったことを示す形状となる。下面には木炭痕が
密集する。

○ ２４６８

F６０
3

椀形鍛冶滓
（極小）

AB２１～２２ SI２６ ４０ ４３ ２０ ２７．２ ２ な し

側部が全周にわたり小破面となった極小の椀形鍛冶滓。左側の上
面には粘土質の滓が確認され、下面は鍛冶炉の炉床土に含まれる
砂粒が点々と張り付いている。滓質は密度が低く、不規則な気孔
が目立つ。典型的な鍛錬鍛冶滓である。

○ ２２７７

第３節 古墳時代の遺構・遺物
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表２１ 鉄関連遺物観察表（４）

報告書№
構 成 №

遺 物 名 地区名 遺構名
計測値（�） 重量

（g）
磁着度 メタル度 備 考 Ｘ線 取上№

長さ 幅 厚さ

F６１
4

椀形鍛冶滓
（極小）

AB２１～２２ SI２６ ３９ ５５ １６ ３３．６ ２ な し

左側部と右下手側の側部が破面となった極小の椀形鍛冶滓。上面
はゆるやかな皿状で、下面もほぼそれに対応している。滓質は密
度が低く、上皮直下には横方向に気孔が連続する。本資料も典型
的な鍛錬鍛冶滓であろう。

○ ３１１６

F６２
5

椀形鍛冶滓
（極小） AB２１～２２ SI２６ ４９ ４９ １９ ５５．５ ４ な し

側部２面が破面となった小型の椀形鍛冶滓。左側が厚く右方向に
向かって薄くなる形態をもち、右側の肩部はヒレ状に突出する。
上面は左側が一段高くなっており、下面もそれに呼応するかのよ
うに肥厚して椀形に突出する。滓質は緻密で、横方向に延びる気
孔が点々と確認される。下面の一部に酸化土砂が厚い。

○ ２８９４

F６３
6

椀形鍛冶滓
（極小・含鉄）

AB２１～２２ SI２６ ３１ ４２ ２２ ３５．８ ４ Ｍ（◎） 分析資料№６ 詳細観察表参照。 ２４３４

F６４
7

鍛冶滓 AB２１～２２ SI２６ ２３ ２０ １３ ６．５ ２ な し
やや扁平なボタン状の外観をもつ完形の鍛冶滓。暑さ７�ほどの
滓部の上に、左上面を中心に粘土質の滓がのっている。軽量で粘
土質溶解物に近い鍛冶滓。構成№３や構成№２３と類似する資料。

○ ２９０３

３２１
8

粘土質溶解物 AB２１～２２ SI２６ ４２ ４１ ２２ １３．０ ２ な し

下面が樋状となった粘土質溶解物破片。左右の側部に小破面が確
認され、上面から上手側は粘土質の滓が垂れ気味となっている。
下面は鍛冶炉の炉壁表面を写した可能性大。推定位置は鍛冶羽口
先の右側の壁面。

○ ２４５３

２５５
9

羽口（鍛冶） AB２１～２２ SI２６ ２９ ３０ １６ １１．０ ２ な し

鍛冶羽口の先端部小破片。通風孔部の壁面と外面の一部が残るも
ので、側面３面が破面となる。先端部からは粘土質の滓が垂れて
いる。羽口胎土は微細な砂粒主体のもので、構成№５８とは別個体
である。

２８９８

２５６
:

羽口（鍛冶） AB２１～２２ SI２６ ４９ ３６ ３８ ４０．２ ３ な し

下面右側に粘土質の滓が椀形に固着する鍛冶羽口の顎部破片。上
面の中央部にわずかに通風孔部を残し、左側部中段には羽口先の
外周部が弧状にめぐっている。粘土質の滓と羽口先の角度は羽口
使用時の傾斜角を保っている。羽口の肉厚は現状で約１．５�。胎
土はわずかにスサやモミガラを混じえる練りの甘い粘土質。

２４４３

F６５
;

椀形鍛冶滓
（小）

AB２０～２１ SI２８ ６２ ９０ ３０ １９３．０ ３ な し

平面、不整楕円形をした完形の椀形鍛冶滓。短軸方向にやや延び
た平面形をもち、側部から下面はきれいな椀形を示している。上
面は平坦気味で、上手寄りが一段窪んでおり、左側の中央部に幅
１�ほどの工具痕が左右方向に残されている。また左下手が一段
窪んでおり、左側の肩部には羽口先由来の粘土質の滓が小範囲で
のっている。側部上半は滓の形成が重層的なためか、僅かに段を
持つ。また下面右寄りには褐色に被熱した鍛冶炉の炉床土が薄く
張り付いている。ややイガイガしているが比較的緻密な滓質。

○ ４４１７

F６６
<

椀形鍛冶滓
（極小）

AB２０～２１ SI２８ ２９ ４１ １５ ２２．６ ２ な し

左側部が小破面となった極小の椀形鍛冶滓。小さいながらも椀形
の形状をとどめている。破面が小さく滓量の少なさを窺わせる。
平坦気味な上面表皮は紫紅色となり、下面は粉炭痕に覆われる。
滓質はやや緻密。

○ ４８８３

F６７
=

椀形鍛冶滓
（極小）

B１９ SD４ ４８ ５０ １５ ４７．４ ４ な し

上手側の側部が小破面となったやや異形の椀形鍛冶滓。左側が厚
みを持ち、右側がシャベルの先のように薄くなっている。下面も
皿状で滓量が少ない鍛冶作業を示す。滓質は比較的緻密。本遺跡
の谷部からは５０g前後の扁平な椀形鍛冶滓の出土が目立ち、周辺
の鍛錬鍛冶を主体とする鍛冶工房から廃棄されたものであろう
か。

○ ４８５８

F６８
>

椀形鍛冶滓
（極小） AA１９ SD５ ３７ ４１ ４３ ４６．２ ４ な し

右側部と上手側の側部が大きく欠落した極小の椀形鍛冶滓また
は、小型の椀形鍛冶滓の側部破片。小範囲で残る上面は右側に向
かい窪んでおり、左側部は立ち上がりの急な木炭痕の点在する自
然面となっている。滓質はやや密度が低く、破面には中小の気孔
が数多い。

○ ５４８９

F６９
?

椀形鍛冶滓
（小）

B１９ 谷部 ４７ ６５ ２８ １０３．０ ２ な し

左側部がシャープな破面となった比較的形態の整った椀形鍛冶
滓。上面には粘土質の溶解物が点々と固着しており、左方向に向
かい窪みとなる。上手側の肩部は小破面となる。下面は左右方向
に長手の椀形で、表面には粉炭痕と灰色に被熱した鍛冶炉の炉床
土が点在する。滓は緻密で結晶が発達気味。破面が，キラキラと
輝いている。

○ ４２６２

F７０
@

椀形鍛冶滓
（小）

A１８ 谷部 ４８ ６３ ３３ ８２．０ ３ な し

左側部と上手側が破面となった小型の椀形鍛冶滓。前者とよく似
た形態ながらやや厚みがあり、別個体と考えられる。表面には酸
化土砂が厚く、上面中央部は瘤状に盛り上がる。上面は中央部に
向かい窪んでおり木炭痕が点在する。下面は左右方向に長手の椀
形で、炉床土の剥離痕が全面に残る。下面の結晶は発達して青光
りしている。気孔はきわめて少ない。

○ ４８６２

F７１
A

椀形鍛冶滓
（小・含鉄）

A１８ 谷部 ７５ ４１ ２５ ９４．０ ３ 銹化（△）

短軸側の両側部が破面となった扁平で小型の椀形鍛冶滓。１．８�
ほどの板状で、左側の肩部は薄くなっている。上面左端部には粘
土質の滓が乗り、きわめて緩やかな皿状の下面は炉床土の剥離痕
となる。気孔は上半部にやや目立つ。含鉄部は下面やや右寄り。

○ ５０３９

F７２
B

椀形鍛冶滓
（小・含鉄） A１８ 谷部 ４６ ６４ ３５ １２７．０ ５ 銹化（△）

３�ほどの厚みを持つしっかりした椀形鍛冶滓。側部４面が
シャープな破面となっており、右側部は滓が二重に重層する。上
面は１�前後の厚みで、下手寄りに含鉄部をもち、極小の椀形鍛
冶滓様。下半の１／２は２�以上の厚さを持つ密度の高い椀形鍛
冶滓で、前後の作業内容の違いを窺わせる。下面はきれいな椀形
で、灰白色の鍛冶炉の炉床土が広く固着する。２�大の粒状滓も
２ヶ所に含まれている。

○ ５４６６

F７３
C

椀形鍛冶滓
（極小）

C１９ 谷部 ３８ ５３ ２０ ３５．２ ３ な し

左側部から上手側が破面となった極小の椀形鍛冶滓の肩部破片。
下手側には粘土質の滓が張り付いて一体となっている。上面は緩
やかな波状で下面はきれいな皿状となり、灰色に被熱した鍛冶炉
の炉床土が点々と固着する。

○ ４３３５

F７４
D

椀形鍛冶滓
（極小・含鉄）

A１８ 谷部 ４９ ４８ ２４ ５９．０ ５ 銹化（△）

平面、不整多角形をした極小の椀形鍛冶滓。上下面は生きてお
り、側部３面が破面となっている。上面中央寄りは含鉄部の影響
のためか酸化土砂が盛り上がる。上面は比較的平坦で、浅い木炭
痕が確認される。側部から肩部は木炭痕による出入りは生じてい
るが、全体的にはまとまりはよい。下面は椀形で鍛冶炉の炉床土
の圧痕に覆われている。含鉄部は中核部から下半部にも延びる。

○ ５４６６

第３章 調査の成果と記録
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表２２ 鉄関連遺物観察表（５）

報告書№
構 成 №

遺 物 名 地区名 遺構名
計測値（�） 重量

（g）
磁着度 メタル度 備 考 Ｘ線 取上№

長さ 幅 厚さ

F７５
E

椀形鍛冶滓
（極小・含鉄）

C１９ 谷部 ４４ ４９ ２１ ６３．５ ２ 銹化（△）

下手側の側部が破面となった、変わった平面形を持つ極小の椀形
鍛冶滓。左右の側部と上手側の側部が直線状で、そのため長方形
気味の平面形となる。横断面形は左側が厚く右側に向かい徐々に
薄くなる。下面は椀形とはならず点々と灰色の炉床土の固着する
平坦な傾斜面となっている。含鉄部は上面左寄りのわずかな突出
部で、鍛冶素材が潜り込んでいる可能性もある。

○ ４３３０―２

F７６
F

椀形鍛冶滓
（極小・含鉄）

C１９ 谷部 ５７ ４２ ３１ ９４．０ ３ 銹化（△）

短軸側の側部上半に小破面を持つ二段気味の椀形鍛冶滓。右側部
が明らかに二段となっており、５０g前後の極小の椀形鍛冶滓が重
層している可能性が強い。上面から側面は細かい木炭痕に覆われ
ており、気孔もやや粗い。下面は緩やかな皿状で、表皮は微細な
シワを持つ。含鉄部は下半の滓部で３�大前後の広がりを持つ扁
平な部分。

○ ４３３０―１

F７７
G

鍛冶滓（含鉄） B１９ 谷部 １７ ２６ １５ ６．７ ３ 銹化（△）

上下面が平坦気味な、含鉄の鍛冶滓または鉄製品破片。中段に横
方向に広がる錆膨れが生じており、本来より厚みが増えている。
上半部を中心に磁着が強く、未製品または鍛冶鉄塊系遺物の可能
性も残されている。

○ ４１３１

F７８
H

鍛冶滓（含鉄） AA１８ 谷部 ２１ ２９ １３ ７．５ ３ 銹化（△）

上面全体が錆膨れの欠けとなっている、空豆状の含鉄の鍛冶滓ま
たは鉄塊系遺物。下面が小さな椀形に突出し、表面には木炭痕が
かすかに確認される。銹化のため磁着はやや弱い。外観や重量が
構成№７１と似ており、注目される。

○ な し

F７９
I

鉄製品
（鍛造品）
刀子状不明品

AB１９ 谷部 ２６ １０ ２ ２．５ ４ 銹化（△）
長軸の両端部が破面となった薄板状の刀子状不明品。最大幅は７
�前後で、右方向に向かって僅かに狭くなっている。厚みは約
１．５�。刀子の刃部または茎部であろうか。

○ １８７

F８０
J

鉄製品
（鍛造品）
刀子状不明品

C１９ 谷部 ２６ １０ ２ ２．６ ４ 銹化（△）

厚さ３�ほどで平面形が長三角形をした刀子状不明品。透過Ｘ線
像では左側の端部が乱れており、構成№７４とは別個体の可能性が
強い。また鍛造痕が弱く、放射割れの入り方から見ても鍛打の甘
い鉄製品を窺わせる。より に近いかもしれない。

○ ５８５３

F８１
K

鉄製品
（鍛造品）
刀子状不明品

F２０ 谷部 ４５ １４ ３．５ ９．６ ４ 銹化（△）

幅１．５�ほどの帯状の鉄製品破片。左右の側部が破面となってお
り、左側部の破面には鉄部が露出する。芯部が銹化した中空の刀
子の刃部様であることから、刀子状不明品としている。透過Ｘ線
像では比較的鍛打が進んだ鍛造痕が確認されるが、刃物とするに
はやや甘いかもしれない。

○ ５３７０

F８２
L

鉄製品
（鍛造品）

？
AB１８ 谷部

トレンチ
６８ ２１ １１ ４４．６ ４ 特L（☆）

幅１．８�、厚さ５�前後の帯状の鉄製品。外周部には土砂が分厚
く張り付いており、 状の外観を示す。頭部が作り出されている
ようにも見えるが、透過Ｘ線像ではまったく潰れが確認されず、
直線状に断ち落とされた像となっている。下手側の側部は上半部
が剥落したような形跡を示すが、左側の肩部がやや丸みをもって
収束しており、一応、生きているものと判断される。全体的に鍛
造痕は直線状で乱れが少なく、精度が高い。細長い棒状に打ち伸
ばした鉄素材を鏨切りしている可能性があろう。また、 とした
ら丁寧な鍛打がなされた素材を用いており、別用途の棒鋼を転用
している可能性も予想される。

○ ５３７０

２５７
M

羽口（鍛冶） A１８ 谷部 ２７ ２９ １２ ８．１ １ な し

鍛冶羽口の先端部外面破片。現状は８�ほどの厚みとなってお
り、通風孔部は遺存しない。外面は羽口の先端部寄りが薄く滓
化・発泡している。また、先端部そのものは小さく欠けた状態で
使用されており、滓化がやや不規則となる。胎土は僅かに繊維質
を混じえるもので、被熱は灰褐色から褐色となる。

５０５７―２

２５８
N

羽口（鍛冶） B１９ 谷部 ２８ ２３ ２６ １３．０ ２ な し

鍛冶羽口の先端部破片。通風孔部はほぼ欠落して先端部外面のみ
の小破片となる。先端外面から顎部にはやや瘤状の滓が留まって
おり、羽口の顎部片であることを示している。下面には２条の垂
れが確認される。胎土は前者と同様、混和物は細かい繊維痕主
体。構成№７７～８０は比較的胎土の似た羽口破片ではあるが、現状
では接合せず、出土位置もややばらついている。

５４４２

２５９
O

羽口（鍛冶） B１９ 谷部 ３５ ３１ ２１ １５．２ ２ な し

鍛冶羽口の先端部小破片。構成№７８と被熱状態や胎土が似ている
ため同一個体の可能性が高い。ただし出土地点はB１９とAC２１と
いう具合に少し離れている。内面には通風孔部の痕跡を残してお
り、身厚は現状で２�を測る。胎土にはやや多めのスサを混じえ
ており、砂粒が比較的目立つ。

４８８５

２６０
P

羽口（鍛冶） AC２１ ― ８１ ６８ ４４ １０８．０ ２ な し

鍛冶羽口の先端部から体部にかけての破片。基部側に向かって
ラッパ状に開く形態で、古手の様相を持っている。通風孔部の径
は２．７�前後で直孔ではなく、通風孔部も基部側に向かって広が
る形態となる。長軸方向の断面形は外面が先端部から３．５�ほど
のところで段を生じており、体部半ばから基部に向かって広がり
の強い形となる。先端部は薄く黒色ガラス化しており、肩部は発
泡する。被熱による変色帯は３�程度基部側に寄ったあたりで、
鍛冶炉中の炭層に先端部を差し込む形の、５～６世紀代の羽口の
使用法に近い。胎土や被熱は前者と同様、スサを混じえた砂質の
ものとなる。残存部位は正面から見て右側の破片。

６００１
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（７） 鍛冶関連遺物（分析資料）

調査の手順

鍛冶関連遺物については、肉眼観察によって考古学的に分類し、強力磁石（TAJIMA PUP―M）と

小型特殊金属探知機（KDS METAL CHECKER MR―５０）による抽出、代表遺物の構成を行った。以

上の作業は分析資料の抽出、詳細観察表の作成、切断箇所の指定等も含め、穴澤義功氏の御指導・御

教示のもとに進めた。分析資料は製鉄の各工程に位置づけられる代表資料として、本来であれば遺跡

から出土した様々な鍛冶関連遺物全体の中から抽出されるべきだが、調査期間等の関係から主要遺構

の調査がほぼ終了した時点で回収・整理できたものの中から選定していただいたことを断っておく。

遺物観察表の見方

遺物観察表は、「鉄関連遺物の分析評価」研究グループによる研究成果報告書〔穴澤２００５〕に示さ

れた様式を基本としている。主な項目の見方は以下のとおりである。

�遺物種類 金属学的分析を行う前に、考古学的な観察によって判定した遺物の種類である。

�法 量 各遺物の最大長・最大幅・最大厚（単位�）、重量（単位g）を計測したものである。

計測方法についてはP.１６７凡例図を参照されたい。

�磁 着 度 製鉄関連遺物分類用の「標準磁石」（TOKINフェライト磁石SR―３寸法３０×１７×５�）

を用いて、６�を１単位として資料との反応の程度を数字で表現したもので、数値が

大きいほど磁着度が強い。

�遺 存 度 資料が完形か破片かを記す。

�破 面 数 資料が破片の場合、破面がいくつあるかを記す。

�メタル度 埋蔵文化財専用に整準された小型金属探知機によって判定された金属鉄の残留度を示

すもので、基準感度は次のとおりである。なお、対象物中に、かつて金属鉄が内包さ

れていた資料で銹化してしまったものは、銹化（△）と表示する。

Ｈ（○）：Ｈは最高感度でごく小さな金属鉄が残留することを示す。

Ｍ（◎）：Ｍは中間感度でＨの倍以上の大きさの金属鉄が残留することを示す。

Ｌ（●）：Ｌは低感度でＭの倍以上の大きな金属鉄が残留することを示す。

特Ｌ（☆）：特Ｌは低感度でＬの倍以上の大きな金属鉄が残留することを示す。

�分 析 どの分析をどの部分について行うかを○印で記す。

�所 見 外形や破面・断面の状況、木炭痕や気孔の有無及び付着物やその他の状況について記

す。

	分析部位 資料のどのような部分をどのような目的で、調査・分析するのか記す。なお、観察表

右の実測図の網掛け部分は、分析に供した資料の採取位置を示す。


備 考 資料がどのような場所で、どのように生成されたと予想されるかなどについて記す。

【参考文献】

穴澤義功 ２００５「�．鉄関連遺物の発掘調査から 遺物整理・分析資料抽出への指針案」天辰正義・穴澤義功・平

井昭司・藤尾慎一郎編『鉄関連遺物の分析評価に関する研究会報告』�日本鉄鋼協会社会鉄鋼工学部会 「鉄の歴

史―その技術と文化―」フォーラム 鉄関連遺物の分析評価研究グループ

高尾浩司・小口英一郎編 ２００５『中道東山西山遺跡』財団法人鳥取県教育文化財団
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表２３ 笠見第３遺跡鉄関連遺物分析資料一覧表 （滓：メタル又は胎土）

資
料
番
号

報
告
書
番
号

地区名 遺構名

構
成
番
号

遺物種類

重

量（
g
）

磁

着

度

メ
タ
ル
度

分 析

コメント

マ

ク

ロ

検

鏡

硬

度

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ

Ｘ
線
回
折

化
学
分
析

耐

火

度

カ
ロ
リ
ー

放
射
化
分
析

断
面
樹
脂

分析位置

指 定

採取

方法

観

察

集
合
写
真

モ
ノ
ク
ロ

カ

ラ

ー

実

測

図

前

含

侵

Ｘ
線
透
過

取
り
上
げ
№

１ F２８ AC２１ SK２７２層 �

椀形鍛冶滓

（小・鍛 造 剥

片付き）

５４．５ ２ なし 滓部を ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ―
長軸端部

２／５

直線状

の切断
○ ― ○ ○ ○ ― ― ４７６４

２ F３５ AC２１ SK２７２層 	
鍛冶滓

（含鉄）
４．７ ３

Ｈ

（○）

メタル部

を中心に
○ ― ◎ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― 全量使用 ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ４６９４

３ ― AC２１ SK２７D９ 

粒状滓

（６点）
― ― なし

粒状滓と

して
○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 必要品 選択 ○ ― ○ ○ ― ― ―

メッシュ

D９

４ ― AC２１ SK２７D９ �
鍛造剥片

（６点）
― ― なし

鍛造剥片

として
○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 必要品 選択 ○ ― ○ ○ ― ― ―

メッシュ

D９

５ F５１ C２１ SI２２３層  
椀形鍛冶滓

（極小・含鉄）
３４．２ ３

銹化

（△）

滓部を中

心に
― ◎ ― ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○

短軸端部

１／２

直線状

の切断
○ ― ○ ○ ○ ― ○ １５１１

６ F６３ AB２１・２２ SI２６２層 6
椀形鍛冶滓

（極小・含鉄）
３５．８ ４

Ｍ

（◎）

メタル部

を中心に
○ ― ◎ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○

短軸端部

１／２

直線状

の切断
○ ― ○ ○ ○ ― ○ ２４３４

鍛冶関連遺物の計測値は、炉壁・
鉄滓の場合、正位置の図の左右を
長さ、上下を幅、横方向に展開し
たときの左右（縦方向に展開した
ときの上下）を厚さとし、鉄製品
については錆部分を除いた長軸長
を長さ、短軸長を幅としている。
なお、本文・観察表の記述におけ
る遺物の各面の呼び方は左の凡例
図のとおりである。
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表２４ 分析資料観察表（１）

分析資料番号１

出土状況
遺 跡 名 笠見第３遺跡 遺物No ２（４７６４）

分

析

項 目 滓 メタル
マ ク ロ

出 土 位 置 SK―２７２層 時期：根拠 古墳時代中期：
周辺遺構内出土土器 検 鏡 ○

硬 度 ○

試料記号

検 鏡：KAS３―１
法

量

長径４７．０�
色 調

表：茶褐色～
濃茶褐色 遺存度 破片 ＥＰＭＡ ○

Ｘ線回折
化 学：KAS３―１ 短径４１．０� 地：濃茶褐色

～黒褐色 破面数 ４ 化 学 ○
耐 火 度

放射化：― 厚さ４３．０� 磁 着 度 ２ 前含浸 ―
カロリー
放 射 化遺物種類

（名称）
椀形鍛冶滓

（小・鍛造剥片付き） 重量５４．５ g メタル度 な し 断 面
樹 脂 ―

Ｘ線透過

観察所見 破面や下面を中心に多量に鍛造剥片が固着した椀形鍛冶滓の中核部破片。上下面が生きており側
部は全周にわたり破面となる。破面数は４を数える。破面は緻密で粗い気孔が散在する。上面は
緩やかな皿状で１�大以下の木炭痕が点々と確認される。下面は粉末状の鍛造剥片の固着のため
はっきりとしない点もあるが、炉床土の圧痕主体と判断される。上面右手には水洗時に取り除か
れていない鍛造剥片が５�ほどの厚さで張り付いている。鍛造剥片の厚みは厚手のものが０．１８
�、薄手のものが０．０７�程度で、比較的薄手のものが主体となる。椀形鍛冶滓自体の色調は表面
の酸化土砂が茶褐色で、滓部は濃茶褐色、地は濃茶褐色から黒褐色となる。鍛造剥片には黒褐色
のものや青黒い光沢のあるものが混在しており、どちらかといえば光沢のある薄手の、鍛冶工程
の後半段階のものが主体といえよう。

分析部分 長軸端部２／５を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備 考 上面が整った椀形鍛冶滓で、肥厚部が２�程度の厚みをもつ割には全体の径が小さい。下面が小
さな椀形で鍛冶炉の炉床部の凹みを反映しているとすれば、鍛冶炉自体の径が比較的小さい可能
性が強い。遺構の推定時期が鳥取県下としては古手に属しており、鳥取市の５世紀代とされる岩
吉遺跡に次ぐ段階の資料となる。分析資料以外の椀形鍛冶滓も小ぶりで、SK２７からは底面に堆
積した多量の鍛造剥片を主体とする再結合滓が回収されている。

表２５ 分析資料観察表（２）

分析資料番号２

出土状況
遺 跡 名 笠見第３遺跡 遺物No ９（４６９４）

分

析

項 目 滓 メタル
マ ク ロ ○

出 土 位 置 SK―２７２層 時期：根拠 古墳時代中期：
周辺遺構内出土土器 検 鏡 ◎

硬 度 ○

試料記号

検 鏡：KAS３―４
法

量

長径１２．０�
色 調

表：茶褐色～
濃茶褐色 遺存度 完形 ＥＰＭＡ ○

Ｘ線回折
化 学：― 短径１７．０� 地：濃茶褐色 破面数 ０ 化 学

耐 火 度
放射化：― 厚さ１６．０� 磁 着 度 ３ 前含浸 ―

カロリー
放 射 化遺物種類

（名称） 鉄塊系遺物※ 重量 ４．７ g メタル度 Ｈ（○） 断 面
樹 脂 ―

Ｘ線透過 ○

観察所見 指頭大の丸みをもった完形の鉄塊系遺物※。外周部には薄手の鍛造剥片を含む再結合滓が取り巻
いている。滓は気孔が数多く密度は低い。メタル度がＨ（○）で、僅かに含鉄部が残在している
可能性があろう。酸化土砂を通じて黒錆の滲みも側部を中心に確認される。外観上はほとんど再
結合滓の小片といえる。色調は表面の酸化土砂が茶褐色から濃茶褐色で、地から伸びるひび割れ
を中心に濃茶褐色となる。

分析部分 全量使用し、メタル部を中心に分析に用いる。残材返却。

備 考 透過Ｘ線像で内部の含鉄部を確認したわけではなく、鍛造剥片主体の再結合滓としての情報しか
得られない段階で分析資料に加えている。出土位置がSK２７土坑であり、土坑底に張り付くよう
に形成された再結合滓を水洗する過程で分離された滓片の中から、含鉄の可能性があるというこ
とで選定されている。分析資料№３と対応する含鉄資料ではあるが、あまりにも径が小さく、他
に代わる資料がないということからの選択である。

※編集者注：本観察表は透過Ｘ線写真が無い段階で作成しており、遺物種類（名称）及び観察所見における
遺物名称の一部は分析後の結果をもとに変更している。

表中の遺物№は構成番号、（ ）内は取上番号を示す。
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表２６ 分析資料観察表（３）

分析資料番号３

出土状況
遺 跡 名 笠見第３遺跡 遺物No １０

分

析

項 目 滓 メタル

出 土 位 置 SK―２７ D９ 時期：根拠 古墳時代中期：周辺遺構内出
土土器

マ ク ロ ○
検 鏡 ○

試料記号

検 鏡：KAS３―５

法

量

長 径 ―�
色 調

― 遺 存 度 ―
硬 度
EPMA

化 学：― 短 径 ―� ― 破 面 数 ―
Ｘ線回折
化 学

放射化：― 厚 さ ―� 磁着度 ― 前 含 浸 ―
耐 火 度
カロリー

遺物種類
（名称） 粒状滓（６点） 重 量 ―g メタル度 な し 断面樹脂 ―

放 射 化
Ｘ線透過

観察所見 SK２７とした、鍛冶炉の周辺に設けられた土坑の土砂を水洗いすることにより分離された粒状滓である。
鍛冶炉に隣接した土坑で、位置的にはいわゆる足入れ坑または鉄床石の設置穴に相当する可能性が高い。
調査はメッシュ法により、滓片や含鉄資料、さらには鍛造剥片を含む土砂としてメッシュごとに取り上げ
されたものを水洗分離したものである。D９グリッド内から回収された再結合滓中の資料である。洗面器
と１．５�目、並びに０．８m目の篩で分離している。個別の資料は別表参照。

分析部分 必要品を選択し、粒状滓として分析に用いる。
備 考 多量に回収された資料の中から、標準磁石で強弱を二分した上で、それぞれから３点ずつ選択した。

表２７ 分析資料観察表（４）

分析資料番号４

出土状況
遺 跡 名 笠見第３遺跡 遺物No １１

分

析

項 目 滓 メタル

出 土 位 置 SK―２７ D９ 時期：根拠 古墳時代中期：周辺遺構内出
土土器

マ ク ロ ○
検 鏡 ○

試料記号

検 鏡：KAS３―６

法

量

長 径 ―�
色 調

― 遺 存 度 ―
硬 度
EPMA

化 学：― 短 径 ―� ― 破 面 数 ―
Ｘ線回折
化 学

放射化：― 厚 さ ―� 磁着度 ― 前 含 浸 ―
耐 火 度
カロリー

遺物種類
（名称） 鍛造剥片（６点） 重 量 ―g メタル度 な し 断面樹脂 ―

放 射 化
Ｘ線透過

観察所見 SK２７とした、鍛冶炉の周辺に設けられた土坑の土砂を水洗いすることにより分離された鍛造剥片である。
鍛冶炉に隣接した土坑で、位置的にはいわゆる足入れ坑または鉄床石の設置穴に相当する可能性が高い。
調査はメッシュ法により、滓片や含鉄資料、さらには鍛造剥片を含む土砂としてメッシュごとに取り上げ
されたものを水洗分離したものである。D９グリッド内から回収された再結合滓中の資料である。洗面器
と１．５�目、並びに０．８m目の篩で分離している。個別の資料は別表参照。

分析部分 必要品を選択し、鍛造剥片として分析に用いる。
備 考 多量に回収された資料の中から、標準磁石で強弱を二分した上で、それぞれから３点ずつ選択した。

分析資料３ 粒状滓
番 号 直径（�） 色 調 形状及び表面 磁 着 気 孔
５―イ―１ １．２ 青黒色 きれいな球形で、光沢あり。 やや弱 あ り
５―イ―２ ０．７ 青黒色 やや歪な球形、光沢なし。 やや弱 あ り
５―イ―３ ０．３ 青黒色 きれいな球形で、小さな突起が一ヶ所認められる。光沢あり。 やや弱 な し
５―ロ―１ １．２ 青黒色 やや歪な球形で、一部に付着物がつく。光沢なし。 やや強 あ り
５―ロ―２ ０．７ 青黒色 きれいな球形で、小さな突起が一ヶ所認められる。光沢あり。 やや強 あ り
５―ロ―３ ０．４ 青黒色 きれいな球形で、光沢あり。 やや強 な し

分析資料４ 鍛造剥片

番 号
計測値（�）

色 調 表 裏 磁 着 気孔長軸 短軸 厚さ
６―イ―１ ５．５ ４．４ ０．３ 青黒色 平滑である。やや凹凸を有する。 平滑である。光沢を有する。 やや弱 なし
６―イ―２ ２．３ １．５ ０．１ 青黒色 平滑である。やや凹凸を有する。 平滑である。光沢を有する。 やや弱 なし
６―イ―３ ０．８ ０．５ ０．０８ 青黒色 平滑である。やや凹凸を有する。 平滑である。光沢を有する。 やや弱 なし
６―ロ―１ ４．０ ３．２ ０．３ 青黒色 平滑である。やや凹凸を有する。 平滑である。 やや強 なし
６―ロ―２ ２．９ ２．５ ０．１ 青黒色 平滑である。やや凹凸を有する。 平滑である。光沢を有する。 やや強 なし
６―ロ―３ ０．９ ０．８ ０．１ 青黒色 平滑である。やや凹凸を有する。 平滑である。光沢を有する。 やや強 なし

第３節 古墳時代の遺構・遺物
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表２９ 分析資料観察表（６）

分析資料番号６

出土状況
遺 跡 名 笠見第３遺跡 遺物No ５４（２４３４）

分

析

項 目 滓 メタル
マ ク ロ ○

出 土 位 置 SI―２６ ２層 時期：根拠 古墳時代中期末葉：
出土土器 検 鏡 ◎

硬 度 ○

試料記号

検 鏡：KAS３―３
法

量

長径３１．０�
色 調

表：茶褐色～
濃茶褐色 遺存度 破片 EPMA

Ｘ線回折
化 学：KAS３―３ 短径４１．０� 地：濃茶褐色

～黒褐色 破面数 ２ 化 学 ○
耐 火 度

放射化：― 厚さ２２．０� 磁 着 度 ４ 前含浸 ―
カロリー
放 射 化遺物種類

（名称）
椀形鍛冶滓

（極小・含鉄） 重量３５．８ g メタル度 Ｍ（◎） 断 面
樹 脂 ―

Ｘ線透過 ○

観察所見 下手側の側部全体と上手側の左寄りに小さな破面をもつ、含鉄で極小の椀形鍛冶滓破片。前者と
同様、扁平で側部が直線状となる特色は共通する。上面は緩やかに盛り上がる平坦面で、下面は
中央部が突出する浅い椀形となる。肥厚部は中央よりわずか右上手側で、下面には貝殻状の錆膨
れが認められる。含鉄部はこの肥厚した芯部となる。破面には気孔が散在し、やや密度が低めと
考えられる。下面の外周部は炉床土の圧痕または粉炭層と推定される凹凸に占められている。肥
厚部の右上手側は緩やかな椀形で、この部分は鍛冶炉の炉床土に接していた可能性が高い。色調
は表面の酸化土砂が茶褐色で、滓部が濃茶褐色。地は濃茶褐色から黒褐色となる。

分析部分 短軸端部１／２を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材
返却。

備 考 分析資料№２と厚み等が似ているため接合の可能性を考えたが実際は接合しない。ただし、上面
が緩やかな波状で下面に木炭痕や錆膨れが確認されるという点では、ほぼ同一工程の滓の可能性
が高そうである。生きている側部の平面形が直線状である点も共通する。滓量の少なさを反映し
た形状であろうか。一方、分析資料№５・６を抽出した母体となったSK２７土坑からは、滓量と
のバランスが疑われるほどの多量の鍛造剥片や再結合滓が出土していることは注目される。鍛造
剥片や粒状滓からは、鍛錬鍛冶工程の後半段階を窺わせる情報が豊富で、実際の滓の生成量はさ
らに多量であった可能性もある。笠見第３遺跡は細い尾根上に展開した、弥生時代から古墳時代
にかけての竪穴住居が散在する集落で、左右の深い谷地に向い、かなりの量の滓が廃棄されてし
まった可能性もありそうである。その意味で、古墳時代中期としては非常に多量の鉄器生産を物
語る傍証資料となるかもしれない。

表２８ 分析資料観察表（５）

分析資料番号５

出土状況
遺 跡 名 笠見第３遺跡 遺物No ３２（１５１１）

分

析

項 目 滓 メタル
マ ク ロ

出 土 位 置 SI―２２３層 時期：根拠 古墳時代中期末葉：
出土土器 検 鏡 ◎

硬 度 ○

試料記号

検 鏡：KAS３―２
法

量

長径３６．０�
色 調

表：茶褐色～
濃茶褐色 遺存度 破片 EPMA

Ｘ線回折
化 学：KAS３―２ 短径４６．０� 地：濃茶褐色

～黒褐色 破面数 １ 化 学 ○
耐 火 度

放射化：― 厚さ１９．０� 磁 着 度 ３ 前含浸 ―
カロリー
放 射 化遺物種類

（名称）
椀形鍛冶滓

（極小・含鉄） 重量３４．２ g メタル度 銹化（△） 断 面
樹 脂 ○

Ｘ線透過 ○

観察所見 平面、不整台形をした扁平で極小の椀形鍛冶滓破片。平面形が通常の椀形鍛冶滓のような楕円形
や円形でなく、左側部と下手側の側部がやや直線状の形態をもつ。下面は小ぶりの木炭痕のため
凹凸が激しい。破面は上手側のみで、破面数は１を数える。上面は小ぶりの木炭痕の残る緩やか
な波状となり、一見、鍛冶炉の炉床土に接したような外観を示す。滓質は気孔が一定量分布して
おり、やや密度は低めとなる。下面の中央付近に小範囲に黒錆の滲みと錆膨れの欠けが露出して
おり、ごく小範囲が含鉄であったことを示している。僅かにその部分が磁着する。色調は表面の
酸化土砂が茶褐色で、滓部は濃茶褐色。地は濃茶褐色から黒褐色となる。

分析部分 短軸端部１／２を直線状に切断し、滓部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備 考 分析資料№３とやや似た扁平で側部が特異な形状をもつ椀形鍛冶滓。下面が鍛冶炉の炉床土には
接せず、粉炭層にのるようなかたちで形成されている。滓量の少なさと自重に欠けていたことを
反映している可能性が高い。分析資料№１がしっかりした横断面形をもつのに対して、分析資料
№３と本例は違う特色をもっていることになる。滓量の少なさは鍛錬鍛冶工程の後半を指し示す
可能性もある。

表中の遺物№は構成番号、（ ）内は取上番号を示す。

第３章 調査の成果と記録
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Ｐ１ 
１　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、径１㎝以下ATブロック・炭
化物少含 

２　褐色土（10YR4/6）しまり良、径３㎜以下炭化物・砂礫少含 
３　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径５㎜以下ホーキ
ブロック・ATブロック少含、裏込 

 
Ｐ２ 
１　暗褐色土（10YR3/4）しまり良、径１㎝以下ホーキブロック・
ホワイトロームブロック・炭化物多含 

２　暗褐色土（10YR3/4）径２㎝以下ホーキブロック・ホワイ
トロームブロック多含、1層より明るく、しまり良 

３　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、径５㎜以下明褐色土ブロッ
ク少含 

４　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、明褐色土、AT層混
合土、裏込 

Ｐ３ 
１　褐色土（10YR4/4）径５㎜以下ATブロック・ホ
ワイトロームブロック多含 

２　褐色土（10YR4/6）しまり良、径５㎜以下ATブ
ロック・ホワイトロームブロック・ホーキブロッ
ク多含 

３　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、AT層・
ホワイトローム・明褐色土混合土、裏込 

４　黄褐色土（10YR5/6）しまり良、ホワイトローム・
明褐色土混合土、裏込 

Ｐ４ 
１　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良、径１㎝以下
ホーキブロック・ATブロック多含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径５㎜以下
明褐色土・ATブロック少含、裏込 

３　褐色土（10YR4/4）粘性強、径５㎜以下明褐色土・
砂礫少含、裏込 

４　褐色土（10YR4/6）しまり良、径５㎜以下明褐色土・
ATブロック多含、裏込 

５　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、径1.5㎝以下明褐色土・
ATブロック少含、裏込 

６　褐色土（10YR4/4）しまり良、径１㎝以下明褐色土・
ATブロック多含、裏込 

Ｐ５ 
１　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、径５㎜以下ホーキブロック・
砂礫少含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径１㎝以下明褐色土・
ATブロック含 

３　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径２㎝以下明褐色土・
ATブロック多含 

４　褐色土（10YR4/4）粘性強、径５㎜以下ATブロック少含 
５　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、径５㎜以下ホーキブ
ロック・ATブロック少含 

６　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、径５㎜以下ホーキブロック・
ATブロック・炭化物少含 

 
Ｐ６ 
１　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり不良、径５㎜以下砂礫・
炭化物少含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性強、径1.5㎝以下ATブロック少含 

第４節 時期不明の遺構

（１） 掘立柱建物跡

SB２（第１４９図、PL.４６）

Ｂ・C２２～２３グリッド、標高７０．１～７０．２m、尾根平坦面に位置し、北側にSI２１、西側にSB１２が隣接

する。�層上面を検出面とする桁行２間（約５．２m）、梁行１間（約２．６m）の掘立柱建物跡である。

主軸をＮ―８１°―Ｗにとる。各柱穴の平面形はほぼ円形を呈し、柱穴の規模は長径３５～５１�、検出面か

らの深さは４２～７８�を測る。底面の標高は６９．５～６９．７mにおさまる。柱間距離はP１―P２間１．３５m、

P２―P３間１．４０m、P３―P４間２．５５m、P４―P５間１．３５m、P５―P６間１．３０m、P６―P１間２．６５mを測る。各柱穴

には柱痕跡が認められ、柱痕跡から復元される柱径は１６～２２�である。遺物が出土しておらず、時

期・性格は不明である。 （大川）

SB５（第１５０図）

E２３グリッド、標高７０．８～７１．０m、尾根平坦面に位置し、北側にはSI１６、南西にSB４がある。�層

上面精査中にピット群が検出され、各ピットを半裁し、堀り方、土層を確認したところ、P１～４の

４基のピットについて柱間間隔がほぼ揃うことを確認した。桁行１間（２．９m）、梁行１間（２．０m）

第１４９図 SB２

第４節 時期不明の遺構
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P1

71.1m

P1 
１　褐色土（10YR4/4）粘性強、炭化物少含 
２　褐色土（10YR4/6）粘性強、砂礫少含 
３　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり悪、
炭化物・ATブロック少含 

４　褐色土（10YR4/6）粘性強、ホーキ・
ATブロック少含 

５　褐色土（10YR4/6）粘性強、ホーキ・
AT少含、4層よりしまり悪い 

P2 
１　褐色土（10YR4/4）粘性強、ホーキブロック
少含 

２　褐色土（10YR4/6）しまり良、明褐色土ブロッ
ク斑状に含む 

３　褐色土（10YR4/6）しまり良、砂礫・ホーキ
ブロック少含 

４　褐色土（10YR4/6）しまり良、３層より暗い 
５　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり悪、ホー
キ・ATブロック・炭化物少含 

６　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、ホー
キ～ハードブロック混合土 

７　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、ホー
キ～ホワイトブロック少含 

P3 
１　褐色土（10YR4/4）粘性
強、炭化物・AT粒・砂
礫少含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性
強、しまり良、ホーキ・
ATブロック多含 

３　褐色土（10YR4/6）粘性
強、しまり良、AT・ホ
ワイトロームブロック多
含 

P4 
１　褐色土（10YR4/6）粘性強、ホーキ・ATブロッ
クが斑状に混じる 

 

の掘立柱建物跡である。

主軸をＮ―１５°―Ｅにとる。

各ピットの平面形はほぼ

円形を呈する。柱穴の規

模は長径０．３５～０．５m、

検出面からの深さは０．７６

～０．８５mを測る。底面の

標高は７０．０～７０．２mにお

さまる。柱間距離はP１―

P２間２．０m、P２―P３間２．９

m、P３―P４間１．８５m、P４

―P１間２．９mを測る。

P１では土層断面の観

察により柱痕跡を確認し

た。柱痕跡から推定され

る柱径は約１５�である。

遺物が出土しておらず、

時期・性格は不明であ

る。 （大川）

SB６（第１５１図）

E２２グリッド、標高７０．３～７０．７m、尾根平坦面に位置し、東側はSI１３、北西側はSI１６、南側はSI１５

と隣接する。�層上面を精査中に柱間間隔がほぼ揃う４基のピットを確認し、桁行１間（４．４m）、梁

間１間（２．９m）の掘立柱建物跡と判断した。主軸をＮ―１６°―Ｗにとる。尾根の傾斜に沿い南西側が高

く、北西側が低い。各柱穴の平面形はほぼ円形を呈する。柱穴の規模は長径７０～８０�を測り、検出面

からの深さは０．７９～１．１３mを測る。底面の標高は６９．６mである。柱穴間距離はP１―P２間からP３―P１間

の順に２．９m、４．２m、２．９m、４．４mである。埋土は１０層に分層でき、各ピットで柱痕跡が確認され

た。柱痕跡から推定される柱径は約２０�である。廃絶後に柱は抜き取られ、１層によって埋め戻され

たと考えられる。埋土中から遺物が出土してないため、時期・性格は不明である。 （大川）

SB８（第１５２図、PL.４７）

Ｇ・H２３グリッド、標高約７２．０m～７２．３mの尾根平坦面に位置し、SB１の北側にある。

�層除去後にH２３グリッド周辺にピット群が検出された。この時点ではピットの配列は確認でき

ず、適宜半裁し、掘り方・断面を確認した。この時点で、柱痕跡が明瞭に確認できるものがあったた

め、掘立柱建物の柱穴を想定し、未検出のピットを確認するため周辺を精査した。その後方形に並ぶ

ピット列が確認され、掘立柱建物跡と判断して調査を行った。

規模は西側では桁行２間（３．６m）、東側では桁行１間（３．５m）、梁行１間（３．２m）である。主軸

はＮ―７°―Ｗにとる。柱穴の規模は径３２～４９�の不整円形で、検出面からの深さは６１～８５�である。

第１５０図 SB５

第３章 調査の成果と記録
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Ｐ１ 
１　褐色土（10YR4/4）径５㎜以下ホーキブロック・砂礫多含 
２　褐色土（10YR4/6）しまり弱、径２㎜以下砂礫少含 
３　褐色土（10YR4/6）しまり弱、径２㎜以下砂礫・ホーキブロッ
ク少含、柱痕跡 

４　褐色土（10YR4/6）しまり良、径1.5㎝ホーキブロック・砂礫含 
５　褐色土（10YR4/4）径５㎜以下ホーキブロック少含 
６　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径２㎜以下砂礫・ホー
キブロック少含 

７　褐色土（10YR4/6）径５㎜以下ホーキブロック少含 
８　褐色土（10YR4/6）径２㎜以下ホーキブロック少含、しまり
７層より弱 

Ｐ２ 
１　褐色土（10YR4/6）しまり良、径３㎜以下ホーキブロッ
ク・砂礫・炭化物多含 

２　褐色土（10YR4/6）径３㎜以下ホーキブロック多含 
３　黄褐色土（10YR5/6）しまり弱、径５㎜以下ホーキブロッ
ク・ATブロッ多含 

４　褐色土（10YR4/6）しまり弱、径２㎜以下砂礫・ホーキ
ブロック少含、柱根跡 

５　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、明褐色土、ホワイトロー
ム混合土 

６　明褐色土（10YR6/6）粘性強、しまり良、地山、明褐色
土ブロック 

７　褐色土（10YR4/6）しまり良 
８　褐色土（10YR4/6）７層よりしまり弱 
９　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径３㎜以下砂礫
少含 

10　黄褐色土（10RY5/6）径５㎜以下明褐色土・ホーキブロッ
ク少含、粘性強、しまり良 

Ｐ３ 
１　褐色土（10YR4/6）径３㎜以下ホーキブロック・砂礫・炭化
物多含 

２　褐色土（10YR4/4）径５㎜以下ホーキブロック・砂礫・炭化
物多含、しまり不良 

３　褐色土（10YR4/6）径３㎜以下ホーキブロック・砂礫・炭化
物多含、２層よりしまり良 

４　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径５㎜以下ホーキブ
ロック・砂礫少含 

５　褐色土（10YR4/6）径２㎜以下明褐色土・ホーキブロック少含 
６　褐色土（10YR4/6）しまり良、径５㎜以下明褐色土・ホーキ
ブロック少含 

７　褐色土（10YR4/6）６層よりしまり弱 

Ｐ4 
１　褐色土（10YR4/6）径２㎝以下ホーキブロック・砂礫・
炭化物多含 

２　褐色土（10YR4/4）径１㎝以下ホーキブロック・砂礫少含 
３　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径５㎜以下ホー
キブロック・砂礫多含 

４　褐色土（10YR4/6）径１㎝以下ホーキブロック少含、２
層より粘性強 

５　褐色土（10YR4/6）しまり弱、径５㎜以下ホーキブロッ
ク・砂礫少含 

６　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良 
７　褐色土（10YR4/6）６層より粘性強、しまり良、径４㎜
以下砂礫少含 

８　褐色土（10YR4/6）７層よりやわらかい 
９　褐色土（10YR4/6）径５㎜以下明褐色土含、８層よりし
まり弱 

P１、P２、P４、P５において柱痕跡が認められた。これから推定される柱の径はおよそ１３～２０�である。

各柱間距離はP１―P２、P２―P３の順に３．５m、３．２m、２．０m、１．６m、３．５mである。

遺物が出土していないため、時期については不明である。 （淺田）

SB９（第１５３図、PL.４７）

B２３グリッド、標高７０．０mの尾根部平坦面に位置する。

SB３の検出と同時にP６が先に検出されていたが、P４を確認したことから周辺の再精査を行った結

果、別の掘立柱建物跡が重複していると認識した。明確ではないものの、埋土の状況等からP６はSB３

のP２を切っていると考えられ、SB３の廃絶後にSB９が構築されていることがわかった。

平面形態は２間（南北方向３．４１m）、２間（東西方向３．４m）の総柱の掘立柱建物跡である。主軸を

Ｎ―４０°―Ｅにとる。柱穴間距離は南北方向がP１―P２からP８―P９という順に、１．７８m、１．６３m、１．７６m、

１．６６m、１．７８m、１．５５m、東西方向がP１―P４からP６―P９という順に１．７０m、１．７０m、１．７２m、１．６２m、

第１５１図 SB６
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１　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良 
２　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良 
３　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径0.5㎝のホーキ
ブロック微含 

４　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱 
５　黄褐色土（10YR5/6）粘性弱、しまり極強、裏込め 
６　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径１㎝のホーキ
ブロック少含 

７　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり極強、裏込め 
８　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり極強、裏込め 

１．７５m、１．６２mである。柱掘り方は不整円形もしくは楕円形を呈し、検出面からの深さは最も深いP１で

６８�、最も浅いP８で４４�を測るが、大半が５０�強である。柱穴底面の標高は６９．３m～６９．５mにおさまる。

柱穴埋土の多くが上層は砂礫、�層ブロック、炭化物を含む暗褐色土で構成される。P２、P３、P９

には明瞭な柱痕跡が認められる。その他の柱穴では明瞭な柱痕跡が認められず、概ね砂礫、�層ブ

ロック、	層ブロック、炭化物を含む褐色土が堆積している。柱痕跡が認められなかった柱穴は、抜

き取られた可能性を推測する。遺物は出土していない。

P６が切るSB３―P２埋土中から弥生時代後期の土器が出土していることから、弥生時代後期以降の掘

立柱建物跡と考えられる。 （原田）

SB１０（第１５４図、PL.４７）

I２３グリッド、標高約７２．８mの尾根平坦面に位置する。SI９とSI５の中間にあり、北東側でSB１と重複

する。SB１との前後関係は不明である。

�層除去後にI２３グリッド周辺でSB１を始めとするピット群が検出された。検出されたピットから

適宜半裁し、掘り方と土層断面の確認を行った。柱痕跡を確認できるピットがみられ、建物の柱穴と

なる可能性が高いものと考え、周辺を精査した。その結果、方形の配列を確認したため、掘立柱建物

第１５２図 SB８
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１　暗褐色土（10YR3/4）砂礫、
焼土ブロック・炭化物含 

２　暗褐色土（10YR3/4）砂礫・
ホーキブロック、0.2㎝以下
の炭化物含 

３　暗褐色土（10YR3/4）砂礫・
焼土ブロック・ATブロッ
ク、ホーキブロック含 

４　黄褐色土（10YR5/6）しま
り弱、砂礫、ホーキブロッ
ク含 

５　暗褐色土（10YR3/4）しま
り弱、砂礫、炭化物、２㎝
以下のホーキブロック・
ATブロック含 

６　暗褐色土（10YR3/4）砂礫、
炭化物、ホーキブロック・
ATブロック含 

７　褐色土（10YR4/6）しまり
弱、砂礫、ホーキブロック
含 

８　褐色土（10YR4/4）砂礫・
ホーキブロック・ATブロッ
ク・炭化物含 

９　褐色土（10YR4/6）粘性強、
炭化物、ATブロック、砂
礫・ホーキブロック含 

10　褐色土（10YR4/6）砂礫・
炭化物、ATブロック、ホー
キブロック含 

11　黄褐色土（10YR5/6）しま
り良、砂礫、ホーキブロッ
ク含 

12　暗褐色土（10YR3/4）しま
り弱、炭化物、ATブロッ
ク・ホーキブロック含 

13　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり弱、砂礫・ATブロッ
ク、ホーキブロック含 

14　黄褐色土（10YR5/6）しま
り良、砂礫、ホーキブロッ
ク含 

15　褐色土（10YR4/4）粘性弱、
しまり弱、砂礫、ホーキブ
ロック含 

16　褐色土（10YR4/6）しまり
弱 

17　にぶい黄褐色土（10YR4/3）
粘性強、しまり弱、ホーキ
ブロック少含 

18　褐色土（10YR4/6）粘性強、
砂礫・ホーキブロック、
ATブロック少含。 

19　褐色土（10YR4/4）粘性強、
炭化物、砂礫、ホーキブロッ
ク・ATブロック含 

20　褐色土（10YR4/6）炭化物、
砂礫、ホーキブロック・
ATブロック含 

21　褐色土（10YR4/4）しまり
弱、砂礫、ホーキブロック・
ATブロック・炭化物含 

22　褐色土（10YR4/6）粘性強、
砂礫・焼土ブロック・炭化
物、ホーキブロック・AT
ブロック含。 

と判断した。

規模は西側桁行１間（２．５m）、東側では桁行１間（２．７m）、梁行１間（１．４m）である。主軸はＮ―

１７°―Ｗにとる。ピットの規模は径３０～４１�の不整円形で、深さ３９～４７�である。P３、P４において柱

痕跡が認められた。これから推定される柱の径は約２０�である。

遺物が出土していないため、時期については不明である。 （淺田）

SB１１（第１５５図、PL.４７）

I２２・２３グリッド、標高７３．０mの尾根平坦面に位置する。調査区内で最高所付近にありSI９の南西

側、SB１の南東側にある。

�層除去後にI２３グリッド周辺でSB１を始めとするピット群が検出された。この時点ではピットの

配列は確認されず、検出されたものから適宜半裁し、掘り方と土層断面の確認を行った。周辺におい

てSB１などの掘立柱建物跡が確認されていたため、検出面の精査をさらに行い未検出のピットの有無

第１５３図 SB９
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１　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良、炭化物少含 
２　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良 
３　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良 
４　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり良 

を確認した後に方形状になる配列を確

認したため、掘立柱建物と判断した。

規模は桁行１間（２．８m）、梁行１間

（２．４m）である。主軸は真北を向く。

ピットの規模は径３１～４２�の円形で、

深さ３０～３８�である。P２、P３は裏込

め土（５・６層）が明瞭に残っており、

柱痕跡が確認できた。これから推定さ

れる柱の径は約１０�である。

遺物が出土していないため、時期に

ついては不明である。

（淺田）

SB１２（第１５６・１５７図、PL.４８・４９）

Ｂ・C２３グリッド、標高７０．２mの尾

根平坦面に位置する。周囲にはSB２・

３・９・１５とSA３が存在し、本遺構は

埋没したSK１８を掘り込んで構築して

いる。本遺構は建て替えが行われてお

り、建て替え前をSB１２a、建て替え後

をSB１２bとし、新しいものから順に詳

述する。

SB１２b

当初はP５を単独のピットとして、同じくP１柱痕部分をSB１２aの布掘り掘り方を切るピットとして

検出していたが、布掘り掘り方を完掘する過程でP２～P４の存在を確認し、P１の本来の掘り方も一回

り大きいものであることが明らかとなった。いずれの柱穴にも残る柱痕から推定される柱径、埋土、

位置関係などを総合し、P１～P５は一連の柱穴で、SB１２bはサイコロの５の目状に柱を配した構築物

と認識した。

P１～P４はSB１２a布掘り掘り方の半裁後に検出したため、上部については全体の１／２強しか残存し

ておらず正確な規模は不明である。しかし、検出範囲における長軸は７５～８０�を測り、中央のP５も

同様の規模を有すことから、本来の柱穴径も約８０�程度あったと類推する。検出面から底面までの深

さは０．９２～１．０６mで概ね１m程度掘り込まれており、底面レベルは６９．０７m～６９．２１mにおさまる。P

１・P３・P５では柱痕の直下にあたる底面が径２０�、深さ３�前後にわたって窪んでいるため、その部

分が柱あたりと推定される。

柱間は柱穴間距離の長いP１―P４間、P２―P３間が７．０m、短いP１―P２間、P３―P４間が４．１mで揃う。また

P５と各ピットとの柱間も４．０５～４．１mの範囲におさまり、P５がP１～４に囲まれた部分の中央に位置す

るよう規則的に配されている。柱穴間距離の長い南北方向をSB１２bの主軸と仮定すれば、本遺構は主

軸をＮ―２４°―Ｗにとる。

第１５４図 SB１０
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１　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良、１㎝ATブロック少含 
２　褐色土（10YR4/4）粘性良、しまり良、炭化物少含 
３　褐色土（10YR4/4）粘性良、しまり良 
４　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱 
５　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良、裏込め 
６　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、裏込め 

柱穴は概して下半を粘

性の強い
・�層の混合

土から成る赤みの強い褐

色土、上半を�層ブロッ

クを多量に含む黄褐色土

～褐色土でつき固めて埋

められていた。P４は記

録終了前に崩落したため

十分な観察ができなかっ

た。P５も細分していな

いが、地山ブロックを多

量に含む埋土であること

から同様の工法が採られ

ていたと推測する。先述

のとおり、各柱穴の土層

断面でしまりの悪い褐色

土を主とする柱痕を確認

しており、柱痕及び柱あ

たりから推定される柱径

は２０�前後となる。

SB１２a

短軸方向の柱列を布掘

りによって構築するものである。当初SK１８を切る溝状の遺構として検出しており、半裁の過程で布

掘り掘り方であることを確認し（以下、南掘り方）、同掘り方に直行する方向のサブトレンチを南北

方向に延長することで北側の布掘り（以下、北掘り方）を検出した。

布掘りの規模は北掘り方で全長５．０m、幅０．７８～１．０m、検出面から底面までの深さ０．８９～０．９５m、

南掘り方で全長５．２m、幅０．６５～０．９m、検出面から底面までの深さ０．９５～１．０６mを測る。南北両掘り

方間の距離は６．８～７．０mである。各掘り方の縦断面形は底面より上面の方がわずかに広くなるため逆

台形を呈す。北掘り方は北壁が、南掘り方は南壁がスロープ状に傾斜をつけて掘り込まれ、対面にあ

たる壁はほぼ垂直に掘り込まれている。北掘り方南側及び南掘り方北側は掘り方中位から奥へ袋状に

掘削されており、各掘り方の横断面形は靴形と表現できるような特異な形状となる。袋状に掘削され

た範囲には断面Ｕ字形の溝が底面ラインに沿って１０～１５�幅で一段低く掘り込まれている。

掘り方埋土は�～�層ブロックを多量に含む褐色土からなり、特に底面付近は粘性の強い
・�層

の混合土に由来する土でつき固めている。それらを切るようにしまりの悪い土が幅１８～４０�にわたっ

て認められ（北掘り方１３～２１層、南掘り方１９～３０層）、この土が柱痕と考えられる。柱痕から推定さ

れる柱径は１７～２０�である。柱痕部分は上方が幅広となっており、いずれも掘り方中位付近で層が切

れる。掘り方上半は柱痕を塞ぐように地山ブロックを少量含む同質の土が薄く広がる状況が確認でき

たため、本遺構は埋土上半を掘り返して柱を抜き取り、その土で掘り方を埋め戻したと考える。掘り

第１５５図 SB１１

第４節 時期不明の遺構
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P1 
１　暗褐色土（7.5YR3/4）粘性強 
２　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径３

㎜以下の砂礫少含 
３　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、しまり良、径２

㎜以下の炭化物微含 
４　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、径５㎜以下の明

褐色土ブロック少含 
５　褐色土（10YR4/4）粘性強、径２㎝以下のホー

キブロック少含 
６　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱 
７　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱、径５

㎜以下のホワイトロームブロック・ハードロー
ムブロック多含 

８　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、しまり良、径５
㎜以下の明褐色土ブロック・炭化物少含 

９　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、径１
㎝以下の明褐色土ブロック少含 

10　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、やわらかい、径
２㎜以下の炭化物少含 

11　明褐色土（7.5YR5/8）粘性強、しまり良、径
３㎜以下の砂礫少含 

12　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、径１
㎝以下のホーキブロック少含 

13　明褐色土（7.5YR5/8）粘性強、やわらかい、
径５㎜以下のホーキブロック・ATブロック
少含 

14　明褐色土（7.5YR5/8）粘性強、やわらかい 
15　明褐色土（7.5YR5/8）粘性強、しまり良、径

２㎝以下のホワイトロームブロック・ハード
ロームブロック多含 

P2 
１　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良、径１㎝以下の砂

礫、２㎝以下のホーキブロック・ATブロック、５㎜以下
の炭化物含 

２　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまりやや良、径５㎜以下の
砂礫、１㎝以下のホーキブロック・炭化物含 

３　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまりやや良、径５㎜以下の
砂礫、１㎝以下のATブロック・炭化物含 

４　褐色土（10YR4/6）粘性やや強、しまり弱、径５㎜以下の
砂礫、２㎝以下のホーキブロック・ATブロック含 

５　褐色土（10YR4/6）粘性やや強、しまりやや良、径５㎜以
下の炭化物、１㎝以下のホーキブロック・ATブロック含 

P5 
１　褐色土（7.5YR4/4）粘性弱、しまり弱、径２

㎜以下のホーキブロック、５㎜以下の炭化物
含 

２　明褐色土（7.5YR5/6）しまり良、径５㎜以下
の砂礫・ホーキブロック含 

３　黄褐色土（10YR5/6）粘性弱、径５㎜以下の
砂礫、１㎝以下のホーキブロック、２㎝以下
のATブロック含 

P3 
１　黄褐色土（10RY5/6）粘性やや強、しまり良、径

１㎝以下の砂礫、２㎝以下のホーキブロック・炭
化物含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性やや強、しまり弱、径２
㎜以下の砂礫・炭化物含 

３　褐色土（10YR4/6）粘性やや強、しまりやや良、
径８㎝以下のATブロック含 

４　暗褐色土（10RY3/4）粘性やや強、しまりやや良、
径５㎜以下の砂礫・ホーキブロック・ATブロック、
２㎜以下の炭化物含 

５　褐色土（10YR4/6）粘性やや強、しまり良、径１
㎝以下の砂礫、２㎝以下のホーキブロック含 

６　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、径２㎜以
下の炭化物、５㎜以下の砂礫、２㎝以下のホーキ
ブロック、３㎝以下のATブロック含 

７　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、径２㎜以
下の炭化物、２㎝以下のATブロック含 

８　褐色土（10YR4/6）粘性やや強、しまり弱、径５
㎜以下の砂礫含 

９　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、径５㎜
以下の砂礫、１㎝以下のホーキブロック、５㎝以
下のATブロック含 

10　にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性強、しまり良、
径５㎜以下の砂礫・ホーキブロック・炭化物含 

11　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径５㎜以
下の炭化物、１㎝以下の砂礫・ホーキブロック含 

12　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径２㎜以
下の炭化物、１㎝以下の砂礫、２㎝以下のホーキ
ブロック・ホワイトロームブロック・ハードロー
ムブロック含 

13　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径５㎜以
下の砂礫、１㎝以下のATブロック、２㎝以下のホー
キブロック含 

14　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまりやや良、径５
㎜以下の砂礫、３㎝以下のホーキブロック、５㎝
以下のATブロック含 

15　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、径５㎜以
下の砂礫、１㎝以下のATブロック、５㎝以下のホー
キブロック含 

P4 
１　暗褐色土（10RY3/4）粘性強、しまり良 
２　暗褐色土（7.5YR3/4）粘性弱、しまり弱、径１㎝以

下のホーキブロック少含 
３　暗褐色土（10RY3/4）粘性弱、しまり弱、径５㎜以

下の砂礫少含 
４　暗褐色土（10RY3/4）粘性弱、しまり弱、径４㎝大

のホーキブロック含 
５　暗褐色土（7.5YR3/4）粘性弱、しまり弱、径３㎜以

下のハードローム粒多含 
６　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、しまり良、径５㎜以下

の砂礫少含 
７　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、径５㎜以下

のホーキブロック少含 
８　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、径１㎝以下

のホーキブロック少含 

９　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、径１㎝以下
のホーキブロック・ハードロームブロック多含 

10　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、ハードローム・
ホワイトローム混合土 

11　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、10層よりホ
ワイトローム多く、しまる 

12　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、径１㎝以下
のホーキブロック・ホワイトロームブロック多含 

13　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、11層よりし
まり悪い 

14　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良、ハードロー
ム主体 

15　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり弱、ホーキ・ハー
ドローム混合土、ハードが多い 

第１５６図 SB１２b

第３章 調査の成果と記録
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A－A′ライン１～18層　　B－B′ライン１～12層 
　　黄褐色土（10YR5/6）からにぶい黄褐色土（10YR5/4）、
粘性強、しまり強、径５㎝以下ホーキブロック・ATブロッ
ク多含（埋め戻し土） 

 
A－A′ライン19～30層　　B－B′ライン13～21層 
　　褐色土（10YR4/6）、しまり弱、径３㎝以下ホーキブロッ
ク少含（柱痕跡） 

 
A－A′ライン31～50層　　B－B′ライン22～45層 
　　褐色土（10YR4/6）から明褐色土（7.5YR5/6）、粘性強、
しまり強い、径５㎝以下のホーキブロック・ATブロック・
ホワイトロームブロック・ハードロームブロック多含（柱
裏込め土） 

第１５７図 SB１２a

第４節 時期不明の遺構

１７９



2m

1

1

1

2

2

2

4
357

6

P
4

P
1

4

P
1

P1 P6

P5

P4

69.8m

P4P3P2

P3

P1 P6 P5

P
6 1
2

2

3
P
3
2

2
1

69
.8
m

69.8m

P
2

P2

1
34

2

69.8m

69.8m

3

3

0 S＝1：60

P1 
１　暗褐色土（10YR3/4）粘性
弱、しまり弱、２㎝以下の
ホーキブロック多含、0.5㎝
以下の炭化物・砂礫少含 

２　黄褐色土（10YR5/6）粘性
強、しまり良、AT・ホー
キを主体とする埋土 

３　暗褐色土（10YR3/4）粘性
強、しまり良、0.5㎝以下の
炭化物・砂礫少含 

４　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良、AT・ホーキを
主体とする埋土 

P5 
１　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良 

２　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良、２㎝大のホーキ
ブロック多含、１より色調
明るい 

３　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良、２より色調暗い 

４　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良 

５　黄褐色土（10YR5/6）粘性
強、しまり良 

６　暗褐色土（10YR3/3～3/4）
粘性強、しまり良 

７　黄褐色土（10YR5/6）粘性
強、しまり良 

P3 
１　暗褐色土（10YR3/4）粘
性弱、しまり良、１㎝大
のATブロック・砂礫、
１㎝以下の炭化物少含 

２　褐色土（10YR4/6）３㎝
以下ATブロック多含、
１㎝以下炭化物少含 

P6 
１　褐色土（10YR4/6）粘性
弱、しまり良、２㎝大
のホーキブロック少含 

２　暗褐色土（10YR3/4）粘
性弱、しまり良、１㎝
大の砂礫・ホーキブロッ
ク・ATブロック・炭化
物少含 

３　褐色土（10YR4/6）粘性
強、しまり良、１㎝以
下の砂礫少含 

P2 
１　暗褐色土（10YR3/4）粘性強、
しまり良、1㎝以下のAT粒、
0.5㎝大の炭化物多含 

２　褐色土（10YR4/4）粘性強、
しまり良、２㎝以下のAT、
３㎝以下ホーキブロック、
0.5㎝大の炭化物・砂礫少含 

３　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良、２㎝大のAT多含 

４　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良、ホーキを主体と
する埋土 

P4 
１　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良 

２　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良、ホーキを主体と
する堆積土 

３　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良、３㎝以下のATブ
ロック・ホーキブロック、
１㎝以下の炭化物多含 

方を埋め戻した後には各掘り方と一部重複するようにSB１２b―P１～４が掘削される。柱痕は各掘り方

で３ヶ所ずつ存在し、柱間は北側掘り方の柱１―柱２が１．８５m、柱２―柱３が１．７m、南側掘り方の柱

４―柱５が１．４m、柱５―柱６が１．８mと推定される。先述のとおり柱抜き取りの際に周囲の土層が乱さ

れている関係で本来の距離を厳密に復元できているとは言い難いが、東側の柱間が同じであるのに対

し西側がやや狭いことだけは確かだろう。SB１２aの主軸を長軸方向である南北方向とした場合、主軸

はＮ―２３°―Ｗにとる。P５との併存関係については明確でないが、各柱とP５柱痕との柱間が柱１・柱

３・柱４・柱６で４．１～４．２m、柱２・柱５で３．８５mを測り規則的に配されているとみれば、同時併存

の可能性もあろう。

SB１２a・ｂとも長軸方向の柱間が約７mと長大であることから、長辺沿いにトレンチを設定し、遺

構の有無が容易に識別できる�層まで面的に掘り下げて精査したが、長軸方向の柱を繋ぐ柱穴は検出

されなかった。よって、SB１２a・ｂとも確認された柱のみで掘立柱建物を築造することができたか不

明であり、建物とは異なる性格も想定される。

SB１２aはSK１８を切って築かれており、同遺構の時期は弥生時代後期前葉以降であると考える。SB

１２bもSB１２aを踏襲するような構造物であり、同じ頃の所産であろう。 （高尾）

第１５８図 SB１４

第３章 調査の成果と記録
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１　褐色土（10YR4/6）0.5㎝以下砂礫・
ホーキブロック・炭化物含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.5㎝以
下砂礫・炭化物、１㎝以下ホーキ・
ATブロック含 

３　褐色土（10YR4/6）0.5㎝大砂礫・焼
土ブロック・炭化物・ホーキブロッ
ク含 

４　黄褐色土（10YR5/6）しまり良、0.2
㎝以下砂礫含 

 

５　褐色土（10YR4/6）２㎝以下砂礫・ホ
ーキ・ATブロック・焼土・炭化物含 

６　褐色土（10YR4/6）しまり良、１㎝以
下ホーキ・ATブロック・0.5cm以下
砂礫・炭化物含 

７　褐色土（10YR4/6）しまり良、２㎝以
下ホーキ・ATブロック含 

８　褐色土（10YR4/6）しまり良、１㎝以
下ホーキ・ATブロック含 

９　褐色土（10YR4/6）しまり良、１㎝以
下AT・ホーキブロック含 

10　褐色土（10YR4/6）しまり良、３㎝以下ホーキブロッ
ク含 

11　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり弱、炭化物含 
12　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、炭化物含 
13　褐色土（7.5YR4/6）しまり良、0.5㎝以下砂礫、0.2㎝
以下炭化物含 

SB１４（第１５８図、PL.４９）

A２１・B２１グリッド、標高６９．６mの

尾根平坦面に位置する。本遺構は、SI

２３を切る。規模は、桁行２間、梁行１

間である。主軸は、Ｎ―１°―Ｅとほぼ

南北方向を向く。柱間距離は、P１―P２

～P６―P１の順に２．４m、２．５m、１．４m、

１．７m、１．４m、２．７mを測る。P４・P５

は、やや内側に配される。柱穴の掘り

方は、１辺約６０�の不整形で、なかに

は二段掘を呈するものがある。P３・

P６では柱痕跡が認められた。土層断

面の観察から推定される柱径は約１０～

１５�である。

出土遺物はないが、SI２３との切り合

い関係から、弥生時代後期前葉以降に

構築された掘立柱建物であると考えら

れる。 （岩垣）

SB１５（第１５９図、PL.４９）

Ｃ・D２４グリッド、標高７０．１mの尾根平坦面に位置し、周辺には多数のピットが散在する。

当初ピット群中のものとしてP１～３の個別調査を始めたが、再精査によってP４を検出したことに

より掘立柱建物跡と認識した。

平面形態は桁行１間（２．３m）、梁行１間（１．８５m）の掘立柱建物跡である。主軸はＮ―８°―Ｗにとる。

柱穴間距離は、P１―P２～P４―P１の順に１．８５m、２．３m、１．６m、２．１mである。柱掘方はP１・P４が楕円形、

P２が円形、P３が不整円形を呈し、検出面からの深さはP１・P３が５６�、P２が４６�、P４が６６�で多少ば

らつきがある。柱穴埋土のほとんどが径５�程度の砂礫、炭化物、径１�前後の地山ブロックを含む

褐色土となる。P２、P３については明瞭な柱痕跡が確認できたが、P１、P４については柱痕跡と断定で

きる堆積は確認できなかった。遺物は出土しなかったため時期は不明である。 （原田）

SB１６（第１６０図、PL.５０）

AA２３グリッド、標高６９．４～６９．６mの尾根平坦面に位置する。直接の切り合い関係はないが、SB１６

内にSK１６がある。

平面形態は桁行２間（６．１８m）、梁行１間（３．４８m）の掘立柱建物跡で、主軸をＮ―３０°―Ｅにとる。

P２が桁行柱列のラインからやや外れており、この部分が張り出したような平面プランとなる。柱掘

り方は径４０～６０�の円形もしくは楕円形を呈し、断面形は逆長台形となる。検出面から底面までの深

さは、四隅に位置するP１・P３・P４・P６が０．７４～１．２４mと深く、P２・P５が４１～４３�で浅い。柱間は桁

行２．９～３．５m、梁行３．２～３．５mである。柱穴埋土は褐色土を主体とし、P２・P４に柱痕が確認された。

推定される柱径は１４～１５�である。遺物は出土しておらず、時期は不明である。 （高尾）

第１５９図 SB１５

第４節 時期不明の遺構
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Ｐ１ 
１　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、径１㎝以
下炭化物少含、２㎝以下ホーキブロック多含 

Ｐ２ 
１　明褐色土（7.5YR5/8）粘性強、しまり良、0.5㎝以下砂
礫少含 

２　褐色土（7.5YR4/4）0.5㎝以下砂礫多含、３㎝以下ホー
キブロック少含 

 
Ｐ３ 
１　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、ホーキ・炭化
物粒少含 

２　明褐色土（7.5YR5/6）粘性強、しまり良、１㎝以下ホー
キブロック少含 

３　明褐色土（7.5YR5/6）粘性強、しまり良 
４　褐色土（7.5YR4/4）粘性強、しまり弱、0.5㎝以下砂礫
少含 

５　明褐色土（7.5YR5/6）粘性強、しまり良、１㎝以下の
炭化物少含 

６　明褐色土（7.5YR5/8）粘性強、しまり良 
７　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり良 

Ｐ４ 
１　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、
0.5㎝以下炭化物少含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、２㎝
以下ホーキブロック・炭化物・砂礫少含 

３　明褐色土（7.5YR5/6）粘性強、しまり良、
２㎝以下ホーキブロック少含 

４　明褐色土（7.5YR5/6）粘性強、しまり良、
炭化物粒少含 

５　明褐色土（7.5YR5/6）粘性強、しまり良 
６　明褐色土（7.5YR5/8）粘性強、しまり良 

Ｐ６ 
１　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、
0.5㎝以下炭化物少含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、
0.5㎝以下炭化物・砂礫少含 

（２） 土坑

SK２（第１６１図、PL.５０）

D２３グリッド、標高７０．４mの尾根平坦面に位置する。

平面形は長軸１．１５m、短軸１．０３mの楕円形を呈す。土坑の断面形は逆台形で、検出面から底面まで

の深さは１．３９mを測る。底面中央には長軸１８�、短軸１６�、深さ３３�のピットが１ヶ所設けられてい

る。

埋土は１２層に分けられ、砂礫と地山ブロックを包含する褐色土を主体とする。埋土の特徴や堆積状

況から、壁体の崩落を伴いながら自然堆積によって埋没したと考えられる。

形態的な特徴からすれば本遺構は落とし穴と想定され、同様の土坑SK３・SK３６が尾根を横断する

ように並ぶ。遺物は出土しておらず遺構の時期は不明である。 （高尾）

第１６０図 SB１６

第３章 調査の成果と記録
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１　暗褐色土（10YR3/4）１cm以下砂礫少含 
２　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.5㎝以下砂礫多含 
３　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱 
４　褐色土（10YR4/4）粘性強 
５　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱 
６　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.5㎝以下砂礫多含 
７　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.3㎝以下砂礫多含 
８　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱、１㎝以下砂礫多含 
９　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱、明褐色土斑状含 
10　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.5㎝以下ホーキブロック少含 
11　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.3㎝以下砂礫少含 
12　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱 

１　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.5㎝以下炭化物少含 
２　褐色土（10YR4/6）粘性強 
３　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.3㎝以下炭化物・焼土粒少含 
４　黄褐色土（10YR５/6）粘性強、しまり弱、0.3㎝以下炭化物少含 
５　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱、0.5㎝以下炭化物少含 
６　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱 
７　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱 
８　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱、0.5㎝以下ホワイト・ハ
　　ードロームブロック斑状に多含 
９　褐色土（10YR4/6）粘性強 
10　褐色土（10YR4/6）粘性強、0.5㎝以下ハードロームブロック多含 

１　褐色土（10YR4/6）粘性良、しまり良、１㎝以
　　下の黄色・青灰色の礫を多含、１㎝以下炭化物
　　微含 
２　黄褐色土（10YR5/6）粘性良、しまり弱 
３　褐色土（10YR4/6）粘性良、しまり弱、0.5㎝以
　　下炭化物を微含 
４　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱、0.5㎝
　　以下炭化物を微含 

SK３（第１６１図、PL.５０）

D２２グリッド、標高７０．１mの尾根平坦面に位置する。

平面形は長軸１．０m、短軸０．９３mの円形を呈す。土坑の断面形は逆台形で、検出面から底面までの

深さは最大で１．１６mを測る。底面中央には長軸３０�、短軸２３�、深さ４２�の平面楕円形を呈すピット

が１ヶ所設けられている。

埋土は１０層に分けられ、砂礫を含む褐色土あるいは黄褐色土を主体とし下層は概してしまりが悪

い。このうち９層は底面ピットから垂直に立ち上がるしまりの悪い層で、ピット内に立てられた杭の

痕跡と考えられる。

形態的な特徴からすれば本遺構は落とし穴と想定される。遺物が出土していないため、遺構の時期

は不明である。 （高尾）

SK１１（第１６１図、PL.５０）

G２２グリッドの中央、標高７１．１mの尾根平坦面に位置する。北側４mの位置にSI１２が、南側２mに

SK１４があり、SB１３と重なる。南、西側の上縁部が調査時に崩落してしまったが、平面形は隅丸長方

形を呈し、規模は推定で長軸０．９６m、短軸０．８５m、検出面からの深さは最大で１．３９mを測る。断面形

はＵ字形を呈する。底面は長軸０．７５m、短軸０．６４mを測り、平坦となる。中央には２５�×２２�、深さ

２７�のピットが設けられる。

遺物は出土しておらず、時期は不明である。形態から落とし穴と推定される。 （大川）

第１６１図 SK２・３・１１

第４節 時期不明の遺構
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１　暗褐色土（7.5YR3/4）粘性弱、しまり良、炭化物微含 
２　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良 
３　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、白色砂粒少含 
４　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良 
５　褐色土（10YR4/6）粘性極強、しまり良 
６　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良 
７　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱 
８　褐色土（7.5YR4/6）粘性強、しまり弱 
９　明褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱 
10　明褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり極弱 
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１　黒褐色土（10YR3/1）
粘性強、３㎜以下焼
土粒、炭化物少含 

２　黒褐色土（10YR2/2）
５㎜以下炭片・焼土
粒・ホーキブロック
多含 

３　黒褐色土（10YR3/2）５㎜以下炭
片少含 

４　暗褐色土（10YR3/3）３㎜以下炭
化物・ホーキブロック少含 

５　黒色土（10YR2/1）粘性強、５㎜
以下の炭片・焼土粒多含 

SK１２（第１６２図、PL.５０）

H２４グリッド、標高７１．２mの尾根平坦部に位置する。SK２１と南側で接し、SS４の東側にある。

�層除去後、炭化物粒を包含する径１mの暗褐色土の広がりを検出した。半裁したところ、壁面の

立ち上がりを確認し、土坑として調査した。

検出した規模は長軸１．１m、短軸１．０mで、深さは最大１．４mである。底面は�層で擂鉢状になる。底

面ピットが１基確認され、その規模は（１８×１４―２０）�であ

る。

埋土は主に褐色土からなり、上層はしまりが強いが、下層

ほどしまりが弱くなり、９・１０層ではぼろぼろと崩れる状態

であった。形態的特徴から、落とし穴と考えられる。

遺物は１層から甕の上部２６１、石錘S１０５が出土している。

ほぼ埋没が終了した時点での混入である。２６１は口縁部に３

条の凹線を施す。S１０５は瀬戸内型石錘で、使用に伴うもの

か不明であるが上下両端が潰れている。甕２６１は�―３期（弥

生時代中期後葉）に比定されるものである。遺構に伴う遺物

が出土していないため詳細な時期は不明である。

（淺田）

第１６２図 SK１２および出土遺物

第１６３図 SK１３

第３章 調査の成果と記録
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１　褐色土（10YR4/6）粘性強、１㎝以下
地山ブロック・炭化物少含、砂礫多含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、
0.5㎝以下ATブロック・炭化物・焼土
粒少含 

３　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、
１㎝以下ホーキ・炭化物少含 

４　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、
３㎝以下ホーキ・ホワイトロームブロッ
ク斑状含 

５　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、
２㎝以下ホーキブロック少含 

６　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、
２㎝以下ホーキブロック少含 
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１　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり良 
２　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり良、0.5㎝以下
焼土粒多含 

被
熱
範
囲
 

SK１３（第１６３図、表５６、PL.５１）

A２４グリッド、標高６８．６～６９．１mの尾

根西側斜面部に位置する。南西側約１m

にSS１が隣接する。

平面形は長軸１．１８m、短軸０．９８mの円

形を呈し、検出面から底面までの深さは

最大３０�、東側肩部から底面までの最大

高低差は７２�を測る。断面形は浅い皿状

を呈す。

本遺構は形態的な特徴及び埋土等から

製炭土坑と考えられる。埋土は５層に分

けられ、１～４層には炭片と焼土粒を含

むが、顕著なのは炭層である５層であ

る。製炭後の残滓を廃棄したものと考え

られ、北西隅しか炭化材は残っていな

い。斜面下方の西側壁から底面の被熱が

顕著で、着火点の可能性もあろう。それ

に対して東壁は被熱痕跡が認められな

い。出土遺物はなく帰属時期が不明であ

るが、土坑内に残された炭化材片を試料として１４C年代測定を実施しており、１４８０±４０年BP、６世紀

後半から７世紀前半頃という結果を得た。 （高尾）

SK１６（第１６４図、PL.５０）

AA２３グリッド、標高６９．６mの尾根平坦面に位置し、SB１６と重複する。南北方向に長い隅丸長方形

を呈し、規模は長軸２．５８m、短軸１．７９m、深さは最大で４２�を測る。底面は長軸２．０５m、短軸１．４５m

を測り、ほぼ平坦となる。南北壁際の中央にそれぞれ１ヶ所、底面の南側で２ヶ所の浅い凹みがあ

る。いずれも長径２２�、深さ５～１４�を測る。埋土は

５層に分層でき、各層に地山ブロックを含み自然堆積

によるものと思われる。

埋土中から遺物は出土しておらず、時期・性格とも

に不明である。 （大川）

SK２２（第１６５図、PL.５１）

AC１９グリッド、標高６８．８mの尾根平坦面に位置す

る。SI２９の埋土を掘り下げ中、SI２９中央ピットP３南

側で、斜めに落ち込む薄い焼土層を確認したため、SI

２９とは別遺構であると判断した。そして、新たにSK

２２として調査をおこなった。遺構の大半が失われてお

第１６４図 SK１６

第１６５図 SK２２

第４節 時期不明の遺構
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１　暗褐色土（7.5YR3/4）粘
性弱、しまり弱、５㎜以
下砂礫・ホーキブロック・
炭化物含 

２　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良、１㎝以下砂礫・
ホーキ・ＡＴブロック・
５㎜以下炭化物含 

３　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良、１㎝以下砂礫・
ホーキ・ＡＴブロック含 

４　黄褐色土（10YR5/6）粘
性強、しまり良、２㎝以
下砂礫、３㎝以下ホーキ・
ＡＴブロック含 

５　黄褐色土（10YR5/6）粘
性強、しまり良、２㎝以
下の砂礫、5㎝以下ホーキ
ブロック、１㎝以下ハー
ドロームブロック含 

 

0 S＝1：40 1m

1

67.3m

１　褐色土（10YR4/6）粘性強、
しまり良、３㎝以下ATブ
ロック・炭化物含、0.5㎝
以下砂礫多含 

り、正確な形態・規模は把握できない。残存部で長軸１．７６

m、短軸１．０m、深さ１５�を測る。

１層はSI２９の埋土に近似するが、�層ブロックを含まな

い。２層は焼土層で、その堆積状況を把握するため、土層

観察ラインをさらに掘り下げた。焼土層の範囲は不整形

で、復元した土抗のプランと同一ではない。そのため、SI

２９が埋没していく過程で中央部が窪地状になり、その窪み

を利用して火を焚いた可能性がある。２層から土器片数点

が出土したが、図化できるものはなかった。本遺構の時期

は、SI２９との切り合い関係から、弥生時代後期中葉以降と

推測する。 （岩垣）

SK２９（第１６６図、PL.５１）

B２３グリッド、標高７０．０mの尾根部平坦面に位置する。

平面形はほぼ円形を呈し、規模は上面で長軸１０７�、短軸１００�、底面で長軸５５�、短軸４８�を測

る。断面は擂鉢形を呈し、底面はやや丸みをおびている。検出面からの深さは最大で９８�を測る。埋

土の１層は、微細炭化物が混じり、含有ブ

ロックの粒、密度ともに小さく、しまり具

合もそれほど良いとはいえないため自然堆

積と考えられる。２層以下については含有

ブロックの粒、密度ともに大きく、しまり

も非常に良いことから、人為的に埋め戻さ

れたものと思われる。形態的に落とし穴の

可能性はあるが、底面ピットは有さず性格

は不明である。 （原田）

SK３０（第１６７図、PL.５１）

Ａ・B２０グリッド、標高６６．２～６７．２mの

尾根東側斜面部に位置し、北側約４mに

SK３９が近接する。平面形は長軸３．６m、短

軸２．４mの不整形を呈し、検出面からの深

さは最大で２３�を測る。埋土は単層で、検

出面に尾根から転落したと考えられる弥生

時代後期の土器が少量出土した。本遺構に

直接伴うものではなく、埋土及び底面付近

から遺物が出土しなかったため時期は不明

である。旧地形の窪みの可能性もあろう。

（高尾）

第１６６図 SK２９

第１６７図 SK３０
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１　明褐色土（7.5YR5/6）しまり良、白色
粘質土、ハードロームの混合土（貼床） 

２　黄褐色土（10YR5/6）しまり良、0.5㎝
以下砂礫少含、0.5㎝大黄褐色土ブロッ
ク混じる 

３　黄褐色土（10YR5/6）しまり弱、0.5㎝
以下砂礫多含、１㎝大白色ブロック・
ホーキブロック微含 

４　黄褐色土（10YR5/6）しまり弱、２㎝
以下ホーキブロック、0.5㎝以下砂礫少
含 

５　黄褐色土（10YR5/6）しまり弱、0.5㎝
以下砂礫少含 

６　黄褐色土（10YR5/8）粘性強、しまり
良、２㎝以下ホーキブロック混じる 

７　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり
弱 

0 S＝1：40 1m
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１　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり良、白色砂粒少含 
２　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり良、１㎝以下ＡＴ

ブロック少含 
３　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり良、白色砂粒微含 
４　褐色土（10YR4/6）粘性弱、しまり良 
５　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱 
６　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、１㎝以下ホ
ーキブロック多含 

７　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり弱 
８　明黄褐色土（10YR5/8）粘性強、しまり弱 
９　明黄褐色土（10YR6/8）粘性強、しまり良 
10　黄褐色土（10YR5/8）粘性強、しまり弱 
11　明黄褐色土（10YR6/6）粘性強、しまり弱 
12　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良 

１　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良 
２　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良、白色
砂粒微含 

３　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良 
４　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良 
５　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり弱 
６　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良 
７　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良 
８　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良 
９　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良 
10　黄褐色土（10YR5/8）粘性強、しまり弱 
11　明黄褐色土(10YR6/8）粘性強、しまり弱 
12　橙色土（7.5YR6/8) 粘性強、しまり弱 

SK３１（第１６８図、PL.５２）

調査区南西側、G２４グリッド、標高７０．３mに

位置する。SI６の床面で検出した。SI６掘り下げ

後、床面上で貼床と考えられる部分を検出し、

サブトレンチを設定し埋土の確認を行った。SI

６は建て替えが行われていたため、建て替え前

の柱穴であろうと予測したが、完掘後に底面

ピットを検出したため、落とし穴であることが

判明した。

平面は不整形な隅丸方形を呈する。規模は上

面で長軸１１５�、短軸５６�、底面で長軸６５�、

短軸３９�を測る。SI６床面からの深さは１１５�で

ある。断面は擂鉢形を呈する。底面中央に直径

２３�、深さ３２�のピットが掘り込まれており、杭が立てられていたと考えられる。

埋土はSI６の貼床を含めて、７層に分けられる。黄褐色土が主体で、下半は自然堆積と考えられる

が、上半の１・２層は人為的に埋めた土の可能性もある。遺物は出土していない。

時期は不明であるが、形態的には落とし穴であり、SI６の貼床で塞がれていることから同住居構築

以前のものである。 （戸羽）

SK３２（第１６９図、PL.５２）

G２５グリッド、標高６９．２mの尾根部

西側斜面部に位置する。SK３３の北西

側にある。

�・�層を除去し、�層の上面で精

査を行った結果、径１mの褐色土の広

がりを検出した。半裁したところ、底

面と壁面の立ち上がりを確認したた

め、土坑として調査をした。

平面形は不整円形で、長軸１．２m、

短軸１．１mで、検出面から底面までの

深さ１．８mである。底面にはピットが

１基あり、その規模は（２０×１６―７）

�である。壁面はわずかに外側へ傾斜

して立ちあがる。

埋土は１２層に分層でき、主に褐色系

の土からなる。堆積がレンズ状の様相

を示すことから自然堆積による埋没と

思われる。遺物が出土していないた

第１６８図 SK３１

第１６９図 SK３２・３３

第４節 時期不明の遺構
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0 S＝1：40 1m

SK34 
１　暗褐色土（10YR3/4）２㎝以下ホーキブロック微含、0.5㎝以下明褐色粒多含 
２　暗褐色土（10YR3/4）1.5㎝以下ATブロック多含、0.5㎝以下明褐色粒少含 
３　暗褐色土（10YR3/4）２㎝以下の明褐色土粒・地山ブロック多含 
４　暗褐色土（10YR3/4）２㎝以下ホーキブロック少含、1㎝以下明褐色土粒多含 
５　暗褐色土（10YR3/4）１㎝以下ホーキブロック少含 
６　暗褐色土（10YR3/4）３㎝以下地山ブロック多含、0.5㎝以下AT・明褐色土粒多含 
７　暗褐色土（10YR3/4）３㎝以下ATブロック少含 
８　暗褐色土（10YR3/4）0.5㎝以下AT粒多含、2cm以下ホーキブロック微含、1㎝以

下明褐色土粒少含 
９　暗褐色土（10YR3/4）１㎝以下地山ブロック多含 
10　暗褐色土（10YR3/4）３㎝以下地山ブロック微含 
11　褐色土　（10YR4/4）1.5㎝以下ATブロック少含 
12　褐色土　（10YR4/4）２cm以下地山ブロック多含 
13　褐色土　（10YR4/4）0.5㎝以下地山ブロック少含 
14　褐色土　（10YR4/4）４㎝以下地山ブロック多含 
15　暗褐色土（10YR3/3）１㎝以下地山ブロック微含 
16　褐色土　（10YR4/4）１㎝以下地山ブロック多含 
17　褐色土　（10YR4/4）１㎝以下地山ブロック少含 
18　褐色土　（10YR4/4）２㎝以下地山ブロック多含 
19　褐色土　（10YR4/4）１㎝以下地山ブロック多含 
20　褐色土　（10YR4/4）１㎝以下ＡＴブロック多含 
21　暗褐色土（10YR3/4）２㎝以下地山ブロック多含 
22　暗褐色土（10YR3/4）0.5㎝以下ＡＴ粒多含 

SK36 
１　黄褐色土　(10YR5/6)　粘性強、
しまり良、白色砂粒少含 

２　黄褐色土　(10YR5/6)　粘性強、
しまり良 

３　黄褐色土　(10YR5/8)　粘性強、
しまり良、2㎝以下ホーキブロッ
ク少含 

４　明褐色土　(7.5YR5/8) 粘性強、
しまり良、白色砂粒微含 

５　明褐色土　(7.5YR5/6) 粘性強、
しまり良 

６　黄褐色土　(10YR5/8)　粘性強、
しまり良 

SK37 
１　黄褐色土　(10YR5/6)　粘性強、しまり良、0.5cm以下砂
礫多含 

２　黄褐色土　(10YR5/6)　粘性強、しまり良、0.5㎝以下砂
礫多含、１層より色調が暗い 

３　褐色土　　(10YR4/6)　粘性強、しまり良、0.5㎝以下砂
礫多含 

４　褐色土　　(10YR4/6)　粘性強、しまり良、2cm大ホー
キブロック多含 

５　褐色土　　(10YR4/6)　粘性強、しまり良、１㎝大ＡＴ
ブロック多含 

６　褐色土　　(10YR4/6)　粘性強、しまり良、3cm以下ホ
ーキブロック多含 

７　褐色土　　(10YR4/6)　粘性強、しまり良、６層より色
調暗い。5cm以下ホーキ・ＡＴブロック多含 

８　褐色土　　(10YR4/6)　粘性強、しまり良、にぶい黄褐
色粘土多含 

９　黄褐色土　(10YR5/6)　粘性強、しまり良 

め、時期については不明である。用途は形態的特徴から落とし穴と考えられる。 （淺田）

SK３３（第１６９図、PL.５２）

F２５～G２５グリッド、標高約７０．５mの尾根西側斜面部に位置する。SK３２の南東側にある。

�層上面で径１mの不整円形を呈する褐色土の広がりを検出した。半裁したところ、底面と壁面の

立ち上がりを確認したため、土坑として調査をした。

平面形は不整円形で、長軸１．２m、短軸１．１mであり、検出面から底面までの深さは１．３mである。

底面にはピットが１基あり、その規模は（２４×２２―３６）�である。壁面はわずかに外側へ傾斜して立

ちあがる。埋土はSK３２と酷似しており、主に褐色系の土からなる。１２層に分層でき、堆積がレンズ

状の様相を示すことから自然堆積による埋没と考えられる。

遺物が出土していないため、時期は不明である。SK３２と同様に落とし穴と思われる。 （淺田）

SK３４（第１７０図、PL.５２）

C２２グリッド、標高６９．８mの尾根平坦面に位置する。�層を精査中、地山ブロック�層を多く含

み、径約１．０mの暗褐色土の広がりを検出した。遺構の西半分を掘り下げたところ、底面外縁に溝を

持つことが確認され、貯蔵穴であることが明らかになった。

第１７０図 SK３４・３６・３７

第３章 調査の成果と記録
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１　暗褐色土（10YR3/3）　 
２　褐色土（10YR4/4）３㎝以下ATブロック微含 
３　暗褐色土（10YR3/4）２㎝以下ATブロック含 
４　褐色土　（10YR4/4） 
５　褐色土　（10YR4/6）２㎝以下ATブロック多含 
６　褐色土　（10YR4/4）0.5㎝以下炭化物微含 

７　暗褐色土（10YR3/4）２㎝以下ATブロック含 
８　にぶい黄褐色土（10YR4/3） 
９　にぶい黄褐色土（10YR4/3）0.5㎝以下AT粒微

含 
10　褐色土（10YR3/4） 
11　にぶい黄褐色土（10YR4/3） 

上縁部及び底面は円形を呈する。上縁部で、長軸９５�、短軸９１�、検出面から底面までの深さは最

大１．４１mを測る。底面は、長軸１．２m、短軸１．１mを測り、底面部は上縁部に比べてやや幅広である。

�層を底面とする。底面外縁に、幅１０～２５�、深さ５～１０�の溝を設ける。底面北寄りに径２０�、深

さ２～４�の円形のピットを設ける。遺構の断面形態は、掘り方中位付近から緩やかに広がる袋状を

呈する。

埋土は、地山ブロックを含む２２層からなる。土砂の流入に伴い、壁面の基盤層が徐々に削られ、堆

積した自然堆積である。１層より弥生土器片が数点出土した。

遺構の形態・出土遺物等から、弥生時代の貯蔵穴と考えられるが、時期は不明である。 （岩垣）

SK３６（第１７０図、PL.５２）

D２０グリッド、標高６８．３mの尾根部東側斜面部に位置する。SS３の北側にある。

�層除去後に楕円形を呈する褐色土の広がりを検出した。半裁したところ、壁面の立ち上がりを確

認し、土坑として調査した。

平面形は楕円形を呈し、規模は長軸１．０m、短軸０．８mで、検出面から底面までの深さは１．３mであ

る。底面にはピットが１基あり、その規模は（２７×２０―１５）�である。壁面はわずかに外側へ傾斜し

て立ちあがる。埋土は黄褐色系の埋土からなり、６層に分層できる。

遺物が出土していないため、時期は不明である。形態的特徴から落とし穴と思われる。 （淺田）

SK３７（第１７０図、PL.５２）

B２１グリッド、標高６９．７mの尾根部平坦面に位置する。南側は、撹乱孔によって壁面上部が失われ

ている。当初は、南側の撹乱孔をピットとして調査を行っていた。そのため、埋土を掘り下げていく

段階で本遺構の存在に気づき、新たにSK３７として調査を行った。

上縁部及び底面は丸みを帯びた隅丸長方形を呈する。上縁部で長軸１．０５m、短軸０．６m、検出面か

らの深さは１．２４mを測る。�層を底面とする。底面は長軸約７０�、短軸約５０�を測り、底面に向かっ

て幅狭となる。底面中央に、径約２０�、深さ約３０�のピットを設ける。埋土の大半が失われてしまっ

ているが、８層の堆積を認める。埋土の多くが、地山ブロックを混入する。

遺構の性格は、形態的な特徴から落とし穴と想定される。遺構の時期は、出土遺物がないため不明

である。 （岩垣）

（３） 柵列

SA１（第１７１図、PL.５４）

J２２グリッド、標高７３．２～７３．３m、

尾根平坦面に位置し、北側にはSI１、

SI７～９がある。�層上面からP１～P５

のピット列を確認した。

当初、掘立柱建物跡の可能性がある

ものとして周辺を精査したが、並走す

るピット列は確認できなかった。規模
第１７１図 SA１
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１　暗褐色土（10YR3/4）炭化物・砂礫少含 
２　褐色土（10YR4/6）粘性弱、砂礫少含 
３　黄褐色土（10YR5/6）しまり良 
４　褐色土（10YR4/4）粘性弱、しまり弱、炭

化物少含 
５　黄褐色土（10YR5/6） 
６　褐色土（10YR4/4）炭化物少含、２～３㎝

大ホーキブロック含 
７　褐色土（10YR4/6）砂礫少含、ATブロッ

ク含 
８　褐色土（10YR4/6）しまり弱、砂礫少含 
９　褐色土（10YR4/4）炭化物・砂礫少含 
10　黄褐色土（10YR5/6）しまり弱、炭化物少

含 
11　褐色土（10YR4/4）しまり弱、炭化物少含 
12　褐色土（10YR4/6）しまり弱、炭化物多含、

明褐色ブロック含 
13　暗褐色土（10YR3/4）しまり弱、炭化物多

含 
14　黄褐色土（10YR5/6）しまり弱 

はP１（２２×１９―２５）�、P２（３０×２４―５３）�、P３（２９×２４―３６）�、P４（２６×２８―２３）�、P５（３２

×２８―２３）�である。P２を除き、底面の標高は概ね７２．９～７３．１mの間におさまる。柱痕跡はP３に認

められた。各ピット間距離はP１―P２、P２―P３の順にそれぞれ１．２m、１．０m、１．０m、１．４mを測る。

遺物はP５から土器小片が出土したのみであり、本遺構の時期は不明である。 （大川）

SA２（第１７２図、PL.３５）

調査区南西側、H２５グリッド、標高７１．３mの傾斜変換点に位置する。東側にSD１が隣接する。

SD１検出中、西側に沿う形でピットを５基確認した。ピット５基が、ほぼ直線的に並ぶことから、

個別のピットではなく、柵列と判断し調査を進めた。

ピット掘り方の平面形は円形または楕円形で、主軸はSD１と同様に北東―南西方向にとる。ピット

間距離はP１―P２が２．６m、P２―P３が２．４m、P３―P４が２．３m、P４―P５が２．０mを測る。深さはP１が９６�、P２

が８９�、P３が７８�、P４が９０�、P５が３７�を測る。P５は平面、断面ともに他のピットと比べて規模が

小さい。

P１とP２、P３とP４の最上層の土は同様であるが、それ以下の土は含有物や色調が一様でない。P３埋

土中から土器片が１点出土しているが、胴部片であり時期を比定するには至らなかった。

主軸方向をSD１と同じくし、隣接するように築かれていることから、両者は一連の遺構であった可

能性も考慮されるが、遺構の時期は不明である。 （戸羽）

SA４（第１７３図、PL.５３）

C２５～F２５グリッド、標高６８．５～６９．６mの調査区南部西側斜面に位置する。

遺構の希薄な範囲であった調査区南部の西側斜面においてSX１が検出されたことに伴い、未検出の

遺構の有無を確認するために、E２５～G２５グリッドの斜面部範囲を�層上面まで面的に下げて精査を

行った。その結果、褐色土を埋土に持つ径２２～４４�、深さ１７～５９�のピットを８基検出した。埋土が

共通しており斜面部等高線に対してほぼ平行に列をなすことから、柵列と判断して調査をした。

各ピット間距離はP１―P２、P２―P３の順にそれぞれ２．８m、１．４m、３．８m、１．９m、１．９m、２．２m、３．０

mを測り、間隔は一様でない。埋土はいずれも単層で、粘性の良い褐色土で、炭化物粒を少量含む。

遺物は含まれていなかった。

時期は、遺物が皆無のため不明である。 （淺田）

第１７２図 SA２
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P1 
１　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、３㎝以

下ホーキブロック多含、１㎝以下砂礫・0.5㎝未
満の炭化物少含 

P2 
１　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり良、0.2㎝

程度炭化物少含 
P3 
１　にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性やや強、しま

り良、0.5㎝程度炭化物少含 
２　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良、0.5㎝未

満砂礫少含 
３　褐色土（10YR4/4）粘性強、しまり良、0.2㎝以

下砂礫･炭化物少含 
P4 
１　にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性やや強、しま

り良、１㎝以下砂礫多含、0.3㎝以下炭化物少含 
P5 
１　褐色土（10YR4/4）粘性やや強、しまり良、２

㎝以下ホーキブロック多含、0.3㎝以下炭化物･
砂礫少含 

２　黄褐色土（10YR5/8）粘性強、しまり良、0.2㎝
以下砂礫少含 

３　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり良、2㎝以
下ホーキブロック･砂礫･炭化物少含 

SA５（第１７４図）

AA・A２３グリッド、

標高６９．７mの尾根平坦

面に位置する。北西約

２mにSB１６が隣接す

る。

径２５～３５�の平面円

形あるいは不整楕円形

を呈す５基のピットが

南北方向に直線的に並

ぶ。深さは３０～５０�で、

底面レベルには多少差がある。埋土は褐色土を主体とする。

遺物は出土しておらず、遺構の時期は不明である。 （高尾）

第５節 遺物包含層及び出土遺物

遺物包含層は尾根平坦面から斜面に堆積する暗褐色土～褐色土（基本層序�層相当）と谷部に堆積

する黒色土～褐色土に大きく分けられる。尾根部�層は概して薄く、遺構が密集する調査区南側谷頭

付近を除き遺物の出土量も少ない。谷部は前回の調査成果でも明らかなように多量の遺物を包含して

おり、少数ながらも谷筋に沿って形成された遺構を検出している。以下、谷部の堆積を概説し、各遺

物包含層の状況と出土遺物について詳述する。 （高尾）

（１） 谷部（第１７５～１８１図、PL.５５・７１～７６）

尾根から続く表土が厚く堆積しており、表土除去後、厚さ約１mに及ぶ遺物包含層を確認した。平

成１４、１５年度の調査では谷部の南東側が調査されており、弥生時代中期後葉から弥生時代後期後葉の

遺物包含層（４層）が確認されている。本年度は谷部の大部分を調査することから、改めて土層堆積

を確認するため、南北方向（Ａ―Ａ′）、東西方向に（Ｂ―Ｂ′、Ｃ―Ｃ′）にトレンチを掘り下げた。調

査の結果、谷部の土層堆積は大きく７層に分けられた。

�層は黒褐色を呈し、表土及び耕作土と考えられる。南側ではその大部分を表土剥ぎ、遺構検出作

業によって掘り下げており、厚さは明瞭でないが、谷の北側では厚さ３０�を測り、谷部全体を覆う。

�層は黒色～黒褐色を呈し、谷頭付近で厚さ２０�、傾斜が緩やかとなる谷の中央付近にかけて層厚

が増し、北側では約４０�となる。本年度調査区の西側尾根から堆積がみられ、�層と同様、谷部全体

を覆う。�層よりしまりが良い。

�層は暗褐色を呈し、堆積の厚さは約２０�を測り、谷部中央から北側にかけて広がる。

�層は暗褐色を呈し、�層と同じ色調であるが、含有物が一部異なること、主に谷の南側から北側

に向かうにつれ、堆積が薄くなり中央で途切れ、連続しないことから別層として認識した。

�層は褐色を呈し、南側では層厚１０�程度を測る。谷の傾斜に沿って中央から北側で４０�と厚く堆

積する。東側尾根に近い程、砂礫を多く含み、比較的安定した堆積状況を示す。

第１７４図 SA５

第３章 調査の成果と記録

１９２



土器溜り 
A′ A

B
′
 

B

C
′
 

C

40m0 S＝1：800

土器溜り 
A′ A

B
′
 

B

C
′
 

C

�層は�層と同じ色調を呈するが、やや明るい。しまりが良く、砂礫、真砂を多く含み、炭化物を

含まない。谷全体に堆積する。

�層は�層と同じ色調を呈するが、砂礫を多く含み、�、�層よりしまりが良い。谷部の全体に堆

積する。

遺物包含層は�～�層である。�層は弥生時代中期後葉から古墳時代以降の遺物を多く含む。小片

が多く、ローリングを受け磨耗したものがみられる。�層は谷の南側では弥生時代中期後葉～後期後

葉の遺物、谷の北側は主に弥生時代後期～古墳時代以降の遺物を含み、中には鉄滓もみられ、谷の南

北で包含される遺物がやや異なる。SD４等複数の遺構が�層の上面で確認されており、谷全体が利用

されたものと推測される。�層は古墳時代以降の遺物を含み、鉄滓も出土している。�層は弥生時代

後期以降の遺物を中心とし、弥生時代中期後葉～古墳時代前期初頭の遺物を包含する。主に谷の南側

尾根部に展開する居住域から流出した遺物を含んでいるものと考えられる。�層は�層と同様、主に

弥生時代後期の遺物を中心とした遺物を含む。堆積の状況からして東側尾根部を中心に展開した居住

域から流出・転落した遺物を含んでいるものと推測される。

谷部出土遺物を第１７８～１８１図に掲載した。�層出土遺物として図化したものには弥生土器甕２６２、

２６４、２６５、２６７、２７０～２７３、２７６、２７９、２８０、壺２６３、２６６、２７４、２７５、高坏２６９、器台２７７のほか、手づ

くね土器２８１、縄文土器２７８、土錘２８３などがある。この他、多量の遺物が出土した。

２６２は口縁部外面に２条の凹線を施し、胴部中位に板状工具による刺突文を１列めぐらせる。２６３、

２６５、２６６も同様に口縁部外面に凹線を施す。２６４、２６７は口縁端部を内傾させ、直立ぎみに立ち上げ

る。２６８は甕を模したミニチュア土器であり、外面は粗いハケで調整される。２６９は口縁端部上面に３

条の凹線が施される。被熱によるものか、外面には細かな剥離が多数認められる。２７０は口縁部外面

に３条の凹線をめぐらせ、胴部内面は頸部直下までヘラケズリされる。２７１は直立気味に口縁部を立

ち上げ、外面に４条の沈線をめぐらせる。２７４は口縁部、頸部の外面に多条平行沈線を施す。２７６は大

型の甕であり、２７４と同様に頸部にも多条平行沈線が施される。２７７は外面を丁寧にヘラミガキし、外

面及び内面上部を赤色塗彩する。２７８は内面をナデ、外面をケズリによって調整する。縄文時代晩期

頃のものであろうか。２７９は口縁下端部を横方向に突出させる。２８０は口縁部を外反させ、斜め上方に

引き上げる。

２６２は弥生時代中期後葉、２６３～２７０・２７７は弥生時代後期前葉、２７１・２７２は弥生時代後期中葉、２７３

第１７５図 谷部基本層序位置図
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①―1　黒褐色土（10YR3/2）粘性弱、しまり弱、0.5㎝以下白色・黄褐色砂礫・炭化物・焼土粒少含 
①―2　黒褐色土（10YR3/2）粘性弱、0.5㎝以下焼土粒多含 
②　　黒色土（10YR3/1）～黒褐色土（10YR3/2）粘性弱、しまり強、0.5㎝以下の白色・黄褐色砂礫多含、0.5㎝以下焼土粒少含 
③　　暗褐色土（10YR3/3）粘性強、しまり強、0.5㎝以下白色・黄褐色・青灰色砂礫少含 
④―1　暗褐色土（10YR3/4）0.5㎝以下の砂礫、炭化物多含 
④―2　暗褐色土（10YR4/4）0.5㎝以下の砂礫、炭化物少含 
⑤―1　褐色土（10YR4/6）0.5㎝以下の炭化物を少量、0.5㎝以下白色・青灰色砂礫微含 
⑤―2　褐色土（10YR4/6）粘性強、しまり強、0.5㎝以下白色・青灰色砂礫多含 
⑥　　褐色土（10YR4/4）粘性弱、３㎝以下の砂礫、真砂多含 
⑦―1　褐色土（10YR4/4）粘性弱、0.2㎝以下の砂礫多含 
⑦―2　黄褐色土（10YR5/6）粘性強、しまり強、1㎝以下砂礫多含 
⑦―3　暗褐色土（10YR3/4）粘性弱、しまり強、褐色土斑状含 

第１７７図 谷部土層断面図（２）
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～２７６は弥生時代後期後葉、２７９は古墳時代前期初頭、２８０は弥生時代終末期（�―２期）頃のものであ

ろう。

�層出土遺物には弥生土器甕２８４、２８５、２８９、２９５、壺２８６、２９０、２９２、台付壺２９４、器台２８７、２９３、

高坏脚部２８８、蓋２９１、土師器甕２９６、２９７、須恵器坏蓋２９８、坏身２９９、甕３０１などがあり、多量の遺物

が出土した。

２８４は頸部から外反しながら立ち上がる口縁部上半を複合口縁状に拡張する。２８６は口縁部外面に４

第１７８図 遺構外出土遺物（谷部・褐色土ほか）
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条の凹線後、５条を一単位とする波状文をめぐらせる。図示しなかったが、一部赤彩痕が残存してい

る。２８７は口縁部に３条の凹線を施文後、ヘラ状工具によって鋸歯文を施す。２９０は頸部外面にヘラ状

工具による逆Ｊ字状の沈線文が施される。２９２は口縁部外面に９条の平行沈線を施し、外面頸部直下

には一列の刺突文をめぐらせる。２９３は器台で、受部・脚裾部は複合口縁状を呈す。受部口縁外面の

中央が一部ナデ消されている。受部・脚裾部とも拡張幅は大きくない。２９４は算盤玉状を呈し、外面

はヘラミガキし、内面はヘラケズリされる。２９５は頸部に２条の沈線施文後ナデ消す。３００は頸部に波

状文が施される。３０１は外面に櫛歯状工具による波状文をめぐらせ、内面には自然釉が認められる。

２８７・２８８は弥生時代中期後葉、２８４～２８６・２９０は弥生時代後期前葉、２８９・２９１～２９５は弥生時代後期

中葉～後葉、２９６は古墳時代前期初頭、２９８～２９９は古墳時代中期末葉頃のものであろう。

その他、石器として扁平片刃石斧S１０６、敲石S１０７、磨石S１０８、サヌカイト製剥片S１０９、砥石S１１１、

不明石製品S１１０、鉄器として鉄器片F８３、袋状鉄斧F８４を図化した。

S１０６は刃部付近の破片でやや偏刃となる。 S１０７は先端部以外に表裏、両側面に敲打痕がみられる。

S１０８は硬質で緻密な河原石を用いる。全体が磨耗しており、下端部に磨り面が認められる。S１０９は

板状剥片を分割したもので、器体下半部に素材面が残っており、大型の剥片であったと推定される。

S１１０は瑪瑙を用い、薄い角柱状に全体を研磨整形したものである。S１１１は方形に加工されており、

表面には幅１�以内の筋状の研磨痕がみられる。表面右側面は湾曲する平滑面をなしており、使用の

第１７９図 遺構外出土遺物（谷部・暗褐色土）

第５節 遺物包含層及び出土遺物
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痕跡が残る。F８３は袋状鉄斧の袋部片の可能性が高い鉄器片で、右側辺及び下辺は裁断されているも

のと思われる。下半２／３は再加工時のものと思われる打撃あるいは裁断時の加圧による変形が顕著

である。F８４は平面形逆台形を呈する袋状鉄斧で、加工時に割れた痕跡が２ヶ所認められる。現況は

再加工後の形態を示し、袋部は二次利用の際に作出されたとみられる。左側辺は本来のカーブを残す

が、右側辺は再加工によって整形されたものである。袋基部側の閉じ合わせは密着するが、上方から

の打撃によって無理矢理作出したもので、袋部下半で再加工時に割れが生じている。閉じ合わせ左も

同様の形態となり２ヶ所で割れている。 （大川）

第１８０図 谷部出土石器

第３章 調査の成果と記録
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（２） 尾根部（第１８２図、PL.７３）

第１節で述べたように尾根部に広がる�層は縄文時代～古墳時代の遺物を包含する。図化できたも

のには弥生土器甕３０２～３０４、３０８～３１４、壺３０７、３１５、高坏脚部３０５、３０６、器台３１６、土師器甕３１７のほ

か、敲石S１１２、赤色顔料付着礫S１１３、管玉未製品J３、石鏃S１１４、サヌカイト製剥片S１１５、袋状鉄斧F

８５、�F８６がある。F８５は谷部から出土したものである。

３０２、３０３は口縁部に４条の凹線をめぐらせ、内面は胴部上半をハケで調整する。３０４は口縁部外面

に４条の凹線後、３個一対の円形浮文を貼り付ける。頸部に指頭圧痕貼付突帯をもつ。３０７は頸部直

下に板状工具による刺突文を一列めぐらせる。３０９は口縁部外面に４条の凹線をめぐらせ、内面はヘ

ラミガキする。３１０は口縁部外面に３条の沈線をめぐらせ、内面を頸部直下までヘラケズリする。外

面および口縁部内面に赤彩痕がみられる。３１２、３１３、３１５は口縁部外面に多条平行沈線を施す。３１２は

ヘラ状の工具を束ねた櫛歯状工具を用いて、外面に１１条の平行沈線を施す。外面全体、内面の一部に

赤彩痕がみられる。３１６は脚部中位に６条、４条の沈線をめぐらせる。外面全体に赤彩痕がみられる。

S１１３は尾根西斜面から出土した。小型の扁平な礫の表面に一部赤色顔料が付着している。出土地の

周辺には赤色顔料に関連する遺物を伴うSI６・１１がある。J３は硬質緑色凝灰岩製のもので、円柱状に

仕上げるための研磨途中に割れたものである。J１、J３を含め、玉作関連の遺物は平成１４、１５年度に行

われた本調査地の東側と比較すると極端に少ない。集落内における生産域が区別されていた可能性が

あろう。S１１５は谷部周辺から出土し、海綿状に風化した自然面をもつ。自然面の形状からすると母

岩は亜角礫と推定される。F８５は袋状鉄斧の袋部片で、身部外面に一部木質が残存している。F８６は

作業部位にわずかな裏すきを有す。身幅１．５�を測る。身の下端部に穿孔がみられる。作業部は身か

らわずかに反る。

３０２～３０６・３１６は弥生時代中期後葉、３０７、３０８～３１１は弥生時代後期前葉、３１２～３１５は弥生時代後期

後葉、３１７は古墳時代後期頃のものであろう。 （大川）

第１８１図 谷部出土鉄器

第５節 遺物包含層及び出土遺物

１９９



302

306

309

312

314

303

307

310

313

315

304

305

308

311

316

317

S113

S112

J3

S114 F85

F86

S115

0 S＝1：2 5㎝ 

0 S＝1：4 10㎝ 

0 S＝1：2 5㎝ 

0 S＝2：3 5㎝ 

第１８２図 遺構外出土遺物（尾根部）

第３章 調査の成果と記録
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表３０ 土器・土製品観察表（１）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

１
SI２ 弥生土器 ※１４．４ 口縁～頸部 外面 口縁部ナデ→ミガキ、頸部ナデ 密 ３．０�以下の

石英・長石・雲母
少含

内外面 橙色 良好
埋土中 甕 △４．９５ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、ケズリ

２
SI２ 弥生土器 ※１４．７ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線→波状文、頸部ナデ 密 ３．０�以下の

石英、１．０�以下
雲母少含

内外面 浅黄橙色 良好
埋土中 甕 △４．５ １／３ 内面 口縁部ナデ→ミガキ、頸部ケズリ

３
SI３ 弥生土器 ※１５．８ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線→上部ナデケシ、頸部ナデ→連

続刺突文 密 ２．０�以下の
石英・長石多含

外面 にぶい橙色
良好

埋土中 甕 △４．９５ １／８ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ 内面 橙色

４
SI４ 弥生土器 ※１３．４ 口縁部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ

密 １．０�以下の
石英を少含 内外面 にぶい黄橙色 良好

埋土中 甕 △５．９ １／２ 内面 口縁部ナデ、頸部ナデ→ミガキ、肩部ケズリ→
ミガキ

５
SI４ 弥生土器 ※１７．２ 坏部 外面 口縁部ナデ→ミガキ、下部ミガキ 密 １．０�以下の

石英・雲母少含 内外面 橙色 良好
埋土中 高坏 △４．３５ １／２ 内面 口縁部ナデ、下部ケズリ→ミガキ

６
SI５ 弥生土器 ※１９．１ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ、肩部貝殻腹縁連続

刺突文 密 ３．０�以下の
石英を多含

外面 にぶい黄橙～明褐色
良好

埋土中 甕 △６．３５ １／６ 内面 口縁部上半ナデ、下半ミガキ、頸部ケズリ→ミ
ガキ 内面 浅黄橙～橙色

７
SI５ 弥生土器 ※１５．６ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 ３．０�以下の

石英・長石多含
外面 にぶい黄褐色 やや

良好 外面煤付着
埋土中 甕 △４．５５ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ヘラケズリ 内面 にぶい黄橙色

８
SI５ 弥生土器 ※１５．４ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 ４．０�以下の

石英・長石多含
外面 にぶい褐色

良好 外面煤付着
埋土中 甕 △４．６ １／７ 内面 口縁部ミガキ、頸部ケズリ→ミガキ 内面 灰褐～褐灰色

９
SI５ 弥生土器 ※９．９ 口縁～胴部 外面 口縁部ヨコナデ、頸部～胴部上半ミガキ 密 ２．０�以下の

石英・長石多含
外面 黄橙～にぶい黄褐色

良好 外面煤付着
埋土中 壺 △６．１５ １／６ 内面 口縁～頸部ナデ、胴部ケズリ 内面 明黄褐～灰黄褐色

１０
SI５ 弥生土器 ― 肩部～胴部 外面 肩部多条沈線→一部ナデ、胴部ミガキ

密 ４．０�以下の
石英を多含

外面 橙～にぶい褐色
良好

１・３層 壺？ △１０．１ １／４ 内面 ケズリ 内面 にぶい黄橙～にぶい
黄褐色

１１
SI６ 弥生土器 ※１４．２ 口縁～頸部 外面 口縁部沈線、頸部ナデ 密 ０．５�大の砂

粒と石英多含 内外面 にぶい橙色 良好 口縁部外面赤彩
埋土中 甕 △４．８ １／８ 内面 口縁部ナデ、ミガキ、頸部ケズリ→ナデ

１２
SI８ 弥生土器 ※１４．６ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ、胴部ハケ

密 ０．１�大の砂
粒少含

外面 にぶい黄橙色
良好

埋土中 甕 △６．８ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部～胴部ケズリ 内面 にぶい黄橙色～明黄
褐色

１３
SI８ 弥生土器 ※１２．４ 口縁～頸部 外面 口縁部～頸部ナデ 密 １．０�以下の

石英を少量含
外面 浅黄橙色

良好
埋土中 甕 △３．９ １／８ 内面 口縁部ミガキ→ナデ、頸部ケズリ→ミガキ 内面 にぶい黄橙色

１４
SI８ 弥生土器 ※１２．０ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 １．０�以下の

石英・長石英含
外面 橙色

良好
埋土中 甕 △４．７ １／８ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ 内面 橙～黄橙色

１５
SI８ 弥生土器 ※１６．６ 口縁～頸部 外面 口縁部ナデ、肩部貝殻刺突文→ナデ 密 １．５�以下の

砂粒多含
外面 にぶい黄橙色

良好
埋土中 甕 △６．７ １／８ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ 内面 浅黄色

１６
SI１０ 弥生土器 ※１５．７ 口縁～胴部 外面

口縁部多状沈線→波状文→ナデ消し、頸部ナ
デ、頸部～胴部多条沈線、胴部ハケ目→ナデ→
ミガキ

密 ３．０�以下の
石英少含 外面 橙色～にぶい黄橙色 良好

３層 甕 △２８．９ ２／３ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、胴部ケズリ→ナデ

１７
SI１０ 弥生土器 ※１９．３ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線→ナデ消し、頸部ナデ、肩部貝

殻刺突文、胴部ハケ目→ミガキ 密 １．０�大の長
石・石英少含 内外面 浅黄橙色～にぶい黄

橙色 良好
埋土中 甕 △２８．９ １／２ 内面 口縁部ナデ・ミガキ、頸部～胴部ケズリ

１８
SI１０ 弥生土器 ― 頸～底部 外面 肩部多条沈線、波状文、胴部ミガキ 密 ４．０�以下の

石英少含
外面 橙色～にぶい黄橙色

良好 外面煤付着
床直 甕 △１６．９５ ３／４ 内面 頸部ナデ・ミガキ、胴部ケズリ 内面 浅黄橙色～黒褐色

１９
SI１０ 弥生土器 ※１３．０ 口縁～胴部 外面 口縁部多条平行沈線、頸部ナデ、頸部～肩部波

状文後ミガキ、胴部ハケ後ミガキ 密 ２．５�以下の
長石、石英少含 内外面 浅黄橙色～にぶい黄

橙色～橙色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △２１．８ ３／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ナデ後ユビオサエ、頸～胴部

ケズリ

２０
SI１０ 弥生土器 ※１６．６ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線→ナデ消し、頸部ナデ、肩部押

引沈線、胴部ミガキ、ハケ目 密 ４．０�以下の
石英多含 内外面 にぶい黄橙色～黒褐色 良好 外面煤付着

埋土中 甕 △２２．７ １／２ 内面 口縁部ナデ、ミガキ、頸部～胴部ケズリ

２１
SI１０ 弥生土器 ※１９．６ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線→波状文→ナデ、頸部ナデ、肩

部波状文、胴部ミガキ 密 １．０�前後の
長石・石英多含 内外面 にぶい黄橙色 良好 外面煤付着

埋土中 甕 △１９．７ １／２ 内面 口縁部ナデ、ミガキ、頸部ミガキ、胴部ケズリ

２２
SI１０ 弥生土器 ※１７．４ 口縁～胴部 外面 口縁部多条平行沈線→ナデ消し、頸部ナデ、肩

部波状文 密 ４．０�以下の
石英少含 内外面 浅黄色～黄灰色 良好

３層 甕 △１５．０ ４／５ 内面 口縁部ナデ、ミガキ、頸部～胴部ケズリ

２３
SI１０ 弥生土器 ※１５．０ 口縁～胴部 外面 口縁～頸部ナデ、胴部ミガキ、底部ナデ 密 ３．０�以下の

砂粒含
外面 にぶい黄橙色～橙色

良好 外面煤付着
床直 壺 ２８．０ ４／５ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、胴部ケズリ・ナデ 内面 橙色

２４
SI１０ 弥生土器 ※１７．８ 受部 外面 多条沈線→ナデ 密 ２．０�以下の

石英多含 内外面 明赤褐色 良好 内外面赤彩
埋土中 器台 △５．１ １／８ 内面 ミガキ

２５
SI１０ 弥生土器 ※１５．６ 脚部 外面 筒部ハケ→ミガキ、脚部沈線→ナデ 密 ３．０�以下の

石英多含 内外面 にぶい黄橙色 良好
埋土中 器台 △９．２ １／８ 内面 筒部ケズリ、脚部ナデ

２６
SI１０ 弥生土器 ※１５．１ 口縁～底部 外面 ミガキ 密 ５．０�以下の

礫、１．０�以下の
石英少含

外面 橙色～にぶい黄橙色
良好

７層 鉢 △６．９ １／２ 内面 ミガキ 内面 浅黄橙色

第５節 遺物包含層及び出土遺物
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表３１ 土器・土製品観察表（２）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

２７
SI１０ 弥生土器 ―

完存
外面 ハケメ→ナデ 密 １．０�以下の

石英少含 内外面 にぶい黄橙色 良好 最大長２．３�
最大厚０．４�１層 不明土製品 ― 内面 ハケメ→ナデ

２８
SI１１ 弥生土器 ※１７．４ 口縁～底部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ、肩部多条沈線→波

状文→多条沈線、胴部ミガキ 密 ５．０�以下の
石英少含 内外面 にぶい橙色～灰褐色 良好 内外面煤付着

埋土中 甕 △３０．１ １／２ 内面 口縁部ナデ、ミガキ、胴部～底部ケズリ

２９
SI１１ 弥生土器 ※１４．０ 口縁～底部 外面 口縁部多条沈線→ナデ、頸部ナデ、肩部刺突

文、胴部ハケメ→ナデ、底部ハケメ 密 ２．０�以下の
石英少量

外面 浅黄橙色～褐灰色
良好 内外面煤付着

埋土中 甕 △２１．０ ３／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ハケメ→ナデ、胴部～底部ケ
ズリ 内面 にぶい黄橙色～黒褐色

３０
SI１１ 弥生土器 ※１６．５ 口縁～胴部 外面 口縁部波状文→ナデ、肩部波状文→多条沈線→

波状文、胴部ハケ目→ミガキ 密 ３．０�以下の
石英含 内外面 にぶい黄橙色 良好 外面煤付着

埋土中 甕 △９．７ ３／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、肩部～胴部ケズリ

３１
SI１１ 弥生土器 ― 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・砂礫を少
含

内外面 淡黄色 良好
P２埋土中 甕 △５．７ １／６ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ

３２
SI１１ 弥生土器 ※１５．６ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線・ナデ、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

金雲母、輝石・礫
含

外面 黄橙色
良好 外面煤付着

埋土中 甕 △５．６ １／２ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ 内面 浅黄橙色

３３
SI１１ 弥生土器 ※１２．２ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線、頸部～肩部ナデ・多条沈線 密 ４．０�以下の

石英含 内外面 橙色 良好
埋土中 甕 △６．７５ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、肩部ケズリ

３４
SI１１ 弥生土器 ※１８．２ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線→ナデ消し、頸部ナデ、肩部刺

突文 密 ２．０�以下の
石英多含 内外面 橙色～にぶい黄橙色 良好

埋土中 甕 △７．２ １／６ 内面 口縁～頸部ナデ、頸～肩部ケズリ

３５
SI１１ 弥生土器 ※１６．０ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・砂粒含 内外面 橙色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △５．９ １／３ 内面 口縁～頸部上端ナデ、頸部下端ケズリ

３６
SI１１ 弥生土器 ※１９．６ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線→ナデ消し 密 ３．０�大の石

英含 内外面 にぶい黄橙色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △４．９ １／４ 内面 口縁部ナデ→ミガキ、頸部ミガキ→ケズリ

３７
SI１１ 弥生土器 ※１５．３ 口縁～肩部 外面 口縁部波状文→ナデ消し、頸部ナデ、肩部波状文 密 １．０�大の砂

粒含 内外面 灰白色～灰黄色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △５．７ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部～肩部ケズリ

３８
SI１１ 弥生土器 ※１４．７ 口縁～頸部 外面 口縁部ナデ 密 ２．５�大の砂

粒含 内外面 にぶい黄橙色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △５．５ ４／５ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ

３９
SI１１ 弥生土器 ※１６．０ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 １．０�以下の

石英含 内外面 にぶい黄橙色 良好
埋土中 甕 △４．７ １／２ 内面 口縁部ナデ→ミガキ、頸部ケズリ→ミガキ

４０
SI１１ 弥生土器 ※７．０ 胴～底部 外面 胴部ミガキ、底部ナデ 密 １．０�～５．０

�大の砂粒含
外面 にぶい褐色

良好 内面黒班有
埋土中 壺 △７．５ １／４ 内面 調整不明 内面 灰白色

４１
SI１１ 弥生土器 ※１５．９ 脚台部 外面 裾部多条沈線、脚台部ミガキ 密 １．０�大の砂

礫多含 内外面 灰黄褐色 良好
埋土中 台付壺 △７．５ ほぼ完存 内面 底部ケズリ→ナデ、脚台部ケズリ→ナデ

４２
SI１２ 弥生土器 ※１４．４ 口縁～胴部 外面 口縁部３条沈線、頸部ナデ、胴部ハケメ→ミガキ 密 ２．０�以下の

長石・石英を多
含

内外面 にぶい黄橙色 良好 内外面煤付着
P５埋土中 甕 △１３．３ ３／４ 内面 口縁～肩部ナデ、肩～胴部ケズリ

４３
SI１２ 弥生土器 ※１４．０ 口縁部 外面 口縁部凹線→鋸歯文、受部ミガキ 密 １．０�以下の

石英・長石微含 内外面 赤褐色 良好 内外面赤彩
１層 器台 △２．１ １／８ 内面 ミガキ→ナデ

４４
SI１２ 弥生土器 ※１２．４ 口縁部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ

密 ３．０�以下の
長石、雲母片少含 内外面 明赤褐色 良好

２層 器台？ △２．４ １／８ 内面 口縁～頸部ミガキ→ユビオサエ・ミガキ・ナデ

４５
SI１２ 弥生土器 ※１２．６ 口縁部 外面 口縁部凹線・ナデ、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石少含
外面 橙色

良好 内外面赤彩
埋土中 甕 △２．２ １／１４ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ 内面 橙色～浅黄色

４６
SI１２ 弥生土器 ※１２．４ 口縁～胴部 外面 口縁～胴部中位ナデ、胴部下半ケズリ

密 内外面 明褐色 良好 外面黒班有
３層 甕 △４．７ １／８ 内面 口縁～胴部中位ナデ・ユビオサエ、胴部ケズリ

４７
SI１２ 弥生土器 ※１８．２ 口縁部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石多含 内外面 明赤褐色 良好
内外面赤彩、
SI１１
№９３９と接合１層 壺 △２．５ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ハケ→ナデ

４８
SI１２ 弥生土器 ― 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ミガキ 密 ３．０�以下の

石英・長石多含 内外面 褐色 良好 頸部小円孔、内
外面赤彩痕２層 壺 △３．２ １／８ 内面 口縁～頸部ミガキ

４９
SI１２ 弥生土器 ※１５．４ 口縁部 外面 凹線・ナデ 密 ３．０�以下の

石英・長石多含
外面 浅黄橙色

良好
３層 甕 △２．４ １／８ 内面 ナデ 内面 浅黄橙色～橙色

５０
SI１２ 弥生土器 ※１４．８ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線→ナデ消し、頸部ナデ、肩部多

条沈線
密 ２．０�以下の
石英・長石多含、
１．０�以下の雲母
微含

外面 にぶい黄橙色
良好 外面煤付着

埋土中 甕 △４．８ ４／５ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、肩部以下ケズリ 内面 にぶい黄橙色～黄橙色

５１
SI１２ 弥生土器 ※１４．５ 口縁～頸部 外面 口縁部波状文→ナデ消し、頸部ナデ 密 ５．０�以下の

石英・長石多含 内外面 褐色 良好
内外面赤彩
赤色顔料
分析資料１層 甕 △４．７ １／８ 内面 口縁～頸部上半ナデ・ミガキ、頸部下半ケズリ

５２
SI１２ 弥生土器 ４．２

完存
外面 ナデ・ユビオサエ

密 ３．０�以下の
石英・長石多含 内外面 浅黄色 良好

１層 手づくね
土器 ２．８ 内面 ナデ・ユビオサエ

５３
SI１２ 縄文土器 ― 口縁部 外面 条痕 密 ２．０�以下の

石英・砂礫・輝
石・雲母少含

内外面 にぶい黄橙色 良好
埋土中 深鉢 △６．０ １／８ 内面 ナデ

５４
SI１３ 弥生土器 ※１４．４ 口縁～胴部 外面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ミガキ

密 ２．０�以下の
長石多含

外面 にぶい黄橙色～にぶ
い黄褐色

良好
埋土中 甕 △１３．５ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部～胴部中位ナデ・ユビオ

サエ、胴部中位以下ケズリ 内面 にぶい黄橙色

第３章 調査の成果と記録
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表３２ 土器・土製品観察表（３）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

５５
SI１３ 弥生土器 ※１４．４ 口縁～肩部 外面 口縁部４条凹線、頸部ナデ、頸部ミガキ、肩部

刺突文 密 １．０�以下の
長石多含 内外面 にぶい黄橙色 良好

埋土中 甕 △５．６ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ハケメ→ナデ、頸部下半ハケ
メ、肩部ケズリ

５６
SI１３ 弥生土器 ※１６．８ 口縁～肩部 外面 口縁部３条の凹線、頸部ナデ、肩部ハケメ→タ

タキ 密 １．０�以下雲
母・石英少含

外面 浅黄橙色～黄橙色
良好

埋土中 甕 △８．４ １／２ 内面 口縁部ナデ、頸部～肩部ハケメ 内面 浅黄橙色

５７
SI１３ 弥生土器 ― 坏部 外面 口縁部５条凹線、坏部ミガキ・ユビオサエ 密 １．０�以下の

長石・雲母少含
外面 赤色

良好 外面赤彩
埋土中 高坏 △３．２ １／４ 内面 口縁部ナデ、坏部ハケメ 内面 にぶい黄褐色

５８
SI１４ 弥生土器 ※１４．８ 口縁部 外面 口縁部多条沈線→ナデ消し、頸部ナデ 密 ３．０�以下の

砂粒・石英多含
外面 にぶい黄橙色～橙色

良好
埋土中 壺 △５．５ １／９ 内面 口縁～頸部上半ナデ・ミガキ、頸部下半ケズリ 内面 橙色

５９
SI１４ 弥生土器 ※１７．２ 口縁部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 ０．５�以下の

石英・砂粒含 内外面 にぶい黄橙色 良好
外面赤採、赤色
顔料
分析資料４層 甕 △２．７ １／１２ 内面 口縁部ミガキ、頸部ケズリ→ミガキ

６０
SI１４ 弥生土器 ※５．０ 胴～底部 外面 胴部下半ミガキ、底部ナデ 密 １．０�以下の

長石・雲母含 内外面 にぶい黄橙色～にぶ
い黄褐色 良好

埋土中 底部 △３．４ １／４ 内面 胴部下半～底部ケズリ→ナデ

６１
SI１５ 弥生土器 ※２２．５ 口縁～底部 外面

口縁部５条凹線、頸部貼付突帯→刺突→１条の
凹線、肩部ハケメ→刺突文、胴部～底部ミガ
キ、底面ナデ 密 ２．０�以下の

砂粒多含 内外面 浅黄橙色～橙色～に
ぶい褐色 良好

埋土中 甕 △４２．３ ５／６ 内面 口縁～頸部ナデ、頸部下半～体部中位ハケメ・
ナデ、胴部中位以下ケズリ・ナデ

６２
SI１５ 弥生土器 ※１９．３ 口縁～胴部 外面 口縁部４条凹線、頸部ナデ・指圧痕貼付突帯、

肩～胴部上半ハケメ、胴部下半ミガキ 密 ０．５�以下の
砂礫多含

外面 橙色
良好

埋土中 甕 △２１．６ ３／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部上半ハケメ、胴部下
半ケズリ 内面 にぶい黄橙色

６３
SI１５ 弥生土器 ※１８．６ 口縁～胴部 外面 口縁部５条凹線、頸部指頭圧痕貼付突帯、肩～

胴部ハケメ→ミガキ・刺突文 密 １．０�以下の
石英・長石多含 内外面 にぶい黄橙色 良好

埋土中 甕 △２１．１ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部上半ナデ→ユビオサ
エ、胴部下半ケズリ

６４
SI１５ 弥生土器 ※１１．２ 口縁～頸部 外面 口縁部４条凹線・ナデ、頸部ハケメ→ナデ 密 ４．０�以下の

長石少含
外面 浅黄橙色

良好 外面煤付着
埋土中 壺 △６．３ ３／４ 内面 口縁～頸部ナデ→ミガキ 内面 にぶい橙色

６５
SI１５ 弥生土器 １９．２ 口縁～肩部 外面 口縁部３条凹線、頸部上半ミガキ、頸部中位～

下半１０条凹線、肩部ミガキ・ハケメ 密 １．０�以下の
長石・石英多含 内外面 橙色 良好 内面黒班有

埋土中 壺 △１２．７ 完存 内面 口縁～頸部ナデ

６６
SI１５ 弥生土器 １７．２

完存
外面

口縁部３条の凹線、頸部上半～中位ナデ・ハケ
メ、中位圧痕文、下半多条沈線・圧痕文、肩部
ハケメ、胴部ミガキ、底部ナデ 密 ５．０�以下の

石英多含

外面 黄橙色～褐色
良好 外面黒班有

埋土中 壺 ４８．９ 内面 口縁部～頸部ナデ、肩部ハケメ→ナデ・オサ
エ、胴部ケズリ 内面 にぶい黄橙色～にぶ

い黄褐色

６７
SI１５ 弥生土器 ※７．５ 底部 外面 胴部ミガキ→ナデ・ユビオサエ、底部ナデ 密 １．０�以下の

長石・石英多含 内外面 にぶい黄橙色 良好 外面に成形時の
指圧痕有埋土中 甕 △１７．６ ３／４ 内面 胴部・底部ケズリ→ナデ、

６８
SI１５ 弥生土器 １５．０ 坏～脚部 外面

口唇部凹線・口縁部５条凹線、坏部ミガキ、筒
部ミガキ→７条・６条の沈線、脚部４条の凹
線・ナデ

密 １．０�以下の
石英・長石多含

外面 赤褐色
良好 外面煤付着、内

面黒班有
埋土中 高坏 １４．０ ３／４ 内面 受部ミガキ後ナデ、脚部ケズリ・脚端部ナデ 内面 橙色～にぶい橙色

６９
SI１７ 弥生土器 ※１６．８ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線、頸部上半ナデ、頸部下半多条

沈線、肩部ミガキ 密 ２．０�以下の
石英多含 内外面 橙色～赤色 良好 内外面赤彩

埋土中 壺 △１２．３ 完存 内面 口縁端部ナデ、口縁～頸部上半ハケメ→ナデ、
頸部下半～肩部ミガキ・ケズリ

７０
SI１７ 弥生土器 ― 胴部 外面 胴部ミガキ・刻目文 密 ２．０�以下の

長石多含
外面 浅黄橙色

良好 外面赤彩
埋土中 壺 △３．８ １／８ 内面 胴部ケズリ 内面 赤褐色

７１
SI１７ 弥生土器 ※１８．０ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線→ナデ消し、頸部ナデ 密 １．０�以下の

砂粒多含 内外面 にぶい黄橙色 良好
埋土中 甕 △４．２ １／３ 内面 口縁部ナデ・ユビオサエ、頸部ケズリ

７２
SI１７ 弥生土器 ※１５．９ 受部 外面 口縁部多条沈線・下半ミガキ 密 １．０�以下の

長石多含
外面 浅黄橙色

良好 外内面煤付着
埋土中 器台 △４．３ １／８ 内面 ミガキ 内面 にぶい橙色

７３
SI１８ 弥生土器 ※２７．８ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 １．５�以下の

砂粒含
外面 橙色～黒褐色

良好 内外面煤付着
３層 甕 △６．３ １／４ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半～肩部ケズリ 内面 明褐色～黒褐色

７４
SI１８ 弥生土器 ※１０．５ 口縁～頸部 外面 口縁～頸部ナデ 密 １．０�以下の

石英少含
外面 にぶい橙色～にぶい

褐色 良好
３層 甕 △３．５ １／８ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ 内面 にぶい黄橙色～橙色

７５
SI１８ 弥生土器 ※１３．８ 口縁～肩部 外面 口縁部２条凹線、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石少含
外面 赤褐色

良好 内外面赤彩
３層 甕 △４．７ １／７ 内面 口縁部ナデ、頸部～肩部ケズリ 内面 黄褐色～赤褐色

７６
SI１９ 弥生土器 ― 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 １．０�以下の

長石含
外面 黒褐色

良好 外面煤付着
埋土中 甕 △３．１ １／８ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ 内面 にぶい黄橙色

７７
SI２０ 弥生土器 ※１８．４ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線、頸～胴部中位ハケメ→ナデ、

中位以下不明 密 ２．０�以下の
石英・砂粒少含

外面 にぶい赤褐色
良好

P７埋土中 甕 △２０．４ ４／５ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ケズリ→ナデ 内面 明黄褐色

７８
SI２０ 弥生土器 ※１４．６ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線、頸～胴部上半ミガキ→貝殻刺

突文 密 ２．０�大の長
石含

外面 橙色～にぶい赤褐色
～明赤褐色

良好 内面煤付着
埋土中 甕 △１１．０ １／２ 内面 口縁部ナデ・ミガキ、頸部ミガキ、肩～胴部ケ

ズリ 内面 橙色～にぶい赤褐色

７９
SI２０ 弥生土器 ※２１．２ 口縁～胴部 外面 ナデ→ミガキ 密 ２．０�以下の

石英少含 内外面 橙色 良好
埋土中 鉢？ △７．１ １／４ 内面 ケズリ→ナデ

第５節 遺物包含層及び出土遺物
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表３３ 土器・土製品観察表（４）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

８０
SI２１ 弥生土器 ※１５．２ 口縁～底部 外面 口縁部２条凹線、頸部ナデ、肩部ハケメ→ナ

デ、胴部ミガキ→ナデ、底部ハケメ→ナデ 密 １．０�以下の
長石・石英少含 内外面 橙色 良好 外面煤付着

埋土中 甕 △２８．２ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部～胴部上半ケズリ→ナ
デ、体部下半ケズリ、底部オサエ

８１
SI２３ 弥生土器 １３．１

ほぼ完存
外面 受部３条凹線・ナデ、筒部３方向の方形穿孔・

ミガキ・ナデ、脚部ナデ・凹線 密 １．０�以下の
石英・雲母少含 内外面 橙色 良好 内外面赤彩

床直 器台 １１．９ 内面 受部ナデ、筒部上半ミガキ、筒部下半ナデ、脚
部ケズリ→ナデ

８２
SI２３ 弥生土器 ※１６．５ 口縁部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ 密 １．０�以下の

長石・雲母少含
外面 黄橙色

良好
検出面 甕 △３．４ １／８ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ 内面 にぶい黄橙色

８３
SI２３ 弥生土器 ※１２．６ 口縁部 外面 口縁部６条凹線、頸部ナデ・ハケメ 密 １．０�以下の

石英・長石少含 内外面 明黄褐色～浅黄色 良好
７層 甕 △３．４ １／８ 内面 口縁～頸部ナデ

８４
SI２３ 弥生土器 ※１１．２ 口縁～頸部 外面 口唇部凹線、口縁～頸部ハケメ 密 １．０�以下の

長石少含 内外面 にぶい黄橙色 良好 外面煤付着
１２層 直口壺 △５．２ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ

８５
SI２３ 弥生土器 ※１８．６ 口縁部 外面 口縁部多条沈線→ナデ、口縁部下半ナデ 密 ２．０�以下の

長石・石英・雲
母多含

内外面 にぶい黄褐色 良好
９層 甕 △４．３ １／８ 内面 口縁部ミガキ、頸部ケズリ→ミガキ

８６
SI２３ 弥生土器 ※１４．２ 口縁～頸部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ・ハケメ→凹線 密 ０．５�以下の

雲母・砂礫少含 内外面 浅黄色 良好
埋土中 壺 △４．６ １／８ 内面 口縁～頸部ナデ・ユビオサエ

８７
SI２４ 弥生土器 ※１３．６ 口縁部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英少含 内外面 橙色 良好
１層 甕 △３．６ １／４ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ

８８
SI２４ 弥生土器 ※１５．６ 口縁部 外面 口縁部沈線→ナデ、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石少含、
輝石・雲母多含

外面 にぶい黄橙色～橙色
良好

埋土中 甕 △２．８ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ→ナデ 内面 にぶい黄橙色

８９
SI２４ 弥生土器 ※１８．０ 口縁部 外面 口縁部２条凹線、頸部ナデ・ハケメ 密 ２．０�以下の

石英・赤色砂礫
多含

外面 橙色
良好

埋土中 甕 △３．７ １／８ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ 内面 にぶい橙色

９０
SI２４ 弥生土器 ※２２．７ 口縁部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・赤褐色砂
礫多含

内外面 にぶい橙色 良好
埋土中 甕 △３．５ １／４ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ

９１
SI２４ 弥生土器 ※１２．８ 口縁部 外面 口縁部３条凹線、端部刻目文、頸部ナデ・ミガキ 密 ２．０�以下の

石英・長石少含
外面 にぶい褐色～褐色

良好 外面赤彩
埋土中 甕 △２．８ １／４ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ 内面 にぶい赤褐色

９２
SI２４ 縄文土器 ― 胴部？ 外面 Ｄ字押引刺突文、ナデ 密 ２．０�以下の

石英多含
外面 にぶい黄褐色 やや

良埋土中 深鉢 △４．１ １／８ 内面 ナデ 内面 明褐色

９３
SI２４ 土製品 ４．０５

完存 外面 手づくね、オサエ、ミガキ
密 ２．０�以下の
長石・石英少含、
輝石多含

外面 にぶい黄橙色 良 径０．６�の小円
孔を穿つ埋土中 土玉 ４．３

９４
SI２５ 弥生土器 ※１６．６ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ、肩部ナデ→刺突文 密 ３．０�以下の

石英・雲母少含 内外面 浅黄色 良好
１層 甕 △７．０ １／８ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ケズリ

９５
SI２５ 弥生土器 ※１０．９ 口縁部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 １．０�以下の

砂礫含
外面 赤褐色～橙色

良好 内外面煤付着・
赤彩埋土中 甕 △３．３ １／８ 内面 口縁部ミガキ、頸部ケズリ 内面 橙色

９６
SI２５ 弥生土器 ※１２．８ 受部 外面 口縁部多条沈線、口縁部下半ナデ 密 ２．０�以下の

長石・石英少含
外面 黄橙色

良好 内外面赤彩
３層 器台 △４．１ ３／４ 内面 口縁部ミガキ→ナデ 内面 黄橙色～橙色

９７
SI２５ 弥生土器 ※１６．０ 口縁部 外面 口縁部刺突文・ナデ 密 １�以下の

砂粒小含 内外面 浅黄橙色 良好
埋土中 不明 △３．５ １／４ 内面 ヨコナデ

９８
SI２７ 弥生土器 ※１４．４ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ、胴部ハケメ、貝殻

刺突文 密 ２．０�以下の
石英多含 内外面 明黄褐色 良好 外面煤付着

埋土中 甕 △１１．６ ３／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ・ユビオサエ、胴部ケ
ズリ

９９
SI２７ 弥生土器 ※１４．８ 口縁～肩部 外面 口縁部２条凹線、胴部ハケメ→ナデ 密 ２．０�以下の

石英多含 内外面 にぶい褐色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △７．５ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、頸部下半～ケズリ

１００
SI２７ 弥生土器 ※１９．２ 口縁～肩部 外面 口縁部４条凹線、頸部ハケメ→ナデ 密 ４．０�以下の

石英多含 内外面 橙色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △５．９ １／４ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ

１０１
SI２７ 弥生土器 ※１４．９ 口縁部 外面 口縁～頸部ナデ 密 １．０�以下の

石英少含 内外面 明黄褐色 良好
埋土中 甕 △３．７ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ

１０２
SI２７ 弥生土器 ※１４．２ 口縁～頸部 外面 口縁部ナデ、頸部ハケメ 密 ２．０�以下の

石英・長石多含 内外面 明黄褐色 良好
埋土中 壺 △７．８ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ

１０３
SI３０ 弥生土器 ※１４．４ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ、肩部刺突文、胴部

ミガキ→ナデ 密 ２．０�以下の
砂粒多含 内外面 にぶい赤褐色～明赤

褐色 良好
埋土中 甕 △１７．０ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、頸部下半～胴部ケズリ

１０４
SI３０ 弥生土器 ※１１．９ 口縁～底部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ、頸部～胴部多条沈

線・貝殻刺突文、胴部ミガキ・底部ナデ 密 ２．０�以下の
石英少含 内外面 橙色～にぶい黄褐色 良好 口縁部下端に２

対２方の小円孔
埋土中 甕 △１１．５ １／２ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、肩部ケズリ、胴部ケ

ズリ→ナデ

１０５
SS１ 弥生土器 ※１２．４ 脚部 外面 脚台部平行沈線 密 １．０�～２．０

�大の長石、石
英、砂粒を含

外面 明赤褐色
良好 外面赤彩痕

埋土中 台付壺 △３．９ １／２ 内面 脚台部ケズリ→ナデ 内面 にぶい黄橙色

１０６
SS２ 弥生土器 ※１６．４ 口縁～胴部 外面 口縁部２条凹線、頸部ナデ、肩部ハケ目 密 １．０�以下の

石英・長石含
外面 にぶい黄褐色

良好
埋土中 甕 △６．３ １／２ 内面 口縁部ナデ、肩部ハケ目 内面 にぶい黄橙色

第３章 調査の成果と記録
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表３４ 土器・土製品観察表（５）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

１０７
SS２ 弥生土器 ※１２．０ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ、肩部ハケ目 密 １．０�以下の

石英・長石・輝
石含

内外面 浅黄色 良好
埋土中 甕 △６．０ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケ目

１０８
SS２ 弥生土器 ― 胴～脚部 外面 胴部ハケ目後ミガキ、脚部沈線 密 ３．０�以下の

石英・長石多含、
２．０�以下の輝石
微含

外面 褐色
良好 外面赤彩痕

埋土中 台付壺 △９．９ １／５ 内面 胴部ハケ目、脚部シボリ目 内面 浅黄色

１０９
SS２ 弥生土器 ※１５．６ 脚部 外面 胴部ナデ→沈線 密 １�以下の

石英・長石を多
含

外面 明赤褐色～灰黄褐色
良好

埋土中 台付壺 △９．２ １／２ 内面 上半部シボリ目・ナデ、下半部ケズリ、端部ナデ 内面 にぶい黄褐色

１１０
SS２ 弥生土器 ※８．５ 脚部 外面 底部ミガキ、脚部ナデ 密 １．０�以下の

長石・石英多含 内外面 橙色～にぶい橙色 良好
埋土中 台付壺？ △４．８ １／４ 内面 底部～脚部ナデ

１１１
SS３ 弥生土器 ※１６．０ 口縁～底部 外面 口縁～肩部ナデ、胴部ミガキ、底部ナデ 密 ３．０�以下の

石英・砂粒多含
外面 淡黄橙色～にぶい橙色

良好 外面煤付着
埋土中 甕 △２７．７ １／３ 内面 口縁～肩部ナデ、胴部ケズリ→ナデ 内面 橙色

１１２
SS３ 弥生土器 ※１４．０ 口縁～胴部 外面 口縁部ナデ、頸～肩部ハケメ→ナデ、胴部ハケ

メ→ミガキ 密 ２．０�以下の
石英少含 内外面 浅黄色 良好

埋土中 甕 △１１．８ ３／４ 内面 口縁部ミガキ、頸～肩部ナデ、胴部ケズリ→ナデ

１１３
SS３ 弥生土器 ※１６．２ 口縁部 外面 口縁部多条沈線、頸～肩部ナデ 密 １．０�大の長

石・石英多含 内外面 にぶい黄橙色 良好
埋土中 甕 △５．４ ３／８ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ケズリ→ナデ

１１４
SS３ 弥生土器 ※１５．６ 口縁～肩部 外面 口縁部３条凹線、頸～肩部ハケメ 密 １．０�以下の

砂粒多含 内外面 にぶい黄橙色 良好
埋土中 甕 △４．６ ３／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ケズリ

１１５
SS４ 弥生土器 ※１６．８ 口縁～頸部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石少含
外面 橙色～にぶい橙色

良好 外面煤付着
埋土中 甕 △３．７ １／８ 内面 口縁～頸部ナデ 内面 橙色

１１６
SS４ 弥生土器 ※１４．０ 口縁～胴上半 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ、肩部ハケメ 密 ２．０�以下の

石英少含 内外面 にぶい黄橙色～褐灰色 良好
埋土中 甕 △５．７ １／８ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケメ→ナデ

１１７
SS４ 弥生土器 ※１９．８ 口縁部 外面 口縁部３条凹線・ナデ、頸部５条凹線 密 ２．０�以下の

石英、輝石少含 内外面 にぶい黄橙色 良好
埋土中 脚付壺 △６．３ １／２ 内面 口縁部ナデ、頸部ハケメ→ナデ

１１８
SB４ 弥生土器 ※１２．６ 口縁部 外面 多条沈線 密 ０．５～２．０�

大の砂粒多含 内外面 にぶい黄橙色 良好
P１埋土中 甕 △３．０ １／４ 内面 ナデ

１１９
SK４ 弥生土器 ※１６．０ 口縁部 外面 多条沈線→ナデ消し 密 ２．０�以下の

石英多含 内外面 橙色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △４．９ １／４ 内面 ナデ・頸部ケズリ

１２０
SK５ 弥生土器 ※１４．３ 口縁部 外面 ４条凹線 密 １．０�以下の

砂粒少含 内外面 浅黄橙色～褐灰色 良好 黒班有？
埋土中 甕 △２．０ １／４ 内面 ナデ

１２１
SK６ 弥生土器 ※１６．６ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸～胴部中位ハケメ→ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石多含
外面 橙色～褐灰色

良好 外面煤付着
埋土中 甕 △９．３ １／２ 内面 胴部ユビオサエ 内面 にぶい黄橙色

１２２
SK６ 弥生土器 ※１６．６ 口縁～肩部 外面 口縁部４条凹線、頸部～胴部中位ハケメ→ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石少含、
１．０�以下の輝石
微含

内外面 浅黄橙色 良好 １２３と同一個体
埋土中 甕 △６．８ １／２ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半～肩部ケズリ→

ナデ・オサエ

１２３
SK６ 弥生土器 ※６．０ 胴～底部 外面 胴部ミガキ、底部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石、輝石
多含

外面 橙色～褐灰色
良好 外面煤付着

埋土中 甕 △８．１ 完存 内面 胴部ケズリ、底部ケズリ→ナデ 内面 にぶい黄橙色

１２４
SK７ 弥生土器 ※１４．０ 口縁～肩部 外面 口縁部４条凹線、頸～胴部中位ハケメ→ナデ 密 １．０�以下の

長石・輝石少含 内外面 浅黄色 良好 内面黒班有
６層 甕 △５．０ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケメ→ナデ

１２５
SK９ 弥生土器 ※１６．８ 口縁部 外面 ３条凹線、ナデ 密 １．０�以下の

砂粒含 内外面 にぶい黄橙色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △１．９ １／４ 内面 ナデ

１２６
SK１０ 弥生土器 ※２３．８ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線→ナデケシ、頸部ナデ、肩部多

条沈線 密 ３．０�以下の
石英・長石多含

外面 浅黄橙色
良好

埋土中 甕 △９．４ １／４ 内面 口縁部ナデ、口縁下半ミガキ→ナデ、頸部ケズ
リ→ミガキ→ナデ、肩部ケズリ 内面 淡黄色

１２７
SK１０ 弥生土器 ※１４．３ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 ３．０�以下の

石英・長石多含 内外面 橙色 良好
埋土中 甕 △５．４ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ

１２８
SK１０ 弥生土器 ※１４．８ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ、肩部波状文 密 ３．０�以下の

石英・長石多含
外面 にぶい橙色

良好 外面煤付着
埋土中 甕 △７．０ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ケズリ 内面 橙色～褐灰色

１２９
SK１４ 弥生土器 ※９．８ 口縁～底部 外面 口縁～頸部ナデ、肩～底部ハケメ→ナデ 密 ６．０�以下の

白色砂粒多含 内外面 黒褐色 良好 外面赤彩
埋土中 壺 △８．５ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～底部ケズリ→ナデ

１３０
SK１４ 弥生土器 ※１３．０ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸部～胴部中位ハケメ→ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石多含
外面 にぶい黄色～灰黄褐色

良好 外面煤付着
埋土中 甕 △８．９ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、胴部ケズリ 内面 にぶい黄色～浅黄色

１３１
SK１４ 弥生土器 ※１４．０ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸部～胴部中位ハケメ→ナ

デ、肩部刺突文 密 ２．０�以下の
石英多含

外面 にぶい黄橙色～褐灰色
良好 内面黒班有

煤付着
埋土中 甕 △６．９ ３／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ナデ→ハケメ、肩部ケズリ 内面 灰黄褐色～黒色～に

ぶい黄橙色

１３２
SK１４ 弥生土器 １３．８ 口縁～底部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ、肩～底部ミガキ

密 ３．０�以下の
長石多含 内外面 橙色 良好 外面煤付着

埋土中 甕 １５．３ 完存 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、肩～胴部ケズリ、胴
部下半～底部ケズリ→ミガキ

１３３
SK１４ 弥生土器 １３．２

完存
外面 口縁部２条凹線、頸部ハケメ→ナデ、肩～底部

ハケメ→ナデ、肩部刺突文 密 １．０�大の砂
粒多含

外面 橙色～にぶい黄橙色
良好 外面煤付着

被熱痕有
埋土中 甕 １６．４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～底部ケズリ 内面 にぶい黄橙色～灰黄

褐色

第５節 遺物包含層及び出土遺物
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表３５ 土器・土製品観察表（６）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

１３４
SK１４ 弥生土器 ※１２．６ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸部～胴部下半底部ハケメ、

肩部刺突文 密 １．５�大の長
石・砂粒多含

外面 明黄褐色～にぶい黄
橙色

良好
埋土中 甕 △１４．０ ３／４ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ケズリ→ユビオサエ・ナ

デ、胴部ケズリ→ミガキ 内面 明黄褐色

１３５
SK１４ 弥生土器 ※１６．６ 口縁～同部 外面 口縁部３条凹線、頸～肩部ナデ、肩部刺突文、

胴部ハケメ→ミガキ
密 ６．０�大の砂
粒、３．０�以下の
石英多含

内外面 浅黄橙色～黒褐色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △２０．０ ４／５ 内面 口縁部ナデ、頸部～胴部下半ナデ

１３６
SK１４ 弥生土器 ※６．２ 胴～底部 外面 胴部ハケメ、底部工具痕 密 ２．０�以下の

石英・砂粒多含
内外面 浅黄橙色～黒褐色 良好 外面煤付着

埋土中 甕 △１７．１ ４／５ 内面 胴～底部ケズリ

１３７

SK１４ 弥生土器 ※９．３ 口縁～胴部 外面 ナデ
密 １．０�大の砂
粒微含、２．０�大
の長石多含、４．０
�大の長石微含、
１．０�大の石英少
含

内外面 にぶい黄褐色 良好

埋土中 甕 △６．４ １／２ 内面 口縁部ナデ、頸～胴部ナデ

１３８
SK１４ 弥生土器 ※９．１ 口縁～胴部 外面 口縁部２条凹線、頸部ナデ、肩～胴部ナデ→ミ

ガキ→キザミ→ナデ 密 ２．０�以下の
石英・赤色砂粒
含

内外面 にぶい黄褐色 良好
埋土中 甕 △５．４ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ→ナデ、肩～胴部ケズ

リ→ミガキ

１３９
SK１４ 弥生土器 ※１５．０ 口縁～肩部 外面 口縁部３条凹線、頸部～肩部上半ハケメ→刺突

文→ナデ 密 ２．０�以下の
石英少含 内外面 橙色～褐灰色 良好

埋土中 甕 △７．３ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ→ナデ、肩～胴部ケズリ

１４０
SK１４ 弥生土器 ※１７．８ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ、肩～胴部ハケメ→

ナデ 密 ２．０�以下の
石英多含

外面 にぶい黄橙色～褐灰色
良好 黒班有

埋土中 甕 △１１．７ ３／４ 内面 口縁部ナデ、頸～胴部ケズリ 内面 浅黄橙色～褐灰色

１４１
SK１４ 弥生土器 １５．８

完存
外面 口縁部ナデ、頸～肩部ハケメ→ナデ、胴部ミガキ

密 １．０�大の長
石・砂粒多含

外面 浅黄橙色
良好 外面煤付着

埋土中 甕 ２７．９ 内面 口縁～肩部ナデ・ユビオサエ、胴～底部ケズリ
→ナデ 内面 にぶい黄橙色

１４２
SK１４ 弥生土器 ※１５．０ 口縁～胴部 外面 口縁部ナデ、頸～肩部ハケメ→ナデ、胴部ミガキ

密 ２．０�以下の
石英・長石多含 内外面 にぶい黄橙色 良好

埋土中 甕 △１４．３ ３／４ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ハケメ→ナデ・ユビオサ
エ、胴部ケズリ→ナデ

１４３
SK１４ 弥生土器 ※１５．４ 口縁～胴部 外面 口縁部ナデ、頸部ハケメ→ナデ、肩部ハケメ→

刺突文、胴部ミガキ 密 ２．０�以下の
石英・長石多含

外面 橙色
良好 外面煤付着

埋土中 甕 △１９．２ ３／４ 内面 口縁～肩部ナデ・ユビオサエ、胴部ケズリ→ナ
デ 内面 浅黄橙色

１４４
SK１４ 弥生土器 ※１４．６ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ・多条凹線、肩部刺

突文、胴部ハケメ→ナデ 密 ３．０�以下の
石英少含

外面 浅黄橙色～橙色
良好 被熱痕有？

３層 壺 △１２．１ ４／５ 内面 口縁部～肩部ナデ・オサエ、胴部ケズリ 内面 浅黄橙色～橙色

１４５
SK１４ 弥生土器 ２１．１

完存
外面 口唇部３条凹線、口縁部ナデ、坏～脚部ミガ

キ、脚端部ナデ
密 １．０�大の白
色・赤褐色砂粒
多含

内外面 橙色 良好 二次被熱痕
埋土中 高坏 １４．３ 内面 杯部ナデ、脚部ケズリ→ナデ

１４６
SK１４

土玉
―

完存 外面 ナデ・ミガキ 密 ０．５�以下の
砂粒含 外面 にぶい黄橙色 良好 最大長２．２�

最大厚２．２�埋土中 ―

１４７
SK１４ 弥生土器 ※１５．０ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ、肩部～胴部上半ハ

ケメ、胴部下半ミガキ 密 １．０�大の長
石・石英少含

外面 にぶい黄橙色
良好

埋土中 甕 △２９．７ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケメ、胴部上半ハケメ
→ユビオサエ、胴部ケズリ→ナデ 内面 にぶい黄橙色～橙色

１４８
SK１４ 弥生土器 １３．３

完存
外面 口縁部３条凹縁、頸部ハケメ→ナデ、肩部ハケ

メ、胴部ハケメ→ミガキ、底部ナデ 密 ０．５�以下の
砂粒少含

外面 にぶい黄橙色～にぶ
い橙色 良好 外面煤付着

埋土中 甕 １４．９ 内面 口縁～肩部ナデ、胴～底部ケズリ→ナデ 内面 橙色～浅黄色

１４９
SK１４ 弥生土器 ※１３．０ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ、肩部タタキ→ナ

デ？、胴部タタキ→ミガキ 密 ２．０�以下の
石英少含 内外面 橙色～黒褐色 良好 外面煤付着

埋土中 甕 △１７．６ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部～胴部上半ハケメ→ナ
デ・ユビオサエ、胴部下半ケズリ→ナデ

１５０
SK１４ 弥生土器 ※１３．０ 口縁～胴部 外面 口縁部４条凹線、頸部ナデ、肩～胴部ハケメ→

ミガキ 密 ２．０�以下の
石英・砂粒少含

外面 浅黄橙色～褐色
良好 外面煤付着

埋土中 甕 △１９．７ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部～胴部中位ハケメ→ミガ
キ、胴部下半ケズリ→ミガキ 内面 浅黄橙色～褐灰色

１５１
SK１４ 弥生土器 ※２．８ 口縁～底部 外面 口縁～胴部ミガキ、底部ナデ

密 １．０�以下の
砂粒含

外面 赤色
良好 外面赤彩

床直 手づくね
土器 △４．４ １／４ 内面 ナデ・オサエ 内面 褐灰色

１５２
SK１４ 縄文土器 ― 口縁部 外面 粗いナデ やや密 １．０�以

下の砂粒少含
外面 にぶい黄色

良好
埋土中 深鉢 △３．７ １／４ 内面 ナデ 内面 浅黄色

１５３
SK１４ 弥生土器 ※１７．２ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、肩～胴部ミガキ

密 ２．０�以下の
石英・砂粒少含 内外面 褐色 良好

埋土中 甕 △１５．２ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ハケメ→ナデ・オサ
エ

１５４
SK１４ 弥生土器 ※１７．８ 口縁～胴部 外面 口縁部４条凹線、頸部～胴部中位ナデ、ハケメ

→ナデ 密 ２．０�以下の
石英・砂粒少含

外面 にぶい黄橙色
良好 内面煤付着

埋土中 甕 △１７．０ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ハケメ→ナデ、肩部下半
～胴部上半ハケメ、胴部下半ケズリ 内面 橙色～にぶい黄橙色

１５５

SK１４ 弥生土器 １８．６

ほぼ完存

外面 口縁部１条凹線、頸部ハケメ→下半４条凹線、肩
部ハケメ、胴部ハケメ→ミガキ、底部ナデ

密 １．０�大の砂
粒少含

外面 にぶい黄橙色～黒褐色

良好 外面黒班有
埋土中 壺 ４９．４ 内面

口縁部～頸部中位ナデ、頸部下半～肩部ハケメ
→ナデ・ユビオサエ、胴部ケズリ→ナデ、底部
ケズリ→ナデ

内面 にぶい黄橙色

１５６

SK１４ 弥生土器 ２２．９

ほぼ完存

外面 口縁部４条凹線、頸部ハケメ→下半８条凹線、
肩～胴部ハケメ、胴部下半ミガキ

密 １．０�以下の
石英・長石多含 内外面 橙色 良好 内面剥離痕跡・

外面黒班・赤彩
埋土中 壺 ４７．８ 内面

口縁部～頸部上半ナデ、頸部下半～肩部上半ハ
ケメ→ナデ・ユビオサエ、肩部下半ケズリ→ナ
デ、胴部ハケメ→ケズリ→ナデ

１５７
SK１８ 弥生土器 ※１７．４ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ミガキ→ナデ 密 ２．０�以下の

石英少含
外面 にぶい黄橙色

良好 外面煤付着
埋土中 壺 △６．２ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、頸部下半ケズリ 内面 浅黄橙色

１５８
SK１８ 弥生土器 ※１３．０ 口縁～頸部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ 密 １．０�大の砂

粒含 内外面 浅黄橙色 良好
埋土中 甕 △３．６ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部下半ケズリ

第３章 調査の成果と記録
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表３６ 土器・土製品観察表（７）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

１５９
SK１９ 弥生土器 ※１４．５ 口縁～胴部 外面 口縁部凹線、頸部～胴部上半ハケ→ナデ、胴部

ミガキ 密 ２．０�以下の
石英少含

外面 橙色～にぶい橙色
良好

埋土中 甕 △２０．３ ４／５ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部～胴部上半ハケ→ナデ、
胴部ケズリ→ナデ 内面 橙色

１６０
SK１９ 弥生土器 ※１１．８ 口縁～胴部 外面 口縁部２条凹線、頸部ナデ、肩～胴部ハケメ→

ナデ 密 ２．０�以下の
石英・長石少含

外面 橙色
良好 外面煤付着

埋土中 甕 △７．１ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、胴部ナデ・オサエ 内面 黄橙色

１６１
SK２０ 弥生土器 １８．８ 口縁～肩部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ後刺突文、頸～肩部

ハケ後刺突文 密 ２．０�以下の
石英多含

外面 にぶい黄橙色～橙色
良好

埋土中 甕 △９．６cm ４／５ 内面 口縁～頸部ナデ一部ユビオサエ、頸～肩部ハケ
後ナデ一部ユビオサエ 内面 にぶい黄橙色～橙色

～にぶい赤褐色

１６２
SK２０ 弥生土器 ― 胴～底部 外面 胴～底部ハケ後ミガキ、底面ナデ 密 ２．０�以下の

石英多含 内外面 にぶい黄橙色～橙色 良好 内面煤付着
３・４層 甕 △２３．６ ４／５ 内面 胴～底部ケズリ→ハケ目、底部ナデ→ハケメ

１６３
SK２０ 弥生土器 ― 頸～底部 外面 頸部３条凹線、頸～胴部ハケ後ミガキ 密 １．０�大の石

英・長石小含 内外面 橙色 良好 外面煤付着、胴
部黒班あり埋土中 壺 ※３５．９ ３／４ 内面 頸部ハケ後ナデ、胴部以下ケズリ後ナデ

１６４
SK２０ 弥生土器 １４．１

完存
外面 口縁部３条凹線、頸部ハケ後６条凹線、頸～肩

部ハケ目、胴～底部ミガキ 密 １．０�大の長
石・石英・輝石
小含

外面 黄橙色
良好 外面赤彩

埋土中 壺 １８．４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケ目、胴～底部ケズリ
一部オサエ 内面 にぶい黄橙～黒褐色

１６５

SK２０ 弥生土器 ２３．４

完存

外面 口縁部３条凹線、頸部ハケ後一部５条凹線、頸
～胴部タタキ後ハケ、胴～底部タタキ後ミガキ

密 １．０�大の長
石・砂粒小含 内外面 橙色～にぶい黄橙色 良好 外面煤付着

埋土中 壺 ５１．４ 内面
口縁部ナデ、頸部ナデ・ユビオサエ後ミガキ、
頸～肩部ハケ→ユビオサエ、肩部ケズリ→ナデ
胴～底部ケズリ

１６６
SK２０ 弥生土器 １９．６

ほぼ完存
外面 口縁部２条凹線、坏部ハケ後ミガキ、脚部面取

り後ハケ目、脚裾部４条凹線、裾部ナデ 密 ２．０�以下の
砂粒多含

外面 にぶい黄橙色
良好 脚部外面縦方向

の線刻あり
埋土中 高坏 ２１．７ 内面 口縁部ナデ、杯部ハケ後ミガキ・ナデ、脚～裾

部ケズリ後ナデ 内面 にぶい黄橙色

１６７
SK２０ 弥生土器 １３．３５

完存
外面 口縁部４条凹線、胴～底部ハケ、底面ハケ

密 ４�以下の
白色砂粒含

外面 浅黄橙色～にぶい黄
橙～褐灰色

良好
外面煤付着、黒
班あり
口縁部に２個一
対の紐とじ孔埋土中 鉢 １１．３ 内面 口縁～肩部ナデ、胴部ケズリ後ナデ、底部ナデ 内面 浅黄橙色～にぶい黄

橙～褐灰色

１６８
SK２０ 弥生土器 １０．２

ほぼ完存
外面 口縁部ナデ、頸～底部ミガキ、底面ナデ

密 １．５�以下の
長石・石英小含

外面 浅黄橙色～橙色～灰
褐色

良好
内外面煤付着
外面黒班あり
口縁部に２個一
対の紐とじ孔埋土中 短頸壺 ５．３ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ハケ後ユビオサエ・ナ

デ、胴部ケズリ、底部ユビオサエ・ナデ 内面 灰褐色～黒褐色

１６９
SK２０ 弥生土器 １８

完存
外面 口縁部３条凹線、杯部ハケ、脚部ハケ後多条沈

線、脚部穿孔後ハケ、裾部ナデ 密 ２．０�以下の
白色砂粒小含

外面 浅黄橙色～灰黄褐色
～橙色

良好
外面煤付着
脚部外面と杯部
内面に黒班あり床直 高坏 １６．９ 内面 口縁部ナデ、坏部ミガキ、脚部シボリ、脚部下

半～裾部ケズリ 内面 にぶい黄橙色～灰黄
褐色～橙色

１７０
SK２０ 土製品 幅４．３

完存 外面 ユビオサエを主とし、複数の粘土塊を１個に握
り整形して焼成 密 外面 橙色～明褐色 良好 赤彩痕有

埋土中 粘土塊 長４．６

１７１
SK２０ 土製品 幅４．２

完存 外面 ナデ・ユビオサエ 密 外面 橙色～にぶい褐色～
黒色 良好 裏面黒班あり

埋土中 粘土塊 長４．２

１７２
SK２０ 土製品 幅３．９

完存 外面 ナデ・ユビオサエ 密 外面 橙色～明褐色 良好 黒班、
赤彩痕あり埋土中 粘土塊 長４．１

１７３
SK２０ 土製品 幅３．９

完存 外面 ナデ・ユビオサエ 密 外面 橙色～にぶい黄橙色 良好
埋土中 粘土塊 長３．８

１７４
SK２０ 土製品 幅４．９

完存 外面 ナデ・ユビオサエ 密 外面 橙色～灰褐色 良好
埋土中 粘土塊 長４．３

１７５
SK２０ 土製品 幅３．５

完存 外面 ナデ・ユビオサエ 密 外面 橙色～にぶい黄橙色 良好 裏面一部剥離
埋土中 粘土塊 長３．７

１７６
SK２０ 土製品 幅３．４

完存 外面 ナデ・ユビオサエ 密 外面 赤褐色 良好 全面赤彩痕あり
埋土中 粘土塊 長３．８

１７７
SK２０ 土製品 幅２．９

完存 外面 ナデ・ユビオサエ 密 外面 橙色～褐灰色～黒色 良好 煤付着
裏面黒班あり埋土中 粘土塊 長２．６

１７８
SK２１ 弥生土器 ※１２．８ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線 密 ３．０�大の石

英微含、１．０�大
の石英・長石含

外面 にぶい黄橙色
良好 外面煤付着

１層 甕 △１０．４ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸～胴部ナデ・オサエ 内面 明黄褐色

１７９
SK２３ 弥生土器 ※１６．６ 口縁～頸部 外面 口縁部ナデ、頸部ナデ 密 １．０�以下の

長石・石英少含 内外面 橙色～黒色 良好 黒班有
１層 甕 △２．８ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ

１８０
SK２４ 弥生土器 ※１７．８ 口縁～胴部 外面 口縁部多条凹線、頸部ナデ、肩部～胴部中位ハ

ケ 密 ２．０�以下の
砂粒含

外面 浅黄橙色～明赤褐色
良好 外面煤付着

１層 甕 △３３．９ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部～胴部上半ハケ→ミガキ、胴
部中位～下半ケズリ 内面 にぶい黄橙色～明赤

褐色

１８１
SK２４ 弥生土器 ※１５．４ 口縁～肩部 外面 口縁部４条凹線、頸部ナデ、肩部ハケメ 密 １．０�以下の

砂粒含
外面 にぶい黄橙色～橙色

良好
１層 甕 △５．３ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケ 内面 にぶい黄橙色

１８２
SK２４ 弥生土器 ※１４．４ 口縁～肩部 外面 口縁部３条凹線→刻目、頸～肩部ナデ 密 １．０�以下の

砂粒含 内外面 にぶい赤褐色 良好 外面煤付着
１層 甕 △５．８ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケ→ナデ・ユビオサエ

１８３
SK２４ 弥生土器 ※１１．０ 口縁～胴部 外面 口縁部凹線、ナデ、頸部ミガキ、肩部～胴部上

半ハケ→ミガキ、胴部下半ミガキ 密 １．０�以下の
雲母・砂粒少含

外面 赤色
良好 外面煤付着

１層 甕 △９．６ １／２ 内面 口縁部ナデ、頸部ハケ→ミガキ、肩部～胴部中
位ハケ→ユビオサエ、胴部下半ケズリ 内面 灰褐色

第５節 遺物包含層及び出土遺物

２０７



表３７ 土器・土製品観察表（８）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

１８４
SK２４ 弥生土器 ※２１．１ 口縁～胴部 外面 口縁部７条の凹線、肩部貼り付け突帯、胴部ハ

ケ→ミガキ 密 １．５�以下の
長石・石英少含

外面 赤色
良好 外面赤彩

１層 脚付壺 △２１．６ １／４ 内面 口縁端部３条の凹線、口縁部～肩部ナデ、胴部
ハケ→ユビオサエ 内面 黄橙色～褐灰色

１８５
SK２４ 弥生土器 ― 脚台部 外面 上半部ハケ→ナデ、中位～下半部１０条の凹線、

端部ナデ 密 ２．０�以下の
長石・石英少含

外面 赤色
良好 外面赤彩

底部径２２．２�
１層 脚付壺 △８．４ ４／５ 内面 ケズリ 内面 褐灰色～黒褐色

１８６
SK２４ 弥生土器 ※１７．２ 口縁～頸部 外面

口縁部３条の凹線→キザミメ、口縁部下端部ナ
デケシ→１条の凹線、頸部上半ハケ→ミガキ、
下半３条以上の凹線 密 １．５�以下の

長石少含

外面 にぶい橙色～橙色
良好

１層 壺 △５．５ １／２ 内面 口縁部上端波状文、端部打ち欠き、頸部ナデ→
ユビオサエ 内面 明黄橙色～橙色～褐

灰色

１８７
SK３８ 弥生土器 ※１４．８ 口縁部 外面 口縁部多条沈線→ナデ、下端部ナデ 密 ０．５�以下の

輝石・雲母多含 内外面 にぶい黄橙色 良好 内面一部赤採
埋土中 甕 △３．３ １／４ 内面 口縁部ナデ、下端部ミガキ・ケズリ

１８８
SK３９ 弥生土器 ※１７．０ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線、胴部ハケ やや粗 ２．０�以

下の石英多含
外面 橙色

良好 外面赤採
１層 甕 △１１．８ １／２ 内面 口縁部ナデ、頸～胴部下半部ケズリ→ナデ 内面 にぶい黄橙色

１８９
SK３９ 弥生土器 ※１８．０ 口縁～頸部 外面 口縁部３条の凹線、口縁部下端ナデ、頸部ハケ

メ→凹線
密 ２．０�以下の
長石、３．０�大の
石英微含

内外面 明黄褐色 良好
１層 壺 △１０．２ １／２ 内面 口縁～頸部上半ハケ→ナデ、頸部下半ハケ

１９０
SK３９ 弥生土器 ※１５．２ 口縁～頸部 外面 口縁部２条の凹線、口縁部下端～頸部上半ナ

デ、頸部中位～下半ハケ→１条の凹線・刺突文 密 ２．０�以下の
砂粒微含 内外面 にぶい黄橙色 良好

１層 壺 △７．６ １／５ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ→ナデ

１９１
SK３９ 弥生土器 ※１５．０ 口縁～肩部 外面 ナデ やや粗 ２．０�以

下の石英少含
外面 にぶい黄橙色

良好 外面煤付着
１層 甕 △５．６ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ケズリ 内面 明黄褐色

１９２
SK３９ 弥生土器 ― 脚部 外面 脚部上半ハケ、脚部中位３条の凹線、端部ナデ 密 １．０�以下の

砂粒少含 内外面 明黄褐色 良好 底部径１２．８�
１層 高坏 △４．１ １／４ 内面 ケズリ→ナデ

１９３
SX１ 弥生土器 ※１０．９ 口縁～胴部 外面 口縁部２条の凹線、頸部ナデ

密 ２．０�以下の
石英少含

外面 赤褐色～にぶい黄橙色
良好 外面赤採

埋土中 甕 △８．８ １／３ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ケズリ→ナデ、胴部下半
ケズリ 内面 明黄褐色

１９４
SD１ 弥生土器 ※１７．８ 口縁～頸部 外面 口縁部多条櫛描沈線、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英少含
外面 にぶい黄橙色

良好 外面煤付着
１層 甕 △５．０ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ 内面 明黄褐色

１９５
SK１５ 弥生土器 ※１７．６ 口縁部 外面 ７条の平行沈線後、上半ナデケシ 密 ２．０�以下の

長石多含 内外面 にぶい黄褐色 良好
２層 甕 △４．７ １／８ 内面 ヨコナデ

１９６
SD２ 土師器 ― 口縁～頸部 外面 ナデ 密 ０．５�大の長

石・雲母含 内外面 にぶい黄橙色 良好
埋土中 甕 △３．８ １／１２ 内面 ナデ

１９７
SA３ 弥生土器 ※１２．４ 口縁部 外面 口縁部多条櫛描沈線→上半ナデケシ、下端部ナ

デ 密 ３．０�以下の
石英少含 内外面 にぶい黄橙色 良好

埋土中 甕 △３．０ １／１０ 内面 ナデ

１９８
土器溜り 弥生土器 ※２７．２ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線→上半ナデケシ、頸部ナデ、肩

部波状文・多条沈線、胴部ハケ 密 ３．０�以下の
石英含

外面 浅黄橙色
良好

褐色上面 甕 △２５．４ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ケズリ 内面 橙色

１９９
土器溜り 弥生土器 ※２４．２ 口縁～胴部 外面 口縁部波状文→上部ナデ、頸部ナデ、肩部多条

沈線・波状文、胴部ハケ 密 ３．０�以下の
石英少含

外面 橙色
良好

褐色上面 甕 △１８．５ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ケズリ 内面 橙色～にぶい黄橙色

２００
土器溜り 弥生土器 ※１１．６ 口縁～底部 外面 口縁部櫛描多条沈線、頸部ナデ、肩部櫛描沈

線、胴部中位波状文、胴部下半～底部ミガキ 密 １．０�以下の
石英・砂粒少含 内外面 橙色 良好 底径３．４�

褐色上面 甕 △１４．０ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～底部ケズリ

２０１
土器溜り 弥生土器 ※１８．０ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ、肩部ハケ

密 ３．０�以下の
石英多含

外面 黄橙色～暗褐色
良好

褐色上面 甕 △１５．４ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ケズリ・ユビオサエ 内面 浅黄橙色～にぶい黄
褐色

２０２
土器溜り 弥生土器 ※１５．０ 口縁～胴部 外面 口縁部６条の凹線→上半ナデ、頸部～胴部ナデ 密 ２．０�以下の

石英少含
外面 赤褐色

良好 内外面赤彩
褐色上面 甕 △９．６ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ケズリ 内面 赤褐色～橙色

２０３
土器溜り 弥生土器 ※１６．１ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線・ナデ、頸部ハケ→ナデ、肩部

ハケ 密
外面 橙色

良好 内面一部に赤彩
を認める

褐色上面 壺 △１０．３ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ケズリ 内面 黄橙色

２０４
土器溜り 弥生土器 ※１７．２ 口縁～肩部 外面 口縁部ナデ、頸～肩部ハケ 密 １．０�以下の

白色砂粒多含
外面 橙色

良好 口縁部下半に２
個一対の穿孔褐色上面 壺 △９．７ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ケズリ 内面 黄橙色

２０５
土器溜り 弥生土器 ※１７．６ 口縁～頸部 外面 口縁部多条櫛描沈線→上半ナデ、頸部上半ナ

デ、頸部下半ハケ 密 ２．０�以下の
白色砂粒含 内外面 黄橙色 良好 内外面赤彩

褐色上面 壺 △９．１ １／４ 内面 口縁部ナデ、ケズリ

２０６
土器溜り 弥生土器 ― 胴部 外面

胴部上半貝殻刺突文・多条沈線、中位二重圏同
心円スタンプ文→貝殻腹縁刺突文、下半貝殻刺
突文

密 ２．５�以下の
石英多含

外面 にぶい橙色
良好 外面赤彩中位に

突帯を有す
褐色上面 台付壺 △５．４ １／４ 内面 上半ナデ、中位ユビオサエ、下半ケズリ 内面 にぶい黄橙色

２０７
土器溜り 弥生土器 ※２４．０ 口縁部 外面 口縁部多条沈線、口縁下半部ナデ、ミガキ 密 ２．０�以下の

石英・長石少含 内外面 赤褐色 良好 内外面赤彩
褐色上面 高坏 △４．１５ １／４ 内面 口縁部ナデ、ミガキ

２０８
土器溜り 弥生土器 ※２１．６ 受部 外面 多条沈線、端部ナデ、下半ナデ 密 ２．０�以下の

長石・石英少含
外面 赤褐色～橙色

良好 内外面赤彩
褐色上面 器台 △６．９５ １／４ 内面 ミガキ→端部ナデ 内面 赤褐色

２０９
土器溜り 弥生土器 ― 脚部 外面 頸部ミガキ、脚部多条沈線、脚部端部ナデ 密 ２．０�以下の

長石・石英少含
外面 赤褐色

良好 内外面赤彩
底部径１６．８�褐色上面 器台 △７．８ １／４ 内面 ケズリ 内面 赤褐色～にぶい黄橙色

２１０
土器溜り 弥生土器 ― 胴～底部 外面 ハケ→ナデ 密 ２．５�以下の

石英多含
外面 にぶい橙色

良好 底部径４．９�
褐色上面 壺 △１７．６ １／４ 内面 ケズリ 内面 にぶい黄橙色

第３章 調査の成果と記録
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表３８ 土器・土製品観察表（９）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

２１１
P２０ 弥生土器 ※２０．８ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 １．０�以下の

砂粒・雲母含
外面 橙色

良好
埋土中 壺 △４．６ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ 内面 にぶい黄橙色

２１２
P８２ 弥生土器 ※１７．４ 口縁部 外面 多条沈線、下端ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石多含 内外面 明褐色 良好
１層 甕 △３．３ １／４ 内面 ミガキ→ナデ

２１３
P１１４ 弥生土器 ※１６．６ 口縁～頸部 外面 口縁～頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英少含
外面 浅黄橙色

良好 外面煤付着
埋土中 甕 △５．２ １／４ 内面 口縁部ミガキ→ナデ、頸部ケズリ 内面 浅黄色

２１４
P１４０ 弥生土器 ※１７．４ 口縁～胴部 外面 口縁部２条の凹線・ナデ、頸～胴部ハケ→ナデ

密 １．０�以下の
石英多含 内外面 褐色 良好 外面煤付着

埋土中 甕 △１３．２ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケ→ナデ・ユビオサ
エ、胴部ケズリ

２１５
P１６０ 弥生土器 ※１５．６ 口縁～胴部 外面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ハケ→ナデ、肩部上

半刺突文 密 ３．０�以下の
石英・長石多含 内外面 赤褐色 良好 外面煤付着

１層 甕 △１０．６ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ケズリ

２１６
P１８２ 弥生土器 ― 注口部

外面 ハケ→ナデ・ユビオサエ 密 外面 赤褐色 良好 外面煤付着、赤
彩１層 不明 ５．３ 完存

２１７
SI１ 土師器 ― 頸～胴部 外面 頸～胴部下半ハケ、頸～肩部ナデ→波状文

密 ２．０�以下の
石英・長石多含

外面 浅黄橙色
良好 外面煤付着

１層 甕 △１３．５ ３／４ 内面 頸部ナデ、肩部ケズリ→ナデ、胴部ケズリ・ナ
デ・ユビオサエ 内面 黄橙色

２１８
SI１ 土師器 ※１９．２ 口縁～頸部 外面 口縁部ナデ、口縁下半～頸部ハケ→波状文 密 ３．０�以下の

石英・長石・雲
母少含

外面 にぶい黄橙色
良好 外面煤付着

５層埋土 甕 △６．３ １／８ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ 内面 浅黄橙色

２１９
SI１ 土師器 ※１８．３ 口縁～頸部 外面 口縁～頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石多含
外面 浅黄橙色～淡黄色

良好 外面煤付着
埋土中 壺 △７．０ １／６ 内面 口縁～頸部中位ナデ、頸部下半ケズリ 内面 淡黄色

２２０
SI１ 土師器 ※１８．６ 口縁部 外面 ナデ 密 １．０�以下の

雲母・長石微含 内外面 橙色 良好
埋土中 壺 △４．４ １／８ 内面 ナデ→ミガキ

２２１
SI１ 土師器 ※１９．２ 脚部 外面 接合部ナデ、脚部ナデ 密 ４．０�以下の

石英・長石・砂
礫少含

外面 浅黄橙色
良好

埋土中 器台 △７．５ １／８ 内面 接合部ケズリ、脚部ケズリ→ナデ 内面 浅黄橙色～淡黄色

２２２
SI９ 土師器 ※１７．８ 口縁～肩部 外面 ナデ 密 ２．０�以下の

石英・雲母少含 内外面 浅黄橙色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △６．６ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ケズリ

２２３
SI９ 土師器 ※１４．６ 口縁部 外面 ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石微含 内外面 浅黄橙色 良好
３層 甕 △４．３ １／８ 内面 ナデ

２２４
SI９ 土師器 ※１５．０ 口縁部 外面 ナデ 密 １．０�以下の

石英多含
外面 にぶい黄橙色

良好 外面煤付着、黒
班有３層 甕 △３．０ １／４ 内面 ナデ 内面 にぶい橙色～橙色

２２５
SI９ 土師器 ※１６．４ 口縁部 外面 ナデ 密 ２．０�以下の

石英微含 内外面 浅黄橙色 良好
３層 甕 △４．７ １／８ 内面 ナデ

２２６
SI９ 土師器 ― 受部～脚部 外面 ナデ 密 ２．０�以下の

石英・雲母少含 内外面 浅黄橙色 良好
１層 器台 △６．３ １／４ 内面 受部ケズリ→ナデ、接合部ケズリ、脚部ケズリ

２２７
SI９ 土師器 ― 受部 外面 ナデ 密 ３．０�以下の

石英・長石・雲
母多含

内外面 灰黄褐色 良好
２層 高坏 △２．２ １／４ 内面 ナデ→ミガキ

２２８
SI９ 土師器 ※６．３ 坏部～脚部 外面 ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石多含
外面 浅黄橙色

良好 底径５．４�
３層～床直 高坏 △６．４５ ４／５ 内面 ナデ 内面 黄橙色

２２９
SI１６ 須恵器 １２．９

完存
外面 回転ケズリ・回転ナデ 密 ２．０�以下の

砂粒多含、３．０�
以上の礫含

外面 灰色～暗灰色
良好 稜径１２．８�

口縁高２．３５�床直 坏蓋 ４．７５ 内面 回転ナデ、口唇部面取り 内面 灰色

２３０
SI１６ 須恵器 ※１１．８ 口縁部 外面 回転横ナデ、沈線 密 ０．５�大の砂

粒含
外面 黒色

良好 内外面自然釉
暗褐色土 � △２．３ １／８ 内面 回転横ナデ 内面 灰色

２３１
SI１６ 土師器 ※１４．９ 口縁～肩部 外面 ナデ 密 １．０�大の石

英少含 内外面 浅黄橙色 良好
５層 甕 △６．４ １／８ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ケズリ

２３２
SI１６ 土師器 ※１３．９ 口縁～胴部 外面 口縁部ナデ、頸～胴部ハケ 密 ２．０�以下の

石英・雲母多含、
４．０�大の砂礫含

外面 橙色～にぶい褐色
良好

５層 甕 △８．７ １／４ 内面 口縁部ハケ、頸～胴部ケズリ 内面 橙色

２３３
SI２２ 土師器 ※１３．２ 口縁部 外面 ナデ 密 １．０�以下の

石英・輝石少含 内外面 にぶい黄橙色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △３．８ １／８ 内面 ナデ

２３４
SI２２ 土師器 ※１６．８ 口縁～肩部 外面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケ 密 ３．０�以下の

石英・砂粒含
外面 橙色～灰褐色

良好 外面煤付着
２・３層 甕 △１０．０ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ケズリ 内面 にぶい橙色

２３５
SI２２ 土師器 ※１６．２ 口縁～胴部 外面 口縁～肩部ナデ、胴部ハケ 密 ４．０�大の石

英含、２．０�以下
の砂粒含

内外面 橙色 良好
埋土上層 甕 △１５．２ １／２ 内面 口縁～肩部ナデ、胴部中位ケズリ→ユビオサ

エ、胴部ケズリ

２３６
SI２２ 土師器 ※１６．６ 口縁～胴部 外面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ハケ→ミガキ 密 １０�以下の

砂粒、２．０�大の
石英多含

内外面 淡黄色 良好
２・３層 甕 △２４．５ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ケズリ、胴部下半ユ

ビオサエ

２３７
SI２２ 土師器 ― 脚部 外面 脚部上半ミガキ・面取り痕、脚部下半ナデ 密 １．０�以下の

砂礫少含 内外面 橙色 良好 底径８．６�
３・９層 高坏 △５．５ １／２ 内面 脚部上半シボリ・ナデ、脚部下半ナデ

２３８
SI２６ 須恵器 ※１１．６ 口縁～底部 外面 回転ナデ 密 ２．０�以下の

石英微含
外面 明黄褐色

良好
１・２層 坏身 △４．４ １／２ 内面 回転ナデ 内面 黄灰色

２３９
SI２６ 須恵器 ※１２．２ 口唇～天井部 外面 回転ナデ 密 ０．５�以下の

砂粒少含 内外面 黄灰色 良好 稜径１２．２�
口縁高１．９�P８埋土中 坏蓋 △３．０ １／８ 内面 回転ナデ

第５節 遺物包含層及び出土遺物
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表３９ 土器・土製品観察表（１０）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

２４０
SI２６ 土師器 ※１４．５ 口縁～底部 外面 口縁～頸部ナデ、肩部～底部上半ハケ

密 ３．０�以下の
砂粒・石英多含

外面 橙色～黄橙色
良好 黒班有

埋土中 甕 △２６．５ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ナデ→ユビオサエ、胴部
ケズリ、底部ケズリ→ナデ・ユビオサエ 内面 橙色～黄橙色

２４１
SI２６ 土師器 １０．５

ほぼ完存
外面 口縁部ナデ、頸部ナデ、肩～底部ハケ 密 ３．０�以下の

石英・雲母少含 内外面 橙色～明黄褐色 良好 黒班有
３層 小型丸底壺 １５．５ 内面 口縁～肩部ナデ、胴部ケズリ、底部ユビオサエ

２４２
SI２６ 土師器 ※８．８ 脚部 外面 脚部下半ハケ→ナデ・ミガキ、端部ナデ 密 ３．０�以下の

石英微含 内外面 橙色 良好
埋土中 高坏 △６．４ ３／４ 内面 脚部下半ナデ、端部ケズリ→ナデ

２４３
SI２８ 須恵器 １０．０

ほぼ完存
外面 たちあがり～受部回転ナデ、底部回転ケズリ→

回転ナデ 密 ２．０�以下の
石英微含 内外面 灰色 良好

床面付近 坏身 ４．６ 内面 回転ナデ

２４４
SI２８ 須恵器 ※１１．４ 口縁～受部 外面 回転ナデ、回転ケズリ 密 ０．５�以下の

砂粒微含 内外面 灰色 良好
埋土中 坏身 △４．１ １／１２ 内面 回転ナデ

２４５
SI２８ 土師器 ※１４．０ 口縁～頸部 外面 口縁～頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英・砂粒多含
外面 橙色

良好
床面 甕 △５．０ １／１２ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ 内面 明褐色

２４６
SB７ 弥生土器 ― 口縁～肩部 外面 口縁～頸部ナデ、肩部波状文 密 ２．０�以下の

石英・輝石少含 内外面 にぶい黄橙色 良好
P５埋土中 甕 △４．３ １／１０ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ケズリ

２４７
SK１７ 土師器 ※１８．８ 口縁～胴部 外面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ハケ 密 ４．０�以下の

石英・砂粒含 内外面 橙色 良好 外面煤付着
埋土中 甕 △１６．５ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ケズリ

２４８
SK１７ 土師器 ― 坏部 外面 ナデ 密 １．０�大の砂

粒含 内外面 橙色 良好
埋土中 高坏 △４．０ ２／３ 内面 風化のため調整不明

２４９
SK１７ 土師器 ※１４．８ 口縁部 外面 ナデ 密 １．０�大の砂

粒含 内外面 にぶい黄橙色 良好
埋土中 甕 △４．６ １／４ 内面 ナデ

２５０
SK２８ 土師器 ※１４．１ 口縁～肩部 外面 口縁～頸部ナデ、肩部上半ハケ 密 １．０�以下の

石英少含 内外面 橙色 良好
埋土中 甕 △５．９ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部上半ケズリ

２５１
P１８４ 土師器 １５．０ 脚部 外面 脚部ミガキ、脚裾部ナデ 密 １．０�大の長

石多含 内外面 橙色 良好
１層 高坏 １１．２ 完存 内面 脚部ナデ・シボリ目、脚裾部ケズリ→ナデ

２５２
SK２７ 土師器 ― 口縁部 外面 ナデ 密 ３．０�以下の

砂粒・石英含 内外面 橙色～にぶい橙色 良好 複合口縁上半欠
失埋土中 甕 △１．５ １／４ 内面 ナデ

２５３～２６０ 表１８～２３鉄関連遺物一般観察表に記載・参照

２６１
SK１２ 弥生土器 ※１７．８ 口縁～胴部 外面 口縁部３条凹線、頸～胴部ハケ

密 １．０�以下の
砂粒少含

外面 にぶい黄橙色～明黄
褐色

良好
埋土中 甕 △１３．０ １／２ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ハケ→ユビオサエ、胴部ケ

ズリ 内面 明黄褐色

２６２
谷部E１９ 弥生土器 ※１５．０ 口縁～胴部 外面 口縁部２条凹線、頸部ナデ、肩部～胴部ハケメ

密 ２．０�以下の
石英少含 内外面 黄橙色 良好

褐色土 甕 △９．８ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケ→ユビオサエ、胴部
ケズリ

２６３
谷部AA１８ 弥生土器 ※１５．０ 口縁～肩部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ、肩部ハケ→ナデ 密 ３．０�以下の

砂粒含 内外面 にぶい黄橙色 良好
褐色土 甕 △７．９ １／４ 内面 口縁～頸部ハケ→ナデ、頸部下半～肩部ケズリ

２６４
谷部G２０ 弥生土器 ※１４．０ 口縁～肩部 外面 口縁～頸部ナデ、頸部～肩部ハケ→ナデ 密 ２．０�以下の

石英少含
外面 にぶい黄褐色

良好
暗褐色土 甕 △５．１ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ハケ→ナデ、肩部ナデ 内面 明黄褐色

２６５
谷部B１９ 弥生土器 ※１６．４ 口縁～肩部 外面 口縁部４条凹線 密 １．５�以下の

砂粒含 内外面 浅黄橙色 良好
暗褐色土 甕 △４．６ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部下半～肩部ケズリ

２６６
谷部G２０ 弥生土器 ※１８．６ 口縁～頸部 外面 口縁部２条凹線、頸部ハケ→ナデ 密 ２．０�以下の

石英多含
外面 明黄褐色

良好
褐色土 甕 △５．７ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ 内面 浅黄色

２６７
谷部B１９ 弥生土器 ※１５．４ 口縁～胴部 外面 口縁～頸部ナデ、頸部下半～胴部ハケ

密 １．５�以下の
砂粒多含

外面 黄橙色～橙色
良好 外面煤付着

褐色土 甕 △１３．７ ３／４ 内面 口縁～頸部ナデ、頸部下半～肩部ユビオサエ、
胴部ケズリ→ナデ 内面 黄橙色～明黄褐色

２６８
谷部B１９ 弥生土器 ※８．６ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線→ナデ、頸～胴部ハケメ→ナ

デ、胴部中位刺突文 密 微細砂粒含 内外面 にぶい黄橙色～にぶ
い黄褐色 良好

褐色土 鉢 △４．０ １／２ 内面 口縁～頸部ナデ、肩～胴部ケズリ

２６９
谷部C１９ 弥生土器 ※１９．６ 坏部 外面 ナデ、口唇部に３条凹線 密 ２．０�以下の

石英・赤色砂粒
少含

外面 浅黄色
良好 他地域産？

褐色土 高坏 △３．７ １／４ 内面 ナデ 内面 橙色

２７０
谷部G２０ 弥生土器 ※１４．０ 口縁～肩部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ、頸部下半～肩部ハ

ケメ
密 １．０�以下の
長石・雲母・輝
石少含

内外面 にぶい黄橙色 良好 外面煤付着
暗褐色土 甕 △４．６ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ケズリ

２７１
谷部G２０ 弥生土器 ※１６．０ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 １．０�以下の

石英少含 内外面 明黄褐色 良好 外面煤付着
暗褐色土 甕 △３．８ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、肩部上半ケズリ

２７２
谷部B１９ 弥生土器 ※１４．６ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線、肩部刺突文 密 １．０�以下の

長石・石英少含
外面 黄橙色～にぶい黄橙色

良好
褐色土 甕 △５．５ １／４ 内面 口縁部～頸部上半ナデ、頸部下半～肩部ケズリ 内面 黄橙色～明黄褐色

２７３
谷部G２０ 弥生土器 ※１６．４ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 ２．５�以下の

石英含 内外面 橙色 良好 外面煤付着
暗褐色土 甕 △６．２ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部上半ミガキ、頸部下半ケズリ

２７４
谷部 弥生土器 ― 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ、肩部多条沈線 密 ２．０�以下の

石英少含 内外面 黄橙色～褐灰色 良好
暗褐色土 甕 △８．２ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ、肩部ケズリ

２７５
谷部B１９ 弥生土器 ※１９．６ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ

密 ０．５�大の石
英・砂粒含

外面 浅黄橙色
良好

褐色土 甕 △６．９ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、頸部下半ケズリ 内面 浅黄橙色～にぶい黄
橙色
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表４０ 土器・土製品観察表（１１）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

２７６
谷部B１８ 弥生土器 ※２０．０ 口縁～胴部 外面 口縁部多条沈線→ナデ、頸部ナデ、肩部上半多

条沈線、肩～胴部上半ミガキ
密 １．０�大の砂
粒含、５．０�以下
の石英含

内外面 にぶい黄色 良好
�層 甕 △１３．６ １／２ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ、肩～胴部上半ケズリ

２７７
谷部H２１ 弥生土器 ― 脚部 外面 頸部ミガキ、脚部多条沈線 密 ２．０�以下の

石英含
外面 明赤褐色

良好 内外面赤彩
底径１３．４�暗褐色土 器台 △８．９ １／４ 内面 頸部上半ミガキ・シボリ・ケズリ・ナデ 内面 明黄褐色～明赤褐色

２７８
谷部 縄文土器 ― 口縁部 外面 ナデ やや粗 ３．０�以

下の石英・白色
砂粒多含

内外面 橙色 良好
暗褐色土 深鉢 △６．２５ １／４ 内面 ケズリ

２７９
谷部G２０ 土師器 ※１６．２ 口縁～肩部 外面 口縁部ナデ、頸～肩部ハケ、肩部波状文

密 ０．５�以下の
石英・雲母少含

外面 にぶい黄褐色
良好 外面煤付着

暗褐色土 甕 △６．７ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ケズリ 内面 にぶい黄橙色～灰黄
褐色

２８０
谷部 土師器 ※１６．８ 口縁～頸部 外面 ナデ

密 内外面 橙色 良好
褐色土 甕 △５．３ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、頸部下半ケズリ

２８１
谷部 弥生土器 ― 肩～底部 外面 ナデ

密 １．０�以下の
長石多含

外面 赤褐色～黄橙色～褐
灰色

良好
肩部に小円孔を
穿つ
外面赤彩
底径０．９�褐色土 手づくね

土器 △３．０５ １／４ 内面 ナデ 内面 黄橙色

２８２
谷部 弥生土器？ ※１２．０５ 口縁～肩部 外面 ハケ→ナデ 密 ２．０�以下の

石英・白色砂粒
少含

内外面 明黄褐色～明赤褐色 良好 外面赤彩
褐色土 壺？ △７．９５ １／４ 内面 ケズリ、ハケ

２８３
谷部

土錘
―

完存
外面 ナデ

密 外面 にぶい黄橙色 良好 最大長４．８�
径２．１�褐色土 ― 内面 ナデ

２８４
AA１７ 弥生土器 ※１６．２ 口縁～肩部 外面 口縁～肩部ナデ 密 ５．０�以下の

長石多含、１．０�
大の石英少含

外面 橙色
良好 外面煤付着

黒褐色土 甕 △４．１ １／８ 内面 口縁～頸部ナデ 内面 明黄褐色～橙色

２８５
谷部B１９ 弥生土器 ※１５．４ 口縁部 外面 櫛描多条沈線 密 １．０�大の砂

粒・長石含
外面 にぶい褐色

良好 外面煤付着
�層 甕 △２．７ １／４ 内面 ナデ 内面 橙色

２８６
谷部 弥生土器 １９．８ 口縁～頸部 外面 口縁部４条の凹線→波状文、口縁下端～頸部ナ

デ→１０条以上の凹線
密 １．０�以下の
石英・赤色砂粒
少含

外面 浅黄橙色
良好 口縁部外面に赤

彩
暗褐色土 壺 △１１．５ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ハケ 内面 明黄褐色

２８７
谷部 弥生土器 ※１２．８ 受部 外面 端部３条の凹線→鋸歯文、ミガキ

密 内外面 明赤褐色 良好
暗褐色土 器台 △３．６ １／４ 内面 ミガキ

２８８
G２０ 弥生土器 ― 脚部 外面 ナデ、脚部下半４条の凹線 密 ２．０�以下の

石英多含
外面 赤褐色～黒褐色

良好 外面赤彩
底径１４．８�暗褐色土 高坏 △５．２ １／４ 内面 ケズリ 内面 黒褐色

２８９
G２０ 弥生土器 ※１７．０ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部ナデ 密 ２．０�以下の

石英多含 内外面 橙色 良好 外面煤付着
暗褐色土 甕 △５．２ １／４ 内面 口縁部ミガキ→ナデ、頸部ケズリ・ミガキ

２９０
谷部 弥生土器 ※１７．２ 口縁～頸部 外面 口縁部３条の凹線、頸部ナデ→３条の凹線→半

円文 ５．０�以下の石英
微含

外面 橙色
良好

暗褐色土 壺 △６．２５ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ハケ 内面 にぶい橙色

２９１
AB１８ 弥生土器 ３．３ つまみ部 外面 つまみ上部ユビオサエ、ハケメ→ナデ 密 ２．０�以下の

砂粒多含 内外面 にぶい黄橙色 良好
黒褐色土 蓋 ５．３ 完存 内面 ケズリ

２９２
谷部旧 弥生土器 ※１６．８ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線→上部ナデ、頸部５条の凹線、

肩部刺突文 密 内外面 橙色 良好
暗褐色土 壺 △９．０ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ・ユビオサエ、肩部ケズリ

２９３
谷部 弥生土器 ※１８．８ 受部～頸部 外面 口縁部７条の凹線、頸部ナデ→多条沈線、脚部

５条の凹線 密 ２．０�以下の
長石・石英多含 内外面 明赤褐色 良好

頸部中位に透し
孔を穿つ 黒班
有 内外面赤彩暗褐色土 器台 △１６．４ １／４ 内面 受部ナデ→ミガキ、頸部ケズリ・シボリ、脚部

ケズリ→ナデ

２９４
谷部 弥生土器 ― 胴部 外面 ミガキ

密
外面 にぶい黄橙色

良好 外面黒班有
暗褐色土 台付壺 △８．６ １／４ 内面 ケズリ 内面 明黄褐色

２９５
谷部G２０ 弥生土器 ※１９．４ 口縁～肩部 外面 口縁～頸部ナデ、肩部多条沈線→ナデ 密 ３．０�以下の

長石多含 内外面 明黄褐色 良好
暗褐色土 甕 △６．６ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ミガキ→ナデ、肩部ケズリ

２９６
谷部G２０ 土師器 ※１４．２ 口縁部 外面 ナデ 密 ２．０�以下の

石英・長石少含 内外面 にぶい黄褐色 良好
暗褐色土 甕 △４．４ １／４ 内面 ナデ

２９７
谷部G２０ 土師器 ※１４．０ 口縁部 外面 ナデ 密 ３．０�以下の

石英少含 内外面 明黄褐色 良好
黒褐色土 甕 △２．９ １／４ 内面 ナデ

２９８
谷部 須恵器 ※１２．０ 天井～口縁部 外面 回転ナデ

密 内外面 青灰色 良好
暗褐色土 坏蓋 △３．２５ １／４ 内面 回転ナデ

２９９
谷部 須恵器 ※１０．０ 口縁～受部 外面 回転ナデ

密 内外面 灰色 良好 底部径４．２�
暗褐色土 坏身 △５．０ １／４ 内面 回転ケズリ

３００
谷部 須恵器 ※１０．７ 口縁部 外面 上半回転ナデ、下半波状文

密
外面 灰色

良好
暗褐色土 � △３．８５ １／４ 内面 回転ナデ 内面 黄灰色

３０１
谷部G２０ 須恵器 ― 口縁部 外面 回転ナデ→櫛描波状文

密
外面 灰色

良好
暗褐色土 甕 △４．４ １／４ 内面 回転ナデ 内面 黄褐色

３０２
H２４ 弥生土器 ※１５．８ 口縁～肩部 外面 口縁部４条の凹線、頸部ナデ、肩部ハケ 密 ２．０�大の石

英多含、１．０�大
の長石多含

外面
にぶい黄橙色 良好 外面煤付着

暗褐色土 甕 △５．９ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケ 内面

３０３
G２５ 弥生土器 ※１５．６ 口縁～肩部 外面 口縁部櫛描多条沈線、頸部ハケ 密 ０．５�以下の

砂粒少含 内外面 明黄褐色 良好
暗褐色土 甕 △５．５ １／４ 内面 口縁～頸部ナデ、肩部ハケ

３０４
G２５ 弥生土器 ※１６．２ 口縁～頸部 外面 口縁部４条の凹線→円形浮文、頸部連続指圧文 密 ０．５�以下の

砂粒少含 内外面 赤褐色 良好 内外面赤彩
暗褐色土 甕 △３．１ １／４ 内面 口縁部ナデ

第５節 遺物包含層及び出土遺物
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表４１ 土器・土製品観察表（１２）
遺物

№

遺 構

層 位
器 種

口径（�）

器高（�）

部 位

残存率
調 整 ・ 文 様 胎 土 色 調 焼成 備 考

３０５
G２５ 弥生土器 ※９．０ 脚部 外面 ３条凹線、裾部ナデ 密 １．０�以下の

砂粒少含
外面 橙色

良好 外面赤彩
撹乱土 高坏 △３．０ １／４ 内面 ケズリ 内面 にぶい黄褐色

３０６
G２１ 弥生土器 ※２０．０ 脚部 外面 ５条凹線、裾部ナデ 密 ３．０�以下の

砂粒、長石少含
外面 浅黄色

良好 外面赤彩
暗褐色土 脚付壺 △５．３ １／４ 内面 ケズリ 内面 浅黄色

３０７
G２１ 弥生土器 ※１１．６ 口縁～肩部 外面 口縁部３条凹線、頸部ナデ、肩部ナデ→ミガキ

→刺突文 密 ２．０�以下の
石英多含

外面 にぶい黄橙色
良好

暗褐色土 壺 △８．０ １／４ 内面 口縁部ナデ→ミガキ、頸～肩部ケズリ 内面 浅黄色

３０８
AA２０ 弥生土器 ※１６．６ 口縁～肩部 外面 口縁部２条凹線、頸部ナデ、肩部ハケ 密 １．０�以下の

石英少含
外面 にぶい黄橙色

良好
暗褐色土 壺 △５．１ １／４ 内面 口縁部ナデ 内面 浅黄色

３０９
G２１ 弥生土器 ※１７．６ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、口縁～頸部ナデ

密 ２．０�以下の
長石・雲母少含 内外面 にぶい黄橙色 良好

暗褐色土 甕 △４．１ １／８ 内面 口縁部上半ナデ、口縁部下半～頸部下半ナデ・
ミガキ、頸部下半ケズリ

３１０
G２１ 弥生土器 ※１０．６ 口縁～肩部 外面 口縁部多条沈線、頸～肩部ナデ 密 １．０�以下の

砂粒微含 内外面 にぶい赤褐色 良好 外面赤彩
暗褐色土 甕 △３．７ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸～肩部ケズリ

３１１
G２１ 弥生土器 ※２０．０ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線、頸部上半ナデ、頸部下半ハケ

密 １．０�以下の
砂粒・輝石含

外面 にぶい黄橙色
良好

暗褐色土 甕 △５．７ １／４ 内面 口縁～頸部中位ナデ、頸部下半ケズリ→ナデ・
ユビオサエ 内面 にぶい黄色

３１２
G２１ 弥生土器 ※１５．４ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線→ナデ、頸部ナデ 密 ０．５�～１．０

�大の石英少含 内外面 にぶい赤褐色 良好 外面赤彩
暗褐色土 甕 △５．７ １／８ 内面 口縁部ミガキ、頸部ケズリ→ミガキ

３１３
G２２ 弥生土器 ※１５．７ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線→上部ナデ、頸部ナデ 密 ２．０�大の石

英多含、４．０�大
の石英少含、１．０
�大の長石多含

内外面 橙色 良好
表採 甕 △５．１ １／８ 内面 口縁～頸部ナデ、頸部下半ケズリ

３１４
G２１ 弥生土器 ※１６．０ 口縁～肩部 外面 口縁部ナデ、頸～肩部ミガキ

密 ２．０�以下の
長石・石英少含 内外面 灰黄色 良好

暗褐色土 甕 △５．６ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ケズリ→ミガキ・ナデ、肩部
ケズリ

３１５
G２４ 弥生土器 ※１６．４ 口縁～頸部 外面 口縁部多条沈線→上半ナデ、頸部ナデ 密 １．０�～３．０

�大の石英・長
石多含

内外面 にぶい黄橙色 良好 内外面赤彩
SI１５検出 甕 △４．２ １／４ 内面 口縁部ナデ、頸部ユビオサエ

３１６
G２５ 弥生土器 ― 脚部 外面 ミガキ→多条沈線 密 １．０�以下の

石英少含
外面 橙色

良好 外面赤彩
撹乱土 高坏 △５．８ １／４ 内面 シボリ→ナデ 内面 浅黄色

３１７
G２１ 土師器 ※１７．６ 口縁～頸部 外面 口縁～頸部ナデ 密 １．０�大の砂

粒少含
外面 にぶい黄褐色

良好 外面煤付着
暗褐色土 甕 △３．７ １／４ 内面 口縁～頸部上半ナデ、頸部下半ケズリ 内面 にぶい褐色

№３１８～３２１ 表１８～２３鉄関連遺物一般観察表に記載・参照

表４２ 赤色顔料関連遺物観察表

遺物
№ 出土位置 層 位 器 種

法 量
備 考

長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g）

２ SI２１ １層 赤色顔料素材 ３．５ ３．９ ０．８５ １６．０ 板状に分割され、表面は緻密な部分のみで構成される。一部に研磨痕。分析資料４２。

３ SI１２ １層 赤色顔料素材 ３．３ ２．７ ３．０ ２９．８ サイコロ状に分割。表面は軟質部分と緻密な部分の境目の分割面。

４ SI１２ １層 赤色顔料素材 ３．３５ ３．０ ０．７５ １０．６ 板状を呈する。表裏両面とも研磨。部分的に緻密な部分が露出。

５ SI１２ １層 赤色顔料素材 ３．５５ ３．３ ０．８ １１．６ 板状を呈する。表裏両面とも研磨。部分的に緻密な部分が露出。

７ SI１８ 床面直上 赤色顔料素材 ３．９ １．８ １．１ １４．２ 緻密な部分と軟質部分の境目で分割。表面は緻密な部分が露出するほど研磨。

１３ SI２７ ２層 赤色顔料素材 ５．０ ６．１５ ２．０ ９１．０ 厚めの板状。裏面は緻密な部分と軟質部分の境目で分割。分析資料４３。

１４ SI２７ ６～７層 赤色顔料素材 ６．１５ ５．９ ４．１ １３５．０ 軟質部分を大きく残す塊状。一部に研磨痕。

１６ SI２０ 埋土中層 赤色顔料素材 ６．１ ２．４５ ２．８ ６５．５ 緻密な部分が厚いため器体の最大厚も大きい。裏面は緻密な部分と軟質な部分の境目
で分割。表面に研磨痕。

１９ SI２４ ２層 赤色顔料素材 ２．５ ２．０ １．５ ８．７ 小型の塊状。脈状に入る緻密な部分は蛇行している。

２０ SI２４ １層 赤色顔料素材 ３．８ ２．２ ２．１ １４．８ 不整形な板状。表面には軟質部分を剥ぎとるような剥離が見られる。

２１ SI２４ 埋土中 赤色顔料素材 ２．５ ２．０ １．０５ ６．３ 裏面は緻密な部分と軟質部分の境目で剥離。表面にも軟質部分を剥ぎとるような剥離
面。

２２ SI２４ 周堤廃棄土 赤色顔料素材 ４．４ ４．３５ ２．０ ２９．２ 不整形な板状。表面は軟質部分を剥ぎとるような剥離面。

２３ SI２４ 床面直上 赤色顔料素材 ３．９５ ２．４５ ０．８ １０．２ 表裏両面とも緻密な部分が露出するほど研磨。

２４ SI２５ ３層 赤色顔料素材 ４．０ ３．０ ２．１ ２２．０ 軟質部分を厚く残す、不整形な塊状。

２５ SI２５ １層 赤色顔料素材 ３．３５ ２．７５ １．４ １６．２ 小型の板状。表面は軟質部分を剥ぎとるような剥離面。

２６ SI２５ １層 赤色顔料素材 ３．４ ３．９ １．３ １６．８ 緻密な部分がほとんどない。裏面を研磨。

２８ SI３０ 不明 赤色顔料素材 ３．０ ２．６ １．６ １３．８ 小型で厚めの板状。裏面と表側下面の一部を研磨。

３３ SI１０ ３層 赤色顔料素材 ２．７５ ２．０５ １．８ １０．８ 小型の塊状。軟質部分を大きく残す。

３４ SI１０ ３層 赤色顔料素材 ４．５ ３．３ １．５ ２４．４ 厚めの板状。表面と左側面に研磨を施す。

３５ SI１４ ２層 赤色顔料素材 ３．７５ ５．４ ２．８ ５６．５ ２点が接合。軟質部分を大きく残す、分厚い板状。分割後、右側の資料には軟質部分
を剥ぎとるような剥離が加えられている。

３６ SI１１ １層 赤色顔料素材 ３．９５ ２．８ ２．１ ２４．６ 不整形な塊状。裏面側に軟質部分を大きく残す。表面下部に一部研磨。

３７ SI１１ 不明 赤色顔料素材 ２．４ ２．６５ １．１ ７．９ 左側面の割れをのぞいて、各面とも研磨により平滑となる。

４０ SI１ ３～４層 赤色顔料素材 ２．２５ １．５ ２．２ ９．８ 小型の塊状。緻密な部分と軟質な部分が半分ずつを占める。分析資料４４。

４１ SI１ ２層 赤色顔料素材 ２．２ ３．３ ０．７ １０．２ 表面は緻密な部分が露出するほど研磨。裏面は緻密な部分と軟質部分の境目で分割さ
れている。

第３章 調査の成果と記録
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表４３ 石器観察表（１）
遺物
№ 出土位置 層 位 器 種

法 量
備 考

長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g）

S１ SI５ 埋土中 砥石 △６．８ △４．４ △３．６５ ６０ 砥石の破片。全体に被熱。細粒の石材。

S２ SI６ ２層 石鏃 ２．１５ △１．６８ ０．２６ １．０ サヌカイト製。凹基式。

S３ SI６ 床面 砥石 ７．０ ２．３５ ２．１ ８１．５ 側面を簡易な研磨で仕上げて船底式に整形。

S４ SI８ 壁面 砥石 ９．７ ２．７５ １．９５ ８６．０ 軟質で細粒の石材。各面ともに研磨が行き届く。

S５ SI８ 壁溝埋土中 石杵 １１．３ ３．７５ ３．２５ １９０ 小型の棒状礫。下部に赤色顔料が付着。付着する側の先端部はやや摩滅しわずかな擦
痕。

S６ SI１０―b 埋土中 敲石 １７．２ ８．６ ８．１ １，４６０ 上下両端と表面に敲打痕。下端には使用に伴う剥離面。

S７ SI１０―b １層 敲石 １２．２５ ５．３５ ４．８５ ４７０ 棒状礫。上下両端に敲打痕。一部に研磨痕。

S８ SI１０ 床面直上 石杵 １４．５ １０．３５ ７．１ １，０６０ 不整形な亜円礫。上下両端に広い敲打痕。器体は大きく破損。下端に赤色顔料がわず
かに付着。

S９ SI１０ ２層 砥石 △６．５ △９．６ ４．９ ４４０ やや粗粒な石材。途中で欠損。

S１０ SI１０ ２層 石錘 ６．８ １．７ １．５５ ２９．９ 上下両端に刻み。粗い研磨痕。

S１１ SI１０ ２層 石錘 ８．０ ３．８ ３．７５ １１１ 砲弾状に整形された礫。長軸に沿って溝を刻む。

S１２ SI１０ 床面直上 台石 ２４．８５ ３７．３５ １２．６ １９，１５０ 大型の角礫の一面を使用。平滑な面に赤色顔料が薄く付着。

S１３ SI１１ 埋土中 敲石 １２．９ ４．７ ４．８５ ４３０ 不整形な棒状礫。上下両端に敲打痕。

S１４ SI１１ ２層 敲石 １０．７ ５．３５ ４．５ ４６０ 短い棒状の亜角礫が素材。すべての面に敲打痕。

S１５ SI１１ ２層 台石 １１．４ １０．０ ３．２ ５７０ 小型の扁平な礫。表裏両面に敲打痕や擦痕。部分的に平滑。

S１６ SI１２ 埋土中 砥石 ９．１ ６．７ ２．８ ２１８ 下半を欠失。バチ状に広がる平面形態か。擦痕も多数。裏面も使用。

S１７ SI１２ ６層 砥石 １０．９５ ５．４５ ２．２５ ２１０ 上下両端を欠失。表面には短軸方向に研磨した痕跡。

S１８ SI１２ ６層 敲石 ２２．４５ ６．８５ ５．４ １，１９０ 棒状の礫。上下両端を使用。下部が主な使用部位。

S１９ SI１３ ４層 石杵 １１．３５ ５．３ ２．９５ ３０１ 扁平な棒状礫。先端下部に赤色顔料が付着。付着範囲は割合広いが、残りはよくない。

S２０ SI１３ ６層 台石 ２４．８５ ４２．２ ８．２５ １１，４００ 大型で扁平な亜円礫。表面は平滑。ところどころに使用により生じたと思われる潰
れ。赤色顔料も付着。器体上部に剥離面。

S２１ SI１４ 埋土中 伐採石斧未製品＋敲石 １１．８ ５．４ ４．１ ４７９ 扁平気味の亜角礫。自然に傾斜する一端に剥離を加え両刃を作り出そうとしている。
局所的な敲打痕が２ヶ所。

S２２ SI１４ 埋土中 砥石 △７．９ △８．７ ３．１ ３０４ 表面が極めて平滑。ここが主要な砥石面。

S２３ SI１４ 埋土中 砥石 １２．０ ５．４ ３．９ （４４４） 緻密な石材。四角形に整える。

S２４ SI１５ 埋土中～
中央Ｐ 砥石 ７．６ ４．２ １．３５ ６８．５ 細粒で緻密な石材。板状に整える。埋土中及び中央ピット２層出土のものが接合。後

者のみ被熱し部分的に変色。

S２５ SI１７―a １層 石鏃 ２．１８ １．６４ ０．２４ ０．５ 押圧剥離によって左右対称形に仕上げられた凹基式石鏃。

S２６ SI１７ １層 石鏃 １．３１ １．０５ ０．３ ０．３ 黒曜石製の凹基式石鏃。加工が行き届く。裏面中央やや上に素材面と考えられるポジ
ティヴな面がわずかに残る。

S２７ SI１７ 床面直上 敲石 １６．６５ ７．２ ５．０ ８３０ 上下両端は使用に伴う剥離。表裏各１ヶ所に敲打痕。

S２８ SI２０ 埋土中 赤色顔料付着礫 ６．６ ３．８ ３．８５ １３０ 卵形の小型円礫。表面３分の２程度を除いた全体に赤色顔料が付着。赤色顔料の付着
要因は不明。

S２９ SI２０ 埋土中 砥石 ５．１ ３．２５ ５．６５ ４２．８ 細粒な石材。節理面などで割れており、もともとの形は不明。

S３０ SI２３ 検出面 敲石 １０．９ ７．２ ４．０ ３４０ 窪みは敲打により生じており、側面にも敲打痕。

S３１ SI２３ 検出面 敲石 ８．８５ ８．４２ ３．０ ３００ 扁平な礫の一端に剥離面。使用による割れと判断。

S３２ SI２３ 検出面 石錘 ８．４５ ５．４５ ５．０ ２５０ 軟質の礫。長軸に沿った溝を十字に刻む。器体には敲打により整形した痕跡。

S３３ SI２３ 褐色土 石鏃 １．６２ １．５ ０．３ ０．７ サヌカイト製。平坦な基部。未製品か。

S３４ SI２４ 床面 台石 △１６．５ △１７．８ ７．４ ３，７６０ 下面と右側面は欠損。表面は中心部に向かい窪む。粗い擦痕とともに、赤色顔料が付着。

S３５ SI２４ 床面 砥石 １４．７ ７．０ ７．１ ８５０ 側面にも研磨が施されるが、整形のためか。

S３６ SI２４ 南側壁溝 敲石 △１７．５５ △８．４５ ５．３ ９９０ 表裏と現存する側面部に敲打痕。

S３７ SI２４ P１２―１層 赤色顔料付着礫 ７．０ ３．９５ ３．８５ １２４ 先端下部と表面の中央やや下寄りの２ヶ所に赤色顔料が付着。赤色顔料の磨り潰しな
どに使用された可能性。

S３８ SI２４ 床面 鑿状片刃石斧未製品 ５．６ １．５ ０．９ １４．２ 刃部の作り出しや表面基部側の稜線が甘いことから未製品とした。表面基部側の赤色
顔料付着は二次的なものか。

S３９ SI２４ ３層 石鏃 １．４ １．３ ０．２３ ０．４ サヌカイト製の小型品。凹基式。裏面に素材面。

S４０ SI２４ 壁溝 石鏃 ２．６ １．８ ０．４５ ２．０ サヌカイト製。未製品か。

S４１ SI２７ P７ 敲石 １４．３ ７．６ ５．２ ７６０ 先端下部に弱い敲打痕。被熱のためか、部分的に弱く黒変。

S４２ SI２７ 床面 敲石 ９．７５ ５．６５ ５．２５ ４７４ 先端下部と角礫の稜線に敲打痕。

S４３ SI２７ ５・８層 赤色顔料付着礫 １２．２ ７．４５ ４．４ ６８０ 第５章第２節を参照。

S４４ SI２７ P１―１０層 赤色顔料付着礫 ５．０ ４．３ ２．１ ６４．５ 小型で扁平な円礫。一面に赤色顔料が付着。礫の表面にある細かな穴に入り込んだも
のが残る。

S４５ SI２７ 床面 石杵 １１．８ ７．１ ３．１ ３２９ 扁平な棒状礫。赤色顔料が付着する先端下部がバチ状に広がる、先端部には弱い擦痕。

第５節 遺物包含層及び出土遺物
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表４４ 石器観察表（２）
遺物
№ 出土位置 層 位 器 種

法 量
備 考

長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g）

S４６ SI２７ ５・８層 石杵 １３．１ ７．２ ３．８ ５００ 扁平で棒状に近い亜円礫。先端下部と表面中央付近に赤色顔料が付着。

S４７ SI２７ 埋土中 赤色顔料付着礫 ２．９５ ４．５ １．３ ２０．６ 扁平な礫の破片。赤色顔料が付着。面的な付着はないが残りはいい。図示していない
が裏面にもわずかに付着。

S４８ SI２７ １層 石包丁 ４．１ ３．８ ０．８ １１．０ 刃部を中心とした先端部の破片。研磨が完全に施されておらず、製作途中の破損品
か。刃は両刃である。

S４９ SI３０ 床面 赤色顔料付着礫 ４．０ ４．２ １．５ ３７．６ 小型扁平な円礫。一面に赤色顔料が付着。付着部位は表面の中央付近に限られ、赤色
顔料を伴う作業に使用されたものか。

S５０ SS２ １層 台石 １３．４ １７．１ ３．９ １，２８０ 第５章第２節を参照。

S５１ SS３ 埋土中 台石 １８．８ ３０．１ ７．４５ ６，５７０ 大型で扁平な亜円礫。表面は平滑。一部に擦痕。

S５２ SS４ １層 石鏃 ２．１ １．７６ ０．３２ １．０ サヌカイト製の凹基式石鏃。側縁は鋸歯状に加工。

S５３ SS４ ２層 砥石 １２．５５ ４．１５ ３．５５ ３２０ 細粒石材。側縁部を中心に幅２�未満の筋状の痕跡。

S５４ SK９ 底面直上 敲石 ６．４ ３．９５ １．８ ６６．５ 小型の扁平な礫。一端に弱い潰れ。

S５５ SK１４ ３層 石錘 １０．２５ ４．２ ４．０５ １５０ 長軸に沿った帯状の加工痕が器体全面を覆う。

S５６ SK１４ 埋土中 砥石 １３．１５ １２．３ ８．３ １，５１０ 粗粒石材。器体全周に剥離面。各面に砥石として使用された面が残る。器体を斜めに
走る節理が見られ、そこは砂粒を含む。

S５７ SK３９ 埋土中 赤色顔料付着礫 ８．５ ８．６ １．６ １３０ 不整形な板状の礫。赤色顔料が付着。面的に付着しておらず、二次的なものか。図示
していないが、裏面にも１ヶ所点的な付着。

S５８ 土器溜り 埋土中 扁平片刃石斧、
砥石転用？ ６．３５ ７．２ ２．１５ １２１ 板状に割れる石材。現存する表面と側面から横断面形が台形を呈す。反対側の側面が

再加工。砥石に転用か。

S５９ SI１ ５層 敲石 １３．４５ ８．１ ６．４ ７８０ 粗粒の亜円礫。上下両端に敲打痕。

S６０ SI１ ５層 敲石 １４．２ ６．６ ４．９ ６６０ 粗粒の棒状礫。上下両端、表裏、両側縁に敲打痕。

S６１ SI１ 床面 敲石 １２．２５ ５．２５ ４．３ ４００ 小型の棒状礫。上下両端に敲打痕。

S６２ SI１ 床面 敲石 １０．１５ ７．０ ５．７ ６９０ 緻密な石材。途中で欠損。先端及び表面に局所的な敲打痕。裏面の稜線上にも敲打痕
かと思われる弱い潰れ。

S６３ SI１ ５層 敲石 １２．７５ ７．０ ４．１５ ４９０ バチ形の棒状礫。一端に敲打痕。敲打痕周辺には小剥離。

S６４ SI１ ３層 敲石 ９．５ ３．７ ３．２ １５７ 小型の棒状礫。上下両端に敲打痕。

S６５ SI１ ４層 敲石 １２．５ ４．９ ２１．５ １７７．７ 扁平な楕円礫。一端に弱い敲打痕。

S６６ SI１ 床面 敲石 １６．５ ８．１ ７．１５ １，２６０ やや大型の棒状礫。上下両端のほかに表面に２ヶ所の局所的な敲打痕。

S６７ SI１ 床面 敲石 １３．６５ ８．３５ ６．０５ ９００ 途中で欠損。粗粒の棒状礫か。器体の先端、表裏両面、側面部に至るまで敲打痕。

S６８ SI１ ５層 石杵 ８．４５ ４．４ ２．４５ １３９ 第５章第２節を参照。

S６９ SI９ ２層 石鏃 ２．２５ １．９４ ３．９ １．５ 黒曜石製の凹基式石鏃。表面は押圧剥離。

S７０ SI９ ４層 石杵 ７．４５ ６．１ ３．４ ２４０ 扁平な棒状礫。器体の途中で欠損。側面に敲打痕。この部分はわずかに赤色顔料が付
着。

S７１ SI９ １層 敲石 △９．３ ６．０ ３．２ ２４０ やや扁平な棒状礫。一端に敲打痕。器体の上半を欠失。

S７２ SI９ ３層 敲石 ８．７５ ３．２５ ３．２５ １０８ 小型棒状の礫。先端下部と器体全体に敲打痕。

S７３ SI９ １層 敲石 １７．９ ７．７５ ５．１ １，０８０ 使用部位は大きく潰れ、敲打痕周辺には小剥離。

S７４ SI１６ ４層 敲石 １３．９５ ８．１５ ４．０ ６５０ 裏面は被熱。クラックが多数走るうえ一部赤化。

S７５ SI１６ 床面 台石 ２２．３ ２３．７ ６．５ ５，３４０ 素材となった礫自体は粗粒だが、使用された表面はかなり平滑。

S７６ SI２b ３層 石錘 ５．２ ６．１ １．２ ３８．５ 軟質の礫。薄い円盤状に加工し、一端に刻み目。相対する側は欠失。ここにも刻みが
あったと推定。

S７７ SI２２a ２９・３０層 砥石 １９．１ ７．９５ ５．２ １，２２０ 軟質で緻密な石材。各面とも平滑。

S７８ SI２２a ２９・３０層 砥石 ５．４ ４．０ ２．６ ７４．５ もとは中央付近でくびれる角柱状を呈していたと思われる。

S７９ SI２２a ２９・３０層 礫 １４．８ ７．６ ４．５ ８４０ 扁平な棒状礫。

S８０ SI２２a ２９・３０層 礫 １６．１ ７．２ ３．６ ５３０ 扁平な棒状礫。

S８１ SI２２a ２９・３０層 礫 １５．２ ６．４ ５．１５ ５１０ 上下両端が先細りとなる不整形な礫。

S８２ SI２２a ２９・３０層 礫 １６．８ ５．１ ４．９５ ６００ 不整形な棒状礫。

S８３ SI２２a ２９・３０層 台石 １９．３５ ２２．６ ５．８５ ３，４８０ 平面形態が五角形で扁平な礫。表面は擦痕が認められ平滑。裏面にも一部平滑な部分
が認められ、両面使用していた可能性。

S８４ SI２２a ２９・３０層 敲石 １３．１ ６．５ ５．６５ ７３０ 上下両端と器体の稜線に敲打痕。

S８５ SI２２a ２９・３０層 敲石 １４．７ ８．２ ６．３ ９４０ 幅広で厚めの棒状礫。先端下部は著しく潰れ、剥離。器体中央部にまで及ぶクラック。

S８６ SI２２a ２９・３０層 敲石 １９．５ １０．４５ ７．７ ２，１４０ 大き目の棒状礫。上下両端と表面の下半に敲打痕。表面を中心に弱い擦痕。器体を整
形している可能性。

S８７ SI２２a ２９・３０層 敲石 １５．５ ６．４ ４．７ ７９０ 棒状の角礫。上下両端と下半の側縁に敲打痕。

S８８ SI２２a ２９・３０層 敲石 １５．３ ５．７ ５．５５ ７１０ 棒状の角礫。上下両端と下半の側縁に敲打痕。

S８９ SI２２a ２９・３０層 砥石 ７．９ １１．１ ４．９５ ６４０ やや粗粒の石材。研磨は表裏のみ。特に表面はよく使用され平滑。側縁部に細い棒状
のものを研磨した痕跡が連続。

第３章 調査の成果と記録
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表４５ 石器観察表（３）
遺物
№ 出土位置 層 位 器 種

法 量
備 考

長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g）

S９０ SI２２b ２層 砥石または磨き石 １５．４ ４．９５ ３．９５ ４０６ 鍛冶関連遺物観察表参照

S９１ SI２２b ２層 砥石または磨き石 １５．２ ６．７ ４．１ ６２０ 鍛冶関連遺物観察表参照

S９２ SI２２ ２層 被熱礫 △１５．４ △１２．３５ ４．５ ０．９９ 鍛冶関連遺物観察表参照

S９３ SI２２ ２層 砥石または磨き石 ９．５ ７．２５ ４．７ ４５８ 鍛冶関連遺物観察表参照

S９４ SI２２ ２層 砥石または磨き石 ８．６ ７．４ ４．４ ４００ 鍛冶関連遺物観察表参照

S９５ SI２２ ２層 砥石または磨き石 １３．０ ９．６ ３．７ ７２０ 鍛冶関連遺物観察表参照

S９６ SI２２ ２層 砥石または磨き石 １１．８ ９．８ ３．５ ６６０ 鍛冶関連遺物観察表参照

S９７ SI２２ ２層 砥石 １２．９ １１．５ ３．７ ９１０ 鍛冶関連遺物観察表参照

S９８ SI２２ ２層 砥石 △２５．３ △２０．３ ８．６ ５，６６０ 鍛冶関連遺物観察表参照

S９９ SI２２ ２層 砥石 ３６．６ ２７．７ ９．３５ ９，４１０ 鍛冶関連遺物観察表参照

S１００ SI２２ ２層 鉄床石 １８．１ １７．３ ３．９ １，８００ 鍛冶関連遺物観察表参照

S１０１ SI２２ ２層 鉄床石 ３８．９ １８．４ １２．２ １４，３７０ 鍛冶関連遺物観察表参照

S１０２ 谷部（AA１８） 暗褐色土 鉄滓付着礫 １０．９ ８．４５ ３．７５ ２４０ 鍛冶関連遺物観察表参照

S１０３ 谷部（A１９） 暗褐色土 鉄床石 １２．５ ６．８５ ５．１５ ８００ 鍛冶関連遺物観察表参照

S１０４ 谷部（A１８） 褐色土上面
～暗褐色土 鉄床石 △２２．３ △９．６ △１１．１５ ２，８２０ 鍛冶関連遺物観察表参照

S１０５ SK１２ １層 石錘
（瀬戸内型） ９．１ ７．８５ ７．３ ５５０ 瀬戸内型石錘。使用に伴うものか判断できないが、上下両端は潰れている。

S１０６ 谷部 褐色土 扁平片刃石斧 △３．６ ３．８５ １．２ ２０ 刃部付近の破片。現状では若干の偏刃となる。

S１０７ 谷部 暗褐色土 敲石 １０．０ ６．１ ４．２ ３２０ 先細りの亜円礫。上下両端、表裏、側面の一部に敲打痕。

S１０８ 谷部 暗褐色土 磨石 ８．８ ９．０ ４．３ ４２２ 硬質で緻密な河川等の転石を利用。全体が摩滅。下端部に磨り面。

S１０９ 谷部（A１８） 褐色土 サヌカイト剥片 △６．８５ △３．５５ ０．９５ ２８．２ サヌカイトの板状剥片が分割されたもの。器体の下半に残る素材面から、もとは大型
の剥片であったことがわかる。

S１１０ 谷部 暗褐色土 不明石製品 ２．２ ０．８ ０．３５ １．５ 瑪瑙を薄い角柱状に研磨整形。

S１１１ 谷部 暗褐色土 砥石 １４．９ ９．３５ ５．５５ ８２０ 剥離整形により方形に加工。表面には幅１�以内の筋状の研磨痕。表側右側面は湾曲
する平滑な面で、ここにも使用痕。

S１１２ 谷部 暗褐色土 敲石 １１．０ ４．２５ ３．９ ３１０ 棒状礫。先端下部に敲打痕。

S１１３ 丘陵西側斜面（F２５） 暗褐色土 赤色顔料付着礫 ６．５ ４．７５ １．７ ８０ 小型の扁平な礫。表面の一部に赤色顔料が付着。

S１１４ SD１ 表層 石鏃 １．５３ １．３７ ０．３ ０．６ 黒曜石製の凹基式。加工途中に破損したものか、先端部が作り出されていない。裏面
中央には素材面を残す。

S１１５ 谷部（F２１） 不明 サヌカイト剥片 ６．１ １０．３ ２．１ １０４ 海綿状に風化した自然面をもつ板状剥片。自然面の稜線からすると母岩は亜角礫か。
石器製作のための素材と思われる。

表４６ 玉類観察表
遺物
№ 出土位置 層 位 器 種

法 量
備 考

長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g）

J１ SI１０a ３層 管玉 ０．８ ０．３ ― ０．２ 硬質緑色凝灰岩製。片面穿孔による小孔が貫通。

J２ SK２７ 埋土中 臼玉 ２．０ ４．０ ― ０．１未満 滑石製 全面に被熱を受け、小孔内には鍛冶滓が入る。

J３ 谷部 暗褐色土 管玉未製品 １．８ ０．８ ０．５ １．４ 硬質緑色凝灰岩製の角柱状素材。研磨途中に割れたか。

第５節 遺物包含層及び出土遺物
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表４７ 鉄器観察表
遺物
№ 出土位置 層 位 種 類

法 量
備 考

長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g）

F１ SI２ 遺構検出面 袋状鉄斧 ６６ ２３ ５ ３７．４ 袋端部を折り返す。刃部は研ぎ減り顕著。搬入品の可能性高い。

F２ SI１０ ３層 穿孔具または
ヘラ状鉄器 ９２ ５ ７ ６．０ 先端部ヘラ状。

F３ SI１０ 床直 穿孔具 △１６ ６．５ ４ ０．７ 先端部破片。

F４ SI１７ １層暗褐色土 鉄器片 △２８ １０ ３．５ ２．９ 細板状の鉄器片。上下端部は欠損の可能性あり。

F５ SI２４ 床直暗褐色土 棒状鉄器 ※４２ ６ ３ ５．５ 先端を欠失した穿孔具か？上下端部は身部より若干細くなる。

F６ SI２５ １層
（検出面） 鉄器片 ※３３ ※２４．５ ※２ １８．６ 不整形の鉄器片。

F７ SI２７ ２層 � ４８ １３．５ １．５ ７．０ わずかな裏すきを持つ。

F８ SI３０ ２層 刀子 ６２ １７ ３ ２０．０ 錆化によって断面中空。わずかに刃関を有する形態か？

F９ SI３０ ２層 鉄鏃 ３７ ２２ １ ３．１ 左側辺部カエリ欠失。中央部に穿孔あり。

F１０ SK１０ ８層 鋤先 ４３ １２６ ※１９ １３８．０ 研ぎ減りによる刃部の磨耗著しい。右折り返し部、木柄挿入の際鍛打により変形。

F１１ SK２０ ４層 鋳造鉄斧 ３１ ５５ １６ ６２．５ 鋳造鉄斧刃部片。袋部の大部分を欠失。再加工時あるいは破損時の歪みが生じる。

F１２ SK２０ 埋土中 板状鉄斧 ３９ ２８ ４．５ ５２．５ 片刃のものと思われる。基部から刃部にかけて撥状に広がる。

F１３ SK２４ １層 � ４６ １５ １．５ ９．５ 下端錆化により亀裂が生じる。両端欠損か？

F１４ 土器溜り
（D１９G） 暗褐～褐色土 鉄器片 ※２４ １２ ３．５ ７．０ 錆化顕著。断面中空。刀子茎部片の可能性がある。

F１５ SI１ 床直 � ７３ １１ １．５ ７．６ わずかな裏すきを持つ。

F１６ SI１ １層 穿孔具 ７８ ５．５ ４ ７．８ 全体形にややねじれを持つ。上端部から下端部にかけて幅・厚みが減少。

F１７ SI１ ６層 � △２７ １０ ※１．５ ２．３ 身部から基部にかけての破片。身部は錆化により層状剥離する。

F１８ SI１ ４層 棒状鉄器 ※２１ ５ ３ ２．６ 下端部の錆化が顕著。製品が破損したものか？

F１９ SI９ １層 鉄器片 △３０ １１ ３ ４．８ 錆化著しく、断面中空。�身部片か？

F２０ SI９ ３層 棒状鉄器 ４８ ９ ４．５ ４．８ 錆化顕著。先端が丸みをおび、扁平となるため穿孔具の可能性がある。

F２１ SI９ ３層 鉄器片 ２７ ２８ ３ ４．０ 刀子か？右側片は裁断の可能性高い。左側片は欠損。

F２２ SI９ ３層北東区 刀子 △１３ １６ ３ １．１ 切先部。

F２３ SI９ 床直 鉄器片 ２１．５ １４ ４ ６．２ 不整長方形の鉄器片。表面が剥離する。

F２４ SI９ 床直 鉄片 ２３ １８ ※１ ７．１ 不整五角形の鉄片。

F２５ SI９ ３層 鉄片 １６ ２７．５ ２ ５．８ 不整長方形の鉄片。

F２６ SI２２b P１上層 鍛冶滓？ ２４．５ ２４ １２ ７．３ 平面不整方形の鍛冶滓か？

F２７ SI２２b 床直 鉄器片 ４１ ２３ ３．５ １１．４ 小型の袋状鉄斧の袋部破片。身部下半欠損。使用による破損か？

F８３ 谷部（A１８G） 褐色土 鉄器片 △３７ １７ ２．５ １２．２ 袋状鉄斧袋部破片の可能性高い。右側片及び下辺は裁断されていると思われる。

F８４ 谷部（C１９G）暗褐色～褐色土 袋状鉄斧 ６４ ３８ ３ ４２．２ 袋状鉄斧を再加工したもの。加工時に、折り曲げによって割れた痕跡が２ケ所ある。

F８５ 谷部
（C１９～D１９G）

黒褐色土～
暗褐色土 袋状鉄斧 ３５ ２２ ３ １１．０ 袋状鉄斧袋部破片の可能性高い。身部下半欠損。一部木質残存。

F８６ F２３G 暗褐色土 � ６４ １５ ２ １４．０ 身部に穿孔あり。わずかな裏すきを持つ。
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第４章 自然科学分析の成果

第１節 笠見第３遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査

株式会社九州テクノリサーチ・TACセンター

大澤正己・鈴木瑞穂

１．いきさつ

笠見第３遺跡は鳥取県琴浦町笠見に所在して、古墳時代中期に属し、鍛冶炉跡が検出されている。

また鍛冶炉に近接する土坑（SK２７）や住居跡（SI２２）の埋土から、多数の鍛冶関連遺物が出土する。

このような状況に鑑みて遺跡内での鉄器生産の様相を検討する目的から金属学的調査を行う運びと

なった。

２．調査方法

２―１．供試材

表４８に示す。鍛冶関連遺物計６点の調査を行った。

２―２．調査項目

（１） 肉眼観察

遺物の外観上の所見を記載した。

（２） マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を低倍

率で撮影したものを指す。当調査は顕微鏡検査によるよりも、広い範囲にわたって、組織の分布状

態、形状、大きさなどの観察ができる利点がある。

（３） 顕微鏡組織

鉱滓の鉱物組成、金属部の組織観察や非金属介在物の調査などを目的とする。

試料観察面を設定・切り出し後、試験片は樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の＃１５０、＃２４０、＃３２０、

＃６００、＃１０００、及びダイヤモンド粒子の３μと１μで鏡面研磨した。

また観察には金属反射顕微鏡を用い、特徴的・代表的な視野を選択して、写真撮影を行った。なお

金属鉄の調査では５％ナイタル（硝酸アルコール液）を腐食（Etching）に用いた。

（４） ビッカース断面硬度

ビッカース断面硬度計（Vickers Hardness Tester）を用いて、滓中の晶出物及び金属鉄部の硬さ

測定を実施した。

試験は鏡面研磨した試料に１３６°の頂角をもったダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面

積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。試料は顕微鏡用を併用し、荷重は５０gf～２００

gfで測定した。

（５） EPMA（Electron Probe Micro Analyzer）調査

鉄中非金属介在物の組成調査を目的とする。

試料面（顕微鏡試料併用）に真空中で電子線を照射し、発生する特性Ｘ線を分光後に画像化し定性

的な結果を得る。更に標準試料とＸ線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理してデータ

第１節 笠見第３遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査

第
一
章

調
査
の
経
緯

第
二
章

遺
跡
の
位
置
と
環
境

第
三
章

調
査
の
成
果
と
記
録

第
四
章

自
然
科
学
分
析
の
成
果

第
五
章

総

括

２１７



解析を行う方法である。

反射電子像（COMP）は、調査面の組成の違いを明度で表示するものである。重い元素で構成さ

れる物質ほど明るく、軽い元素で構成される物質ほど暗い色調で示される。これを利用して組成の違

いを確認後、定量分析を実施している。

また各元素の分布状態を把握するため、適宜特性Ｘ線像の撮影も行った。

（６） 化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分（Total Fe）、金属鉄（Metallic Fe）、酸化第一鉄（FeO）：容量法。

炭素（Ｃ）、硫黄（Ｓ）、：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法。

二酸化硅素（SiO２）、酸化アルミニウム（Al２O３）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネシウム（MgO）、

酸化カリウム（K２O）、酸化ナトリウム（Na２O）、酸化マンガン（MnO）、二酸化チタン（TiO２）、酸

化クロム（Cr２O３）、五酸化燐（P２O５）、バナジウム（Ｖ）、銅（Cu）、二酸化ジルコニウム（ZrO２）：ICP

（Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer）法：誘導結合プラズマ発光分光分析。

３．調査結果

３―１．SK２７（古墳時代中期）出土遺物

KAS３―１：椀形鍛冶滓（SK２７、２層出土品）

（１） 肉眼観察：５４．５gと小型でやや薄手の椀形鍛冶滓の破片である。表面の付着土砂中には、鍛

造剥片が多数含まれる。また上下面は試料本来の表面で、側面４面は全面破面である。滓の地の色調

は黒色で、破面には中小の気孔が散在するが、比較的緻密な滓である。

（２） 顕微鏡組織：写真３�～�に示す。�には鍛造剥片（注１）が付着土砂中に多数混在するところ

を示した。

��は滓部である。�は資料のほぼ全面で観察される鉱物組成で、暗色多角形小結晶ヘーシナイト

（Hercynite：FeO・Al２O３）、淡灰色柱状大結晶ファイヤライト（Fayalite：２FeO・SiO２）が晶出す

る。また�は下面側に若干確認される鉱物組成である。上述した結晶に加えて、白色樹枝状結晶ウス

タイト（Wustite：FeO）ないしマグネタイト（Magnetite：Fe３O４）が晶出する。ヘーシナイトとファ

イヤライト主体の滓は低温側での成形加工時の排滓に分類できよう。

（３） ビッカース断面硬度：紙面の構成上圧痕の写真を割愛したが、２ヶ所硬度測定を実施した。

白色樹枝状結晶の硬度値は５３５Hvであった。マグネタイトの文献硬度値（注２）５００～６００Hvの範囲内であ

り、マグネタイトの可能性が高い。

また淡灰色柱状結晶の硬度値は５８６Hvであった。ファイヤライトの文献硬度値６００～７００Hvを若干

下回る値であるが、測定時の亀裂の影響等が考えられる。

（４） EPMA調査：写真８の１段目に滓部の反射電子像（COMP）を示す。１６の白色樹枝状結晶

の定量分析値は１０１．７％FeOであった。ウスタイト（Wustite：FeO）に同定される。また１７の淡灰色

盤状結晶は６９．９％FeO―３．４％MgO―３１．４％SiO２であった。ファイヤライト（Fayalite：２FeO・SiO２）

に同定される。

１８の暗色微小結晶（白色樹枝状結晶内）の定量分析値は７２．６％FeO―２９．２％Al２O３―１．０％TiO２であっ

た。マグネタイト（Magnetite：Fe３O４）とヘーシナイト（Hercynite：FeO・Al２O３）を主な端成分と
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する固溶体（注３）と推定される。さらにチタン（TiO２）をごく微量固溶する。

さらに１９のガラス質部分の定量分析値は、３８．０％SiO２―１４．０％Al２O３―９．３％CaO―３．９％K２O―３．８％Na２

O―３０．１％FeOであった。鉄分をかなり固溶した珪酸塩に同定される。

（５） 化学組成分析：表４９に示す。全鉄分（Total Fe）３７．３０％に対して、金属鉄（Metallic Fe）

２．５２％、酸化第１鉄（FeO）３６．１４％、酸化第２鉄（Fe２O３）９．５６％の割合であった。主に炉材や鍛接

材の溶融物起源の造滓成分（SiO２＋Al２O３＋CaO＋MgO＋K２O＋Na２O）は４６．３０％と高値であるが、塩

基性成分（CaO＋MgO）の割合は３．４７％と低い。また通常製鉄原料の砂鉄に含まれる二酸化チタン

（TiO２）は０．３７％、バナジウム（Ｖ）＜０．０１％と低値であった。酸化マンガン（MnO）も０．１２％と

低い。銅（Cu）は０．０２％とやや高めであった。

当資料は主に鉄酸化物と、炉材（炉壁、羽口）や鍛接材（藁灰、粘土汁）の溶融物起源の造滓成分

（SiO２＋Al２O３＋CaO＋MgO＋K２O＋Na２O）で構成される。鉄素材の熱間加工時の反応副生物の鍛錬

鍛冶滓に分類される。鉄素材の目減りを配慮してやや低温成形時の排出滓であろう。

KAS３―４：鉄塊系遺物（SK２７、２層出土品）

（１） 肉眼観察：５g弱の小型で塊状の鉄塊系遺物である。表面は茶褐色の酸化土砂で覆われて、

鍛造剥片が多数混在する。また表面には黒銹が滲み出て、特殊金属探知機のＨ（○）での反応から、

鉄部は銹化が進むと推測される。

（２） マクロ組織：写真３�に示す。観察面では金属鉄は確認されなかったが、銹化鉄（環状明灰

色～黒色部）主体の遺物であった。また表面の酸化土砂中には、多数の鍛造剥片が混在する。

（３） 顕微鏡組織：写真３�～�に示す。�は資料表層の滓部の拡大である。白色樹枝状結晶ウス

タイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトが晶出する。椀形鍛冶滓（KAS３―１）と同様の鉱物組成であっ

た。

また��は銹化鉄部の拡大である。�及び�の写真左下の明色部には、針状セメンタイト痕跡を残

す過共析組織（Ｃ＞０．７７％）、また�の写真右側の暗色部には、片状黒鉛析出のねずみ鋳鉄組織痕跡

が残存する。

（４） ビッカース断面硬度：紙面の構成上圧痕の写真を割愛したが、淡灰色盤状結晶の硬度測定を

実施した。硬度値は５１０Hvであった。椀形鍛冶滓（KAS３―１）と同様、ファイヤライトの文献硬度値

より軟質の値を示した。

（５） EPMA調査：写真８の５段目に付着滓（写真３�と同一ヶ所）の反射電子像（COMP）を

示す。７の淡灰色盤状結晶の定量分析値は６８．７％FeO―１．７％MgO―３０．１％SiO２であった。ファイヤラ

イト（Fayalite：２FeO・SiO２）に同定される。また８の白色樹枝状結晶の定量分析値は１０６．２％FeO―

１．９％TiO２―１．０％Al２O３であった。ウスタイト（Wustite：FeO）に同定される。なおチタン（TiO２）

を微量固溶している。さらに９の暗色多角形結晶の定量分析値は５０．７％FeO―５２．１％Al２O３であった。

ヘーシナイト（Hercynite：FeO・Al２O３）に同定される。

当資料は比較的浸炭の進んだ、過共析組織～ねずみ鋳鉄組織の小鉄塊であった。また付着滓の鉱物

組成から、鍛冶処理途中に飛散した小鉄塊の可能性が高いと考えられる。

KAS３―５：粒状滓（注４）（SK２７、メッシュD９出土品）
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KAS３―５ イ―１ １．２�径：強磁性

（１） 肉眼観察：色調は暗黒色で、やや潰れた球形を呈する。また表面は平滑であるが、ごく微細

な気孔が若干点在する。

（２） マクロ組織：写真４�に示す。断面は淡褐色鉱物相が晶出し、内部には最大０．６�程の気孔

が多数散在する。またごく微細な明白色部は金属鉄である。

（３） 顕微鏡組織：写真４�に示す。表層側には多角形結晶、その内側には灰褐色樹枝状結晶はマ

グネタイト（Magnetite：Fe３O４）が晶出する。

KAS３―５ イ―２ ０．７�径：強磁性

（１） 肉眼観察：色調は暗黒色で、比較的きれいな球状を呈する。また表面は平滑であるが、微細

な気孔が点在する。

（２） マクロ組織：写真４�に示す。断面は淡褐色鉱物相で形成され、内部には最大０．３�程の気

孔が多数散在する。

（３） 顕微鏡組織：写真４�に示す。灰褐色の多角形結晶や樹枝状結晶マグネタイトが晶出する。

KAS３―５ イ―３ ０．３�径：強磁性

（１） 肉眼観察：色調は暗黒色で、きれいな球状を呈する。また表面には小さな突起が１ヶ所みら

れる。

（２） 顕微鏡組織：写真４��に示す。非常に微細な粒状滓で、内部の気孔は少ない。表層の白色

針状結晶はヘマタイト（Hematite：Fe２O３）、灰褐色多角形結晶はマグネタイトである。

KAS３―５ ロ―１ １．２�径：弱磁性

（１） 肉眼観察：色調は灰褐色で、比較的きれいな球状を呈する。表面は部分的に茶褐色の付着物

がみられる。またごく微細な気孔が若干点在する。

（２） マクロ組織：写真４�に示す。断面は灰褐色鉱物相が詰まり、内部には最大０．２�程の微細

な気孔が少量点在する。

（３） 顕微鏡組織：写真４�に示す。外周部（写真右側）の灰褐色多角形結晶はマグネタイト、内

側の樹枝状結晶はウスタイトである。

KAS３―５ ロ―２ ０．７�径：弱磁性

（１） 肉眼観察：色調は暗黒色で、きれいな球状を呈する。また表面には小さな突起が１ヶ所みら

れる。

（２） マクロ組織：写真４	に示す。断面は灰褐色鉱物相がリング状に晶出し、内部は複数の気孔

が集まって、不定形の空洞が生じている。

（３） 顕微鏡組織：写真４
に示す。外周部の灰褐色多角形結晶はマグネタイト、内側の樹枝状結

晶はウスタイトである。さらに最表層には白色針状のヘマタイトも僅かに確認される。

KAS３―５ ロ―３ ０．７�径：弱磁性

（１） 肉眼観察：色調は暗黒色で、きれいな球状を呈する。表面は平滑である。

（２） 顕微鏡組織：写真５��に示す。非常に微細な粒状滓で、内部の気孔はごく少ない。表層の

白色針状結晶はヘマタイト、灰褐色多角形結晶はマグネタイトである。

分析調査を実施した６点は、すべて鉄酸化物主体の微細遺物であった。鉄素材の熱間加工時に、表

層が酸化してできた反応副生物に分類される。
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KAS３―６：鍛造剥片

KAS３―６ イ―１ ５．５×４．４×０．３�

（１） 肉眼観察：色調は表裏面とも青灰色であるが、裏面側は茶褐色の土砂が付着する。また表面

は比較的平滑であるが、裏面には非常に微細な気孔が点在する。

（２） マクロ組織：写真５�に示す。比較的大型で、平坦気味の剥片である。

（３） 顕微鏡組織：写真５�に示す。断面を王水で腐食した組織を示した。最表層に明白色のヘマ

タイト、中間に明灰色のマグネタイト、内側に暗灰色の凝集ウスタイト層が確認される。

KAS３―６ イ―２ ２．３×１．５×０．１�

（１） 肉眼観察：色調は表裏面とも青灰色である。また表面は比較的平滑であるが、裏面には非常

に微細な気孔が点在する。

（２） マクロ組織：写真５�に示す。薄手で、微かに波状の彎曲がみられる。

（３） 顕微鏡組織：写真５�に示す。断面を王水で腐食した組織を示した。王水効果は弱いが鉄酸

化膜の３層構造（ヘマタイト、マグネタイト、ウスタイト）は明瞭に観察される。

KAS３―６ イ―３ ０．８×０．５×０．０８�

（１） 肉眼観察：色調は表裏面とも青灰色で、平滑な剥片である。

（２） 顕微鏡組織：写真５��に示す。非常に微細で、薄手の平坦な剥片である。断面は王水で腐

食したが、その効果は弱い。しかし鉄酸化膜の３層構造が確認された。

KAS３―６ ロ―１ ４．０×３．２×０．３�

（１） 肉眼観察：色調は表裏面とも青灰色であるが、裏面側は茶褐色の土砂が付着する。また表面

は比較的平滑であるが、裏面には非常に微細な気孔が点在する。

（２） マクロ組織：写真５	に示す。やや厚手で緩くうねる剥片である。ただし表裏面とも、表層

に細かい凹凸が若干みられる。

（３） 顕微鏡組織：写真５
に示す。断面を王水で腐食した組織を示した。王水腐食効果は現われ

て最表層に明白色のヘマタイト、中間に明灰色のマグネタイト、内側に暗灰色のウスタイト層が明瞭

に確認される。

KAS３―６ ロ―２ ２．９×２．５×０．１�

（１） 肉眼観察：色調は表裏面とも青灰色である。また表面は比較的平滑であるが、裏面には非常

に微細な気孔が点在する。

（２） マクロ組織：写真６�に示す。比較的薄手で、若干片減り傾向をもつ剥片である。

（３） 顕微鏡組織：写真６�に示す。断面を王水で腐食した組織を示した。鉄酸化膜の３層構造が

明瞭に観察される。中間層のマグネタイトの肥大化が特徴的である。

KAS３―６ ロ―３ ０．９×０．８×０．１�

（１） 肉眼観察：色調は表裏面とも青灰色で、平滑な剥片である。

（２） 顕微鏡組織：写真６��に示す。非常に微細で、薄手の平坦な剥片である。断面は王水で腐

食している。腐食効果は弱いがやはり鉄酸化膜の３層構造が確認された。

分析調査を実施した６点は、すべて鉄酸化物（ヘマタイト、マグネタイト、ウスタイト）の３層構

造が確認された。これらも鍛冶作業の熱間加工時、鉄素材表層が酸化して生じた剥片の微細遺物と判

断される。
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３―２．SI２２（古墳時代中期）出土遺物

KAS３―２：椀形鍛冶滓

（１） 肉眼観察：３４gとごく小型で薄手の椀形鍛冶滓の破片である。側面１面のみが破面である。

また下面は微細な木炭痕による凹凸が著しい。滓の地の色調は黒灰色で、破面には微細な気孔が点在

するが、比較的緻密な滓である。

（２） 顕微鏡組織：写真６�～	に示す。��には資料表層に付着する微細遺物を示した。�の中

央は粒状滓、�は鍛造剥片の拡大組織である。鉄素材の熱間での鍛打加工を傍証する遺物が確認され

た。

�の明白色部は、滓中に散在するごく微細な金属鉄である。５％ナイタルで腐食したが、変化はみ

られなかった。フェライト（Ferrite：α鉄）結晶粒の可能性が高いと考えられる。

�	は滓部である。白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色柱状結晶ファイヤライトが晶出する。またウ

スタイト粒内のごく微細な暗色結晶はヘーシナイトである。

（３） ビッカース断面硬度：写真６	の白色粒状結晶の硬度を測定した。硬度値は４５６Hvで、ウス

タイトに同定される。

（４） 化学組成分析：表４９に示す。全鉄分（Total Fe）は５６．７３％と高値であった。このうち金属

鉄（Metallic Fe）は０．１５％、酸化第１鉄（FeO）５８．０６％、酸化第２鉄（Fe２O３）１６．３７％の割合であ

る。造滓成分（SiO２＋Al２O３＋CaO＋MgO＋K２O＋Na２O）は２１．８９％で、塩基性成分（CaO＋MgO）

は１．８８％と低値であった。また主に製鉄原料の砂鉄に含まれる二酸化チタン（TiO２）が０．１９％、バ

ナジウム（Ｖ）は＜０．０１％と低い。酸化マンガン（MnO）も０．０７％と低値である。銅（Cu）は０．０２％

と若干高めであった。

当資料は、椀形鍛冶滓（KAS３―１）と比較すると鉄酸化物の割合が高いが、やはり鉄材の表層酸

化物と、炉材及び鍛接材の溶融物起源の造滓成分を主成分とする。鉄素材の熱間加工に伴ってできた

鍛錬鍛冶滓に分類される。言い替えると高温沸し鍛接時の排滓である。

３―３．SI２６（古墳時代中期）出土遺物

KAS３―３：椀形鍛冶滓（含鉄）

（１） 肉眼観察：３６g弱と小型でやや薄手の椀形鍛冶滓の破片である。上面は比較的平坦で、下面

は浅い椀形を呈する。側面２面が破面である。下面には一部錆膨れがあり、特殊金属探知機のＭ（◎）

で反応があるため、鉄部を内包するものと推測される。また滓の地の色調は暗黒色で、破面には細か

い気孔が若干点在するが、比較的緻密な滓である。

（２） マクロ組織：写真７�に示す。観察面では金属鉄はほとんど残存していなかったが、まとま

りのよい銹化鉄部（写真右側：環状明灰色～黒色部）が確認された。

（３） 顕微鏡組織：写真７�～�に示す。�の明白色部は、銹化鉄中の微細な残存金属鉄部と推測

された。しかし５％ナイタルで腐食しても変化がなく、この部分も銹化が進行していた。また��は

銹化鉄部でフェライト地に層状パーライトの痕跡が認められるが、銹化鉄部の炭素含有量を推定する

のは困難な状態であった。

�の中央は、滓中の微細な金属鉄粒である。５％ナイタルで腐食したところ、フェライト地にパー

ライトの析出があり亜共析組織が確認された。炭素含有量は０．３％程度と推定される。

第４章 自然科学分析の成果
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�～�は滓部である。白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色柱状結晶ファイヤライトが晶出する。また

ウスタイト粒内のごく微細な暗色結晶はヘーシナイトである。

（４） ビッカース断面硬度：写真７�の白色粒状結晶の硬度を測定した。硬度値は４３７Hvとやや軟

質の値を示すが、ウスタイトが同定される。

（５） 化学組成分析：表４９に示す。全鉄分（Total Fe）は５２．６９％と高めであった。このうち金属

鉄（Metallic Fe）は０．３９％、酸化第１鉄（FeO）３８．４４％、酸化第２鉄（Fe２O３）３２．０６％の割合であ

る。造滓成分（SiO２＋Al２O３＋CaO＋MgO＋K２O＋Na２O）は２１．４６％で、塩基性成分（CaO＋MgO）

２．２４％と低値である。また製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン（TiO２）は０．１９％、バナジウム（Ｖ）

＜０．０１％と低い。さらに酸化マンガン（MnO）も０．０８％と低値である。銅（Cu）は０．０２％とやや高

めである。

４．まとめ

笠見第３遺跡から出土した鍛冶関連遺物を調査した結果、当遺跡には純度の高い（製錬滓の影響の

ほとんどない）鉄素材が搬入されており、これを熱間で鍛打加工して、鍛造製品が作られたものと推

定される。詳細は以下のとおりである。

〈１〉 鍛冶炉跡に近接する土坑（SK２７）から出土した椀形鍛冶滓（KAS３―１）と、同時期の住居

跡埋土（SI２２）から出土した椀形鍛冶滓（KAS３―２）は、ともに鉄素材を熱間で鍛打加工した際に

できた鍛錬鍛冶滓に分類される。それも前者は低温素延べ、後者は高温沸し鍛接作業となろう。

どちらも、製鉄原料起源の脈石成分（塊鉱石：CaO、MgO、MnO、砂鉄：TiO２、Ｖ、ZrO２など）

はごく僅かで、純度の高い（製錬滓の影響のほとんどない）鉄素材を処理していたものと推測される。

始発原料は０．０２％Cuの含有量から塊鉱石の可能性を提示しておく。砂鉄であればCuは＜０．０１％のレ

ベルとなろう。

〈２〉 鉄塊系遺物（KAS３―４）は滓部の鉱物組成から、鍛冶処理途中に飛散して、その後回収さ

れずに遺棄された小鉄塊と推測される。

また鉄部は比較的吸炭の進んだ、過共析組織～ねずみ鋳鉄組織を呈する。このことから、当遺跡で

は炭素量の高い鉄材を脱炭して、鍛錬に適した状態に炭素量を調整する作業も行われていた可能性が

考えられる。

〈３〉 土坑（SK２７）からは、粒状滓（KAS３―５）、鍛造剥片（KAS３―６）といった、熱間での鍛

打加工に傍証する微細遺物が多数確認された。なお同一遺構から出土した椀形鍛冶滓（KAS３―１）

や鉄塊系遺物（KAS３―４）の表層にも、鍛造剥片が多量に固着していることから、隣接する鍛冶炉

では、熱間で鉄素材を鍛錬・成形する作業が相当量行われたものと推測される。

〈４〉 椀形鍛冶滓（KAS３―３）は鍛錬鍛冶滓に分類される。鉱物・化学組成ともに上述の椀形鍛

冶滓（KAS３―２）と酷似しており、同じく純度の高い（製錬滓の影響のほとんどない）鉄素材を熱

間で鍛打加工した際に排出された反応副生物の鍛錬鍛冶滓である。

５．笠見第３遺跡鍛冶作業の列島内での位置づけ

日本列島内では、古墳時代に属する遺跡から本格鍛冶を証明する鍛冶関連遺物が出土し始める。本

格鍛冶とは、鉄器製作に際して鉄素材の高温沸し鍛接や、加熱目減りを配慮して低温での素延べ・火

第１節 笠見第３遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査
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造りなど成形作業を伴う鍛冶を指す。弥生時代の加熱曲げ加工、鏨切成形の原始鍛冶とは一線を画

す。本格鍛冶は高炭素素材の卸しや精錬鍛冶に近い工程も含まれよう。操業では、それぞれの工程に

対応した排出滓があり、鍛打に伴う粒状滓や鍛造剥片が派生する。笠見第３遺跡の古墳時代中期の遺

構からも高温沸し鍛接が想定できる椀形鍛冶滓（KAS３―２：ウスタイト＋ファイヤライト）や後工

程に繋がる低温型素延べ時の排出滓と考えられる椀形鍛冶滓（KAS３―１：ファイヤライト主体でウ

スタイト少量晶出）の鍛接鍛冶滓が検出された。更に鍛打作業が証明できる粒状滓や鍛造剥片など微

細遺物も確認できたことは前述したとおりである。

過去に調査してきた南は鹿児島県から北は宮城県までの古墳時代前・中期の鉄滓主要成分を表５１に

示す。この主要成分のうち、鍛冶原料鉄の産地同定を得る指標成分として銅（Cu）に注目し、笠見

第３遺跡出土滓の０．０２％に近似する遺跡を俯瞰してみた。九州（松木Ａ）、近畿（小戸、陵南北、森）、

関東（御蔵台、西裏、新郭、畑沢）、東北（永作、山王）と列島内全体の拡がりをもち、山陰では事

例が少ないが鳥取県最古級の長瀬高浜遺跡の０．００８％Cuとは成分傾向を異にする。国内の鍛冶原料鉄

は或るまとまりをもって搬入された傾向が窺われる。

国内鉄生産の開始以前の鍛冶原料鉄の存在は東アジアを視野に入れて検討すべき重要課題である。

笠見第３遺跡出土の鍛冶関連遺物の金属学的調査結果からも小さな手掛りが提示できた事は望外の喜

びとして筆を擱く。

（注）

（１） 鍛造剥片とは鉄素材を大気中で加熱、鍛打したとき、表面酸化膜が剥離、飛散したものを指す。俗に鉄肌（金

肌）やスケールとも呼ばれる。鍛冶工程の進行により、色調は黒褐色から青味を帯びた銀色（光沢を発する）

へと変化する。粒状滓の後続派生物で、鍛打作業の実証と、鍛冶の段階を押える上で重要な遺物となる（注５）。

鍛造剥片の酸化膜相は、外層は微厚のヘマタイト（Hematite：Fe２O３）、中間層マグネタイト（Magnetite：

Fe３O４）、大部分は内層ウスタイト（Wustite：FeO）の３層から構成される。このうちのヘマタイト相は１，４５０℃

を超えると存在しなく、ヴスタイト相は５７０℃以上で生成されるのはFe―O系平衡状態図から説明される（注６）。

鍛造剥片を王水（塩酸３：硝酸１）で腐食すると、外層ヘマタイト（Hematite：Fe２O３）は腐食しても侵さ

れず、中間層マグネタイト（Magnetite：Fe３O４）は黄変する。内層のウスタイト（Wustite：FeO）は黒変する。

鍛打作業前半段階では内層ウスタイト（Wustite：FeO）が粒状化を呈し、鍛打仕上げ時になると非晶質化する。

鍛打作業工程のどの段階が行われていたか推定する手がかりともなる（注７）。

（２） 日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』１９６８

ウスタイトは４５０～５００Hv、マグネタイトは５００～６００Hv、ファイヤライトは６００～７００Hvの範囲が提示されて

いる。

（３） 黒田吉益・諏訪兼位『偏光顕微鏡と造岩鉱物［第２版］』共立出版株式会社 １９８３

第５章 鉱物各論 Ｄ．尖晶石類・スピネル類（Spinel Group）の記載に加筆

尖晶石類の化学組成の一般式はXY２O４と表記できる。Ｘは２価の金属イオン、Ｙは３価の金属イオンである。

その組み合わせでいろいろの種類のものがある。（略）

（４） 粒状滓は鍛冶作業において凹凸を持つ鉄素材が鍛冶炉の中で赤熱状態に加熱されて、突起部が溶け落ちて酸

化され、表面張力の関係から球状化したり、赤熱鉄塊に酸化防止を目的に塗布された粘土汁が酸化膜と反応し

て、これが鍛打の折に飛散して球状化した微細な遺物である。

（５） �大澤正己「奈良尾遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『奈良尾遺跡』（今宿バイパス関連埋蔵文化財調

査報告第１３集）福岡県教育委員会１９９１

�大澤正己「重留遺跡鍛冶工房跡出土鉄関連遺物の金属学的調査」『重留遺跡第４地点』～若園線住宅移転用

第４章 自然科学分析の成果
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地整備事業関係埋蔵文化財調査報告４～（北九州市埋蔵文化財報告書第３０３集）�北九州市芸術文化振興財

団埋蔵文化財調査室 ２００３．３

（６） 森岡進ら「鉄鋼腐食科学」『鉄鋼工学講座』１１ 朝倉書店 １９７５

（７） 大澤正己「房総風土記の丘実験試料と発掘試料」『千葉県立房総風土記の丘 年報１５』（平成３年度）千葉県

房総風土記の丘 １９９２

第１８３図 Fe―O系平衡状態図および鍛造剥片３層分離型模式図

第１節 笠見第３遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査
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表４９ 供試材の化学組成
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ Σ＊

符 号 出土位置 遺 物 名 称 推 定 年 代
全鉄分
（Total
Fe）

金属鉄
（Metallic
Fe）

酸化第
１鉄
（FeO）

酸化第
２鉄

（Fe２O３）

二酸化
珪素
（SiO２）

酸化アル
ミニウム
（Al２O３）

酸化カル
シウム
（CaO）

酸化マグ
ネシウム
（MgO）

酸化カ
リウム
（K２O）

酸化ナト
リウム
（Na２O）

酸化マ
ンガン
（MnO）

二酸化
チタン
（TiO２）

酸化ク
ロム

（Cr２O３）

硫黄

（Ｓ）

五酸化
燐

（P２O５）

炭素

（Ｃ）

バナジ
ウム
（Ｖ）

銅

（Cu）

二酸化ジル
コニウム
（Zr２O）

造滓
成分

造滓成分
Total

Fe

TiO２

Total

Fe

KAS３―１ SK２７ ２層 椀形鍛冶滓 古墳時代中期 ３７．３０ ２．５２ ３６．１４ ９．５６ ２８．７８ １１．２０ ２．０６ １．４１ １．７４ １．１１ ０．１２ ０．３７ ０．０７ ０．０４０ ０．２２ ０．４０ ＜０．０１ ０．０２ ０．０２ ４６．３０ １．２４１ ０．０１０

KAS３―２ SI２２ ３層 椀形鍛冶滓 古墳時代中期 ５６．７３ ０．１５ ５８．０６ １６．３７ １３．８５ ５．５７ １．２０ ０．６８ ０．３２ ０．２７ ０．０７ ０．１９ ０．０６ ０．０４５ ０．１４ ０．１１ ＜０．０１ ０．０２ ＜０．０１ ２１．８９ ０．３８６ ０．００３

KAS３―３ SI２６ ２層 椀形鍛冶滓（含鉄）古墳時代中期 ５２．６９ ０．３９ ３８．４４ ３２．０６ １２．７８ ５．０２ １．５２ ０．７２ ０．９４ ０．４８ ０．０８ ０．１９ ０．０６ ０．０８６ ０．１９ ０．１４ ＜０．０１ ０．０２ ＜０．０１ ２１．４６ ０．４０７ ０．００４

表４８ 供試材の履歴と調査項目

符 号 報告番号 構成番号 出土位置 遺 物 名 称 推 定 年 代

計 測 値

磁着度 メタル度

調 査 項 目

大きさ

（�）

重量

（g）

マクロ

組 織

顕微鏡

組 織

ビッカース

断面硬度
EPMA 化学分析

KAS３―１ F２８ �
SK２７ ２層

椀形鍛冶滓 ４７×４１×２３ ５４．５ ２ なし ○ ○ ○ ○

KAS３―４ F３５ 	 鉄塊系遺物 ４．７ ３ Ｈ（○） ○ ○ ○ ○

KAS３―５ ― 
 SK２７

メッシュD９

粒状滓
古墳時代中期

― ― ― なし ○ ○

KAS３―６ ― � 鍛造剥片 ― ― ― なし ○ ○

KAS３―２ F５１  SI２２ ３層 椀形鍛冶滓 ３６×４６×１９ ３４．２ ３ 銹化（△） ○ ○ ○

KAS３―３ F６３ 6 SI２６ ２層 椀形鍛冶滓（含鉄） ３１×４２×２２ ３５．８ ４ Ｍ（◎） ○ ○ ○ ○
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表５０ 出土遺物の調査結果のまとめ

符 号 出土位置 遺 物 名 称 推 定 年 代 顕 微 鏡 組 織

化 学 組 成（％）

所 見Total

Fe
Fe２O３

塩基性
成分

TiO２ Ｖ MnO
造滓
成分

Cu

KAS３―１

SK２７ ２層

椀形鍛冶滓 鍛造剥片多数付着、滓部：Ｆ＋（Ｗ）＋Ｈ ３７．３ ９．５６ ３．４７ ０．３７ ＜０．０１ ０．１２ ４６．３ ０．０２ 低温成形時の鍛錬鍛冶滓

KAS３―４ 鉄塊系遺物
鍛造剥片多数付着、付着滓：Ｗ＋Ｈ＋Ｆ、
銹化鉄部：過共析組織～ねずみ鋳鉄

― ― ― ― ― ― ― ― 鍛冶処理途中の小鉄塊（高炭素鋼～鋳鉄）

KAS３―５
SK２７
メッシュD９

粒状滓

古墳時代中期

イ―１・２：Ｍ、イ―３・ロ―３：He＋Ｍ、
ロ―１・２：Ｍ＋Ｗ

― ― ― ― ― ― ― ―
熱間での鍛打加工に伴う粒状微細遺物
（先発）

KAS３―６ 鍛造剥片 イ―１～３・ロ―１～３：He＋Ｍ＋Ｗ ― ― ― ― ― ― ― ―
熱間での鍛打加工に伴う剥片微細遺物
（後発）

KAS３―２ SI２２ ３層 椀形鍛冶滓
粒状滓・鍛造剥片付着、滓部：Ｗ＋（Ｈ）＋Ｆ、
微小金属鉄

５６．７３ １６．３７ １．８８ ０．１９ ＜０．０１ ０．０７ ２１．８９ ０．０２ 高温沸し鍛接時の鍛錬鍛冶滓

KAS３―３ SI２６ ２層
椀形鍛冶滓
（含鉄）

滓部：Ｗ＋（Ｈ）＋Ｆ、銹化鉄部（金属組織痕跡不明瞭） ５２．６９ ３２．０６ ２．２４ ０．１９ ＜０．０１ ０．０８ ２１．４６ ０．０２ 高温沸し鍛接時の鍛錬鍛冶滓

Ｗ：Wustite（FeO）、Ｈ：Hercynite（FeO・Al２O３）、Ｆ：Fayalite（２FeO・SiO２）、Ｍ：Magnetite（Fe３O４）、He：Hematite（Fe２O３）
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表５１ 古墳時代前期・中期の鉱石系精錬・鍛錬鍛冶滓出土例

遺 跡 名 所 在 地 推 定 年 代 羽口出土
状 況

鍛冶炉
検 出 鉱物組成

化学組成（％）
注

Total Fe CaO TiO２ Cu Ｖ

橋 牟 礼 川 鹿児島県指宿市 ５Ｃ中葉 有 Wustite
Fayalite ５５．７ ３．４７ ０．２４ ０．０１３ ０．０１０ １

博 多５９次 福岡市祇園 ４Ｃ初 有 〃 〃 ５９．５ １．０９ ０．１３ ０．０４０ ０．００３ ２
松 木 福岡県那珂川町 ４Ｃ中頃 〃 ４８．８ ３．９５ ０．１１ ０．００４ ０．００１ ３
松 木 Ａ 〃 ５Ｃ前半 〃 ４５．９ ３．９９ ０．１５ ０．０１６ ０．００１ 〃
野坂―町間 福岡県宗像市 ５Ｃ中頃 〃 ４３．７ １．８５ ０．３０ ０．０１０ ０．００５ ４

勝浦井ノ口 福岡県津屋崎町 ４Ｃ後半 〃 ５０．３４～
５４．０９

１．２９～
１．３９

０．３１～
０．３８

０．０１０～
０．０２０ ０．０１ ５

重 留 福岡県北九州市 ５Ｃ前半 専用羽口 有 〃 ４９．９～
５５．０

１．２４～
１．９２

０．３２～
０．４１

０．０１０～
０．０２５ ＜０．０１ ６

荻 鶴 大分県日田市 ５Ｃ前半～中 高 杯 脚
専用羽口 〃 〃 ６１．２８ ０．１４ ０．０６ ０．０１２ ０．００２ ７

窪 木 薬 師 岡山県総社市 ５Ｃ前半 〃 ４５．１０ １．９９ ０．３６ ０．０１２ ０．０１２ ８

小 戸 兵庫県西川 ４Ｃ後半 有 〃 ４１．３～
５４．３

０．７～
１．３７

０．１５～
０．２４

０．０１６～
０．０７９

０．００３～
０．００６ ９

雨 流 兵庫県三原郡三
原町 ５Ｃ中葉 〃 有 〃 ３９．４～

６７．０
０．９～
２．１４

０．１４～
０．１８

０．０３９～
０．１９

０．００１～
０．００４ １０

大 県 大阪府柏原市 ５Ｃ末～７Ｃ初 〃 〃 〃 ５３～６６ ０．３２～１．５３
０．０８３～
０．２７

０．００３～
０．００７

０．００１～
０．００７ １１

大和田今池 大阪府松原市 ５Ｃ前半 〃 〃 ４７ １．１４ ０．８４ ０．００５ ０．０４０ １２

土師２７―１ 大阪府堺市 ５Ｃ後半 〃 〃 ２７．８～
４２．７

１．９～
３．８

０．１８～
０．３７

０．０１２～
０．０２０

０．００５～
０．０１２ 〃

陵 南 北 〃 〃 〃 有 〃 ４６～５５ ０．５９～２．０
０．２３～

２．１
０．０１９～
０．０４３

０．００１～
０．００５ １３

森 大阪府交野市 ５Ｃ後 〃 〃 〃 ４３．０～
５６．６

１．８～
３．３４

０．１４～
０．２５

０．００１～
０．０１６

０．００２～
０．００３ １４

田 屋 和歌山県 ５Ｃ後半 〃 〃 ３３．６～
５３．１

１．１９～
３．６１

０．２４～
１．０９

０．０３０～
０．２４

０．００４～
０．０２０ １５

長 瀬 高 浜 鳥取県湯梨浜町 ４Ｃ末～５Ｃ初 〃 ５７．７ ４．４４ ０．１４ ０．００８ ０．００１ １６

吉 田 奥 愛知県瀬戸市 ５Ｃ末 有 有 〃 ３４．０～
５９．４

１．０１～
５．５６

０．１２～
０．５１

０．０２７～
０．２０

０．００２～
０．０１０ １７

行 人 塚 埼玉県大里郡江
南町 ５Ｃ初～中 高 杯 脚

転用羽口 〃 〃 ４４．０～
６２．０

２．８～
５．７

０．２３～
０．５１

０．００６～
０．０１０

０．００５～
０．０１３ １８

御 蔵 山 中 埼玉県大宮市 ５Ｃ中葉 〃 〃 〃 ３４．０～
６２．０

２．７～
８．８

０．５４～
１．２９

０．０８０～
０．０６３

０．０１１～
０．０２６ １９

御 蔵 台 〃 〃 〃 ４９．０～
５７．０

３．７０～
６．０

０．４０～
０．５９

０．０１０～
０．０２６

０．０１３～
０．０４４ 〃

中 山 千葉県四街道市 ５Ｃ前半 高 杯 脚
転用羽口 有 〃 ４９．０～

６３．０
０．４２～

２．１
０．０２０～
０．５８

０．００５～
０．０６５

０．００６～
０．０３６ ２０

折 返 Ａ 福島県いわき市 〃 ４３．２３ ３．０５ ０．４０ ０．０１０ ０．０１ ２１

西 裏 栃木県小山市 ５Ｃ末 高 杯 脚
転用羽口 有 Ｗ＋Ｆ＋Ｈ ４２．５～４６．０

３．３～
７．０２

０．５１～
０．５２

０．０１０～
０．０２５ ０．０１ ２２

新 郭 栃木県壬生町 ５Ｃ中葉 高 杯 脚
専用羽口 〃 Ｗ＋Ｆ ３８．２８～

５１．３３
０．７３～
１．７７

０．４４～
０．６８

０．０１０～
０．０２０

０．０１～
０．０２０ ２３

永 作 福島県郡山市 ５Ｃ後半 〃 〃 ３９．０～
５３．０

１．４～
２．４

０．２４～
０．４４

０．０１３～
０．０３０

０．００４～
０．０１０ ２４

南 山 田 福島県郡山市 ５Ｃ 専用羽口 〃 〃 ５４．０９～
６１．７１

０．７１～
１．８８

０．２０～
１．４４

０．００８～
０．０１０ ０．０１ ２５

辰 巳 城 福島県石川郡玉
川村 〃 有 〃 〃 ５５．７ １．３２ ０．３５ ０．００７ ２６

南 小 泉 宮城県仙台市 ５Ｃ中頃 〃 ５６．５ １．９８ ０．１２ ０．００２ ０．００２ ２７

山 王 宮城県多賀城市 ５Ｃ 高 杯 脚
専用羽口 有 〃 ３４．８～

５１．５
１．６２～
５．８５

０．１５～
０．３１

０．０２５～
０．０４５ ０．０１ ２８

八 幡 脇 茨城県土浦市 ４Ｃ末～５Ｃ初 専用羽口 〃 〃 ６４．０１ １．６５ ０．２２ ０．００１ ０．００６ ２９
畑 沢 千葉県木更津市 ５Ｃ中葉 Ｗ＋Ｆ＋Ｈ ３３．０８ ４．８４ ０．６９ ０．０１６ ０．０２１ ３０

女 威 大阪府茨木市 ５Ｃ初～６Ｃ前 Ｗ＋Ｆ＋Ｈ ６１．９～６７．７
０．１７～
０．３０

０．１７～
０．２４

０．００４～
０．００９

０．００６～
０．０１０ ３１

下 城 大分県佐伯市 表採；不明 Ｗ＋Ｆ ５４．７４ １．４０ ０．７８ ０．００４ ０．０２ ３２

古 志 本 郷 島根県出雲市 ４Ｃ代 専用羽口 Ｗ＋Ｆ ５０．０９～
６０．８５

１．９７～
２．７４

０．０８～
０．２９ ＜０．０１

＜０．０１～
０．０１ ３３

柳 島根件安来市 弥生時代終末期 有 Ｆ ３９．３２ ２．５１ ０．４５ ０．００２ ０．０１ ３４

笠 見 第 ３ 鳥取県琴浦町 ５Ｃ代 〃 Ｆ、Ｗ＋Ｆ ３７．３０～５６．７３
１．２０～
２．０６

０．１９～
０．３７ ０．０２ ＜０．０１ ３５

※編集者注：鳥取県内の所在地表記は合併後の名称に変更 Ｈ：Hercynite、FeO・Al２O３
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注：表５１文献
１．指宿市教育委員会発掘調査、報告書準備中
２．大澤正己「鉄滓からみた古代の鉄生産」『特別考古学講座‐鉄と考古学（第２回）』福岡市埋蔵文化財センター １９９３．１０．１６
３．大澤正己「松木遺跡出土鉄滓の金属学的調査」『松木遺跡』（那珂川町文化財調査報告書第１１集）那珂川町教育委員会
１９８４

４．原俊一他「埋蔵文化財発掘調査報告書１９８４年度」（宗像市文化財調査報告書第９集）宗像市教育委員会 １９８５
大澤正己「春日市の鉄の歴史」『春日市史上巻』１９９５．３．３１

５．大澤正己「勝浦井ノ口遺跡出土鉄滓の金属学的調査」『勝浦北部丘陵遺跡群‐勝浦井ノ口遺跡』（津屋崎町文化財調査報
告書第１３集）津屋崎町教育委員会 １９９８

６．北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室、報告書準備中
７．大澤正己「荻鶴遺跡鍛冶関連遺物の金属学的調査」『荻鶴遺跡』（大分県日田市埋蔵文化財調査報告書第９集）日田市教
育委員会 １９９５

８．大澤正己「窪木薬師遺跡出土鉄関連遺物の金属学的調査」『窪木薬師遺跡』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告８６）岡山県
教育委員会 １９９３

９．兵庫県川西市教育委員会、報告書準備中
１０．大澤正己「雨流遺跡出土椀形鉄滓と鍛造剥片の金属学的調査」『雨流遺跡』（兵庫県文化財調査報告書第７６集）兵庫県教

育委員会 １９９０
１１．大澤正己「大県遺跡及び周辺遺跡出土鉄滓・鉄剣の金属学的調査」『大県・大県南遺跡―下水道管渠埋設工事に伴う―』

大阪府柏原市教育委員会 １９８１
１２．大澤正己「大阪府所在土師遺跡２７－１街区、大和川・今池・高師浜遺跡出土鉄滓の調査」『大和川・今池遺跡�』大和川・

今池遺跡調査会 １９８１
１３．大澤正己「新日本製鉄研修センター内出土鉄滓・鉄製品の科学的分析調査」『土師遺跡発掘調査報告書その１』堺市教育

委員会 １９７６
１４．交野市教育委員会「森遺跡�・�」１９８９・１９９０

大澤正己「交野市森遺跡とその周辺遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『森遺跡�』交野市教育委員会 １９９１
１５．大澤正己「田屋遺跡出土鉄滓の金属学的調査」『田屋遺跡』（一般国道２４号線和歌山バイパス建設に伴う発掘調査）�和

歌山県埋蔵文化財センター １９９１
１６．鳥取県教育委員会提供試料、未発表
１７．大澤正己「吉田奥遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『上之山』～愛知県瀬戸市吉田、吉田奥遺跡群・広久手古窯跡

発掘調査報告書～瀬戸市教育委員会 １９９２
１８．大澤正己「本田・東台�・�遺跡出土鉄滓の金属学的調査」『本田東台・上前原』（江南町文化財調査報告書第８集）埼

玉県大里郡江南町教育委員会 １９８８
１９．大澤正己「御蔵山中遺跡出土鉄滓と鉄器の金属学的調査」『御蔵山中遺跡』大宮市遺跡調査会 １９８９
２０．大澤正己「中山遺跡鍛冶工房跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」『中山遺跡・水流遺跡・東原遺跡』（財団法人印旛郡

市文化財センター発掘調査報告書第１１集）印旛郡市文化財センター １９８７
２１．財団法人いわき市教育文化事業団、報告書準備中
２２．大澤正己「西裏遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『西裏遺跡』（栃木県埋蔵文化財調査報告書第１８０集）栃木県教育

委員会・財団法人栃木県文化振興事業団 １９９６
２３．大澤正己「新郭遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『新郭古墳群・新郭遺跡・下り遺跡』（栃木県埋蔵文化財調査報

告第２１４集）栃木県教育委員会・栃木県教育文化振興事業団 １９９８
２４．福島県郡山市教育委員会調査、福島県文化センター寺島文隆氏経由入手試料、未発表
２５．大澤正己「南山田遺跡出土鍛冶関連遺物・鉄製品の金属学的調査」�郡山市埋蔵文化財発掘調査事業団への提出資料
１９９８．７．１０

２６．大澤正己「辰巳城遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『母畑地区遺跡発掘調査報告書３１』福島県教育委員会・財団法
人福島県文化センター １９９１．３

２７．大澤正己「南小泉遺跡祭祀土壙出土鉄滓の金属学的調査」『南小泉遺跡第１６～１８次発掘調査報告書２』（仙台市文化財発
掘調査報告書第１４０集）仙台市教育委員会 １９９０

２８．大澤正己「山王遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」『山王遺跡�』（多賀城市文化財調査報告書第４５集）多賀城市教
育委員会・建設省東北地方建設局 １９９７．３

２９．大澤正己・鈴木瑞穂「田村・沖宿遺跡群〈八幡脇・尻替遺跡〉出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『八幡脇遺跡』（田村・
沖宿地区区画整理事業に伴う埋蔵文化財調査報告書）土浦市教育委員会、編集：土浦市遺跡調査会 準備中

３０．予定原稿「畑沢遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」白井久美子氏依頼
３１．大澤正己・鈴木瑞穂「安威遺跡出土鍛冶滓の金属学的調査」『安威遺跡』（大阪府埋蔵文化財報告１９９９．６）大阪府教育委

員会 ２０００．３
３２．大澤正己「下城遺跡採取鉄滓の金属学的調査」『下城遺跡群の研究』別府大学考古学研究室編集 提出原稿・刊行未定
３３．大澤正己「古志本郷遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」
３４．大澤正己「柳遺跡出土椀形鍛冶滓の金属学的調査」『塩津丘陵遺跡群』～塩津山遺跡・竹ケ崎遺跡・附 亀ノ尾古墳～一

般国道９号（安来道路）建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 西地区� 建設省松江国道工事事務所 島根県教育
委員会１９９８．３

３５．大澤正己・鈴木瑞穂「笠見第３遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『笠見第３遺跡�』鳥取県埋蔵文化財センター
２００７．３
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② 

④ 

① 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

KAS3－1 
椀形鍛冶滓 
①×100　表層付着土砂、鍛造剥片
多数混在 
②③：滓部 
②×100　ヘーシナイト・ファイヤ
ライト 
③×100　ウスタイト（マグネタイ
ト）・ヘーシナイト・ファイヤライト 
〔ビッカース断面硬度測定結果〕 
白色樹枝状結晶：535Hv 
マグネタイト（50gf） 
淡灰色柱状結晶：586Hv 
ファイヤライト（200gf）異常値 

KAS3－4 
鉄塊系遺物 
④×5　マクロ組織 
⑤×100：滓部ウスタイト・ヘーシ
ナイト・ファイヤライト 
⑥⑦：銹化鉄部 
⑥×100　過共析組織痕跡 
⑦×100　左側：過共析組織～ 
右側：ねずみ鋳鉄組織痕跡 
〔ビッカース断面硬度測定結果〕 
淡灰色盤状結晶：510Hv 
ファイヤライト（200gf）異常値 

写真３ 椀形鍛冶滓・鉄塊系遺物の顕微鏡組織

第４章 自然科学分析の成果
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② 

④ 

⑥ 

⑧ 

⑩ 

KAS3－5　イ－1 
粒状滓 
①×20　マクロ組織 
②×400　マグネタイト 

KAS3－5　イー2 
粒状滓 
③×20　マクロ組織 
④×400 　マグネタイト 

KAS3－5　イ－3 
粒状滓 
⑤×100　⑥×400　表層白色針状
結晶：ヘマタイト、内側：マグネ
タイト 

KAS3－5　ロ－1 
粒状滓 
⑦×20　マクロ組織 
⑧×400　外周部：マグネタイト、
内側：ウスタイト 

KAS3－5　ロ－2 
粒状滓 
⑨×100　マクロ組織 
⑩×400　外周部：マグネタイト、
内側：ウスタイト 

① 

③ 

⑤ 

⑦ 

⑨ 

写真４ 粒状滓の顕微鏡組織
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KAS3－5　ロ－3 
粒状滓 
①×100　②×400　表層白色針
状結晶：ヘマタイト、内側：マ
グネタイト 

KAS3－6　イ－1 
鍛造剥片 
③×10　マクロ組織 
④×400　王水 etch 
表層明白色部：ヘマタ
イト 
明灰色部：マグネタイト 
暗灰色部：ウスタイト 

KAS3－6　イ－2 
鍛造剥片 
⑤×20　マクロ組織 
⑥×400　王水 etch 
表層明白色部：ヘマタイト 
明灰色部：マグネタイト 
暗灰色部：ウスタイト 

KAS3－6　イ－3 
鍛造剥片 
⑦×100　⑧×400　王水 etch 
表層明白色部：ヘマタイト 
明灰色部：マグネタイト 
暗灰色部：ウスタイト 

KAS3－6　ロ－1 
鍛造剥片 
⑨×20　マクロ組織 
⑩×400　王水 etch 
表層明白色部：ヘマタイト 
明灰色部：マグネタイト 
暗灰色部：ウスタイト 

② 

④ 

⑥ 

⑧ 

⑩ 

① 

⑤ 

③ 

⑦ 

⑨ 

写真５ 粒状滓・鍛造剥片の顕微鏡組織
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KAS3－6　ロ－2 
鍛造剥片 
①×20　マクロ組織 
②×400　王水 etch 
表層明白色部：ヘマタイト 
明灰色部：マグネタイト 
暗灰色部：ウスタイト 

KAS3－6　ロ－3 
鍛造剥片 
③×100　④×400　王水 etch 
表層明白色部：ヘマタイト 
明灰色部：マグネタイト 
暗灰色部：ウスタイト 

KAS3－2 
椀形鍛冶滓 
⑤⑥×400　表層付着土砂、粒状滓
・鍛造剥片混在 
⑦×400 明白色粒：金属鉄ナイタ
ル etch 変化なし 
フェライト結晶か 
⑧⑨：滓部 
⑧×100　滓部：ウスタイト（粒内
微小ヘーシナイト）・ファイヤラ
イト 
⑨×200　硬度圧痕：456Hv、 
ウスタイト（100gf） 

② 

④ 

⑤ 

③ 

① 

⑦ 

⑨ 

⑥ 

⑧ 

写真６ 鍛造剥片・椀形鍛冶滓の顕微鏡組織

第１節 笠見第３遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査

２３３



KAS3－3 
椀形鍛冶滓（含鉄） 
①×5　マクロ組織 
②×200　鉄部、ナイタル etch
変化なし 
③×100　④×400  銹化鉄部 
⑤×400　中央：微小金属鉄粒 
ナイタル etch 亜共析組織 
⑥～⑧：滓部 
⑥×200　硬度圧痕：437Hv、 
ウスタイト（100gf）異常値 
⑦×100　⑧×400　ウスタイト（粒
内微小へーシナイト）・ファイ
ヤライト 

④ 

② 

③ 

⑤ 

⑦ 

① 

⑥ 

⑧ 

写真７ 椀形鍛冶滓（含鉄）の顕微鏡組織
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KAS3－4

KAS3－1

COMP 
×600

COMP 
×600

O

Ti

Fe

Al

Si

Element 
F 
Na2O 
MgO 
Al2O3 
SiO2 
K2O 
CaO 
S 
P2O5 
TiO2 
Cr2O3 
MnO 
FeO 
ZrO2 
CuO 
V2O3 
As2O5 
 
Total

16      
-  　 
-  　 
0.088 
0.677 
0.305 
-  　 
-  　 
-  　 
0.030 
0.836 
-  　 
0.016 
101.670 
-  　 
0.020 
0.006 
0.022 

 
103.670

17      
-  　 
-  　 
3.446 
0.268 
31.191 
-  　 
0.089 
0.004 
-  　 
0.027 
-  　 
0.051 
69.931 
-  　 
-  　 
0.057 
0.033 

 
105.296

18      
-  　 
-  　 
0.455 
29.181 
0.322 
-  　 
-  　 
-  　 
0.015 
1.011 
0.028 
0.029 
72.586 
-  　 
-  　 
-  　 
0.081 

 
103.708

19      
　-  　 
3.793 
0.068 
14.008 
38.032 
3.931 
9.277 
0.156 
0.982 
0.415 
-  　 
0.023 
30.081 
-  　 
-  　 
-  　 
-  　 
 

100.727

Element 
F 
Na2O 
MgO 
Al2O3 
SiO2 
K2O 
CaO 
S 
P2O5 
TiO2 
Cr2O3 
MnO 
FeO 
ZrO2 
CuO 
V2O3 
As2O5 
 
Total

7      
-  　 
-  　 
1.694 
0.262 
30.060 
-  　 
0.013 
0.056 
0.174 
0.091 
-  　 
0.058 
68.717 
-  　 
0.070 
-  　 
0.095 

 
101.276

8      
-  　 
-  　 
0.016 
1.041 
0.105 
-  　 
-  　 
-  　 
-  　 
1.869 
0.083 
-  　 

106.241 
0.167 
0.010 
0.029 
-  　 
 

109.561

9      
-  　 
-  　 
0.841 
52.095 
0.100 
-  　 
-  　 
-  　 
0.048 
0.704 
0.046 
0.040 
50.652 
-  　 
-  　 
-  　 
-  　 
 

104.526

写真８ EPMA調査結果 反射電子像（COMP）・特性Ｘ線像および定量分析値
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第２節 笠見第３遺跡の自然科学分析

株式会社古環境研究所

（１） 笠見第３遺跡出土炭化材の樹種同定

１．はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

２．試料

試料は、弥生時代中期～古墳時代前期の焼失住居より出土した住居の部材と考えられる炭化材１９点

と、時期不明の製炭土坑より出土した炭化材１点の合計２０点である。

３．方法

試料を割折して新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板目と同義）の

基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって５０～１０００倍で観察した。同定は、解剖学的形質及び

現生標本との対比によって行った。

４．結果

結果を表５２に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を写真９、１０に示す。以下に同定の根拠となった特

徴を記す。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科 写真９―１

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が火炎状に

配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の

高木で、通常高さ２０m、径４０�ぐらいであるが、大きいものは高さ３０m、径２mに達する。耐朽性が

強く水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、薪

炭、椎茸ほだ木など広く用いられる。

スダジイ Castanopsis sieboldii Hatusima ブナ科 写真９―２

横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管が、やや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小

道管が火炎状に配列する。
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放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりスダジイに同定される。スダジイは本州（福島県、新潟県佐渡以南）、四国、九州

に分布する。常緑の高木で、高さ２０m、径１．５mに達する。材は耐朽性、保存性ともにやや低く、建

築、器具などに用いられる。

ケヤキ Zelkova serrata Makino ニレ科 写真９―３

横断面：年輪のはじめに大型の道管が１～２列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複

合して円形、接線状ないし斜線状に配列する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんど

が平伏細胞であるが、上下の縁辺部のものは方形細胞でしばしば大きくふくらみ、なかには結晶を含

むものがある。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、上下の縁辺部の細胞のなかには大きくふくらんでいるも

のがある。幅は１～７細胞幅である。

以上の形質よりケヤキに同定される。ケヤキは本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、通常

高さ２０～２５m、径６０～７０�ぐらいであるが、大きいものは高さ５０m、径３mに達する。材は強靭で従

曲性に富み、建築、家具、器具、船、土木などに用いられる。

サクラ属 Prunus バラ科 写真１０―４

横断面：小型で丸い道管が、単独あるいは２～３個放射方向及び斜め方向に複合して散在する散孔

材である。道管の径は、早材部から晩材部にかけて緩やかに減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は、同性に近

い異性である。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型で１～４細胞幅である。

以上の形質よりサクラ属に同定される。サクラ属には、ヤマザクラ、ウワミズザクラ、シウリザク

ラ、ウメ、モモなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または低木である。

エゴノキ属 Styrax エゴノキ科 写真１０―５

横断面：年輪のはじめに、やや小型で丸い道管が、おもに２～４個放射方向に複合して散在し、晩

材部ではごく小型で角張った道管が単独あるいは数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道

管の径は、早材部から晩材部にかけて緩やかに減少する。軸方向柔細胞が、晩材部において接線状に

配列する傾向を示す。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は１０本前後である。放射組織は

異性である。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型で１～４細胞幅である。

以上の形質よりエゴノキ属に同定される。エゴノキ属には、エゴノキ、ハクウンボクなどがあり、

北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の小高木で、高さ１０m、径３０�である。材は器具、旋

作、薪炭などに用いられる。
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５．所見

同定の結果、笠見第３遺跡出土の炭化材のうち、住居の部材と考えられる炭化材は、クリ７点、ス

ダジイ６点、ケヤキ１点、サクラ属３点、エゴノキ属２点であった。主要となるクリ、スダジイはい

ずれも大材になる材であり、建築材として使用される樹種である。クリは温帯に広く分布する落葉広

葉樹であり、暖温帯と冷温帯の中間域では純林を形成することもある。スダジイは温帯下部の暖温帯

に分布する照葉樹林の主要構成要素である。いずれも乾燥した台地や丘陵地を好み二次林要素でもあ

る。ケヤキ、サクラ属も温帯に広く分布し、エゴノキ属は温帯域の落葉広葉樹で河川や谷沿いの湿地

に生育する。また製炭土坑より出土した炭化材は、クリであった。いずれも遺跡周辺に生育し、比較

的容易に用いることのできる樹種であったと推定される。

参考文献

佐伯浩・原田浩（１９８５）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p.２０―４８．

佐伯浩・原田浩（１９８５）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p.４９―１００．

島地謙・伊東隆夫（１９８８）日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閣，p.２９６

山田昌久（１９９３）日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第１号，植生史研究会，p.２４２

表５２ 笠見第３遺跡における樹種同定結果

試料
№

遺跡名 遺構名
取上げ
№

材の
形状

部材名称 備 考 結果（学名／和名）

１ 笠見第３ SI９ ２６ 板？ 母屋桁？ 古墳時代前期 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
２ 笠見第３ SI９ ４７ 板？ 垂木？ 古墳時代前期 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
３ 笠見第３ SI１０ １ 板？ 弥生時代後期 Castanopsis sieboldii Hatusima スダジイ
４ 笠見第３ SI１０ １０ 板？ 弥生時代後期 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
５ 笠見第３ SI１０ ２１ 板？ 弥生時代後期 Styrax エゴノキ属
６ 笠見第３ SI１０ ２５ 板？ 弥生時代後期 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
７ 笠見第３ SI１０ ４４ 板？ 弥生時代後期 Castanopsis sieboldii Hatusima スダジイ
８ 笠見第３ SI１０ ５４ 丸太？ 弥生時代後期 Styrax エゴノキ属
９ 笠見第３ SI１０ ６０ 丸太？ 弥生時代後期 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
１０ 笠見第３ SI１５ １ 弥生時代中期 Castanopsis sieboldii Hatusima スダジイ
１１ 笠見第３ SI１５ ２ 弥生時代中期 Castanopsis sieboldii Hatusima スダジイ
１２ 笠見第３ SI１５ ３ 弥生時代中期 Castanopsis sieboldii Hatusima スダジイ
１３ 笠見第３ SI１５ ４ 弥生時代中期 Castanopsis sieboldii Hatusima スダジイ
１４ 笠見第３ SI１５ ５ 弥生時代中期 Zelkova serrata Makino ケヤキ
１５ 笠見第３ SI２２ ２ 丸太 梁or桁？ 古墳時代前期 Prunus サクラ属
１６ 笠見第３ SI２２ ３ 丸太 梁or桁？ 古墳時代前期 Prunus サクラ属
１７ 笠見第３ SI２２ ９ 丸太 梁or桁？ 古墳時代前期 Prunus サクラ属
１８ 笠見第３ SI２２ １１ 丸太 梁or桁？ 古墳時代前期 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
１９ 笠見第３ SI２２ １７ 丸太？垂木or母屋桁？ 古墳時代前期 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
２０ 笠見第３ SK１３ 時期不明、製炭土坑 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
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１．試料No.２　クリ 

３．試料No.14　ケヤキ 

２．試料No.７　スダジイ 

: 0.4mm横断面 : 0.4mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.4mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.4mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

写真９ 笠見第３遺跡の炭化材１

第２節 笠見第３遺跡の自然科学分析

２３９



４．試料No.16　サクラ属 

５．試料No.５　エゴノキ属 

: 0.4mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.4mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

写真１０ 笠見第３遺跡の炭化材２
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（２） 笠見第３遺跡の花粉分析

１．はじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されてお

り、遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花

粉などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解さ

れて残存していない場合もある。

２．試料

分析試料は、SI２６より採取された試料２５（２層、灰褐色土：古墳時代中期）、試料２６（３層、淡茶～

灰茶色シルト混土）の２点、東側谷部より採取された試料２７（黒褐色土：古墳時代以降）、試料２８（暗

褐色土：古墳時代）、試料２９（褐色土：弥生時代後期）の３点の計５点である。

３．方法

花粉の分離抽出は、中村（１９７３）の方法をもとに、以下の手順で行う。

１）０．５％リン酸三ナトリウム（１２水）溶液を加え１５分間湯煎

２）水洗処理の後、０．５�の篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

３）２５％フッ化水素酸溶液を加えて３０分放置

４）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン

氏液を加え１分間湯煎）を施す

５）再び氷酢酸を加えて水洗処理

６）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

７）検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって３００～１０００倍で行う。花粉の同定は、島倉（１９７３）及び中村（１９８０）

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行う。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜

属、節及び種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（―）で結んで示す。イネ属

については、中村（１９７４、１９７７）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴

と対比して同定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とする。

４．結果

（１） 分類群

出現した分類群は、樹木花粉１２、樹木花粉と草本花粉を含むもの１、草本花粉９、シダ植物胞子２

形態の計２４である。これらの学名と和名及び粒数を表５３に示し、花粉数が２００個以上計数できた試料

は、周辺の植生を復元するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを第１８４図に示す。主要な

分類群は写真に示す。また、寄生虫卵についても観察したが検出されなかった。

以下に出現した分類群を記載する。

〔樹木花粉〕

ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、ハンノキ属、カバノキ属、ク
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リ、シイ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科

〔草本花粉〕

イネ科、カヤツリグサ科、アカザ科―ヒユ科、ナデシコ科、カラマツソウ属、オミナエシ科、タン

ポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

（２） 花粉群集の特徴

地点ごとに下位より花粉構成と花粉組成の変化の特徴を記載する。

１）SI２６

下位より、３層（試料２６）では、花粉密度が極めて低く、ほとんど検出されない。２層（試料２５）

では、花粉密度がやや高くなり、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高く、シダ植物胞子が２０％を

占める。草本花粉では、イネ科、ヨモギ属が高率に出現し、タンポポ亜科、キク亜科などが伴われ

る。樹木花粉では、スギ、シイ属、マツ属複維管束亜属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜

属などが低率に出現する。

２）東側谷部

下位より、褐色土（試料２９）と暗褐色土（試料２８）では、花粉密度が極めて低く、検出されない。

試料２７（黒褐色土）では、花粉密度がやや高くなり、草本花粉が優占する。特にヨモギ属が優占し、

次いでイネ科が多く出現する。樹木花粉では、コナラ属アカガシ亜属、マツ属複維管束亜属、イチイ

科―イヌガヤ科―ヒノキ科、ハンノキ属、カバノキ属、コナラ属コナラ亜属などがわずかに出現する。

５．花粉分析から推定される植生と環境

地点ごとに、下位より植生と環境を推定する。

１）SI２６

下位より、３層（試料２６：古墳時代中期）は花粉がほとんど検出されない。当該層準の堆積時は、

調査地は花粉粒等の有機質が分解される乾燥した環境が推定される。

２層（試料２５）では、イネ科、ヨモギ属を主にタンポポ亜科、キク亜科などの草本が分布し、比較

的乾燥した環境が示唆される。これらの草本は人里植物ないし耕地雑草の性格ももつことから、周辺

に集落や畑地などの人為性の高い環境が分布していたと推定される。近隣には森林は分布せず、ス

ギ、シイ属、マツ属複維管束亜属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属などが地域的に森林

を形成していたと推定される。

２）東側谷部

下位より、褐色土（試料２９：弥生時代後期）と暗褐色土（試料２８：古墳時代）では、花粉がほとん

ど検出されない。両層準の堆積時は、調査地は花粉粒等の有機質が分解される乾燥した環境であった

と推定される。

黒褐色土（試料２７：古墳時代中期以降）では、周辺にヨモギ属、イネ科の草本が分布しており、比

第４章 自然科学分析の成果

２４２



較的乾燥した環境が示唆される。これらの草本は人里植物ないし耕地雑草の性格ももつため、周辺に

は集落や畑地などの人為性の高い環境が分布していたと推定される。近隣には森林は分布しておら

ず、コナラ属アカガシ亜属、マツ属複維管束亜属、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、ハンノキ属、カ

バノキ属、コナラ属コナラ亜属などの森林が地域的に分布していたと推定される。

６．まとめ

笠見第３遺跡のSI２６と東側谷部において花粉分析を行った結果、弥生時代後期から古墳時代中期以

降にかけては、周辺には、人里植物ないし耕地雑草の性格ももつヨモギ属とイネ科を主要構成要素と

する比較的乾燥した環境（たとえば集落や畑地などの人為環境）の分布が想定された。

参考文献

金原正明（１９９３）花粉分析法による古環境復原．新版古代の日本第１０巻古代資料研究の方法，角川書店，p.２４８―２６２．

島倉巳三郎（１９７３）日本植物の花粉形態．大阪市立自然科学博物館収蔵目録第５集，６０p．

中村純（１９７３）花粉分析．古今書院，p.８２―１１０．

中村純（１９７４）イネ科花粉について，とくにイネ（Oryza sativa）を中心として．第四紀研究，１３，p.１８７―１９３．

中村純（１９７７）稲作とイネ花粉．考古学と自然科学，第１０号，p.２１―３０．

中村純（１９８０）日本産花粉の標徴．大阪自然史博物館収蔵目録第１３集，９１p．

表５３ 笠見第３遺跡における花粉分析結果
SI２６ 東側谷部

分類群 ２層 ３層 黒褐色土 暗褐色土 褐色土
学名 和名 ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

Arboreal pollen 樹木花粉
Tsuga ツガ属 １
Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 ４ １ １
Cryptomeria japonica スギ ５ １
Taxaceae―Cephalotaxaxeae―Cupressaceae イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科 １
Alnus ハンノキ属 １
Betula カバノキ属 １ １
Castanea crenata クリ ２
Castanopsis シイ属 ５
Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 ４ １
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 ４ １ ２
Ulmus―Zelkova serrata ニレ属―ケヤキ ３
Celtis―Aphananthe aspera エノキ属―ムクノキ １
Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉
Moraceae―Urticaceae クワ科―イラクサ科 ２
Nonarboreal pollen 草本花粉
Gramineae イネ科 １３３ ６ ７２ ２
Cyperaceae カヤツリグサ科 １
Chenopodiaceae―Amaranthaceae アカザ科―ヒユ科 ２ １
Caryophyllaceae ナデシコ科 １ １
Thalictrum カラマツソウ属 １
Valerianaceae オミナエシ科 １
Lactucoideae タンポポ亜科 ３４ １ ５
Asteroideae キク亜科 ７ ２
Artemisia ヨモギ属 １２８ ８ １６１ １１
Fern spore シダ植物胞子
Monolate type spore 単条溝胞子 ５ ６ ４ ９
Trilate type spore 三条溝胞子 ８４ ３ １１ １
Arboreal pollen 樹木花粉 ２８ ４ ７ １ ０
Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 ２ ０ ０ ０ ０
Nonarboreal pollen 草本花粉 ３０６ １６ ２４２ １３ １
Total pollen 花粉総数 ３３６ ２０ ２４９ １４ １
Pollen frequencies of１cm３ 試料１�３中の花粉密度 １．３

×１０３
２．５
×１０２

７．０
×１０２

１．４
×１０２

０．７
×１０

Unknown pollen 未同定花粉 １３ １５ ２ １ ０
Fern spore シダ植物胞子 ８９ ３ １７ ５ ９
Helminth eggs 寄生虫卵 （－） （－） （－） （－） （－）
Digestion rimeins 明らかな消化残渣 （－） （－） （－） （－） （－）
Charcoal fragments 微細炭化物 （＋） （－） （＋） （＋） （－）
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1  スギ 2  ハンノキ属 3  カバノキ 4  コナラ属コナラ亜属 

5  ニレ属－ケヤキ 7  アカザ科－ヒユ科 8  タンポポ亜科 6  イネ科 

9  キク亜科 10  ヨモギ属 11  シダ植物単条溝胞子 12  シダ植物三条溝胞子 
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写真１１ 笠見第３遺跡の花粉・胞子

第１８４図 笠見第３遺跡における花粉ダイアグラム
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（３） 笠見第３遺跡出土資料の赤色顔料分析（蛍光Ｘ線分析）

１．はじめに

物質にＸ線を照射すると、その物質を構成している元素に固有のエネルギー（蛍光Ｘ線）が放出さ

れ、この蛍光Ｘ線を分光して波長と強度を測定することで、物質に含まれる元素の種類と量を調べる

ことができる。この方法を用いて、考古学分野では朱やベンガラなどの顔料分析、リン―カルシウム

の含量分析などが行われている。また、指標となる特定の元素の検出パターンの比較から、土器（須

恵器など）や石器（黒曜石など）の産地を推定することも可能となっている。この方法は、石器や土

器などの貴重な考古遺物を非破壊で分析することができる。

笠見第３遺跡の発掘調査では、赤色顔料が付着した石杵、石皿、土器及び赤色顔料の素材とみられ

る塊試料が検出された。ここでは、赤色顔料の構成元素から顔料の種類を同定する目的で蛍光Ｘ線分

析を行った。

２．試料

分析試料は、古墳時代初頭の石杵（№３６、SI１）、弥生時代後期の石杵（№３７、SI２７）、弥生時代中

期の石皿（№３８、SS２）、弥生時代中期の土器（№３９、SS４）、弥生時代後期の土器（№４０、SI１２、

№４１、SI１４）、弥生時代中期の赤色顔料塊（№４２、SI２１）、弥生時代後期の赤色顔料塊（№４３、SI２７）、

古墳時代初頭の赤色顔料塊（№４３、SI１）の計９点である。このうち、№３６～№４１の６点については、

赤色顔料付着部分と付着物の少ない部分の２ヶ所を測定して比較検討を行った。なお、いずれの試料

も赤色顔料の付着はわずかである。

３．分析方法

エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（日本電子�製、JSX３２０１）を用いて、元素の同定及びファン

ダメンタルパラメータ法（FP法）による定量分析を行った。測定の条件は、測定時間６００秒、照射径

７．０�、電圧３０kV、試料室内真空である。なお、№３７の石杵については、赤色顔料の付着部位の関係

でそのままでは測定できないことから、粘着テープで微量の赤色顔料を採取して蛍光Ｘ線分析の測定

対象とした。この粘着テープの構成元素は９９．８％が炭素であり、鉄、水銀、鉛などは含まれていな

い。

４．分析結果

表５４に各元素の定量分析結果（wt％）を示し、第１８５図に各試料（部位）の鉄（Fe２O３）の含量を

示す。また、第１８６～２００図に各試料（部位）のＸ線スペクトル図を示す。定性分析で水銀（Hg）が

確認されたのは№４１だけであるが、条件を揃えるためにその他の試料についても水銀（Hg）の定量

を行った。定量分析の結果は、慣例により代表的な酸化物名で表記している。

５．考察

赤色顔料としては、一般的に水銀朱（硫化水銀：HgS）、ベンガラ（酸化第二鉄：Fe２O３）、鉛丹（酸

化鉛：Pb３O４）が知られている（市毛、１９９８、本田、１９９５）。蛍光Ｘ線分析では、水銀（Hg）・イオウ

（Ｓ）、鉄（Fe）、鉛（Pb）の元素の検出状況から赤色顔料の種類を推定することが可能である。
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（１） 石杵・石皿

石杵（№３６、№３７）及び石皿（№３８）の赤色顔料付着部分では、鉄（Fe）の明瞭なピークが認め

られ、水銀（Hg）や鉛（Pb）は認められなかった。鉄（Fe２O３）の含量は、№３６では８．７％（比較部

分は５．９％）、№３７では１２．３％（同６．３％）、№３８では１０．０％（同７．３％）であり、比較部分の１．５倍、２．０

倍、１．４倍と明らかに高い値である。以上の結果から、これらの石杵や石皿に付着した赤色顔料はベ

ンガラと考えられる。

（２） 土器

土器（№３９、№４０）では、鉄（Fe）の明瞭なピークが認められ、水銀（Hg）や鉛（Pb）は認めら

れなかった。鉄（Fe２O３）の含量は、№３９では１１．５％（比較部分は４．６％）、№４０では９．２％（同４．４％）

であり、比較部分の２．５倍及び２．１倍と明らかに高い値である。以上の結果から、これらの土器に付着

した赤色顔料はベンガラと考えられる。

土器（№４１）では、鉄（Fe）とともに水銀（Hg）とイオウ（Ｓ）のピークが認められた。水銀（HgO）

の含量は０．３２％（比較部分は０．１３％）であり、比較部分の２．５倍と明らかに高い値である。また、イ

オウ（SO３）の含量は０．５９％（同０．３４％）であり、比較部分の１．７倍と明らかに高い値である。鉄（Fe２O３）

の含量は５．９％（比較部分は５．３％）と比較的低い値であり、比較部分の１．１倍とほぼ同様の値である。

以上の結果から、この土器に付着している赤色顔料の主成分は水銀朱（HgS）と考えられる。

（３） 赤色顔料塊

№４２では、鉄（Fe２O３）の含量が４４．４％、珪酸（SiO２）が２９．０％、アルミニウム（Al２O３）が２３．０％

などであり、鉄が主成分となっている。№４３では、珪酸（SiO２）の含量が４３．３％、鉄（Fe２O３）が

２９．８％、アルミニウム（Al２O３）が２２．７％などであり、珪酸に次いで鉄の含量が高い。№４４では、鉄

（Fe２O３）の含量が５８．６％、珪酸（SiO２）が２３．７％、アルミニウム（Al２O３）が１４．４％などであり、鉄

が主成分となっている。なお、各試料とも水銀（Hg）や鉛（Pb）は認められなかった。以上の結果

から、各試料が赤色顔料の素材であるならば、それはベンガラの素材と考えられる。

６．まとめ

蛍光Ｘ線分析の結果から、弥生時代中期～古墳時代初頭の石杵や石皿及び弥生時代中期～後期の土

器（№４１を除く）に付着した赤色顔料はベンガラと考えられる。また、№４１の土器に付着した赤色顔

料の主成分は水銀朱（HgS）と考えられる。なお、地下水中などの鉄分が沈着した褐鉄鉱もベンガラ

と同様の成分で構成されていることから、ベンガラのより確実な同定のためにはＸ線回折による結晶

構造の解析が必要である。

赤色顔料塊（№４２～№４４）については、これらの試料が赤色顔料の素材であるならば、それはベン

ガラの素材と考えられる。ベンガラは、古代においては鉄分に富んだ土壌（褐鉄鉱を含むものなど）

を焼いてつくられたと考えられている（山崎、１９８７など）。また、天然の赤鉄鉱などの鉄鉱石を採取

して製造した可能性も考えられる。
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表５４ 笠見第３遺跡出土遺物の蛍光Ｘ線分析結果
単位：wt（％）

遺物№ Ｓ６８ Ｓ４３ Ｓ５０ ５９

原子№
地点・試
料化学式

３６ ３６′ ３７ ３７′ ３８ ３８′ ３９ ３９′ ４０ ４０′ ４１ ４１′ ４２ ４３ ４４

赤色部 比 較 赤色部 比 較 赤色部 比 較 赤色部 比 較 赤色部 比 較 赤色部 比 較

１１ Na２O ２．５８ ３．３５ ２．７２ ２．９３ １．９７ ２．１０ ０．９３ １．２１ ０．６０ ０．７１ １．３２ １．０７ ０．３５ ０．５９ ０．２５
１２ MgO ０．４６ ０．５４ ０．５５ ０．３９ ０．１５ ０．７０ ０．１３ ０．５５ ０．００ ０．２３ ０．３１ ０．２６ ０．０４ ０．００ ０．１２
１３ Al２O３ ２０．７８ １７．８６ ２１．６１ １７．５３ ２０．９９ ２０．０５ ２３．５６ ２２．４３ ２７．１７ ２５．６５ ２４．２２ ２５．６７ ２２．９５ ２２．７１ １４．３８
１４ SiO２ ５８．８９ ６３．８１ ５９．００ ６４．５５ ５９．０２ ６１．６２ ５６．２２ ６３．６４ ５５．３７ ６２．１８ ５８．６５ ５９．７７ ２８．９９ ４３．２５ ２３．６９
１５ P２O５ １．４９ １．７８ ０．３１ １．９９ １．８５ １．８２ １．５６ １．９６ ２．２３ １．８８ １．５８ １．７６ ０．６８ ０．９２ ０．６４
１６ SO３ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．１１ ０．００ ０．３０ ０．２１ ０．２１ ０．１９ ０．５９ ０．３４ ０．２７ ０．０８ ０．１０
１９ K２O １．９１ １．８８ １．２６ １．８６ １．８８ １．９１ ２．２５ １．８９ ２．２１ ２．５６ ２．４０ １．９１ ０．６５ １．１８ ０．５２
２０ CaO ４．０９ ３．８８ １．４６ ３．２９ ２．７８ ３．３６ １．１９ １．５３ ０．５８ ０．４９ ２．７２ ２．０８ ０．１０ ０．１５ ０．０８
２２ TiO２ ０．７４ ０．６８ ０．５０ ０．７７ ０．７９ ０．７１ １．８３ １．６７ ２．１０ １．３８ １．６４ １．４６ ０．７１ ０．８７ ０．８３
２３ V２O５ ０．０２ ０．０２ ０．０４ ０．０１ ０．０１ ０．０１ ０．０５ ０．０４ ０．０５ ０．０４ ０．０４ ０．０６ ０．０６ ０．０２ ０．０４
２５ MnO ０．２２ ０．１７ ０．１８ ０．１９ ０．３１ ０．２５ ０．３４ ０．１３ ０．１６ ０．１７ ０．１４ ０．１３ ０．７５ ０．３７ ０．６８
２６ Fe２O３ ８．６６ ５．８９ １２．３４ ６．３４ ９．９６ ７．３３ １１．４７ ４．６０ ９．１９ ４．４４ ５．９４ ５．２６ ４４．４２ ２９．７８ ５８．６３
３７ Rb２O ０．０１ ０．０１ ０．００ ０．０１ ０．０１ ０．０１ ０．０２ ０．０１ ０．０３ ０．０２ ０．０２ ０．０１ ０．０１ ０．０１ ０．００
３８ SrO ０．１４ ０．１０ ０．００ ０．１０ ０．１２ ０．１０ ０．０７ ０．０５ ０．０３ ０．０２ ０．０７ ０．０５ ０．００ ０．０１ ０．００
４０ ZrO２ ０．０２ ０．０２ ０．０２ ０．０２ ０．０３ ０．０３ ０．０６ ０．０５ ０．０６ ０．０４ ０．０６ ０．０４ ０．０２ ０．０４ ０．０２
８０ HgO ０．００ ０．００ ０．０２ ０．００ ０．００ ０．００ ０．０１ ０．００ ０．０２ ０．０１ ０．３２ ０．１３ ０．００ ０．０１ ０．００
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第１８６図 Ｘ線スペクトル図（１）資料３６
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第１８７図 Ｘ線スペクトル図（２）資料３６′
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第１８８図 Ｘ線スペクトル図（３）資料３７
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第１８９図 Ｘ線スペクトル図（４）資料３７′
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第１９０図 Ｘ線スペクトル図（５）資料３８
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第１９１図 Ｘ線スペクトル図（６）資料３８′
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第１９２図 Ｘ線スペクトル図（７）資料３９
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第１９３図 Ｘ線スペクトル図（８）資料３９′
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第１９４図 Ｘ線スペクトル図（９）資料４０
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第１９５図 Ｘ線スペクトル図（１０）資料４０′
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第１９６図 Ｘ線スペクトル図（１１）資料４１
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第１９７図 Ｘ線スペクトル図（１２）資料４１′
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第１９８図 Ｘ線スペクトル図（１３）資料４２

第２節 笠見第３遺跡の自然科学分析

２６１



第１９９図 Ｘ線スペクトル図（１４）資料４３
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第２００図 Ｘ線スペクトル図（１５）資料４４
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表５５ 試料と方法

試料名 地 点 種 類 前処理・調整 測定法

№１ SK２７ 炭化物 酸―アルカリ―酸洗浄 AMS

№２ SK２７ 炭化物 酸―アルカリ―酸洗浄 AMS

№３ SK１３ 炭化物 酸―アルカリ―酸洗浄 AMS

※AMS（Accelerator Mass Spectrometry）は加速器質量分析法

表５６ 測定結果

試料名 測定№
（Beta―）

１４C年代１）
（年BP）

δ１３C２）
（‰）

補正１４C年代３）
（年BP） 暦年代（西暦）４）

№１ ２２４３３０ １６８０±４０ －２８．１ １６３０±４０
交点：cal AD４２０
１σ：cal AD３９０～４３０
２σ：cal AD３４０～５４０

№２ ２２４３３１ １５９０±４０ －２６．３ １５７０±４０
交点：cal AD４５０，４６０，４８０，５３０
１σ：cal AD４２０～５５０
２σ：cal AD４１０～５８０

№３ ２２４３３２ １４８０±４０ －２５．０ １４８０±４０
交点：cal AD５９０
１σ：cal AD５５０～６２０
２σ：cal AD５４０～６５０

（４） 笠見第３遺跡出土資料の放射性炭素年代測定

１．はじめに

ここでは、笠見第３遺跡で出土した廃滓土坑及び製炭土坑から採取された炭化物について放射性炭

素年代測定を行い、遺構の年代を推定した。測定にあたっては、米国のBeta Analytic Inc., の協力を

得た。

２．試料と方法

測定試料は、鍛冶炉に伴う廃滓土坑（SK２７）から採取された炭化物２点と、土器を伴わない製炭

土坑（SK１３）から採取された炭化物１点の計３点である。これら試料は、二次的に混入した有機物

を取り除くために、まず蒸留水中で細かく粉砕し、超音波洗浄及び煮沸洗浄を行った。次に塩酸

（HCl）により炭酸塩を除去した後、水酸化ナトリウム（NaOH）により二次的に混入した有機酸を

除去した。さらに塩酸（HCl）で洗浄し、最後にアルカリによって中和した。これら前処理をした試

料は、定温乾燥機内で８０℃で乾燥した。

乾燥後、試料中の炭素を燃焼して二酸化炭素に変え、これを真空ライン内で液体窒素、ドライアイ

ス・メタノール、n―ペンタンを用いて精製し、高純度の二酸化炭素を回収した。こうして得られた

二酸化炭素を鉄触媒による水素還元法でグラファイト粉末とし、アルミニウム製のターゲットホル

ダーに入れてプレス機で圧入しグラファイトターゲットを作製した。

これらのターゲットをタンデトロン加速器質量分析計のイオン源にセットして測定を行った。

測定試料と方法を表５５にまとめた。

３．結果

年代測定の結果を表５６に示す。

第４章 自然科学分析の成果
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１）１４C年代測定値

試料の１４C／１２C比から、単純に現在（AD１９５０年）から何年前かを計算した値。１４Cの半減期は、国際

的慣例によりLibbyの５，５６８年を用いた。

デルタ

２）δ１３C測定値

試料の測定１４C／１２C比を補正するための炭素安定同位体比（１３C／１２C）。この値は標準物質（PDB）の

同位体比からの千分偏差（‰）で表す。

３）補正１４C年代値

δ１３C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、１４C／１２Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年

代。

４）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中１４C濃度の変動を較正することにより算出した年代（西暦）。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の１４Cの詳細な測定値、

及びサンゴのU―Th年代と１４C年代の比較により作成された較正曲線を用いる。今回暦年代較正に使用

したプログラムは、CALIB５．０．２である。最新のデータベースでは約１９，０００年BPまでの換算が可能と

なっている。ただし、１０，０００年BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性があ

る。
シグマ

暦年代の交点とは、補正１４C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。１σ（６８％確

率）と２σ（９５％確率）は、補正１４C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。した

がって、複数の交点が表記される場合や、複数の１σ・２σ値が表記される場合もある。暦年代範囲の

後のカッコ内の百分率の値は、その暦年代範囲の確からしさ（確率分布）を示し、１０％未満について

は省略した。

４．所見

得られた年代値を同位体分別効果により補正し、さらに暦年代較正を行った結果、試料１では１６３０

±４０年BP（２σの暦年代でAD３４０～５４０年）、試料２では１５７０±４０年BP（同じくAD４２０～５５０年）、試

料３では１４８０±４０年BP（同じくAD５５０～６２０年）の年代値が得られた。

参考文献

Paula J Reimer, Mike G L Baillie, Edouard Bard, Alex Bayliss, J Warren Beck, Chanda J H Bertrand, Paul Glackwell,

Caitlin E Buck, George S Burr, Kirsten B Cutler, Paul E Damon, R Lawrence Edwards, Richard G Fairbanks, Mi-

chael Friedrich, Thomas P Guilderson, Alan G Hogg, Konrad A Hughen, Bernd Kromer, Gerry McCormac, Sturt

Manning, Christopher Bronk Ramsey, Ron W Reimer, Sabine Remmele, John R Southon, Minze Stuiver, Sahra Ta-

lamo, FW Taylor, Johannes van der Plicht, Constanze E Weyhenmeyer.２００４. INTCAL０４TerrestrialRadiocarbon

Age Calibration,０―２６cal kyr BP, Radiocarbon４６:１０２９―１０５８.
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表５７ SI・SBピット一覧表
SI２ SI１９ SI９ SB２

№ 長軸×短軸―深さ（m） № 長軸×短軸―深さ（m） № 長軸×短軸―深さ（m） № 長軸×短軸―深さ（m）

P１ ０．２２×０．２―０．３ P１ ０．３１×０．３１―０．４３ P１ ０．３４×０．３２－０．５３ P１ ０．４３×０．４―０．６８

P２ ０．２２×０．２１―０．２４ P２ ０．２９×０．２７―０．５６ P２ ０．４４×０．４－０．４７ P２ ０．４４×０．４―０．７８

P３ ０．４９×０．４７―０．２７ P３ ０．３２×０．２４―０．５６ P３ ※０．５５×０．３０－０．５８ P３ 径０．５１―０．６３

P４ ０．１５×０．１２―０．２４ P４ ０．５×０．３１―０．５９ P４ ０．３６×０．３３－０．４ P４ ０．４６×０．４４―０．５２

P５ ０．１８×０．１４―０．４ P５ ０．２９×０．２８―０．２３ P５ ０．７１×０．７０－０．６１ P５ ０．６×０．５―０．６７

SI３ SI２０ P６ １．０５×１．０１－０．７ P６ ０．３５×０．３３―０．４２

№ 長軸×短軸―深さ（m） № 長軸×短軸―深さ（m） P７ ０．３３×０．２４－０．３ SB５

P１ ０．６４×０．５７－０．７ P１ ０．３４×０．２８－０．８ P８ ０．２１×０．１８－０．３１ № 長軸×短軸―深さ（m）

P２ ０．７６×０．６８－０．９ P２ ０．４４×０．３７－０．７１ P９ ０．３７×＊０．３－０．３９ P１ ０．４９×０．３９―０．８１

P３ ０．６９×０．５５－０．９ P３ ０．３８×０．３２－０．６３ P１０ ＊０．３７×＊０．３３－０．２８ P２ ０．５×０．４１―０．７７

P４ ０．６５×０．５４－０．７８ P４ ０．３５×０．３－０．６１ P１１ ＊０．６４×＊０．５２－０．４４ P３ ０．４９×０．４８―０．８５

P５ ０．７４×０．６５－０．４４ P５ ０．４８×０．３６－０．６３ P１２ ０．３４×０．３１－０．２２ P４ ０．３８×０．３５―０．７６

P６ ０．２４×０．１８－０．２３ P６ ０．３２×０．３－０．５８ P１３ ０．２７×０．２５－０．２９ SB６

P７ ０．１４×０．１－０．２６ P７ ０．８５×０．６７－０．４１ P１４ ０．２９×０．２９－０．３ № 長軸×短軸―深さ（m）

SI４ P８ ０．３６×０．３－０．６６ P１５ ０．３４×０．２９－０．２ P１ ０．６４×０．４７―０．７９

№ 長軸×短軸―深さ（m） SI２１ P１６ ０．３３×０．２５－０．３３ P２ ０．８×０．７８―０．９８

P１ 径０．３４―０．４６ № 長軸×短軸―深さ（m） P１７ ０．２６×０．２４－０．２８ P３ ０．６１×０．５８―０．９

P２ ０．２３×０．２１―０．１６ P１ ０．５８×０．３９―０．５７ P１８ ０．３７×０．３０－０．２ P４ ０．７２×０．６５―１．１３

P３ ０．１７×０．１４―０．１８ P２ ０．４３×０．４２―０．４９ P１９ ０．３９×０．３１－０．１６ SB８

P４ ０．２２×０．１９―０．２４ P３ ０．７７×０．６４―０．６１ P２０ ０．２５×０．２２－０．２７ № 長軸×短軸―深さ（m）

SI５ P４ ０．５５×０．５―０．６６ P２１ ０．２２×０．２２－０．１７ P１ ０．４７×０．３８―０．６８

№ 長軸×短軸―深さ（m） P５ ０．７４×０．６―０．１８ P２２ ０．３６×０．３６－０．６９ P２ ０．４９×０．４９―０．８５

P１ ０．５０×０．４１―０．６９ SI２３ P２３ ０．３４×０．２６－０．４２ P３ ０．５×０．４―０．８

P２ ０．６１×０．４９―０．５３ № 長軸×短軸―深さ（m） P２４ ０．５６×０．５－０．３５ P４ ０．４×０．３２―０．６１

P３ ０．６８×０．５６―０．７２ P１ ０．４４×０．３４―０．４ P２５ ０．４６×０．４３－０．６３ P５ ０．４８×０．３８―０．６１

P４ ０．５６×０．４１―０．７３ P２ ０．３×０．３―０．５４ P２６ ０．４４×０．３７－０．２７ SB９

P５ １．０２×０．８４―０．３４ P３ ０．３３×０．３１―０．５ SI１６ № 長軸×短軸―深さ（m）

P６ ０．９６×０．５３―０．４７ P４ ０．３１×０．２５―０．４６ № 長軸×短軸―深さ（m） P１ ０．６３×０．４５―０．６９

P７ ０．８７×０．３６―０．６３ P５ ０．５８×０．４６―０．０９ P１ ０．６２×０．５７―０．８３ P２ ０．４３×０．２７―０．５３

P８ ０．１７×０．１４―０．１７ SI２５ P２ ０．５×０．４５―０．６９ P３ ０．３５×０．３４―０．６

P９ ０．１８×０．１５―０．１９ № 長軸×短軸―深さ（m） P３ ０．５７×０．５５―０．６ P４ ０．３３×０．３３―０．６３

SI７ P１ ０．４９×０．４５―０．６４ P４ ０．５３×０．５―０．６５ P５ ０．６１×０．５―０．５２

№ 長軸×短軸―深さ（m） P２ ０．４９×０．４７―０．８ P５ ０．９３×０．６５―０．２８ P６ ０．４２×０．３―０．５２

P６ ０．２７×０．２５―０．３ P３ ０．５２×０．４―０．７３ P６ ０．９７×０．７９―０．１２ P７ ０．４３×０．３２―０．５６

P７ ０．２９×０．２６―０．３３ P４ ０．４８×０．４５―０．８６ P７ ０．７５×０．７３―０．３５ P８ ０．３９×０．２９―０．４４

P８ ０．２４×０．２２―０．５７ P５ ０．７２×０．６３―０．４７ SI２２ P９ ０．３８×０．３４―０．５１

P９ ０．３３×０．３３―０．２３ SI２７ № 長軸×短軸―深さ（m） SB１０

SI８ № 長軸×短軸―深さ（m） P１ ０．４４×０．４２―０．７ № 長軸×短軸―深さ（m）

№ 長軸×短軸―深さ（m） P１ ０．６３×０．６―０．６９ P２ ０．４７×０．４５―０．８７ P１ ０．３９×０．３３―０．４６

P１ ０．３７×０．３４―０．５４ P２ ０．３８×０．３１―０．６４ P３ ０．５×０．４―０．６５ P２ ０．３×０．３―０．４

P２ ０．３８×０．３４―０．６７ P３ 径０．２８―０．６８ P４ ０．４５×０．４―０．８４ P３ ０．４１×０．３３―０．４７

P３ ０．３９×０．２９―０．６ P４ ０．４×０．２７―０．４４ P５ ０．６１×０．５６―０．３２ P４ ０．３×０．２９―０．３９

P４ ０．５３×０．３６―０．７１ P５ ０．２９×０．２８―０．６９ P６ ０．４５×０．３２―０．０５ SB１１

P５ ０．４２×０．３８―０．２６ P６ ０．２５×０．２２―０．６１ SI２６ № 長軸×短軸―深さ（m）

SI１０ P７ ０．４４×０．３１―０．５ № 長軸×短軸―深さ（m） P１ ０．３８×０．３３―０．６２

№ 長軸×短軸―深さ（m） P８ １．１６×１．０９―０．４１ P１ ０．３７×０．２８―０．５５ P２ ０．３１×０．３―０．４１

P１ ０．４４×０．３７―０．３７ SI２９ P２ ０．４０×０．３２―０．５９ P３ ０．４２×０．３８―０．６９

P２ ０．５４×０．４３―０．５４ № 長軸×短軸―深さ（m） P３ ０．３６×０．３３―０．５９ P４ ０．３９×０．３２―０．６４

P３ ０．３５×０．３２―０．４８ P１ ０．４０×０．３６―０．０８ P４ ０．４×０．３３―０．５９ SB１２

P４ ０．４１×０．３２―０．５５ P２ ０．４３×０．３４―０．１ P５ ０．２７×０．２３―０．３５ № 長軸×短軸―深さ（m）

P６ ０．３５×０．３２―０．２４ P３ ０．５３×０．４１―０．１２ P６ ０．２３×０．１７―０．３ P１ ０．７５×０．６１―１．０３

P５ １．４６×１．２―０．６５ SI３０ P７ ０．３３×０．２７―０．３９ P２ ０．７９×０．６０―１．０６

P７ ０．２×０．１９―０．２８ № 長軸×短軸―深さ（m） P８ ０．５２×０．４６―０．３８ P３ ０．８×０．６４―０．９２

P８ ０．１９×０．１７―０．３１ P１ ０．２６×０．２３―０．５５ SI２８ P４ ０．７５×０．７―１．０２

P９ ０．２２×０．２―０．１８ P２ ０．４０×０．３７―０．５８ № 長軸×短軸―深さ（m） P５ ０．７２×０．７―１

SI１３ P３ ０．３２×０．２７―０．４７ P１ ０．８５×０．７１―０．２９ SB１３

№ 長軸×短軸―深さ（m） P４ ０．４９×０．４―０．４４ P２ ０．４１×０．３９―０．４８ № 長軸×短軸―深さ（m）

P１ ０．５４×０．３３―０．６１ P５ ０．２５×０．２３―０．１２ P３ ＊０．６０×０．４７―０．２ P１ ０．３９×０．３４―０．６４

P２ ０．３×０．２８―０．６ P６ ０．６×０．５５―０．２ P４ ０．３８×０．３４―０．８５ P２ ０．５１×０．３７―０．６４

P３ ０．３６×０．２９―０．６５ SI１ SB１ P３ ０．４８×０．４４―０．６

P４ ０．２８×０．２７―０．５４ № 長軸×短軸―深さ（m） № 長軸×短軸―深さ（m） P４ ０．３２×０．２６―０．４

P５ ０．７１×０．６―０．２６ P１ ０．６９×０．６－０．９３ P１ ０．６３×０．３８―０．８５ P５ ０．５５×０．５３―０．９９

SI１５ P２ 径０．５－０．８８ P２ ０．４６×０．４３―０．４９ P６ ０．４１×０．３２―０．９２

№ 長軸×短軸―深さ（m） P３ ０．７４×０．６２－０．８３ P３ ０．５３×０．４７―０．８９ SB１４

P１ ０．３７×０．３－０．９ P４ ０．８７×０．５２－０．８４ P４ ０．４１×０．３９―０．７５ № 長軸×短軸―深さ（m）

P２ ０．５１×０．４－０．７１ P５ ０．７８×０．５７－０．８８ P５ ０．３７×０．３２―０．６９ P１ ０．３８×０．３７―０．５４

P３ ０．３３×０．２７－０．９２ P６ １．２３×０．９２－０．６３ P６ ０．５２×０．４６―０．７１ P２ ０．４５×０．４３―０．５１

P４ ０．３３×０．２６－０．９ P７ ０．３３×０．３－０．１５ P７ ０．３１×０．２６―０．１１ P３ ０．５７×０．５４―０．５３

P５ ０．７４×０．７－０．３ P８ ０．１９×０．１６－０．３９ P８ ０．３２×０．２９―０．２５ P４ ０．５３×０．４４―０．６５

P６ ０．４５×０．３５－０．３７ P９ ０．２×０．１３－０．０８ SB３ P５ ０．５×０．４４―０．４２

P７ ０．２７×０．２－０．１２ P１０ ０．２３×０．２－０．１６ № 長軸×短軸―深さ（m） P６ ０．４６×０．４３―０．７６

P８ ０．２７×０．２３－０．１９ P１１ ０．３９×０．２７－０．１１ P１ ０．７７×０．６６―０．７２ SB１５

P９ ０．１８×０．１７－０．１４ P１２ ０．１１×０．０８－０．１７ P２ ０．４７×０．３―０．５６ № 長軸×短軸―深さ（m）

P１０ ０．２×０．１９－０．４１ P１３ ０．６６×０．５７－０．９１ P３ 径０．３７―０．８９ P１ ０．３３×０．２７―０．５７

P１１ ０．３９×０．２４－０．２２ P１４ 径０．３６－０．９４ P４ ０．４２×０．３９―０．８１ P２ ０．３×０．２９―０．４７

SI１８ P１５ ０．５６×０．５－０．９７ P５ ０．３１×０．２９―０．４８ P３ ０．３３×０．２９―０．５７

№ 長軸×短軸―深さ（m） P１６ ０．５×０．４５－０．５８ P６ 径０．４４―０．７４ P４ ０．３２×０．２５―０．６７

P１ ０．４６×０．４１―０．５５ P１７ ０．６３×０．６２－０．７５ SB４ SB１６

P２ ０．６×０．５２―０．７１ P１８ 径０．０８－０．１６ № 長軸×短軸―深さ（m） № 長軸×短軸―深さ（m）

P３ ０．２９×０．２６―０．４５ P１９ ０．４×０．３３－０．５ P１ ０．３９×０．３２―０．６ P１ ０．４２×０．３５―０．８７

P４ ０．５４×０．４２―０．７ P２０ ０．３５×０．２９－０．２６ P２ ０．４×０．３９―０．７８ P２ ０．４７×０．３６―０．４３

P５ ０．４７×０．４２―０．６６ P２１ ０．３２×０．２６－０．３６ P３ ０．４３×０．３２―０．６５ P３ ０．４９×０．４６―１．２４

P６ ０．８×０．７６―０．２９ P２２ ０．７５×０．６６－０．６９ P４ ０．３９×０．３７―０．５８ P４ ０．４５×０．３８―０．７４

P７ ０．１６×０．１５―０．２１ P２３ ０．１１×０．１－０．２４ P５ ０．４４×０．２９―０．４６ P５ ０．５９×０．５７―０．４１

P８ ０．２１×０．１８―０．１７ P２４ ０．４×０．２５－０．３０ P６ 径０．３３―０．６８ P６ ０．４５×０．４３―０．９７

SB７

№ 長軸×短軸―深さ（m）

P１ ０．６１×０．５９―０．７４

P２ ０．４１×０．４０―０．６４

P３ ０．５７×０．４４―０．７７

P４ ０．６×０．４５―０．８２

P５ ０．６６×０．５３―０．８４

P６ ０．８４×０．７７―０．９１
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第５章 総 括

第１節 笠見第３遺跡における弥生～古墳時代集落の変遷と構造

笠見第３遺跡は標高６５～７４mの丘陵上に展開する弥生～古墳時代の集落遺跡で、総面積３０，０００�以

上に及ぶ調査が行われた。平成１４・１５年度の前回調査で既に大規模な集落遺跡であることが認知され

ており、今回の調査成果と合わせ弥生時代中期後葉～古墳時代後期中葉の竪穴住居は２００棟、掘立柱

建物は４３棟にのぼる。小時期ごとの集落の変遷が追えるだけでなく、貯蔵施設や生産関連遺構も含め

当該期の集落構造を多角的に検討することが可能な点では、県内でも有数の遺跡と評価されよう。

小稿では本調査で得られた新たな知見を加えて集落の変遷を改めて概観し、その構造を探ってい

く。なお、遺構名が重複するため本調査区検出遺構には「Ｄ」を付すこととし（DSI９など）、時期区

分及び建物規模の分類等については前回の調査成果〔牧本２００４〕に統一する（１）。

（１） 弥生時代集落の変遷（第２０１図）

弥生時代中期後葉（�―３期） 丘陵上に集落が形成され始める段階で、検出範囲で大きく３つのブ

ロックが認められる。中央部では並列する住居間に貯蔵穴と想定される土坑が小ブロック状に築か

れ、廃絶後にはSK６５やDSK１４・DSK２０などのように多量の土器が一括投棄される。DSK１４下層出土

土器は当該期の一括資料で、大半の個体が煤や二次的な被熱痕跡を顕著に残す。これらは集落におけ

る共同炊餐後に廃棄された可能性があり、DSK２０で大型の広口壺や胴部穿孔が施された吉備系の丹

塗長頸壺〔松井１９９７〕などに伴って多数出土した手づくねの小粘土塊も同行為に供される性格をもつ

と推測する。西側尾根には貯蔵穴やテラス状となる小型の竪穴が構築され、西斜面には単独だが木棺

墓が存在する。この時期の墓域が居住域に近接した後背斜面部に形成されている可能性もあるだろう。

弥生時代後期前葉（�―１期） 尾根全体に住居が展開・構築される。東尾根では住居が尾根筋に

沿って環状に配され、東西２つのブロックが認められる。各ブロックには中型の多角形住居が存在

し、それらが周囲に展開する中～小型の円形住居群の核を成すと考えられ、中・小型住居が近接して

２棟一単位のパターンが見られる〔牧本２００４〕。都合３度の建て替え関係にあるSI８０・８８からは赤色

顔料の付着した磨石や礫が出土しており、その性格も含め踏襲性の高い建物であった可能性がある。

一方、東側ブロックの中核には玉作工房SI４９があり、同一ブロック内にあるSS１下段テラスも玉作関

連の遺構と推定されている。北側の谷頭付近に布掘り掘立柱建物SB２１が構築されるなど、特異な属

性を有すブロックと評価されよう。西側尾根の住居群は尾根筋に沿って列状に展開し、谷に近い傾斜

変換ラインに立地する傾向が窺える。

弥生時代後期中葉（�―２期） この段階に比定される竪穴住居は３４棟を数え、前段階から倍増して

いる。東側の住居ブロックは範囲を狭め密集形態となり、同時並存住居は２～３棟で引き続き玉作工

房SI３４が配される。Ａ区に広がる中央ブロックは空閑地を囲み細長い環状に展開し、その西側に小型

住居が列状に並ぶ。中央ブロックには埋土中資料だが鉄器やガラス小玉が集中する傾向が看取され、

集落の中でも中核的なブロックに相当すると考える。ブロック内を細かく見ると、同規模・プランの

住居が２棟近接する（SI７３・７７、SI６６・６８など）状況が認められるため、２段階程度の変遷を経てい

るものと推測する。後背緩斜面にSB１・布掘り掘立柱建物SB４が構築される。その南東側のSI４は東半
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第２０１図 集落変遷図（１）
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の床及び壁を流失しているが本来的には多角形プランの大型住居となろう。同段階における多角形プ

ランの大型住居はSI４のみで、中央ブロックや掘立柱建物との関係は重要である。西側尾根のブロッ

クは中央ブロックから離れ尾根北側にまとまる。

弥生時代後期後葉（�―３期） 集落は最盛期を迎え、住居が構築されたブロックは大きく３つに分

かれる。前段階まで継続して玉作工房が築かれた東側ブロックには本遺跡最大規模のSI５１が尾根緩斜

面中央に構築され、両側の傾斜変換点に中型の住居が配されるが散在状態にある。Ａ区中央ブロック

は北へ張り出す尾根筋に沿って住居が構築されており、鏨・刀子・�等の鉄製工具や敲石を多数保有

する状況は前段階と変わらない。西側ブロックは尾根平坦面から谷頭付近にまとまる傾向が認めら

れ、前段階と異なり尾根北側へ展開しない。密集する住居群は周堤幅等を考慮すれば同時並存とみな

し難く、同規模・プランを指向し隣接位置にある住居の中には先後関係にあるものが含まれると推測

される。配置を概観すると、円形・多角形大型住居を軸に五角形中型住居と中～小型の円形・隅丸方

形住居が周囲に配される状況が看取され〔高尾２００５〕、それらが本集落における当該期の居住単位〔高

田２００３〕と想定する。中～小型の円・隅丸方形住居に敲石や赤色顔料関連遺物、鉄器・鉄器片が集中

する状況は大型の多角形住居のそれと対照的であり、住居（建物）の性格が異なる可能性も考えなけ

ればならない。尾根高所に位置する中・大型住居SI１１４・SI１１５と、主軸を同じくして並列するSB

１６・SB１７などはセット関係にあり建て替え移動を行ったものと推測され、他の状況からも全体で２

段階以上の変遷は経ているとみることができよう。

弥生時代終末の様相は前回の調査成果と変わらない。集落規模は縮小している可能性が高い。

第２０２図 弥生時代中期後葉～後期後葉の鉄器組成

第１節 笠見第３遺跡における弥生～古墳時代集落の変遷と構造
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（２） 弥生時代集落の構造

本集落は弥生時代中期後葉から漸次拡大し、同後期後葉で最盛期を迎え終末期に大きく規模を縮小

するという変遷を辿り、それは周辺地域に展開する集落遺跡の様相に合致する傾向といえる。

集落の形成期にあたる中期後葉の遺構は少数だが尾根全体に広がっており、この段階から一定の規

模を有す集落であった可能性がある。吉備系の丹塗長頸壺や鋸歯状の赤彩を施す大型壺など中国山地

を経由した地域間交流が窺える資料が出土しており、わずかだが良質な鉄器を保有している点も見逃

せない。山陰地方全体でも中期後葉以前の鋳造鉄斧は希で、本遺跡周辺では青谷上寺地遺跡・西高江

遺跡にしかみられず（２）〔池淵２００５〕、そうした希少な外来物資を入手可能な立場にあったと考えられ

る。後期前葉には東側に形成された住居ブロックを中心として緑色凝灰岩を用いた玉作が始まってお

り同ブロックで継続して小規模な玉生産が行われるが、その素材の獲得ルートを確保していた点も重

要であろう。しかし、後期後葉以降は東側のブロックから玉作の形跡が消えて住居ブロックが再編さ

れ、大型の多角形住居を中心として中小の円～隅丸方形住居を配す単位を基軸とした集合体へと構造

第２０３図 集落変遷図（２）
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が変化しており、ここに集落の変遷における一つの大きな画期を認めることができる。それは例えば

鉄器組成においても看取され、当該期には多数の鉄器を保有し、良質な搬入品（第２０２図１１・１４・１５

等）と素材鉄器（片）の再加工（同１２・１９～２１）を中心とする鉄器生産（３）をもとに利器の鉄器化がほ

ぼ達成されている。中央ブロックにおける外来物資の集中や掘立柱建物の占有化傾向といった素地は

後期中葉から認められ、居住単位も中小型住居２棟１単位のセットから中型の多角形住居を中心とす

る構成に移行しつつあるなど、複数の要因から構造の変化が徐々に進行したと想定する。ただ、希少

品を独占し大型建物を領域内に占有するような突出した単位は見られず、集落内の階層分化等がどの

程度だったのかは検討の余地が残る。大山東麓にあたる丘陵台地上には笠見第３遺跡のほか尾根ごと

に集落が形成されているが、その消長や構成は一様でない。笠見第３遺跡は弥生時代中期後葉から続

く集落であり、初期段階から吉備系土器が散見される（４）ほか、玉素材や鉄器・ガラス玉といった外来

物資の獲得においても他集落より相対的に優位であったことが窺える。以上より、本遺跡における弥

生集落は小地域における拠点集落と考えられ、その初期から拠点性を維持していたと評価できよう。

（３） 古墳時代集落の変遷と集落内鉄器生産

古墳時代集落の状況については今回の調査で新たな知見を得た古墳時代初頭と中期末葉の２時期に

絞って詳述する。

表５８ 笠見第３遺跡主要要素一覧表

種類 鍛錬

分
析
資
料

鉄滓
KAS３―１（TiO２０．３７）
KAS３―２（TiO２）０．１９
KAS３―３（TiO２０．１９）

鉄塊系遺物 KAS３―４
粒状滓 KAS３―５
鍛造剥片 KAS３―６

統
計
遺
物

遺物全体構成比
（総重量比）

総重量：３５５６．９g：椀形鍛冶滓２５９５．３g（７２．９７％）、鍛冶滓１７５．５g（４．９３％）、鉄塊系遺物４．７g
（０．１３％）、鉄製品７２．４g（２．０３％）、炉壁８．５g（０．２４％）、粘土質溶解物４６０．９g（１２．９６％）、羽口２３９．６g
（６．７４％）

粒状滓 鍛冶遺構：８７．２g（４０，６００個） SI２８：１g（８０個）
鍛造剥片 鍛冶遺構：７１６７．３g SI２８：６９．２g
鍛冶具 鉄床石４（１９７９０g）、砥石または磨石９（１９２４４g）、被熱石１（９９０g）、鉄滓付着礫１（２４０g）

遺

構

鍛
冶
遺
構

平面規模 南北４．８m・東西２．８mの範囲に鍛冶炉１基、土坑２基、ピット２基を配す
鍛冶炉 掘り方：長軸６０�×短軸５０�－深さ１０� 被熱範囲は炉中央部の径２５�・下部７�
SK２７ 掘り方：長軸１．２m×短軸０．９４m－深さ４６� ※「鉄床石の設置穴」の可能性
SK２７―２ 掘り方：長軸２．２m×短軸１．１m－深さ１０� ※「工人の足入れ穴」の可能性
ピット P１８５：径４０�・深さ４４�、P２５１：長軸３８�×短軸３２�－深さ２４�
鉄床の位置 遺物分布及び鍛冶炉との位置関係からSK２７と推定
工人の位置 遺物分布からSK２７―２周辺と推定
遺物分布 廃棄土坑となったSK２７に局所的に集中するほかは、SK２７―２南半部と鍛冶炉西側付近に分布

時期
古墳時代中期末葉（天神川編年�期）※周辺遺構における鍛冶関連遺物共伴土器による
１４Ｃ年代測定結果 試料１：AD３４０～５４０年、試料２：AD４２０～５５０年

SI２８

平面規模 長軸６．２m×短軸５．８m－深さ３１�の方形を呈す竪穴住居、床面積推定３１．７�
鍛冶炉 平面径２０�・深さ９�程度、上面のみ被熱・吸炭し硬化
遺物分布 上面に炭化物層が広がり、同層から微量の粒状滓・鍛造剥片を回収
時期 古墳時代中期末葉（天神川編年�期）※床面出土土器による

遺
構
の
性
格

・鍛冶遺構では鍛錬鍛冶作業を中心とした操業が行われていた。
・鍛冶炉は鍛錬鍛冶炉で焼け方が弱く、鉄滓は概して小さい。操業内容は小型製品の製作・補修等と推定される。
・工程的には高温鍛接から低温素延べ成形までの作業が推定され、脱炭も行われた可能性を示す遺物が出土している。
・SI２８は鍛冶工房の可能性もあるが、その操業は短期間かつ小規模なものだったとみられる。
・出土した鍛冶具のセットも必要最小限で村方鍛冶的であり、出土した鍛冶関連遺物の総量から推測すれば集落で使用
する農工具を賄うような操業であったと考える。
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古墳時代初頭（天神川�期） 縮小傾向にあった弥生時代終末の集落からやや微増となる住居群は、

尾根中央に広い空閑地をもち大きく東西の２ブロックに分かれ、大型建物と掘立柱建物がセットに

なって構築される状況が認められる。西側尾根の谷頭付近に大型住居DSI９、隣接位置には大型住居

DSI１（＝Ａ区SI１２７）が築かれる。DSI１・DSI９とも２～３回の建て替えを行っているが、位置関係

からすれば同時並存は困難とみられ、集落の造営にあたって大型住居をこの場所に継続して構築しな

ければならない空間的理由があったとも推測される。両遺構では敲石・台石と鉄器片・鉄片の出土が

目立つが、竪穴内に生産の明確な痕跡は窺えない。しかし、東側ブロックのSI２７で鍛冶炉と考えられ

る焼土面と鞴羽口が確認され、西側尾根のDSI２２bで鍛冶滓の可能性がある鉄滓が出土していること

も勘案すれば、この時期に鏨切り・折り曲げ加工を主とする低温鍛冶から脱却し、高温下での鍛冶作

業が集落内で行われていたと推定されよう。

古墳時代中期末葉（天神川�期） 幅広な尾根の東端に列状に展開する住居ブロックと、西側尾根

の鍛冶遺構を中心とするブロックに明確に分かれる。鍛冶遺構の操業時期は周辺遺構出土土器から当

該期に比定され、鉄滓の法量や羽口の形態的特徴、鉄床石の使用状況等は時期的な特徴を反映してい

る（５）。鍛冶遺構に隣接するDSI２８も粒状滓や鍛造剥片が出土した住居で鍛冶炉の可能性がある炉を有

すなど、近接位置に関連施設が集中しており、そうした様相は工房域として評価できると考える。調

査区外の状況が不明ながら、鍛冶工房は居住域から離れた場所に配されたと理解でき、当該期の鍛冶

工房の特徴をもつ〔村上１９９８〕。DSI２６は単なる住居ではなく、例えば工人の控え小屋だった可能性

もあるだろう。同時期には居住域東縁の斜面部に桁行６間×梁行２間の大型掘立柱建物SB８が庇か柵

状の施設を伴って構築されており、鍛冶工房との関連も注目される。鍛冶炉及び周辺施設において

は、高温鍛接から低温素延べ成形に至るまでの作業が行われ、鍛冶関連遺物の総量などからすれば集

落内で使用する小型農工具の製作や補修を主とする村方鍛冶的な操業であったと推測される（表５８）。

ただ滓量に比して７�超という多量の粒状滓・鍛造剥片が出土している点は看過できず、鉄滓等の実

際の生成量はさらに多量であった可能性もあり（P.１７０表２９参照）、操業規模については類例の状況

も踏まえたうえで改めて評価したい。鍛冶炉及び「鉄床石の設置穴」等の関連土坑は竪穴内ではなく

屋外に構築されているが簡易な上屋を設けて作業を行っていたと想定され（６）、操業期間は長くなかっ

たと考える。 （高尾）

註
（１） 建物規模による区分は、床面積５０�以上を超大型、３０～５０�程度のものを大型、２０～３０�程度のものを中型、１５�以下のもの
を小型建物としている〔牧本２００４〕。時期区分については凡例を参照されたい。

（２） 鋳造斧の可能性も想定された茶畑山道遺跡例については層状剥離の進行と形態的な特徴から鍛造品と考えている。
（３） 第２０２図１は近年出土例が増加している九州系袋状鉄斧で、本遺跡周辺では中道東山西山遺跡・箆津乳母ヶ谷第２遺跡（袋状
ノミ）〔大川・�本２００７〕で出土している。また、１９は素環頭刀子の裁断された環頭部、２０は鉄剣の再加工品である可能性が高く、
２１も素材となりうる良質の大型板状鉄器片である。以上は資料を実見の上判断した。

（４） 本報告１４５や１６４等が該当するが、１６４については吉備南部地域からの搬入品とはみなし難く、例えば吉備北部地域（山間部）
などからの搬入・模倣土器である可能性も考慮される。以上は松井潔氏に御教示いただいた。ただ、本遺跡で吉備系土器の動態が
追えるのは後期前葉までで、後期中葉～終末期の外来系土器の様相は明らかでない。

（５） 穴澤義功氏に御教示いただいた。
（６） 穴澤義功氏、高田健一氏に御教示いただいた。
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大川泰広・�本利幸 ２００７『箆津乳母ヶ谷第２遺跡１』鳥取県埋蔵文化財センター
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第２節 笠見第３遺跡における赤色顔料関連遺物

笠見第３遺跡からは赤色顔料の付着した石杵や台石が出土している。また赤褐色をした石状の塊が

多数あり、これらには割ったり研磨した痕跡があることから赤色顔料の素材ではないかと想定した。

こうした遺物から、本遺跡では赤色顔料の生産や使用を行っていた可能性が考えられたため、関連す

る遺物を整理し、まとめてみた。

顔料の種類については、自然科学分析によりベンガラの可能性が指摘された（第４章第２節）。調

査を進めていく課程で、異なる時期の遺構から関連遺物が出土したので、長期にわたる赤色顔料生産

が行われていたのではないかと考え、弥生時代中期後葉、弥生時代後期、古墳時代前期初頭の各時期

について赤色顔料が付着した石器類、顔料素材と思われる塊、赤彩土器を抽出し、蛍光Ｘ線分析を

行った。それぞれの構成元素が一致し、同じ種類のものであることが確認されれば、本遺跡で赤色顔

料素材を入手、加工し、塗彩していたことが判明するのではないかと期待したからである（１）。結果的

には１点を除きベンガラの可能性が指摘されたので、出土した赤色顔料関連遺物は一連のものとして

扱う（２）。ただ分析方法は蛍光Ｘ線によるもので、確実な同定に至っていないため、顔料をベンガラと

断定的に記述せず、「赤色顔料」と呼称する。

関連遺物の概要

ここでいう関連遺物とは赤色顔料が付着した石器類と顔料素材と思われるものである。赤彩された

土器も関連するものではあるが、個別にはふれない。石器類には台石、石杵、赤色顔料が付着した礫

がある。台石とは大型扁平礫の広い面に赤色顔料が付着しているもの、石杵とは棒状礫の小口面ある

いは敲打痕の認められる部位に赤色顔料が付着しているものを指す。これらは赤色顔料の破砕、磨り

潰しに用いられたものと考えられる。赤色顔料が付着した礫は、用途的には明らかでないが、礫の形

状や付着状態からすると、赤色顔料生産に関わったであろうものと二次的に付着したものがあると思

われる。素材と思われるものは赤黒い塊状で、色が濃く緻密な部分と色が薄く軟質な部分がサンド

イッチ状になったものである。分割や研磨など人為的な加工が加えられていることや、自然科学分析

でもベンガラの可能性が指摘されていることを積極的に評価し、顔料素材と位置づける。

関連遺物のうち主要なものを第２０４図から第２０６図に掲載した。以下、個別に観察結果を記載する。

通し番号とともにＳ番号が付してあるものは第３章にも掲載しているものである。

第２０４図１、２は弥生時代中期後葉の遺構から出土したもの。１はSS２出土の台石。もとは表面全

体に赤色顔料が付着していたと思われるが、縁辺を中心に残存している。中央部は平滑になってい

る。自然科学分析資料３８である。２はSI２１出土の顔料素材。表裏両面に研磨が加えられる。分析資料４２。

３から１４及び第２０５図２９、３０は弥生時代後期前葉の遺構から出土したもの。３から５はSI１２出土の

顔料素材。３は分割によってサイコロ状を呈する。４、５は色の濃い緻密な部分を残すように、表裏

両面の軟質部分を研磨している。６はSK３９出土の扁平な自然礫である。部分的に赤色顔料がこびり

ついているが二次的なものと思われる。７もほとんど緻密な部分のみ残るように研磨されている。SI

１８床面出土。８から１４はSI２７から出土した。８は小型で扁平な円礫の表面に赤色顔料が付着してい

る。付着範囲は広いが、自然面の細かな窪みに入り込んだものが残っている状態である。９は扁平な

棒状礫の下面に赤色顔料が付着する石杵。顔料の残りは悪い。器体の表裏両面は平滑に研磨されてい
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る。床面から出土したものである。１０は棒状の亜円礫の下面（小口面）と表面中央に赤色顔料が付着

している。残りは悪く、自然面の細かな窪みに入り込んだものが残っている状態である。１１は棒状の

亜角礫を用いている。小口面に付着した赤色顔料は良好に遺存している。１０、１１ともに床面からわず

かに浮いた位置で出土。１２は扁平な礫が割れたもの。部分的に赤色顔料が付着しているが、二次的な

ものと思われる。割れ面にもわずかな付着が見られる。１３、１４は顔料素材。１３の裏面は軟質な部分と

緻密な部分の境目に沿って分割された面である。上下左右はすべて裏面側からの分割面。分析資料

４３。１４は握り拳状の塊で、一部に裏面側からの剥離が加えられているほか、部分的な研磨が見られ

る。SI２７の東側壁溝を埋める土から出土しており、ほぼ床面に近いといえる。２９、３０はSI１３出土。２９

は棒状礫の下面に赤色顔料が付着した石杵。床面ではないが埋土の下層から出土している。３０は大型

の不整形な礫を用いた台石。表面に赤色顔料が付着している。床面の出土。

第２０５図１５から２８は弥生時代後期中葉の遺構から出土したものである。１５、１６はSI２０出土。１５は卵

形の楕円形礫のほぼ全面に赤色顔料と思われるものが付着している。液体に浸ったような付着で、水

に溶け出した土中の鉄分が付着した可能性もあるが、ここに掲げた。１６は分厚い顔料素材。裏面は軟

質な部分と緻密な部分の境目に沿って分割されている。表面の一部を研磨する。１７から２３はSI２４出

土。１７は卵形の楕円形礫の下面と表面の一部に赤色顔料が付着したもの。１８は大型の扁平礫を用いた

台石である。中央付近は窪み、粗い擦痕が見られる。ここに赤色顔料が付着している。右側面と下面

は割れた面であるが、下面にも赤色顔料が付着しているので、この形状で使用されていたと思われ

る。床面から出土。１９から２３は顔料素材で、２２までは加撃により分割されたもの。２３は表裏両面に研

磨を施している。これにより軟質部分がほとんどなくなっている。２３のみ床面出土。２４から２６はSI２５

から出土したもの。いずれも顔料素材で、２４、２５は加撃により分割したもの。２６も分割されている

が、緻密な部分がほとんど見られず、裏面は研磨されている。２７、２８はSI３０出土。２７は小型扁平礫の

表面に赤色顔料が付着している。遺存状況は良好である。床面出土。２８は側縁を分割し、裏面は研磨

された顔料素材である。

第２０６図３１から３７は弥生時代後期後葉の遺構から出土した。３１から３４はSI１０から出土。３１は下面に

赤色顔料が付着している。敲打痕が顕著な敲石に付着が見られるものは例外的である。付着部位から

二次的なものとは思えず、石杵としておく。３２は大型の亜角礫の表面に赤色顔料が付着する台石。

３１、３２ともに床面出土。３３、３４は顔料素材。３４は研磨が加えられる。３５はSI１４出土の顔料素材。２点

が接合した。この２点に分割後、右側の資料には接合面を打面とする加撃が加えられている。３６、３７

はSI１１出土の顔料素材。３６は表面下半に一部研磨痕がある。３７は左側面以外は研磨により平坦な面と

なっている。

３８はSI８出土。弥生時代終末の遺構である。棒状礫の下半部に赤色顔料が付着している。壁溝埋土

からの出土。

３９から４２は古墳時代前期初頭の遺構から出土した。３９から４１はSI１出土である。３９は小型で下端部

がバチのように広がる棒状礫を用いた石杵である。下面に見られる赤色顔料の残りはよい。分析資料

３６。４０は加撃により分割された顔料素材。分析資料４４。４１の顔料素材は、裏面は軟質な部分と緻密な

部分の境目に沿って分割され、表面も軟質部分がほとんどなくなるほど研磨されている。４２はSI９出

土。器体上半を欠失する。左側面に敲打痕とともにわずかな赤色顔料の付着が見られる。使用部位が

小口面ではないが、石杵としておく。
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４３は南側丘陵部の西斜面から出土した赤色顔料が付着した礫。小型扁平円礫の表面に残っている。

関連遺物の所属時期

関連遺物の内訳と出土した遺構を時期別に整理すると次のとおりである（詳細は表５９）。

弥生時代中期後葉（�―３） ２遺構から台石１、顔料素材１

弥生時代後期前葉（�―１） ６遺構から石杵４、台石１、付着礫３、顔料素材１６

弥生時代後期中葉（�―２） ４遺構から台石１、付着礫３、顔料素材１６

弥生時代後期後葉（�―３） ８遺構から石杵１、台石１、顔料素材２０

弥生時代終末（�―１） １遺構から付着礫１

古墳時代前期初頭（天神�） ２遺構から石杵１、顔料素材５

古墳時代中期末葉（天神�） ２遺跡から顔料素材５

古墳時代以降 １遺構から顔料素材２

遺構外 付着礫１、顔料素材８

これらの多くは埋土中の出土で、関連遺物が床面から出土し、かつ、ある程度のセットを有してい

るものは、石杵３点と顔料素材のうち１点が床面またはそれに近い位置から出土したSI２７、台石が床

面、石杵が埋土下層から出土したSI１３、（ともに�―１）、台石と顔料素材のうち１点が床面から出土

したSI２４（�―２）、石杵と台石が床面から出土したSI１０（�―３）である。笠見第３遺跡で赤色顔料

の生産を行っていた時期として確実なのは、弥生時代後期前葉から後葉といえる。

平成１４、１５年に行われた調査でも赤色顔料が付着した礫などが出土している（３）。床面からの出土例

は弥生時代後期前葉に属するSI４２の１点のみで、他は埋土中のものではあるが、多くは弥生時代後期

前葉から後葉の遺構から出土しているのは今回の調査と同様である。古墳時代中期の住居から出土し

たものもあるが、弥生時代後期後葉や古墳時代前期初頭の住居を切っており、混入の可能性が高い。

赤色顔料の生産と使用について

ここに掲げた関連遺物から、赤色顔料生産の具体像を提示することは困難である。顔料素材も遺跡

近傍で簡単に入手できたものか、焼成など素材に手を加えているのかといったことも明らかにできて

いない。ここでは顔料素材等の観察から指摘できる点を述べるにとどめたい。

顔料素材は赤黒い塊または板状で、色が濃く緻密な部分と色が薄く軟質な部分がサンドイッチ状に

なったものである。１３、１４のような大きめのものを、３５の接合資料に見るように分割し、質の違う部

分に沿って割っていたものと思われる。こうして割り取ったものを石杵で粉砕したのではないか。あ

るいは顔料素材に研磨痕が見られる場合があるので、研磨により粉末状にしたことも考えられる。両

面を研磨して薄い板状になったものは、緻密な部分のみが残った状態なので、顔料として用いられた

のは色が薄い軟質部分であったと思われる。

赤色顔料が付着した礫は、二次的に付着したと思われるものを除き、小型の棒状礫または扁平な円

礫であることが多い。前者は小口面や器体下半部に、後者は表面の広く平坦な面に、ともに面的に付

着する点が特徴であり、赤色顔料の磨り潰しなどに用いられた可能性がある。

平成１４、１５年度に調査を行ったのは、今回の調査区とは浅い谷を隔てた東側丘陵部である。前回調

査で出土した関連遺物の多くは、ここでいう赤色顔料が付着した礫で、石杵や台石は報告されていな
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い。積極的な根拠はないが、赤色顔料生産が工程ごとに場所を変えて行われていた可能性を考えてお

きたい。

赤色顔料の生産規模であるが、顔料素材はすべて集めてもコンテナ１箱ほどであり、大量に出土し

たとはいいがたい。現時点では赤色顔料をここで集中的に大量生産していたわけではなく、集落内で

使用する程度の生産であったものと考えておきたい。

赤色顔料の使用については、土器に塗る、墓に撒くなどが考えられる。SI１７で出土した口縁部から

肩部にかけて縦方向に塗彩した壺６９のような独特の塗り方をするものもあり、赤彩土器は集落内で塗

彩されていたものと思われるが、青谷上寺地遺跡（鳥取市）で見つかっているパレットと思われるも

のは出土していない（４）。

笠見第３遺跡から出土した赤色顔料関連遺物について、個別的に記述するとともに、若干の考察を

試みた。弥生時代の赤色顔料が塗られた考古資料は特に珍しいというわけではないが、顔料の種類は

何であるかという分析や考察はあっても、その素材がどういうもので、どのように加工されたうえで

用いられたのかといった点に関しては情報が少ないのが現状ではないだろうか。今回の調査でもその

あたりを明らかにできたわけではないが、調査中に見つけた赤黒い石のような塊に注目し、赤色顔料

に関連するものではないかとの意識を持って調査を行い、関連資料をまとめて報告できた意義は小さ

くないと考えている。赤色顔料については、おそらくベンガラであろうとの見通しを持ったわけだ

が、今回は顔料の種類を特定するに至っていない。今後もこのような資料が蓄積され、自然科学的な

分析により多くの情報が引き出せるよう期待したい。 （湯村）

註

（１） 分析資料のうち石器と顔料素材は、本節に示す。土器は次のとおり。

弥生時代中期の分析資料３９は、SK２４出土の脚付壺の一部（遺物番号１８４）。

弥生時代後期の分析資料４１は、SI１４出土の甕（遺物番号５９）。

以上２点は、第３章で報告。

古墳時代前期の赤彩土器は確認できなかったので、弥生時代後期後葉の肩部破片を分析資料４０とした。これ

自体は小片であり、未報告。外面に多条の波状文、直線文を施し、内面ヘラケズリ調整。

（２） 分析資料４１のみは、水銀朱とされた。

（３） 今回、赤色顔料が付着した礫と呼んでいるものは、「赤色塗彩石」と報告されている。

牧本哲雄編２００４『笠見第３遺跡』財団法人鳥取県教育文化財団

（４） 北浦弘人編２００１『青谷上寺地遺跡３』財団法人鳥取県教育文化財団

湯村 功編２００２『青谷上寺地遺跡４』財団法人鳥取県教育文化財団
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第３節 まとめ

笠見第３遺跡では延べ３年間、総面積約３０，０００�に及ぶ調査が行われた結果、縄文時代から平安時

代にかけての複合遺跡であることが明らかとなった。特に弥生時代中期後葉から古墳時代後期中葉に

かけては丘陵上に集落が営まれており、多数の遺構・遺物を検出した。本遺跡周辺の丘陵には銅鐸・

銅剣・銅矛の出土地が点在しており、そうした背景の中で集落は形成され、拠点性を維持し発展を遂

げる。古墳時代以降は断絶期を挟み規模を縮小して集落は営まれ、中期末葉になると集落の一角に鍛

冶工房が出現して再び新たな局面を迎えるが、終末期以降は墓地・耕作地へと土地利用のあり方は変

質する。

本遺跡の重要性は集落構造を小時期ごとに、多角的に検討することが可能な情報を多分に内包する

点にあるといえ、特に古墳時代中期末葉の鍛冶遺構・遺物は高温による本格鍛冶導入以後の地域にお

ける鉄器生産の具体相を明らかにする上でも基礎資料になると考える。今後は得られた調査成果を統

括して地域史の中に還元させることが重要な責務であり、課題となろう。

最後になりましたが、日々の発掘作業及び整理作業に従事してくださった作業員の方々をはじめ、

本調査に御協力いただいた地元の皆様に対し改めて深く感謝申し上げます。 （調査員一同）

表５９ 赤色顔料関連遺物集計表
平成１８年度調査

時 期 �―３ �―１ �―２ �―３

遺 構 名 SI２１ SS２ SI１２SI１３SI１８ SI２３ SI２７ SK３９ SI２０ SI２４ SI２５ SI３０ SI２ SI３ SI４

石 杵 １ ３

台 石 １ １ １

付 着 礫 ２ １ １ １ １

顔料素材 １ ８ ３ １ ３ １ １ ８ ４ ３ ３ １ １

そ の 他 １

遺構計 １ １ ８ ２ ３ １ ８ ２ ２ １１ ４ ４ ３ １ １

時 期 �―３ �－１ 天神� 天神� 古墳以降 遺構外 器種計

遺 構 名 SI５ SI１０SI１１SI１４SI１７ SI８ SI１ SI９ SI２６ SI２８ SD４

石 杵 １ １ ６

台 石 １ ４

付 着 礫 １ １ ８

顔料素材 １ ２ ７ ４ １ ４ １ ３ ２ ２ ８ ７３

そ の 他 １

遺構計 １ ４ ７ ４ １ １ ５ １ ３ ２ ２ ９ ９２

平成１４、１５年度調査

時 期 �―１ �―２ �―２～�―３ �―３ 天神� 天神�～� 天神� 器種計

遺 構 名 SI４２SI８８ SI６８ SI８９ SI３７ SI１０ SI７５ SI１３９ SI１４４ SI１４ SI１２１ SI１１

石 杵

台 石

付 着 礫 １ ３ ２ ２ １ １ １ １ １２

顔料素材

そ の 他 １ １ １ １ ４

遺構計 １ １ １ ３ ２ ２ １ １ １ １ １ １ １６

�―３：弥生時代中期後葉 �―３：弥生時代後期後葉 天神�：古墳時代前期初頭
�―１：弥生時代後期前葉 �―１：弥生時代終末 天神�：古墳時代中期末
�―２：弥生時代後期中葉
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